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令和３年 

第２回宿毛市議会定例会会議録第１号 

 

１　議事日程 

　　　　　第１日（令和３年６月１５日　火曜日） 

午前１０時開議 

　　　第１　会議録署名議員の指名 

　　　第２　会期の決定 

　　　　○諸般の報告 

　　　第３　議案第１号から議案第１４号まで 

　　　　　　議案第　１号　人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 

　　　　　　議案第　２号　令和３年度宿毛市一般会計補正予算について 

　　　　　　議案第　３号　宿毛市空き家活用移住定住促進住宅の設置及び管理に関する条例

の一部を改正する条例について 

　　　　　　議案第　４号　宿毛市固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例につい

て 

　　　　　　議案第　５号　宿毛市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 

　　　　　　議案第　６号　宿毛市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関す

る基準を定める条例の一部を改正する条例について 

　　　　　　議案第　７号　宿毛市家庭的保育事業等の設置及び運営に関する基準を定める条

例の一部を改正する条例について 

　　　　　　議案第　８号　宿毛市介護保険条例の一部を改正する条例について 

　　　　　　議案第　９号　宿毛市国民宿舎条例の一部を改正する条例について 

　　　　　　議案第１０号　宿毛市高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に係る特定道路

の構造、特定公園施設の設置に関する基準を定める条例の一部を

改正する条例について 

　　　　　　議案第１１号　宿毛市都市公園条例の一部を改正する条例について 

　　　　　　議案第１２号　指定管理者の指定について 

　　　　　　議案第１３号　工事請負契約の締結について 

　　　　　　議案第１４号　工事請負契約の締結について 

－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

２　本日の会議に付した事件 

　　　日程第１　会議録署名議員の指名 

　　　日程第２　会期の決定 

　　　日程第３　議案第１号から議案第１４号まで 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 
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３　出席議員（１３名） 

　　　１番　今　城　　　隆　君　　　　　２番　堀　　　　　景　君 

　　　３番　三　木　健　正　君　　　　　４番　川　田　栄　子　君 

　　　５番　川　村　三千代　君　　　　　７番　髙　倉　真　弓　君 

　　　８番　山　上　庄　一　君　　　　　９番　山　戸　　　寛　君 

　　１０番　岡　﨑　利　久　君　　　　１１番　野々下　昌　文　君 

　　１２番　松　浦　英　夫　君　　　　１３番　寺　田　公　一　君 

　　１４番　濵　田　陸　紀　君 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

４　欠席議員 

　　な　　し 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

５　事務局職員出席者 

　　　事 務 局 長　　朝比奈　淳　司　君 

　　　議 事 係 長　　桑　原　美　穂　君 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

６　出席要求による出席者 

　　　市 長　　中　平　富　宏　君 

　　　副 市 長　　岩　本　昌　彦　君 

　　　企 画 課 長　　黒　田　　　厚　君 

　　　総 務 課 長　　桑　原　　　一　君 

　　　危機管理課長　　上　村　秀　生　君 

　　　市 民 課 長　　中　山　佳　久　君 

　　　税 務 課 長　　山　岡　敏　樹　君 

　　　健康推進課長　　松　田　まなみ　君 

　　　長寿政策課長　　谷　本　裕　子　君 

　　　環 境 課 長　　谷　本　和　哉　君 

　　　人権推進課長　　山　戸　達　朗　君 

　　　産業振興課長　　岩　本　敬　二　君 

　　　商工観光課長　　長　山　敏　昭　君 

　　　土 木 課 長　　澤　田　英　典　君 

　　　都市建設課長　　小　島　裕　史　君 

　　　福祉事務所長　　河　原　志加子　君 

　　　水 道 課 長　　川　島　義　之　君 

 　　　次長兼庶務係長 

　　　兼 調 査 係 長
奈　良　和　美　君

 　　　会計管理者兼 

　　　会 計 課 長
佐　藤　恵　介　君
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　　　教 育 長　　鎌　田　勇　人　君 

 

 　　　教 育 次 長 兼 

　　　学校教育課長
和　田　克　哉　君

 　　　生涯学習課長 

　　　兼 宿 毛 文 教 

　　　センター所長

岡　本　　　武　君

 　　　学 校 給 食 

　　　センター所長
平　井　建　一　君

 　　　選挙管理委員会 

　　　事 務 局 長
児　島　厚　臣　君
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－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１０時００分開会 

○議長（寺田公一君）　これより令和３年第２

回宿毛市議会定例会を開会いたします。 

　直ちに本日の会議を開きます。 

　日程第１「会議録署名議員の指名」を行いま

す。 

　会議録署名議員は、会議規則第８８条の規定

により、議長において堀　景君及び三木健正君

を指名いたします。 

　日程第２「会期の決定」を議題といたします。 

　お諮りいたします。 

　今期定例会の会期は、本日から６月３０日ま

での１６日間といたしたいと思います。 

　これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（寺田公一君）御異議なしと認めます。 

　よって、今期定例会の会期は、本日から６月

３０日までの１６日間と決定いたしました。 

　この際「諸般の報告」をいたします。 

　去る５月２６日に開催されました第９７回全

国市議会議長会定期総会において、髙倉真弓君、

山上庄一君、山戸　寛君が、議員１０年以上の

一般表彰を受けられました。本席から、多年に

わたり地方議会に貢献されましたその功績と名

誉に対し、衷心よりお祝いを申し上げます。 

　本日までに陳情１件を受理いたしました。 

　よって、お手元に配付しております陳情文書

表のとおり、所管の常任委員会へ付託いたしま

す。 

　市長から、地方自治法第２４３条の３第２項

の規定に基づき、６月８日付をもって、令和２

年度宿毛市清掃公社事業実績報告書及び決算書

並びに監査報告書、令和３年度宿毛市清掃公社

事業計画及び予算書が提出されましたので、お

手元に配付いたしました。 

　会議規則第６２条第２項の規定により、一般

質問の通告の期限を本日午後３時と定めますの

で、質問者は期間内にその要旨を文書で通告し

てください。 

　なお、閉会中の議員派遣及び事務的な報告に

つきましては、お手元に配付いたしました文書

のとおりでありますので、これにより御了承願

います。 

　市長から報告事項がありますので、発言を許

します。 

　市長。 

○市長（中平富宏君）　皆様、おはようござい

ます。 

　本日は、令和３年第２回宿毛市議会定例会に

御参集をいただきまして、誠にありがとうござ

います。 

　先ほど、議長からも報告がありましたように、

全国市議会議長会定期総会におきまして、髙倉

真弓議員、山上庄一議員、山戸　寛議員が、議

員１０年以上の一般表彰を受けられました栄誉

に対しまして、心からお祝いを申し上げますと

ともに、ますますの御活躍を祈念いたします。 

　報告事項の説明に入ります前に、６月２日に

報道のありました、本市から派遣しております

幡多西部消防組合職員が、電子計算機使用詐欺

などの容疑で逮捕されるという事件が発生いた

しました。 

　本来、市民の生命と財産を守るべき立場の職

員が逮捕されたことは、痛恨の極みであり、派

遣元の市長といたしまして、被害を受けられた

方々に心からおわびを申し上げますとともに、

市民の皆様に多大なる御迷惑と御心配をおかけ

いたしましたことを、深く陳謝をいたします。 

　次に、本市における新型コロナウイルスワク

チン接種の状況について、御報告いたします。 

　６５歳以上の高齢者へのワクチン接種につい

ては、昨日現在で１回目を終えた方は７６．

１％となっており、予定どおり７月中には希望
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する高齢者の方に、２回の接種を終える予定と

なっております。 

　また、６４歳以下の方へのワクチン接種につ

いても、順次、実施できるよう、速やかに準備

を進めてまいります。 

　それでは、報告事項につきまして、御説明申

し上げます。 

　報告第１号及び第２号は、令和２年度予算の

繰越明許費の報告についてでございます。 

　報告第１号は、令和２年度宿毛市一般会計予

算繰越明許費としまして、宿毛市新庁舎議場シ

ステム整備事業ほか４２事業、総額３２億１，

５５８万４，０００円を、そして、報告第２号

は、令和２年度宿毛市下水道事業特別会計予算

繰越明許費といたしまして、ストックマネジメ

ント事業ほか１事業、総額７，５５９万５，０

００円を、それぞれ繰越計算書のとおり、令和

３年度に繰越ししましたので、地方自治法施行

令第１４６条第２項の規定により、御報告申し

上げるものでございます。 

　報告第３号は、令和２年度宿毛市一般会計予

算事故繰越しの報告についてでございます。 

　令和元年度から令和２年度へ繰り越しており

ました地方道整備事業ほか２事業につきまして、

新型コロナウイルスの感染拡大による影響に伴

い、資材調達及び人員の確保に支障を来したこ

とや、災害復旧工事の急増による資材不足及び

周辺地区との調整に不測の日数を要したため、

総額１億７，９３２万２，０００円を繰越計算

書のとおり、令和３年度に事故繰越しましたの

で、地方自治法施行令第１５０条第３項の規定

により、御報告申し上げるものでございます。 

　次に、令和２年度の各会計の決算状況につき

まして、お手元に配付しております資料を基に、

その概要を御説明申し上げます。 

　一般会計では、実質収支は、約３億２，３８

１万円の黒字決算となり、剰余金のうち、２億

円を財政調整基金に積立てをいたしました。 

　特別会計では、介護保険事業、後期高齢者医

療の２会計が黒字決算となっております。今後

も給食センターなど、大型の建設事業が控えて

おりますので、引き続き、適正で効率的な行財

政運営を推進してまいります。 

　議員の皆様方におかれましては、今後とも、

より一層の御支援御協力を賜りますようお願い

申し上げまして、報告事項の説明とさせていた

だきます。 

○議長（寺田公一君）　以上で、諸般の報告を

終わります。 

　日程第３「議案第１号から議案第１４号まで」

の１４議案を一括議題といたします。 

　この際、提案理由の説明を求めます。 

　市長。 

○市長（中平富宏君）　御提案申し上げました

議案につきまして、提案理由の御説明をさせて

いただきます。 

　議案第１号は、令和３年９月３０日をもって

任期満了となる人権擁護委員につきまして、新

たに１名の方を人権擁護委員候補者として推薦

するに当たり、人権擁護委員法第６条第３項の

規定に基づき、議会の意見を求めるものでござ

います。 

　議案第２号は、「令和３年度宿毛市一般会計

補正予算」でございます。 

　総額で５億５，４９６万２，０００円を追加

しようとするものです。 

　歳入で増額する主なものは、国庫支出金２億

１，３６３万２，０００円、県支出金２，０４

９万９，０００円、基金繰入金２億９，３９３

万１，０００円となっております。 

　一方、歳出で増額する主なものは、国の第３

次補正予算を活用した新型コロナウイルス対策

事業といたしまして、総務費でマイナンバーカ

ード交付率向上事業９，１３７万７，０００円、
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商工費でコロナ対策事業者月次支援金８，５２

０万円を計上しております。 

　また、本年度事業として採択された災害復旧

事業として、災害復旧費で豪雨災害復旧工事費

２億６，５７５万２，０００円を計上しており

ます。 

　議案第３号は、「宿毛市空き家活用移住定住

促進住宅の設置及び管理に関する条例の一部を

改正する条例について」でございます。 

　内容につきましては、宿毛市への移住定住を

促進することを目的に設置しております、宿毛

市空き家移住定住促進住宅につきまして、新た

に１軒の住宅の整備が完了しましたので、本条

例の一部を改正しようとするものでございます。 

　議案第４号は、「宿毛市固定資産評価審査委

員会条例の一部を改正する条例について」でご

ざいます。 

　内容につきましては、地方税法施行規則の一

部を改正する省令により、地方税関係書類への

押印を不要とする改正が行われたことから、本

条例の一部を改正しようとするものです。 

　議案第５号は、「宿毛市国民健康保険税条例

の一部を改正する条例について」でございます。 

　内容につきましては、新型コロナウイルス感

染症の影響により一定程度収入が減少した被保

険者に対しまして国民健康保険税の減免を行う

ために、本条例の一部を改正しようとするもの

です。 

　議案第６号は、「宿毛市特定教育・保育施設

及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を

定める条例の一部を改正する条例について」で

ございます。 

　内容につきましては、特定教育・保育施設及

び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育

て支援施設等の運営に関する基準の一部を改正

する内閣府令が施行されたことに伴い、本条例

の一部を改正しようとするものです。 

　議案第７号は、「宿毛市家庭的保育事業等の

設置及び運営に関する基準を定める条例の一部

を改正する条例について」でございます。 

　内容につきましては、家庭的保育事業等の設

備及び運営に関する基準の一部を改正する省令

が施行されたことに伴い、本条例の一部を改正

しようとするものです。 

　議案第８号は、「宿毛市介護保険条例の一部

を改正する条例について」でございます。 

　内容につきましては、議案第５号同様、新型

コロナウイルス感染症の影響により一定程度収

入が減少した被保険者に対して介護保険料の減

免を行うために、本条例の一部を改正しようと

するものです。 

　議案第９号は、「宿毛市国民宿舎条例の一部

を改正する条例について」でございます。 

　内容につきましては、新型コロナウイルス感

染症の影響を受ける中で、より安定的な事業継

続を図るため、本条例の一部を改正しようとす

るものです。 

　議案第１０号は、「宿毛市高齢者、障害者等

の移動等の円滑化の促進に係る特定道路の構造、

特定公園施設の設置に関する基準を定める条例

の一部を改正する条例について」でございます。 

　内容につきましては、高齢者、障害者等の移

動等の円滑化の促進に関する法律の一部を改正

する法律が施行されたことに伴い、本条例の一

部を改正しようとするものです。 

　議案第１１号は、「宿毛市都市公園条例の一

部を改正する条例について」でございます。 

　内容につきましては、大深浦に所在する宿毛

運動公園テニスコートを有料公園施設から除外

し、無料公園施設として一般開放するため、本

条例の一部を改正しようとするものです。 

　議案第１２号は、「指定管理者の指定につい

て」でございます。 

　内容につきましては、土佐くろしお鉄道株式
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会社を土佐くろしお鉄道宿毛線平田駅駅舎の指

定管理者として指定することについて、地方自

治法第２４４条の２第６項の規定により、議会

の議決を求めるものでございます。 

　議案第１３号及び議案第１４号は、「工事請

負契約の締結について」でございます。 

　内容は、市内２か所に整備する津波避難タワ

ーにつきまして、６月７日に実施しました一般

競争入札により、契約の相手方及び契約金額が

決定しましたので、工事請負契約を締結するこ

とについて、地方自治法第９６条第１項第５号

の規定により議会の議決を求めるものでござい

ます。 

　以上が、御提案申し上げました議案の内容で

ございます。 

　よろしく御審議の上、適切な御決定を賜りま

すようお願い申し上げ、提案理由の説明とさせ

ていただきます。 

○議長（寺田公一君）これにて、提案理由の説

明は終わりました。 

　お諮りいたします。 

　議事の都合により、６月１６日から６月１８

日まで休会いたしたいと思います。 

　これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（寺田公一君）　御異議なしと認めます。 

　よって、６月１６日から６月１８日まで休会

することに決しました。 

　以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

　６月１６日から６月２０日までの５日間休会

し、６月２１日午前１０時より再開いたします。 

　本日は、これにて散会いたします。 

午前１０時１８分散会 
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平　井　建　一　君

 　　　選挙管理委員会 
　　　事務局長補佐

埜々下　哲　広　君
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－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１０時００分　開議 

○議長（寺田公一君）　これより本日の会議を

開きます。 

　日程第１「一般質問」を行います。 

　順次発言を許します。 

　１１番野々下昌文君。 

○１１番（野々下昌文君）　改めまして、皆さ

んおはようございます。 

　久しぶりの質問で、少し緊張しておりますが、

議長より御指名いただきましたので、早速一般

質問をさせていただきたいと思います。 

　私が質問するのは、大枠で、新型コロナウイ

ルス感染症対策についてです。 

　まずはじめに、昨年から続く新型コロナウイ

ルス感染症により、亡くなられた方々に心から

哀悼の意を表しますとともに、感染された皆様

には、心からお見舞い申し上げます。また、職

場の第一線で対応に当たられている医療従事者、

保健師、ソーシャルワーカー、また職員の皆様

方には、心から敬意を表させていただきます。 

　それでは、質問に入ります。 

　はじめに、本市のワクチンの接種状況につい

て伺います。 

　感染収束の決め手と位置づけられているワク

チン接種でありますが、本市では、臨時接種会

場フジ宿毛店敷地内と、個別接種会場、大井田

病院、筒井病院、聖ケ丘病院の計４か所でござ

います。 

　高齢者の接種が行われております。 

　議会初日に、市長から高齢者の７６．１％の

方が、既に１回目の接種を終えており、７月中

には、高齢者への２回目の接種を終えるとの報

告がございました。 

　申込当初、電話がつながりにくい等の問題が

あったとお聞きしておりますが、おおむね順調

に接種が行われているものと思っております。 

　そこで、それぞれの接種状況についてお伺い

をいたします。 

○議長（寺田公一君）　健康推進課長。 

○健康推進課長（松田まなみ君）　１１番、

野々下議員の一般質問にお答えいたします。 

　新型コロナウイルスワクチン接種につきまし

ては、現在、６５歳以上の高齢者を対象に、宿

毛市臨時診療所が行う集団接種と、大井田病院、

筒井病院、聖ケ丘病院で個別接種を併用して実

施しています。 

　６月１８日現在の接種の状況としましては、

集団接種で３，７７２人、個別接種で２，３３

１人となっており、１回以上の接種を終えた方

は、合計で６，１０３人となっています。 

　また、これまでに２回の接種が終了している

沖の島地区の方、並びに医療従事者及び高齢者

施設等の従事者のうち、６５歳以上の方が１８

４人おられますので、それらを合わせますと、

本市における６５歳以上の高齢者の現時点での

接種率は、７８．７％となっております。 

○議長（寺田公一君）　１１番野々下昌文君。 

○１１番（野々下昌文君）　各接種会場とも、

スムーズに進んでおり、副反応の話はなかった

のですが、そういう話も聞いておりませんので、

ないということであろうと思います。安心をし

ております。 

　次に、少し振り返った質問になりますが、先

日、濵田県知事が県下の自治体は全て７月末ま

でに高齢者の接種を終えることができると発言

をしておりました。当初、私どもの調査では、

どうしても８月に入ってしまうというところが

４市町あったように思いますが、本市はどのよ

うな条件で高齢者接種が終えるのか、お伺いを

いたします。 

○議長（寺田公一君）　健康推進課長。 

○健康推進課長（松田まなみ君）　健康推進課

長、１１番、野々下議員の御質問にお答えいた
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します。 

　６５歳以上の高齢者の接種につきましては、

現時点での集団接種と個別接種の予約状況から、

予約をした方が全て接種できるものとして、接

種率を算出しますと、本市が目標としている８

０％の接種率に達していること。また、新規の

予約申込がほとんどない状況となっていること

から、希望する高齢者の受付は、ほぼできてい

るものと考えられるため、予定どおり７月中に

は２回の接種が終了できる見通しとなっており

ます。 

○議長（寺田公一君）　１１番野々下昌文君。 

○１１番（野々下昌文君）　高齢者の方々の８

０％が、２回接種を終えるということでござい

ます。本当にスムーズにいっているということ

で、安心をいたしております。 

　次に、基礎疾患のある方たちへの優先接種に

ついて伺います。 

　厚生労働省は、基礎疾患のある方は、事前に

かかりつけ医に相談の上、ワクチン接種を受け

るかどうか決め、基礎疾患の確認は予診票によ

る本人の自己申告と、接種前の予診で行うとさ

れており、診断書等の提出は求めないとなって

おりました。 

　ここへきて、厚生労働省は、基礎疾患のある

方もない方も、同時並行で打ってよいとの方針

変更も行われております。 

　本市は、基礎疾患のある方への優先接種はど

のように考えているのか。また、優先接種を行

うのであれば、どのような接種体制で行うのか、

お伺いをいたします。 

○議長（寺田公一君）　健康推進課長。 

○健康推進課長（松田まなみ君）　６４歳以下

の方への接種につきましては、予約受付の混雑

を避けるため、７月上旬から年齢層を２回に分

けて、接種券の発送を行い、８月上旬から１回

目の接種をはじめ、９月中旬には、希望する全

ての方が接種を終えることができるよう、計画

しております。 

　その中でも、基礎疾患のある方は、医療従事

者、高齢者に次ぐ接種順位であるため、基礎疾

患のある方の予約を先行して受け付ける期間を

設けるようにしております。 

　また、基礎疾患を有する者であるかについて

は、本人が予診票の質問事項に対象疾患を記載

することで確認し、診断書等の証明書を必要と

するものではありませんので、先行予約受付に

おける確認体制としましても、そのような説明

を行い、本人の申出により、予約を受け付ける

ことといたします。 

○議長（寺田公一君）　１１番野々下昌文君。 

○１１番（野々下昌文君）　自己申告で受付を

するという内容でございます。基礎疾患のある

方に関しては、２週間、専属で受付を行うとい

うことですので、了解いたしました。 

　次に、基礎疾患がある方の中の障害を持たれ

ている方への案内について、お伺いをいたしま

す。 

　基礎疾患のある方の中には、視覚障害のある

方、また聴覚障害のある方、またその両方に障

害のある方をはじめ、重度心身障害の方たちも

含まれます。 

　先日、テレビで視覚障害の方への案内状に、

点字の案内がなく、接種日が分からなかったと

いったニュースが流されておりました。 

　このようなことがないようにしなくてはなり

ません。一人も残らず、確実に案内が届くこと

が必要であろうかと思います。 

　本市の取組について、お伺いをいたします。 

○議長（寺田公一君）　健康推進課長。 

○健康推進課長（松田まなみ君）　１１番、

野々下議員の御質問にお答えします。 

　視力障害や聴力障害の方への特別な案内文書

は送付しておりませんが、障害を持ちながら在
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宅生活をされている方は、日頃から家族の支援

や、何らかのサービスを受けながら生活をされ

ておられる方が多いのではないかと認識してお

ります。 

　希望する全ての方にワクチン接種を受けてい

ただくため、障害のあるなしにかかわらず、予

約の方法が分からないなどの理由等でお困りの

方に対しましては、今後、各地区の民生委員や

居宅介護支援事業所等に御協力いただきながら、

ワクチン接種についての支援を受けられるよう、

お願いしてまいりたいと考えております。 

○議長（寺田公一君）　１１番野々下昌文君。 

○１１番（野々下昌文君）　障害のある方は、

近くの地域の方たちの力も借りて、連絡をきち

っとしていくということでございます。 

　本人に伝わらないことがあったりした後で、

問題になったということになりかねませんので、

よろしくお願いをいたしたいと思います。 

　次に、６５歳以上高齢者の７月末までのワク

チン接種状況により、その他の方たちへの優先

接種、自治体独自の判断で決めることができる

ことになっております。 

　本市は、先日、保育園の職員、小中学校の教

員への優先接種がテレビで報道されました。今

後、６４歳以下の方たちへの接種体制について、

お伺いをいたします。 

○議長（寺田公一君）　健康推進課長。 

○健康推進課長（松田まなみ君）　健康推進課

長、１１番、野々下議員の御質問にお答えいた

します。 

　今後の接種体制につきましては、住民接種全

体の接種計画に影響が出ない範囲で日程の調整

を行い、医師等の確保もできましたので、市民

の皆様に少しでも安心した生活を送っていただ

けるように、本市独自の優先接種を計画いたし

ました。 

　対象は、子供や高齢者等と直接関わり、生活

を支えている職種の方を優先することとし、接

種の期間は６月下旬から８月上旬までに２回の

接種を終える計画としております。 

　なお、その他６４歳以下の方への接種につき

ましては、先ほどと重複いたしますが、７月上

旬から２回に分けて接種券の発送を行い、８月

上旬から接種を始め、９月中旬には２回の接種

を終える体制となっております。 

○議長（寺田公一君）　１１番野々下昌文君。 

○１１番（野々下昌文君）　独自の優先接種を

行った上で、９月には宿毛市全体の接種が終わ

るということでございます。非常にスムーズに

いっているのではないかと思います。 

　このワクチンの問題の最後ですが、市民のコ

ロナワクチン接種希望者の接種が終わる見込み

はいつになるか、今お伺いしましたけれども、

その後、終了宣言以降に接種希望者があった場

合の対応について、お伺いをいたします。 

○議長（寺田公一君）　健康推進課長。 

○健康推進課長（松田まなみ君）　健康推進課

長、１１番、野々下議員の御質問にお答えいた

します。 

　本市のワクチン接種希望者への接種終了時期

は、９月中旬を予定しております。 

　重複いたしますが、６４歳以下の方を対象と

した接種につきましては、７月上旬から案内文

書を同封した接種券を発送するとともに、広報

７月号においても、予約方法等の周知を行いま

す。 

　希望する全ての方が接種できるように、十分

な予約枠を準備しており、２回の接種が９月中

旬で終了できる見込みです。 

　ただし、身体的な状態等の理由など、様々な

事情により、本市が計画する接種計画の期間中

に２回の接種が完了できない方や、新たに対象

年齢となられる方など、９月以降に接種を希望

する方への対応につきましては、何らかの方法
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で接種を受けることができる機会の確保に努め

てまいります。 

　なお、現時点で国から示されているワクチン

接種の期間は、令和４年２月２８日までとされ

ていますが、ワクチンの有効期限や、取扱上の

制限があるため、９月以降につきましては、本

市単独で接種体制を構築することは困難な状況

にありますので、今後、国が示す指針に基づき、

対応してまいりたいと考えております。 

○議長（寺田公一君）　１１番野々下昌文君。 

○１１番（野々下昌文君）　９月中旬で大体、

希望される方は終了するということですが、必

ず出ると思うのです。家族に勧められたり、子

供から受けなさいと言われたり、考えていたら、

やっぱり受けておこうかということが必ず起き

てくると思います。そういう人が何人か出てく

ると思いますので、その部分、国からまだ指針

が示されていないということですので、十分に

その辺り、国との連携をとりながら、接種体制

をつくっていっていただきたいと思います。 

　続いて、大きな２項目、コロナ禍での生活困

窮者への支援策について、お伺いをいたします。 

　緊急小口総合支援金の貸付件数、また貸付額

についてお伺いをいたします。 

　長期化するコロナ禍は、これまで生活基準が

弱い家庭や、個人、これまで安定した生活を送

っていた方々を含め、生活が困窮する事態とな

ってきております。 

　そのため、生活困窮者の生活支援として、緊

急小口資金・総合支援資金が特例で貸し付けら

れております。 

　公明党は、この特例貸付を借り切ってもなお、

厳しい状況にある方への支援の在り方を速やか

に検討するよう、主張してまいりました。 

　結果、厚労省は総合支援資金の１世帯当たり

の限度額を、最大６０万円増額し、総合支援金

と緊急小口資金で、最大２００万円まで借りら

れるようになりました。 

　この特例貸付は、コロナ禍の影響により失業

された方も対象となっております。緊急小口資

金、また総合支援資金の返済免除要件について

は、令和３年度、または令和４年度において、

借受人と世帯主が住民税非課税であることと確

認できた場合、一括免除とするということが決

められております。 

　そこで、現在までの緊急小口資金・総合支援

資金のそれぞれの貸付件数・貸付額について、

お伺いをいたします。 

○議長（寺田公一君）　福祉事務所長。 

○福祉事務所長（河原志加子君）　福祉事務所

長、野々下議員の一般質問にお答えいたします。 

　コロナ禍における特例貸付制度には、緊急か

つ一時的に生活の維持が困難となった場合に利

用する緊急小口資金として最大２０万円、また

緊急小口資金の利用後も、日常生活の維持が困

難である世帯に対して、生活再建までに必要と

なる費用の貸付を行う総合支援資金として、最

大６０万円の利用ができまして、この総合支援

資金を利用しても、状況が改善されない場合は、

延長、再貸付の制度があり、それぞれ最大６０

万円を利用できることとなっておりまして、合

計額として最大２００万円の利用ができるよう

になっております。 

　この制度の始まった令和２年４月から令和３

年６月５日時点での利用件数と貸付額は、緊急

小口資金が１９０件の３，２８３万円、総合支

援資金１０５件の５，５１５万円、延長分が４

６件の２，４３５万円、再貸付分が２２件、１，

１８５万円で、総件数が３６３件の、合計額が

１億２，４１８万円となっております。 

　以上です。 

○議長（寺田公一君）　１１番野々下昌文君。 

○１１番（野々下昌文君）　コロナ禍により、

１年そこそこでこのような数字となっておりま
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す。本市の市民の方々が、非常に厳しい経済状

況に追い込まれていることがうかがえる数値で

あろうかと思います。 

　次に、新たな生活困窮者への支援策について、

お伺いをいたします。 

　５月２８日、政府は、９都道府県への緊急事

態宣言を６月２０日まで延長する決定に合わせ

て、一定の条件を満たす生活困窮世帯に、３か

月で最大３０万円の新たな支援金を支給するこ

とが発表され、現在の生活、雇用の特例的な支

援策も期限を延長されることが決まっておりま

す。 

　そこで、この新たな支援策の内容、本市の対

象者、また申請予定者について、お伺いをいた

します。 

○議長（寺田公一君）　福祉事務所長。 

○福祉事務所長（河原志加子君）　今期定例会

に補正予算を計上させていただいておりますが、

新型コロナウイルス感染症の長期化に伴いまし

て、既に総合支援資金の再貸付は終了するなど、

さらなる特例貸付を利用できない世帯に対し、

就労による自立を図るために、新型コロナウイ

ルス感染症生活困窮者自立支援金といたしまし

て、３か月間の給付を行います。 

　申請の受付につきましては、７月１日から８

月末までの期間となっており、一月の支給額は、

単身世帯で６万円、２人世帯で８万円、３人以

上の世帯で１０万円となっておりまして、本市

における支援金の給付対象世帯は２２世帯を見

込んでおります。 

　以上です。 

○議長（寺田公一君）　１１番野々下昌文君。 

○１１番（野々下昌文君）　所長からお話あり

ましたけれども、緊急小口資金・総合支援資金

の貸付が限度額に達し、これ以上の支援が受け

られない世帯が対象であるということで、新た

な就労や、生活保護に移行するまでの支援策で、

受付は８月末までということでございました。 

　これに併せて、雇用調整助成金も、特例措置

が６月から７月末にまで継続となったというこ

とでございますので、対象になる方は、ぜひ利

用していただきたいと思います。 

　次に、住居確保給付金について伺います。 

　住まい、生活の重要な基盤であり、全世代型

社会保障の基盤であります新型コロナウイルス

の急増、また長期化により、家賃や住宅ローン

に悩む人が多くなってきております。 

　本市における住居確保給付金の申請状況につ

いて、お伺いをいたします。 

○議長（寺田公一君）　福祉事務所長。 

○福祉事務所長（河原志加子君）　住居確保給

付金の申請状況について、お答えいたします。 

　令和２年４月から令和３年６月１５日までに、

２２件の申請があり、うち１８件が支給決定と

なっておりまして、総支給額は１６３万９，６

００円となっております。 

　住居確保給付金につきましては、６月末まで

の受付となっておりましたが、新型コロナウイ

ルスの感染拡大が長期化する中で、受付期間を

９月末までに延長することが閣議決定されてお

ります。 

　本市といたしましても、相談者お一人お一人

の実情に応じて、引き続き、必要な支援につな

がるよう、関係機関と連携を図ってまいりたい

と思います。 

　よろしくお願いします。 

○議長（寺田公一君）　１１番野々下昌文君。 

○１１番（野々下昌文君）　住居、住むところ

がないというのは、非常に生活の重要な基盤で

ありますので、丁寧な対応をよろしくお願いを

しておきたいと思います。 

　続いて、大きな項目、ヤングケアラーの対策

について、お伺いをいたします。 

　皆さんも最近のニュースや新聞で触れられた
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こともあると思いますが、ヤングケアラー、病

気の親の世話や、家事などで追われる１８歳未

満の子供をヤングケアラーと呼びます。 

　このたび、政府による初の全国調査により、

実態が明らかになっております。調査は、公立

中学校と全日制高校の２年生や、通信制高校の

生徒らを対象に、厚生労働省と文部科学省が、

昨年１２月から今年１月にかけて行っておりま

す。 

　その結果、中学校２年生の約１７人に１人、

５．７％、高校２年生では、２４人に１人、４．

１％が、世話をする家族がいると回答しており

ます。 

　世話の内容は、祖父母の身体介護、兄弟の保

育園への送迎や、料理や掃除、洗濯など、家事

全般を一人で担うといった、手伝いと呼べる範

囲を超えたものが多く、世話をする頻度では、

ほぼ毎日が、中学２年生で４５．１％、高校２

年生で４７．６％にのぼり、中学２年生、高校

２年生共、平日１日平均で約４時間を世話に費

やしており、約１割は７時間以上と答えており

ます。 

　これでは勉強はもちろん、クラブ活動や友人

と遊ぶことも難しく、身体への影響も心配され

る状態であります。 

　調査結果では、今ある状態は、しんどいと、

生徒の声が非常に悲痛に聞こえてまいります。 

　さらに深刻なのは、４割近くが自らをヤング

ケアラーだと自覚できていないことであり、ひ

とり親世帯のため、本人が世話を当たり前と思

っていたり、過度な負担を強いていることに、

親が気づいていないといった要因が指摘をされ

ております。 

　ヤングケアラーの問題が、これまで表面化し

なかったものの一つは、こうした背景があった

からではないかと思われます。 

　この調査結果を見て、本市でも調査を急ぐ必

要があろうかと思います。まず、本市の現状認

識について、お伺いをいたします。 

○議長（寺田公一君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　おはようございます。

１１番野々下議員の一般質問にお答えをさせて

いただきます。 

　現在までに、宿毛市といたしまして、ヤング

ケアラーについての実態調査は実施しておりま

せんが、支援が必要と思われる家庭に対し、切

れ目ない支援を包括的に継続していくための機

関であります要保護児童対策地域協議会、いわ

ゆる要対協にてケース管理していく中で、ヤン

グケアラーの定義であります、本来、大人が担

うと想定されている家事や、家族の世話などを

日常的に行っていることによりまして、子供自

身のやりたいことができないなど、子供自身の

権利が守られていないと思われる１８歳未満の

子供は、現在の管理ケースにはおりませんが、

家事や幼い兄弟の世話の多くを担っている子供

や、保護者の情緒の不安定さにさらされている、

そんな児童がいる実態については、承知をして

いるところでございます。 

　以上です。 

○議長（寺田公一君）　１１番野々下昌文君。 

○１１番（野々下昌文君）　市長から答弁があ

りました。本市では、調査は行っていないけれ

ども、いろいろ複数の状況から考えて、ヤング

ケアラーと思われる子供たちもいるというふう

にうかがえるということでございます。 

　国の調査内容から考えると、表面化せずに隠

れてしまっていることも考えられます。このパ

ーセントからいうと、まだ少ないような気もし

ますので、ぜひとも宿毛市でも調査を行ってい

ただきたいと思います。 

　次に、既に厚労省、また文科省により、５月

１７日、ヤングケアラーの支援に向けた福祉、

介護、医療、教育の連携プロジェクトチーム報
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告として、早期発見、把握、支援策の推進、社

会的認知度の向上の３項目を挙げられておりま

す。 

　今後、取り組むべき施策が挙げられておりま

す。 

　本市の今後の取組について、お伺いをいたし

ます。 

○議長（寺田公一君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　お答えをいたします。 

　本市の取組といたしましては、身近な相談機

関として、地域の全ての子供やその家庭、及び

妊産婦等の多種多様な相談に対応することを目

的に、昨年度より子ども家庭総合支援拠点を設

置いたしております。 

　そして、地域の関係機関を結ぶ連携体制強化

に努めてきたところでございます。 

　また、この拠点は、要保護児童対策地域協議

会の調整機関の機能も担っておりますことから、

協議会構成機関である児童相談所をはじめ、警

察、社会福祉協議会、医師会、教育機関等２１

機関との連携の、さらなる充実に取り組んでい

るところでございます。 

　そのような中、子ども家庭総合支援拠点にあ

ります家庭児童相談室には、放課後支援してい

る子供が、友達と一緒に話に来たり、支援中の

保護者が相談や顔を見せに立ち寄ってきてくれ

ることがありまして、家庭児童相談員や、子ど

も家庭支援員が、子供や保護者の気持ちに寄り

添い、耳を傾けることで、学校や家庭での出来

事や、思いを話してくれる場所となっていると

ころでございます。 

　子供が話す内容や表情、しぐさなどから、気

がかりなことがある場合は、スクールソーシャ

ルワーカーが教育機関等と情報を密に共有をい

たしまして、教育機関での児童の支援や、家庭

訪問等によりまして、保護者への支援を実施し

ているといったところでございます。 

　ヤングケアラーは、本来、守られるべき子供

の健康を守る権利、教育を受ける権利、育つ権

利など、子供らしく生きる権利が守られていな

い可能性があると考えられます。 

　また、先ほど、野々下議員が御指摘されたと

おり、家庭内での問題であることなどから、表

面化しにくい、そういった課題でもあります。 

　今後も子供の権利と命を守るため、子供に関

わる支援者が、ささいな子供の言葉やしぐさか

ら異変に気づけるよう、研修への参加や、情報

の共有を図るとともに、関係機関との連携を密

にし、切れ目のない支援の継続に取り組んでい

きたい、そのように考えているところでござい

ます。 

○議長（寺田公一君）　１１番野々下昌文君。 

○１１番（野々下昌文君）　切れ目のない支援

を丁寧に続けていくということでございますの

で、よろしくお願いをしておきたいと思います。 

　続いて、大きい項目、災害に強いまちづくり

について、質問いたします。 

　この季節になると、本市に甚大な被害をもた

らし、災害救助法が適用され、激甚災害指定を

受けた平成３０年７月豪雨が思い起こされます。 

　コロナ禍にあっても、甚大化する風水害や、

切迫する南海トラフ巨大地震への対策は、待っ

たなしであります。 

　国では、２０２１年度から防災・減災国土強

靭化のための５か年加速化対策が始まります。 

　これを受けて、本年３月、本市においても、

宿毛市国土強靭化地域計画が策定されておりま

す。 

　防災・減災への取組を進め、災害に強いまち

づくりをするためには、それぞれの地域にどの

ようなリスクがあるのか、それを市民が十分に

理解をすることが重要であり、行政からの正確

で的確な情報発信が不可欠であると考えます。 

　市民の生活、生命・財産、社会経済機能を守
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り、生活を支えるために、大変重要な計画がつ

くられたと思って、期待をしております。 

　計画策定の趣旨や、位置づけについてお伺い

をいたします。 

○議長（寺田公一君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　お答えをいたします。 

　国においては、平成２５年１２月に施行され

た、強くしなやかな国民生活の実現を図るため

の防災・減災等に資する国土強靭化基本法に基

づき、国土強靭化基本計画を策定し、大規模自

然災害時に、人命を守り、経済社会への被害が

致命的にならず、迅速に回復する強さとしなや

かさを備えた国土、経済社会システムの構築を

推進しているところでございます。 

　本市におきましても、いかなる大規模自然災

害が発生しても、市民の命を守り、地域・経済

社会に致命的な被害を負わせず、迅速な復旧・

復興が可能となる、強靭な宿毛市の構築に向け

て、強靭化に関する施策を計画的に推進するこ

とを目的といたしました宿毛市国土強靭化地域

計画を、令和３年３月に策定をいたしました。 

　本計画の位置づけといたしましては、高知県

強靭化計画及び宿毛市の行政運営全般の指針と

なる宿毛市振興計画との調和を図りながら、分

野別の強靭化に関する部分については、本市が

有する様々な計画等の指針としての性格を有す

るものとなっているところでございます。 

○議長（寺田公一君）　１１番野々下昌文君。 

○１１番（野々下昌文君）　位置づけとしては、

振興計画と同等の計画として、各種計画の上位

に位置するものと受け止めました。 

　次に、計画の推進について伺います。 

　直面する大規模災害のリスク等を考えると、

本市の強靭化、総合的また計画的に推進するこ

とは、市民の生命や財産を守るとともに、地域

の経済成長にもつながる、大変重要なものと認

識をしておりますが、計画の推進について、お

伺いをいたします。 

○議長（寺田公一君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　お答えをいたします。 

　本計画では、まず、想定されるリスクに対し、

どういった弱みがあるかを評価し、起きてはな

らない最悪の事態と、それを回避するための事

前に備えるべき目標を設定しているところでご

ざいます。 

　この設定した目標に基づき、様々な事業を実

施し、市の強靭化に取組をいたします。 

　また、これらの事業については、国や県の補

助金や交付金を活用し、効果的に強靭化を推進

します。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　１１番野々下昌文君。 

○１１番（野々下昌文君）　災害に対する地域

のリスク、脆弱性に対して、対応、計画を明確

にして、実行していくということですので、確

実な取組をお願いをいたします。 

　国のほうでは、今年から始まる防災・減災国

土強靭化のための５か年加速化対策について、

当初予算は組み込まれていなかったと思います

が、今後、本市としてどのような手順で取り組

んでいくのか、お伺いをいたします。 

○議長（寺田公一君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　お答えをいたします。 

　防災・減災、国土強靭化のための５か年加速

化対策によりまして、国や県から支援される交

付金、補助金や、宿毛市国土強靭化地域計画に

基づき実施される事業は、多岐にわたっており

まして、全てをお示しすることはできませんが、

一例を申し上げさせていただきますと、市道改

良事業、鳥獣被害対策事業、住宅耐震化事業、

そして空き家対策総合支援事業、さらに学校施

設環境改善事業などがあります。 

　分野ごとに様々な事業がありまして、交付金

や補助金を所管する省庁も様々なところでござ
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います。 

　支援される交付金や補助金の中には、国にお

ける令和３年度予算において、重点的に取り組

まれるものもありますので、今後もこのような

補助金等を効果的に活用いたしまして、事業実

施をしてまいりたい、そのように考えていると

ころでございます。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　１１番野々下昌文君。 

○１１番（野々下昌文君）　宿毛市の国土強靭

化の対策が策定されたのが、３月２９日だった

と思います。３月議会が終わってからだったと

思いますので、この計画への予算というのでは

なくて、この計画は包括的な計画で、その中に、

分野ごとにそれぞれの予算がついていると、そ

ういう取組をしていくということでございます。 

　災害に強いまちづくりのことで気になること

があって、今後の取組として一言申し上げてお

きたいのは、本市は、必ず起きるといわれる巨

大地震、その津波による被害想定は示されてお

ります。 

　復興計画は示されてないわけでありまして、

多くの自治体で復興計画への取組がなされてお

ります。本市においても、あらゆる災害に対す

る復興計画を時系列で、明確にしておく必要が

あろうかと思います。今後の取組として、指摘

をしておきたいと思いますので、よろしくお願

いいたします。 

　続いて、避難行動要支援者の個別計画につい

て、お伺いをいたします。 

　近年、激甚化する自然災害では、高齢者や障

害者などが逃げ遅れ、犠牲になる、痛ましいケ

ースが後を絶ちません。 

　避難行動要支援者は、要支援者ごとの避難方

法や、避難先、助ける人を明記したもので、民

生委員や自治体、福祉関係者の協力を得ながら、

作成をしてきたと思います。 

　消防庁によると、２０１９年６月時点で、要

支援者名簿を作成した市町村は全体の９８．

９％に達するものの、個別計画を作成済の市町

村は１２．１％、一部作成中は５０．１％とい

うことであります。 

　本市の現状と課題について、お伺いをいたし

ます。 

○議長（寺田公一君）　福祉事務所長。 

○福祉事務所長（河原志加子君）　個別計画作

成における本市の状況について、お答えいたし

ます。 

　要支援者数は４６１名となっておりまして、

そのうち３８５名、８３．５％の方に個別計画

の作成における同意をいただいておりますが、

計画作成済の方は、６４名、１３．９％にとど

まっております。 

　これまで避難を手助けする支援者不足や、個

人情報の取扱いなどの問題により、思うように

作業が進んでおりませんが、今後につきまして

は、作成済みの地区の取組をモデルとして、多

くの地区に展開していけるよう、引き続き、地

区、民生委員、自主防災組織等との関係機関と

連携を図りながら、取り組んでまいります。 

　以上です。 

○議長（寺田公一君）　１１番野々下昌文君。 

○１１番（野々下昌文君）　作成できている人

は非常に少ない。１３％余りということでござ

います。ぜひ地域の皆さんと協力しながら、お

願いしたいと思います。 

　次に、要支援者を支える最終的な取組として、

救助計画を立てていくのも、救助をしていただ

くのも、自治区の区長や、また民生委員であっ

たり、地域の方たちになります。 

　この方たちとの連携が非常に重要となるわけ

であります。その方たちとのコンセンサスがと

れているのか、お伺いをいたします。 

○議長（寺田公一君）　福祉事務所長。 
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○福祉事務所長（河原志加子君）　野々下議員

のおっしゃいますように、災害発生時におきま

しては、日頃から要支援者の実情を知る地区長

や、民生委員、地域の方々の協力が欠かせない

と考えております。 

　地域との連携といたしましては、地区長連合

会におきましては、防災特別委員会を立ち上げ、

個別支援計画作成の取組に、地区長連合会の立

場で御協力をいただいております。 

　また、民生児童委員協議会におきましては、

声かけや安否確認、避難誘導など、災害発生時

に迅速な行動ができるよう、令和元年１２月に、

独自の災害対策指針を作成して取り組んでいた

だいているところではあります。 

　そのほかにも、地域の自主的な取組といたし

まして、地域支え合い推進員で構成されたさわ

やか協議体において、個別支援計画につながる、

ささえあい安心カードを作成する取組が行われ

ております。 

　本市といたしましては、引き続き、地区長連

合会、民生児童委員協議会、さわやか協議体と

の会員の皆様とのコンセンサスを図りながら、

取り組んでまいりたいと思っております。 

　以上です。 

○議長（寺田公一君）　１１番野々下昌文君。 

○１１番（野々下昌文君）　地区長連合会の方

たち、また民生委員の方たち、地域の方という

のは、非常に前向きに取り組んでいただいてい

るということでございます。 

　これからも連携を強化して、一人でも多くの

方の計画作成をしていっていただきたいと思い

ますので、よろしくお願いをいたします。 

　続きまして、避難行動要支援者の避難支援は、

これまで地域住民の善意に頼ってきたわけです

が、今回の法改正で、個別避難計画の作成が努

力義務化されたことによって、要支援者を支え

る体制強化につながろうかと思います。 

　また、作成が円滑に進むように、要支援者の

状況を把握しているケアマネジャーや、相談支

援専門員など、福祉専門職などの連携強化も、

この法改正でうたわれております。 

　本市の福祉専門職との取組について、連携に

ついて、お伺いをいたします。 

○議長（寺田公一君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　お答えをいたします。 

　本市における個別計画の作成につきましては、

先ほど、所長の答弁のとおり、全体として思う

ように進んでいないという現状があります。 

　そこで、日頃から要支援者の方々との関りが

あり、顔見知りでもあるケアマネジャーや、相

談支援専門員と連携をとることで、円滑に計画

作成を進めていけるのではないかと考えている

ところでございます。 

　また、具体的な個別計画の中身の検討におき

ましても、要支援者の身体状況や、特性を熟知

し、日頃から高齢者や障害者のケアに携わる専

門家の方々の助言は非常に有効であると認識を

しております。 

　地域の方々との連携に加えまして、必要に応

じて、要支援者の実情を知る専門家の協力も仰

ぎながら、個別計画の作成を推進してまいりた

いと考えているところでございます。 

○議長（寺田公一君）　１１番野々下昌文君。 

○１１番（野々下昌文君）　要支援者の方が一

番よく分かっている方たち、専門員でありケア

マネジャーの方たちでございますので、力を借

りながら、早急に作成を進めていっていただき

たいと思います。 

　次に、女性の視点を生かす防災対策について

でございます。 

　これまでの大規模災害における避難所運営で

は、女性と男性のニーズの違いなどが配慮され

ていないことが問題視されてまいりました。 

　本市の男女共同参画社会においても、地域防
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災における男女共同参画の推進は、重点施策と

なって示されております。 

　以前にも一度、震災後であったと思いますが、

指摘をしたことがありますが、明確に記された

部分がありませんので、再度指摘をしておきた

いと思います。 

　災害時の避難所運営におきましては、男女共

同参画の視点で配慮すべきことは重要になって

きます。 

　例えば、男女別トイレ、更衣室、盗難対策、

避難所の整備や乳幼児、高齢者、障害者、病人、

女性のニーズの把握や女性物の物資を支給する

際の配慮等、他項目に及ぶわけでありますが、

防災対策に女性の視点を生かすことは、子供や

高齢者、障害者など、災害弱者の視点を生かす

ことにもつながるため、着実に実行すべきと考

えます。 

　そこで、本市の防災協議会へ参加する女性の

人数、また今後の取組について、お伺いをいた

します。 

○議長（寺田公一君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　お答えをさせていただ

きます。 

　女性の視点を生かす防災対策についての御質

問にお答えをさせていただきます。 

　東日本大震災では、多くの避難所でプライバ

シーが守れないことや、女性用物資が不足する

など、女性のニーズが反映されていないことが

浮き彫りとなったところでございます。 

　この教訓を踏まえまして、国においては、東

日本大震災以降、防災基本計画に女性をはじめ

とした多様な視点が反映されるよう努めること

について、明記されているところでございます。 

　本市の地域防災計画におきましても、東日本

大震災以降、計画の改定を重ねる中で、防災会

議の委員の任命や、自主防災組織の育成、避難

所の運営などにおいて、女性の参画を推進する

ことを明記をしているところでございます。 

　本市の防災会議委員につきましては、平成２

３年度までは女性委員がいないといった体制で

ありましたが、当時、質問議員の御提案も受け

る中で、平成２４年度以降は、女性管理職や保

育園長、保健師など、３名から４名の女性委員

を任命するようにしているところでございます。 

　今後の取組といたしましては、大規模災害時

の住民主体の避難所運営に備え、地域に対しま

して、様々な方に配慮した避難所運営マニュア

ルの提案や、訓練の支援を引き続き実施してい

く中で、女性の参画や登用など、日頃からの女

性の視点を取り込んだ防災対策の啓発に努めて

いくとともに、宿毛市避難所運営マニュアルに

おきましても、女性参画の具体的内容を盛り込

んでいくようにしたいと、そのように考えてい

るところでございます。 

　以上です。 

○議長（寺田公一君）　１１番野々下昌文君。 

○１１番（野々下昌文君）　よろしくお願いし

たいと思います。 

　続いて、５項目めのゼロカーボンシティ宣言

について、お伺いをいたします。 

　令和２年１０月２６日に、全国において、菅

総理大臣の所信表明の中で、２０５０年までに

温室効果ガス排出を全体としてゼロにする。す

なわち、２０５０年カーボンニュートラル、脱

炭素社会の実現を目指すことを宣言をいたして

おります。 

　宣言自治体を少し調べてみますと、本年６月

１６日時点で４０８自治体がゼロカーボンシテ

ィ宣言を行っており、本県においては高知県が、

昨年１２月、四万十市は本年３月に、同じよう

に宣言をしております。 

　多くのところで、国が基準とする２０５０年

を目指しての宣言であります。 

　本市は、本年４月６日に、中平市長が２０４
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０ゼロカーボンシティへの取組を宣言をいたし

ました。２０４０年まで、あと１９年しかござ

いません。実行に当たっては難題も多く、容易

なことではないと感じます。 

　本市には、地球温暖化対策実行計画がありま

すが、平成３１年から平成３５年度の計画とさ

れております。行政側のみの実行計画が本市で

は示されておりますが、市全体の実行計画は示

されておりません。 

　そこで、目標を１０年短縮し、２０４０カー

ボンシティ宣言とした市長の決意をお伺いをい

たします。 

○議長（寺田公一君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　お答えをさせていただ

きます。 

　まず、ゼロカーボンシティについて、御説明

をさせていただきたいと思います。 

　ゼロカーボンシティとは、２０５０年までに

ＣＯ２排出量を実質ゼロにすることを目指す旨

を公表した地方公共団体のことを示します。 

　また、ＣＯ２排出量の実質ゼロとは、経済活

動などで排出されるＣＯ２の量と、森林などＣ

Ｏ２吸収源が、除去するＣＯ２の均衡を達成す

ることを示しているところでございます。 

　私がゼロカーボンシティ宣言を行った背景に

は、世界各国各地での異常気象の発生、また日

本国内におきましても、集中豪雨や台風の巨大

化など、地球温暖化に起因するとされる自然災

害が頻発、激甚化しておりまして、本市におき

ましても、平成３０年７月豪雨において、時間

雨量１０８ミリ、３時間で２６３ミリの雨量を

記録するなど、これまで経験したことのない記

録的大雨に見舞われまして、甚大な被害が発生

したところでございます。 

　住民の生命や財産の危機、そして自然環境や

生態系への悪影響など、人類の生存基盤を根本

から揺るがす気候危機というべき、極めて深刻

な事態となっていることを受けまして、地球温

暖化対策に早急かつ真摯に取組を行い、本市の

豊かな自然や、生態系を次の代、子や孫の代、

次代につなげていかなくてはなりません。 

　この考えのもと、２０１８年のＩＣＰＰ特別

報告書による２０５０年までに、ＣＯ２の実質

排出量ゼロにすることが必要とされている目標

年度を１０年間短縮をいたしまして、２０４０

年までにＣＯ２排出量の実質ゼロを目指すゼロ

カーボンシティを宣言したものでございます。 

　今後は、住民や事業者の方々とともに、チー

ムすくもとして、ＣＯ２排出量の実質ゼロ化の

実現に向けた取組を推進していきたいと考えて

いるところで、既に取組はスタートをさせてい

ただいているところでございます。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　１１番野々下昌文君。 

○１１番（野々下昌文君）　市長から、チーム

すくもとして、市民や事業者の方たちと力を合

わせて、このゼロカーボンシティに取り組んで

いくという決意をお伺いいたしました。 

　次に、ゼロカーボンシティに取り組むロード

マップについて、お伺いをいたします。 

　国の打ち出す達成目標２０５０年よりも、１

０年も短いスパンでの達成を宣言したわけです

が、２０４０年までのロードマップはできてい

るのか、取組についてお伺いいたします。 

○議長（寺田公一君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　お答えをさせていただ

きます。 

　２０４０年までの具体的なロードマップにつ

きましては、現在、国や県のいろいろな協力も

得る中で、現在、作成中でありますが、本市の

ＣＯ２排出量や、森林等の吸収源による除去量、

そして今後の自然エネルギーの導入などを勘案

する中で、ゼロカーボンの達成状況を算出をさ

せていただきました。 
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　そうすると、国の達成目標である２０５０年

を待つことなく、ＣＯ２排出量の実質ゼロ化が

達成できる見込みとなりました。 

　市として、ＣＯ２排出量を抑制するための取

組を、さらに推進することによりまして、２０

４０年にはＣＯ２排出量の実質ゼロ化が達成で

きるものだと考えさせていただきまして、今回、

宣言をさせていただいたものでございます。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　１１番野々下昌文君。 

○１１番（野々下昌文君）　具体的なロードマ

ップはできていないが、今、作成中である。で

きてないけれども、ロードマップとしては見込

みがあるということでございました。 

　次に、市民の皆様とのコンセンサスについて

伺います。 

　市民の協力はもちろん、市内民間業者の協力

も重要になってくると思いますが、コンセンサ

ス、それぞれの企業、市民とのコンセンサス、

とれているのかどうかお伺いをいたします。 

○議長（寺田公一君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　お答えをさせていただ

きます。 

　ゼロカーボンを達成するためには、市民や企

業の方々の協力は必要不可欠であると認識をし

ているところで、当然ございます。 

　現在、市では、宿毛市地球温暖化対策実行計

画、事務・事業編を作成いたしまして、令和５

年度を目標年度として、ＣＯ２排出量を抑制す

るための、様々な取組を実施しておりますが、

今後、宿毛市地球温暖化対策実行計画、区域施

策編を作成をしていく中で、市民の皆様や、企

業、事業主の方々とＣＯ２排出量の実質ゼロ化

を目指す取組を進めていきたい、そのように考

えているところでございます。 

　しっかりと御理解をしていただいて、一緒に

なって取組を進めていきたいと考えているとこ

ろでございます。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　１１番野々下昌文君。 

○１１番（野々下昌文君）　市民や企業の皆様

と同じ思いになって、一つになっていかなくて

はいけないということが一番だと思いますので、

そういう取組をしていただきたいと思います。 

　続いて、市民を先導する意味で、市が率先し

て事業を進めていかなければならないと思いま

すが、どのように考えておられるのか、お伺い

をいたします。 

○議長（寺田公一君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　お答えをさせていただ

きます。 

　現在、計画をしている脱炭素に向けた主な取

組、施策といたしましては、一つとして、公共

施設の太陽光発電設備等の再生可能エネルギー

の導入。また、２つ目といたしまして、公共施

設のＬＥＤ化による省エネ推進。３つ目といた

しまして、公用車のハイブリッド及びＥＶ化の

促進。４つ目といたしまして、徒歩、自転車利

用による近隣移動の推進。５つ目といたしまし

て、昼食時の職員による車利用の抑制。６つ目

といたしまして、地域公共交通の利用促進。７

つ目といたしまして、宿毛市地球温暖化対策実

行計画区域施策編の策定。８つ目といたしまし

て、電動自転車購入補助による２次交通の利便

性の向上の、この８事業となっているところで

ございます。 

　このうち、昼食時の職員による車利用の抑制

に関しましては、週１回以上、昼食時の自動車

利用を制限することによりまして、ガソリン消

費量の削減につなげるといった取組となります。 

　また、毎月２０日は、エコ通勤日といたしま

して、可能な範囲で通勤手段を自家用車やバイ

クから、徒歩や自転車、そして公共交通機関に

切り換えをいたしまして、ＣＯ２排出量の削減
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を図るとともに、職員の地球温暖化対策に対す

る意識の向上にも努めているところでございま

す。 

　今後もＣＯ２排出抑制につながる様々な施策

を、市全体で取り組んでいきたい、そのように

思っておりますし、マスコミ等の報道でもある

ように、大変、今、地球温暖化だけでなくて、

環境問題に対して、いろいろな取組がなされて

いるところでございます。 

　以前は、スーパーにいくと、コンビニもそう

ですが、必ずビニール袋をつけていただいてお

りましたが、こちらのほうも有料化になって、

一時は市民の方々も混乱されたのではないかな

と思いますが、現在、行っていただいて分かる

ように、スムーズにエコバッグ等を持参して、

買物をされている、そういった社会に変わって

まいりました。 

　いろいろなことが変わっていく変換期におい

ては、混乱もするかと思いますが、しっかりと

説明をする中で、御理解をいただいて、一緒に

なって、チームすくもで取り組んでいきたいと

思っているところでございます。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　１１番野々下昌文君。 

○１１番（野々下昌文君）　るる説明ございま

した。８つの事業で、この施策を取り組んでい

くというところでございますが、中に、電動ア

シスト付自転車、再質問をさせていただきたい

と思いますが、推進の話がございました。非常

に市長の得意分野だと思います。 

　安くても、電動アシスト付自転車、１０万円

前後いたします。誰でもが買える値段ではあり

ません。その補助ということがありましたけれ

ども、これは普及してくために、どのような取

組をしていくのか、施策を考えているのか、お

伺いをいたします。 

○議長（寺田公一君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　お答えをさせていただ

きます。 

　まだ予算化しておりませんので、これから予

算化に向けて取組をしていきたい、そして、当

然、議員の皆様方に御説明をし、承認といいま

すか、認めていただきたい、そのように考えて

いるところでございますが、もう既に、数年前

から電動付自転車、四国内であれば今治市であ

るとか、それからあと、関西方面に行けば、守

山市であるとか、いろいろな取組をされている

ところの先進事例もございますので、そちらの

ほうもしっかりと勉強をさせていただいている

ところでございます。 

　また、アシスト付電動自転車、当然、高価な

ものになっているところでございますが、移動

手段として、自転車として購入を考えると少し

高価ですが、逆にその分、車を乗らないという

ふうに考えると、非常に安価な、安いものとな

ります。 

　どういったふうな使い方にするかによっては、

非常に経済的にも助かる、そういった乗り物に

なろうかと思いますので、その辺りもしっかり

と調べて、市民の皆様方に御理解をいただく中

で、こういった補助制度も構築をしていきたい

と考えているところでございます。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　１１番野々下昌文君。 

○１１番（野々下昌文君）　先進事例も勉強し

ながら取り組んでいくということでございます。 

　続いて、国のグリーン成長戦略の中に、３０

年代半ばまでに、新車販売は電気自動車にする

といっております。 

　先ほど、ＥＶやハイブリッドの話ありました

けれども、本市の公用車の電動化については、

どのように考えておられるのか、お伺いいたし

ます。 

○議長（寺田公一君）　市長。 
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○市長（中平富宏君）　お答えをさせていただ

きます。 

　現在、市役所の全体で１００台以上の公用車

があるところでございますが、電気自動車の導

入は、現在はできていないといった状況でござ

います。 

　過去には、平成２３年から５年間、リース契

約を結んだ車として、１台の導入実績がござい

ますが、価格や走行距離、充電施設の整備など

といった問題から、再リースはしなかったとい

った経緯がございます。 

　しかしながら、脱炭素社会の実現を目指すた

めには、市としても、ガソリン車よりも、環境

に優しい電気自動車等への切り換え、転換が、

当然必要になると考えておりますので、今後は

電気自動車の導入も、当然視野に入れながら、

前向きに検討していかなければならないと考え

ております。 

　これも先ほど言いました変革期、まさに今、

ガソリン自動車からハイブリッド、それから今

度は電気自動車というふうに変わりつつありま

す。 

　世界的な動向を見る中で、蓄電池の開発とい

うのが、電気自動車にも非常に欠かせないもの

となっておりまして、そういった開発も、目ま

ぐるしいスピードで、現在、進んでいるところ

でございます。 

　１回の充電による走行距離も、どんどん伸び

ているところでございまして、以前、宿毛市で

も導入しておりましたが、その頃は、１度の充

電で走る走行距離が非常に短いということもご

ざいました。そういった中で、当時のいろいろ

な課題が、日々解決された、新しいテクノロジ

ーを積んだ電気自動車が出てきているものとい

うふうに認識をしているところでございまして、

こちらについても、しっかりと世の中といいま

すか、そういった動向も見ながら、また公用車

として、モデル的な取組も必要だと思いますの

で、できるだけ早い段階で導入をしていきたい、

このように思っております。 

　国によっては、新車の販売を、ガソリン車、

いついつまでにはストップさせるとかといった

動きも出てきておりますので、当然、そういっ

た動向も見ながら、日本として、どういう動き

をするのかということにも注視をしていきたい

と考えているところでございます。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　１１番野々下昌文君。 

○１１番（野々下昌文君）　大変丁寧な御答弁

ありがとうございます。 

　現在は、公用車に関してはないということで、

今後、モデル的な事業として取り組んでいきた

いというところでございます。 

　このゼロカーボンシティ、宣言をした限りは、

達成しなくてはなりません。私たち公明党とい

たしましても、最重要の課題で取り組んできま

して、今までも何度も各大臣に要望もし、取組

をしてきたところでございますので、私たちと

いたしましても、全力で応援をしていきますの

で、ぜひ頑張っていただきたいと思います。 

　以上で質問を終わります。 

○議長（寺田公一君）　この際、１０分間休憩

いたします。 

午前１１時１０分　休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１１時２０分　再開 

○議長（寺田公一君）　休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

　１番今城　隆君。 

○１番（今城　隆君）　１番、今城です。今回

もよろしくお願いいたします。 

　途中で昼にかかるかもしれませんが、できる

だけ昼の部分まで、いい時間で終わるようにし

てみたいと思います。 
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　まず、最初の質問。小深浦高台移転とアクセ

ス道整備、そして冠水対策について伺っていき

ます。 

　まず、県施設の高台移転について伺います。 

　県土木、海上保安署、警察署などが、移転は

随時行っていくことになろうと思いますが、そ

れぞれの移転スケジュールについてお聞きしま

す。 

　よろしくお願いします。 

○議長（寺田公一君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　今城議会の一般質問に

お答えをさせていただきます。 

　私たちも、聞いた話等もございますが、高台

移転の計画についてでございます。宿毛警察署、

幡多土木事務所宿毛事務所、宿毛海上保安署の

３機関は、平成３１年２月から３月にかけて、

高台移転を表明をしているところでございます。 

　各機関の移転スケジュールにつきましては、

宿毛警察署と幡多土木事務所宿毛事務所が、令

和６年度に、宿毛海上保安署は、令和７年度に

庁舎移転を計画していると聞いているところで

ございます。 

　以上です。 

○議長（寺田公一君）　１番今城　隆君。 

○１番（今城　隆君）　それが移転完了という

形でよろしいでしょうか。予定として。という

ことは、着工が１年前ぐらいの感じで捉えてよ

ろしいのでしょうか。もう一回、確認させてく

ださい。 

○議長（寺田公一君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　申し訳ございません。

通告ではそこまで聞いておりませんでしたので、

細かいスケジュールについては、確認ができて

いないところでございます。 

　必要であれば、後日また、県とか、それぞれ

のところに電話をかけて確認をしておきたいと

思います。 

○議長（寺田公一君）　１番今城　隆君。 

○１番（今城　隆君）　また確認しておいてく

ださい。 

　宿毛警察署については、令和５年から６年に

かけて、建設工事が始まって、令和６年８月に

運用開始という資料は頂いておりますが、あと

は私も分かりません。 

　次の質問です。 

　県施設、海上保安署は国の施設ですね。それ

ぞれの土地売渡予定価格と共同利用部分につい

て、施設整備費が２月県議会で決定したと思わ

れます。県交付金の説明を求めます。土地売却

価格と施設整備費について、県交付金の説明を

お願いします。 

○議長（寺田公一君）　都市建設課長。 

○都市建設課長（小島裕史君）　都市建設課長、

各機関への用地売却について、お答えします。 

　高台造成工事により整備した敷地、約３．３

ヘクタールのうち、宿毛市が使用する庁舎や保

育園、ヘリポート、職員駐車場等の占める割合

は７４％、宿毛警察署が１２％、幡多土木事務

所宿毛事務所が９％、宿毛海上保安署が５％と

なります。 

　土地売却費については、売却地の土地評価額

を基に算定したものではなく、整備に要した用

地費、補償費、設計費、工事費等の事業費を面

積案分に応じて負担していただくこととしてお

ります。 

　国の機関の宿毛海上保安署につきましては、

予算執行に係る手順により、今月下旬に予算が

正式決定されると伺っておりますが、用地面積

は１，５６２．８５平方メートル、用地費は５，

４９９万９，０１８円。単価は、１平方メート

ル当たり３万５，１９０円を予定されておりま

す。 

　県の機関である宿毛警察署につきましては、

用地面積が４，１１０．９９平方メートル、負
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担額は１億４，４６６万２，０００円。単価は、

宿毛海上保安署と同じ、１平方メートル当たり

３万５，１９０円です。 

　県の場合、負担額を用地費で一括計上してお

らず、各施設が共有使用する道路、調整池等と

用地部に分けて予算計上しており、道路、調整

池等に係る費用負担分は、高台移転施設整備事

業費交付金として、１，４２７万２，０００円。

用地購入費として、１億３，０３９万円の、計

１億４，４６６万２，０００円が計上されてお

ります。 

　予算を２つに分けている理由は、各施設が共

有使用する道路、調整池等については、宿毛市

の所有管理となることから、県の所有とならな

い用地に係る費用を用地購入費と区分し、宿毛

市への交付金として予算計上されているもので

す。 

　次に、幡多土木事務所宿毛事務所につきまし

ては、用地面積が２，９８６．８平方メートル、

負担額は１億５１０万３，０００円、単価は同

じく１平方メートル当たり３万５，１９０円で

す。 

　宿毛事務所も宿毛警察署と同じく、道路、調

整池等と用地分に分けて予算計上しており、道

路、調整池等に係る費用負担分は、高台移転施

設整備事業費交付金として、１，０３６万９，

０００円、用地購入費として９，４７３万４，

０００円の計１億５１０万３，０００円が計上

されております。 

　以上です。 

○議長（寺田公一君）　１番今城　隆君。 

○１番（今城　隆君）　土地購入費等によって、

随分、宿毛に戻ってくるという感じがつかめま

した。 

　先ほど言ってくれましたが、移転の基本合意

ができていたのは、平成３１年あたりに、もう

各所決まっていたということで、自分も設計書

の、平成３１年度分に敷地の設計ができていた

ので、基本合意がこの辺でできていたのかなと

いうことが合致しましたので納得しました。 

　県土木から聞いたことで、この辺りの確認を

言っておきます。 

　平成２９年から市役所の呼びかけで、各関係

機関が集まり、津波対策に対する調査対応の意

見交換がなされてきたと。最終判断は、各機関

が行ったので、ほかの機関については、合意で

きた日付は分からないけれども、県土木は平成

３１年に決定しましたという返事は聞いていた

ところです。了解しました。 

　次の質問にいきます。 

　次に、アクセス道かさ上げなどの整備区間に

ついて、伺います。これ、前回に引き続きにな

りますが。 

　庁舎建設審議会答申に基づいて、当初、市民

に示した堤防かさ上げ、それとそれに沿った県

道整備、そして市が県に要望した高台入り口ま

での１２０メートルかさ上げ延長については、

どうなっているのか。ダブるところはあります

が、前回に引き続き、確認させてください。お

願いします。 

○議長（寺田公一君）　土木課長。 

○土木課長（澤田英典君）　土木課長、今城議

員の質問にお答えします。 

　新庁舎へのアクセス道となる県道宿毛城辺線

の整備区間についてですが、県の計画では、錦

口の橋がかかっているところから、旧マシュー

ルがあったところまでの区間について、かさ上

げした与市明川の堤防に沿う形で、新たな道を

整備する計画となっており、そこから新庁舎の

入り口付近までのかさ上げについて、県へ要望

しておりました。 

　現在、高知県による県道宿毛城辺線の道路整

備と、与市明川、錦川の堤防整備、そして宿毛

市が事業主体となる内水対策としてのポンプ整
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備が計画され、事業を実施しているところです。 

　なお、旧マシュール付近から新庁舎の入り口

付近までの約１２０メートルについては、現道

沿線の住宅等との高低差を考慮する中でのかさ

上げを要望しておりました。 

　この要望区間については、既に、約４０セン

チのかさ上げ工事が完了しており、当初の計画

と大きく異なるものではありません。 

○議長（寺田公一君）　１番今城　隆君。 

○１番（今城　隆君）　ここが、まず前回、自

分も、図面も持っていませんでしたので、審議

会の文言に基づいて、それでいいのかという、

認識の違いが、議会で交わされたと認識してい

ます。 

　今の話では、現時点で当初の市の要望どおり

に、１２０メートルのかさ上げ工事は完了して

いるということでよろしいでしょうか。 

　加えて質問します。 

　この区間外にもアクセス道整備計画があるな

らば、そのことについての説明を求めます。 

　よろしくお願いします。 

○議長（寺田公一君）　土木課長。 

○土木課長（澤田英典君）　土木課長、今城議

員の質問にお答えします。 

　現在、実施しています県道宿毛城辺線と、与

市明川の整備以外に、市庁舎へのアクセス道路

としての整備計画はあるかという御質問ですが、

現在、計画している路線としまして、宿毛排水

機場、片島中学校前のポンプ場ですが、その付

近から県道宿毛城辺線と交わるまでの区間の市

道片島西町線について、現道のかさ上げを、県

道宿毛城辺線の改良計画に合わせて計画してお

ります。 

　本路線は、現在、実施設計を進めているとこ

ろであり、令和３年度内の工事着手を目標とし

ています。 

　また、平成３０年第４回宿毛市議会定例会で

請願が採択された高砂方面から、市道高台１号

線へ接続する道路については、現在、高知県へ

要望を行っているところであり、引き続き、早

期事業化に向けて進めてまいりたいと考えてお

ります。 

○議長（寺田公一君）　１番今城　隆君。 

○１番（今城　隆君）　了解しました。 

　片島中学校前のポンプ場のところ、片島西町

線のかさ上げは、もう計画がなされていると。

高砂からのところは、まだ要請中であるという

ことで、まだまだ続いていく可能性があるとい

うことですね。了解です。 

　次に、錦川及び与市明川工事について、伺い

ます。 

　錦川、与市明川工事の概要と、アクセス道を

含む整備スケジュールも確認したいと思います。

よろしくお願いします。 

○議長（寺田公一君）　土木課長。 

○土木課長（澤田英典君）　土木課長、今城議

員の質問にお答えします。 

　現在、錦地区では、与市明川の洪水氾濫によ

る災害から、生命や財産等を守るため、県が事

業主体となり、与市明川や錦川の河川改修工事

と、県道宿毛城辺線の道路かさ上げ工事を、本

市では、内水排除を目的とした排水ポンプの設

置工事を実施しているところです。 

　工事概要につきましては、与市明川では、約

２３０メートルの堤防築造工事を、錦川では、

約３４０メートルの護岸工事を、県道では、約

４００メートルの区間で、堤防に沿った形で道

路のかさ上げ工事を実施すると聞いております。 

　これらの工事に併せまして、内水排除の排水

ポンプを錦川の両岸に２基ずつ配置することと

しております。 

　今後のスケジュールにつきましては、事業効

果を早期に発現できるよう、事業を促進すると、

県のほうからは聞いております。 
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　市の内水排除のポンプについては、県の事業

進捗に併せ、事業を推進してまいります。 

○議長（寺田公一君）　１番今城　隆君。 

○１番（今城　隆君）　議会で当初配られた、

完成予定の年度が書かれたものがありました。 

　県事業の与市明川整備が、令和６年度完成、

自分の手元にあったものですね。それから、錦

川の内水ポンプ設置事業が、市の事業が令和５

年度完成予定というふうに書かれていましたが、

おおむねこの辺の計画でよろしいのでしょうか。

確認させてください。分かる範囲でお願いしま

す。 

○議長（寺田公一君）　土木課長。 

○土木課長（澤田英典君）　土木課長、今城議

員の御質問にお答えします。 

　現在、事業を鋭意進めているところではあり

ますが、現時点で完成スケジュールは決まって

いないと、県のほうからお聞きしているところ

です。 

○議長（寺田公一君）　１番今城　隆君。 

○１番（今城　隆君）　了解しました。 

　土木事務所にも確認したけれども、確かに決

定していないと。ここに向けて、頑張ってみた

いという返事はきています。 

　ということは、錦川もここに関わってくるの

で、そこによるということで捉えるということ

ですね。分かりました。 

　アクセス道の冠水対策については、多くの

方々から確認を求められています。そういうこ

とによる、前回も含めての質問です。 

　初めの、私たちが聞いているのとは違うとい

う感覚が、住民に多かったということになりま

す。私も１２０メートルの延長というのが、堤

防の高さと同じぐらいのところで入っていくの

かという印象を持ってしまっていたということ

が、質問の大きな原因です。 

　前回質問を受けて、かれこれ１０名以上、ま

たぜひ確かめといてということもありましたの

で、そういう意味では、どっちがどうというか、

責任問題というよりも、広報などで整備計画の

正確な通知というか、それが住民に知られるこ

とというか、知ってもらうことというのは、大

事なことだろうと思うということです。 

　ぜひ、整備計画、こういう形で進めています

という完成予定みたいなの、完成イメージみた

いなものを、ぜひ通知をしていただきたいと思

います。 

　この辺については、いかがでしょうか。よろ

しくお願いします。 

○議長（寺田公一君）　土木課長。 

○土木課長（澤田英典君）　土木課長、今城議

員の御質問にお答えします。 

　先ほど御説明させていただきましたとおり、

１２０メートルの区間につきましては、当初お

示しした計画と大きく異なるものではありませ

んが、このような問合せがありましたら、十分、

こちらも御理解していただけるように、しっか

りと御説明していきたいと考えております。 

○議長（寺田公一君）　１番今城　隆君。 

○１番（今城　隆君）　問われたら正確な情報

を流すということではなくて、市からのアナウ

ンスを、ぜひお願いしたいと思っております。

そう難しいことではないと思うので、こういう

完成予定になりますという、広報などでの通知

ができるかどうか、検討していただけますでし

ょうか。市長に伺います。 

○議長（寺田公一君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　なかなか担当課長では

答えにくいと思いますので、私から答えさせて

いただきたいと思います。 

　この案件、かなりほかの議員さんも含めてで

すが、いろいろと議論してきた案件でございま

して、県の事業ということもあって、図面をど

こまで皆さん方にお示ししたかは分かりません
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が、数十センチ上がるということも、何度も私

も公の場で発言をさせていただいております。 

　一般市民の方々は、そういった発言、聞く機

会がなかったということで、勘違いされること

は致し方ないとは思いますが、議員であられる

今城議員は、そういったことで、何度となく説

明をしてきていますので、ぜひ御理解いただい

た上で、逆に市民の方々に、勘違いすることの

ないように、お問合せがあった方には御説明を

していただきたかったなという思いがございま

す。 

　そういった状況においても、勘違いされると

いうことでございますので、どういったものを、

広報といいますが、かなり図面等も複雑になり

ますので、そういったものをどこまで広報でお

知らせをして、それを見た、一般の方々が御理

解ができるようなものなのかということも、非

常に難しいと思います。 

　この事業は、県の事業でもございますので、

県のほうにも、そういった御意見、議員から頂

いたということで御相談はさせていただきたい

と思いますが、この場にいて、このことが、そ

ういった分からない方々に、広報等の紙面をも

って御説明できるかどうかというのは、不透明

なところが非常にありますので、それをします

ということは言えないような状況でございます。 

　ただ、先ほど担当課長お話ししていただいた

ように、聞いていただければ、その方が何が分

かっていられないのか、何の部分を疑問に思わ

れているのかということがよく分かると思いま

すので、そこは的確な資料もございますので、

資料、写真等を使って、御説明ができるのでは

ないかなというふうに思っておりますので、ぜ

ひそういった方々には、市役所のほうにつない

でいただいたら、御足労はかけますが、丁寧に

御説明をさせていただきたいと思っております。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　１番今城　隆君。 

○１番（今城　隆君）　何度も言ったけれども、

それを理解しなかった私が悪いという発言に聞

こえました。 

　これが完成形かと問うています。私は、これ

が完成形なのか確認すると聞いてきただけです。 

　それから、複雑なので、通知をする意思はな

いかのように聞こえました。これは簡単なこと

です。 

　先ほど資料に見せた４００メートルプラス１

２０メートル区間だけでも、図があって、ただ

いまの４０センチかさ上げは達成していますと。

その他は、こういう計画でやっていきますと、

それで済むんですね。 

　一人一人の質問に答えていくのと、一気に市

民に資料で流すのと、どちらが効果的で、正確

な情報が伝わるのか。 

　もう一度確認します。 

○議長（寺田公一君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　私の言い方が少し感情

的にさせたようで、申し訳ございませんでした。 

　今城議員の話の中で、堤防の高さで市役所の

入り口まで、そのままの高さでくるというふう

に私は思っていたという発言がございましたの

で、そういった高さでくるんじゃなくて、数十

センチでくるというお話をしたので、それは御

理解していただきたかったという思いで発言を

したところでございまして、気に障ったのでご

ざいましたら、この場で謝罪をさせていただき

ます。 

　説明については、先ほど申し上げたのは、そ

れぞれが、今城議員は、今の入り口の高さのこ

とだけおっしゃっていますが、錦川のポンプの

ところであるとか、それから現道がバック堤に

よって切れるんですね、あそこは。今の道がな

くなってしまう。そのことによって、堤防の高

さまで取付道を変えないといけないとか、いろ
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いろなことがその工事には重なって、相交わっ

ています。 

　単純にそこの高さの部分だけだったら、今の

お言葉で御理解できると思うのですが、それぞ

れいろんな疑問を持っている方は、市民の方に

は多くおられるというふうに思いましたので、

疑問を持っている方は、その方の疑問について

御説明をさせてもらったほうがいいという考え

方を示させていただきました。 

　広報については、先ほど申しましたように、

県の事業でありますので、県のほうにそういっ

た御意見があるということで、どういった形が

とれるのか、相談もさせていただきたいと思い

ますが、現時点において、広報に載せますとい

うことの答弁は差し控えさせていただきたいと

思います。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　１番今城　隆君。 

○１番（今城　隆君）　それでいいんですよ。

どうやって市民に効果的に伝えていくかという

ことを検討していただくということで、お願い

いたします。 

　次に、こういった工事のアクセス道冠水対策

の効果について、伺っていきたいと思います。 

　整備が完成すれば、平成３０年豪雨と同程度

で、冠水防止効果がどの程度出るのか。そして、

その効果範囲について、聞かせてください。よ

ろしくお願いします。 

○議長（寺田公一君）　土木課長。 

○土木課長（澤田英典君）　今城議員の質問に

お答えします。 

　平成３０年豪雨と同様の雨が降った場合の冠

水防止効果ということですが、降雨量だけでは

なく、時間帯による潮位等との関連性もあるこ

とから、一概に冠水防止効果についてお示しす

ることは難しいですが、県による与市明川無堤

地区の解消と、錦川河川改修及び市の内水対策

が完成すれば、錦地区周辺の冠水現象は大きく

減少することが見込まれております。 

　また、１０年に１度程度の確率で発生する雨

量に対し、内水位を現在の県道宿毛城辺線の通

行に支障が出ない程度に計画することを見込ん

でおります。 

○議長（寺田公一君）　１番今城　隆君。 

○１番（今城　隆君）　どうも不明確です。効

果は相当出るんだと思いますが、全く同じ条件、

平成３０年７月豪雨と同条件の雨が降ったとき

に、その水量として、ポンプの排水量とか、計

算ができていますから、計算上はということで

当然結構ですが、県道宿毛城辺線のアクセス道

がつからない程度になるのかどうか、これぐら

いのことは聞きたいですね。 

　あの道が車で普通に通れるぐらいの状況に変

わっていくのかどうか、その辺りいかがでしょ

うか。 

○議長（寺田公一君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　お答えをさせていただ

きます。 

　非常にこれも、議場の場でありますので、当

然、しっかりとしたことしかお話ができないと

いうのを、ぜひ御理解をしていただいた上で、

お聞きを願いたいと思います。 

　議員も御存じのように、与市明川河川改修と

いうことで、昭和の時代からずっとやっている

ところでございます。 

　あそこ、非常に片島中学校の前のポンプの問

題がございまして、あそこのポンプというのは、

冠水防除、要するに農地がつからないためのポ

ンプでして、能力自体が弱いポンプになってい

ます。 

　要するに、ある一定時間は使ってもいいとい

う排水計画でつくられたポンプになっておりま

す。 

　そういった形の中で、与市明川の堤防をしっ
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かりと整備をして、それぞれの内水をその堤防

の中に入れましょうという、今回、事業で進め

させていただいております。 

　ということは、要するに干満の差によって、

下のところがゲートがついていますので、ポン

プ排水能力だけではなくて、与市明川の河川水

位というのは、末端の海の潮位によって、非常

に影響を受けるということです。 

　潮位と、それからフラップゲート、ポンプ、

非常に多くのものが相重なっていますので、ど

の潮位のときに、どういった状況で、どの程度

の雨が、今の錦川に対する流域というものがあ

りますので、その流域全体に何ミリの雨が降る

か、こういったものも、全て計算をしていかな

いといけないということになっておりまして、

現時点で、その資料等をお示しすることができ

ないという形で、現時点でのそういったものを

計算した上での資料のもとに、課長のほうで御

説明をさせていただいたところでございます。 

　当然、今の冠水の状況に比べると、かなりの

改善が図られるということで、計画を立てて、

整備を進めているところでございます。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　１番今城　隆君。 

○１番（今城　隆君）　庁舎移転に関わっては、

このことが随分論議されてきています。そして、

平成３０年７月豪雨も、大潮満潮という状況と

は重なっていない状況で、あの状況になったと

いうことも分かっています。 

　過去の台風浸水等、満潮状況、私もチェック

しています。この移転時点でチェックもしてい

ます。 

　排水能力の問題も、論議にあがったことは分

かっています。 

　ですので、移転に関わったあの豪雨にも、参

集効果のしっかり出る高台を設定するという目

標が掲げられて、答申を受け、高台にあがった

と。 

　じゃあ、その目標が達成される状況になった

のかどうかということを確認したいと、こうい

う意味での質問なわけです。 

　はっきり示しませんので。当然、同じ雨量で

つかる状況、つからない状況が出てくることは、

最も分かりますけれども、少なくとも、あの状

況下で参集効果が、７割はあるんだということ

を、前回、答申のときには発表しました。 

　アクセス道が完成すれば、７割以上の職員の

参集効果があって、ということがありました。 

　あと心配することです。パトカーの出動、こ

れができない状況にならないか、こういうこと

は心配しますね。こういうことをしっかりと、

かなりの領域で大丈夫だということを言ってく

れると、安心するわけですが、この辺りはいか

がなものでしょうか。答えてください。 

○議長（寺田公一君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　先ほども申しましたよ

うに、しっかりとした資料のもとで話をしてい

るわけではありませんので、もし誤っていたら、

それをもとに、後でまた責められても非常に困

るわけではございます。 

　先ほど言いましたように、フラップゲートが

ついています。今城議員も、よくそこは分かっ

ているとおっしゃったので、あえて言いますが、

潮が引けば引きます。だから、潮が引けば、道

は通れるというのが、今の現状でもありますの

で、そういった形の中で、より内水対策をする

上で、道路については、つからない状態がかな

り保たれるのではないかというふうに思います。 

　なお、近年、先ほどゼロカーボンシティの宣

言でも言いましたが、異常気象のもとで、今ま

で想定していなかったような大雨が降っている

ような状況でもございますので、どういった雨

が降ってもつからないというものではございま

せんので、そこをもとに、１０年に１度とかい
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うもとで、計算をして、しっかりとそういった

理論のもとで整備を進めているということを、

県のほうでお聞きをしているところでございま

す。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　１番今城　隆君。 

○１番（今城　隆君）　市長メッセージとして

は、情けない感じがして、聞いたわけです。 

　移転は、こうなるから移転するんだと、こう

いうメッセージを聞いてきました。そこを達成

できますかと確認したときに、非常に弱々しい、

逃げ腰のメッセージがあったということは、ち

ょっと残念ですので、これぐらいの状況であれ

ば、大丈夫です。そういうことが、メッセージ

が発表できればというふうに思ったわけです、

この点については、これで終わりたいと思いま

す。 

　以下、時間がかかりますので、続けていいで

すか。 

　それでは、次の項目に移っていいでしょうか。 

　それでは、次の藻津の市有地の活用と不耕作

地集約の動きに移っていきます。 

　まず、最初に、藻津漁港にある市有地の民間

活用の動きについて、確認いたします。 

　藻津漁港の空き地の民間活用について、昨年、

漁協組合員に賛否を問うアンケートがありまし

た。土地を活用しようとする事業者及びその目

的について、聞かせてください。 

○議長（寺田公一君）　土木課長。 

○土木課長（澤田英典君）　土木課長、今城議

員の質問にお答えします。 

　藻津漁港の市有地の民間活用については、市

に対して、市内の漁業者の方から、漁港施設を

陸上養殖場として活用できないかとの相談があ

りました。 

　また、漁港施設用地の目的は、漁港内で行わ

れる漁業活動に供することを基本としており、

藻津漁港の活動を把握している地元漁協の同意

を得るため、漁協に対しても相談があり、漁協

としての方針を決めるために、アンケートを行

ったと聞いております。 

○議長（寺田公一君）　１番今城　隆君。 

○１番（今城　隆君）　私に状況を話してくれ

た方の発言内容です。 

　海藻についての陸上養殖のため、空き地を使

うことの賛否を問うアンケートがあったそうで

す。これは、市内事業者ということですね。 

　そこには、業者名も記されていない、陸上養

殖の説明資料が示されていましたが、結果は、

大多数反対の否決がされたということです。た

しか９対４０数名ということだったそうです。 

　その方の苦言としては、市の管理地なのに、

市の説明がない。これはよろしくないというこ

とで、苦言も聞いています。 

　確認ですが、もう一回確認です。 

　市に対して、市内事業者から空き地活用の申

請は、正式にあったということでしょうか、確

認させてください。 

○議長（寺田公一君）　土木課長。 

○土木課長（澤田英典君）　土木課長、質問に

お答えします。 

　市内漁業者の方からの申請はありません。 

　以上です。 

○議長（寺田公一君）　１番今城　隆君。 

○１番（今城　隆君）　ということは、正式な

手続ではなかったということですね。話はあっ

たと。 

　市からの説明がない市有地活用の賛否を、漁

協が情報を伏せた中で住民に問うことに不信を

持つことは、当然だと思います。この動きが適

切であるのか、不適切であるのか、このことに

ついて、市長に問いたいと思います。よろしく

お願いします。 

○議長（寺田公一君）　土木課長。 
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○土木課長（澤田英典君）　土木課長、今城議

員の質問にお答えします。 

　アンケート自体は、藻津漁協が独自に行った

ものであり、市が説明を行う必要はないと考え

ております。 

○議長（寺田公一君）　１番今城　隆君。 

○１番（今城　隆君）　行政手続上の問題です。

市に申請も出ていない業者の要求を、市有地の

活用について、市からの説明もなく、漁協が情

報も伏せながら住民に問うことについて、不審

に思ったので、私に連絡がきたということにな

ります。 

　この動きが適切か不適切か、市長に問います。 

○議長（寺田公一君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　お答えをします。 

　どういった答弁を求められているのかが、ち

ょっと理解にも苦しむのですが、漁協が独自に、

漁港内にある施設について、どなたに頼まれた

かということの中で、個人情報がありますので、

本人のほうで、公開しないでほしいということ

のようでございますので、公開できませんが、

漁協関係の方じゃないかなとは思うのですが。

漁協内でそういったことをしたということです

ので、そのことについて、自分たちが、要請も

受けていませんし、出向いて行って説明をする

ということは、通常はないと思います。 

　以上です。 

○議長（寺田公一君）　１番今城　隆君。 

○１番（今城　隆君）　市の財産です。市の所

有地です。これは私の所有地ということにもな

るかもしれません。市民一人一人の所有地、権

利を持っている所有地という言い方もできるか

もしれません。 

　ですから、市が管理責任を持っているものに

ついて、漁協が勝手に、ひょっとしたらこのア

ンケートがあることは、市は知らなかったかも

しれません。組合員に賛否を問うアンケートを

とった。これは、適切な行為かどうか、これく

らいは言えるでしょう。行政手続上、市の財産

を勝手にどうするかという話を、採決をとろう

としたということです。伺わせてください。 

○議長（寺田公一君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　少し議論が難しくなっ

ています。 

　市の財産、市の所有、たくさんいろいろなも

のあると思います。いろいろ任せているところ

もあって、それぞれで管理もしてもらったり、

活用もその判断でしてもらっているところも、

たくさんございます。 

　それ一つ一つ、全部市がやっていい、やって

いけないということを、どこまで権利として縛

ることができるかということは、それぞれの施

設で、また検討が必要なのかなというふうに、

ざくっと思います。 

　今回の漁港の施設については、最終的にどこ

かが使うということになったら、申請は上がっ

てくると思いますので、その時点で、市として

は判断すればいいものだというふうに考えてい

るところでございます。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　１番今城　隆君。 

○１番（今城　隆君）　市のスタンスが見えて

きました。 

　漁協が確認をとって、いけるとなれば市に申

請すればいいと、そういう形の捉え方だと。 

　こういう動きが市に知らされてなかっても、

別に問題としないということなんでしょうか。 

　このことについて、市は何か対応する予定は

ありますか。このことについて、この処理につ

いて、市の対応はありますでしょうか、お聞か

せください。 

○議長（寺田公一君）　土木課長。 

○土木課長（澤田英典君）　土木課長、今城議

員の御質問にお答えします。 
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　今のところ、申請はありませんので、今後、

申請があった場合は、十分、内容を確認した上

で、適切に判断してまいりたいと考えておりま

す。 

○議長（寺田公一君）　１番今城　隆君。 

○１番（今城　隆君）　次の、不耕作地のこと

について、いきたいと思います。 

　市有地の北側、県道を挟んだ山裾の休耕田を

貸し出せば、市が無償で農地整備を行うとして、

地区農業委員より地権者に話があったそうです。 

　この農地活用計画について、説明をお願いし

ます。 

○議長（寺田公一君）　産業振興課長。 

○産業振興課長（岩本敬二君）　産業振興課長、

１番、今城議員の質問にお答えいたします。 

　現在、国による地域の農業の将来の在り方の

明確化を定めるプランの実質化や、県の産業振

興計画に伴う各種農地整備事業の加速化等、農

地については強くその活用を要請されていると

ころであります。 

　産業振興課、土木課につきましては、こうし

た状況を踏まえ、市内各地域で農地の活用方法

を模索し、地域住民の方々、農地の地権者の

方々、耕作者の方々にその活用方法について、

御相談しております。 

　今城議員からの質問にありました藻津地域に

ついては、この一環でありまして、今後も本市

農業振興を進める中、住民の皆様への周知や、

説明が可能となりましたら、説明会を開催する

等、周知に努めてまいりたいと考えております。 

　以上です。 

○議長（寺田公一君）　１番今城　隆君。 

○１番（今城　隆君）　これは、農地銀行制度

ですね。農地銀行は、貸手、受け手が農業委員

会に登録申請をし、そのマッチングにより、中

間管理機構などが農地集約を行うものです。 

　この土地について、受け手側からの申請が来

ているのでしょうか、確認させてください。 

○議長（寺田公一君）　産業振興課長。 

○産業振興課長（岩本敬二君）　産業振興課長、

今城議員の再質問にお答えします。 

　受け手側からのマッチングという質問でござ

いますが、現在、この地域について、まだ貸し

借りとか、そういった状況には至っておりませ

ん。農地の集約が可能なところであるかどうか

という検討段階に入ろうかというところでござ

いますので、誰が受けるとか、誰が貸すとか、

そういったところまでは至っておりませんので、

御説明できませんので、御了承ください。 

　以上です。 

○議長（寺田公一君）　１番今城　隆君。 

○１番（今城　隆君）　特にここについて、指

定で受け手申請が来ているわけではないと。市

として、集約の検討をしている場所であるとい

うことですね。 

　ということであれば、市はどのような、土地

がどのぐらいあるのでしょう。４ヘクタールぐ

らいあるのでしょうか。４町か５町かあるよう

な場所だと思っていますが、そこをどのような

形、これは当然、農地法３条の規定で、農地か

ら農地へということだと思いますから、どうい

う農業者に活用しようとイメージしているのか、

そういうのがあれば教えてください。 

○議長（寺田公一君）　産業振興課長。 

○産業振興課長（岩本敬二君）　産業振興課長、

今城議員の再質問にお答えします。 

　現在、そういったことも含めて、今のところ、

まだ検討段階でありますので、お答えすること

ができないので、御了承いただきたいと思いま

す。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　１番今城　隆君。 

○１番（今城　隆君）　具体的なものはないけ

れども、集約を進めようとしている。市も集約
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を進めようとしているところということですね。 

　これは、地権者に対して、まだ言えないけれ

どと前置きした上で、地権者に話があったとい

うことです。農業委員会が情報を示せない、ま

だ言えないけれどという、土地集約を進めてい

るのかという地区住民の疑問であります。 

　だから、聞いてくれないかという話なんです。

こういう疑問に、市はどう答えるのか、お聞か

せください。 

○議長（寺田公一君）　産業振興課長。 

○産業振興課長（岩本敬二君）　産業振興課長、

今城議員の再質問にお答えいたします。 

　先ほども答弁しましたとおり、現在、検討段

階にありますので、聞かれている内容につきま

して、なかなか答える内容がないということに

なりますので、御理解いただきたいと思います。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　１番今城　隆君。 

○１番（今城　隆君）　検討しているところな

ので、情報は、今のところ示せないと。まだ言

えないけれどという前置きで、農地集約作業の

手続を始めようとしている。ここに疑問を感じ

ているという、答えてくださいという私の質問

であります。 

　市有地の件も併せて確認します。 

　漁協や地区農業委員が情報を伏せて土地利用

集約の住民意思を問うたことは、これは市が知

っていてのことか、市が知らなかったことなの

か、その時点でですね。市の了解があってのこ

とか、市の了解がなかったことかということで

もいいし、市が知っていたのか、知らないか、

この辺を聞かせてください。 

○議長（寺田公一君）　土木課長。 

○土木課長（澤田英典君）　土木課長、今城議

員の質問にお答えします。 

　藻津漁港の件についてですが、市に対して、

市内の漁業者の方から相談がありました。それ

で、先ほども答弁させてもらいましたが、その

後、漁協のほうにも相談があり、方針を決める

ためにアンケートをとったというのは、お聞き

しています。 

　以上です。 

○議長（寺田公一君）　産業振興課長。 

○産業振興課長（岩本敬二君）　産業振興課長、

今城議員の質問にお答えいたします。 

　先ほども答えましたとおり、市内各地で農地

の活用方法を模索する中で、その活用方法につ

いて御相談しておる段階ですので、もちろん知

っておりました。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　１番今城　隆君の質問

の途中ですが、議事の都合により、この際、午

後１時半まで休憩いたします。 

午後　０時２３分　休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午後　１時３０分　再開 

○議長（寺田公一君）　休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

　１番今城　隆君の一般質問を継続いたします。 

　１番今城　隆君。 

○１番（今城　隆君）　午前中の質問のところ

から、確認をしておきます。 

　藻津の市有地、そしてその近くの休耕田の集

約利用のことに関してです。 

　このことについて、漁協や地区農業委員が、

情報を伏せながら土地利用集約の住民意思を問

うたということは、市の了解があってのことか

どうかということを確認しました。 

　そこの回答は、まず、市有地、藻津漁港の空

き地の件については、申請は受理はしていない

が、市はその事業者からの話は聞いているとい

う状況で、こういうことが、そのときにアンケ

ートをとったかどうかは別にして、状況として

は、分かっていたということではなかったかと
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思います。 

　それから、山側の休耕田の集約については、

もともと市が集約を検討を進めている場所であ

るということ。その活用方法については、まだ

検討の途中であるが、集約を進めている状況な

ので、ある意味では、分かっていた内容だと。

地権者に集約を求めることは、分かっている内

容だということになろうかと判断しました。 

　この前提で話していきます。 

　藻津ですので、自衛隊誘致をしようとする周

辺、あるいは直下の地域となってくるというこ

とになってきます。その部分での心配もあるん

だろうと思います。 

　西南空港の候補地直下の土地であるというこ

とから、自衛隊誘致のための土地確保が目的で

はないかという疑問も生じていると。そうにも

見えてしまうということです。 

　先日、成立した土地利用規制法により、やが

て基地周辺住民が監視され、土地利用規制が始

まるのではないか、こういうところにまで発展

してきます。 

　ですから、そこの住民に情報を伏せながら、

土地集約の動きが起こることについては、敏感

な状況になっているのだと、私も判断します。 

　だから、なかなか、どの業者に貸すんだとい

うことも示さず、まだ言ってはいけないことだ

けどと前置きの上での、土地を貸してくれない

かということは、不気味ですという話。 

　ここがポイントになります。やはり市の管理

下にあるべき土地利用集約について、なぜこの

ような不適切な動きが起こったのかということ

です。 

　例えば、自衛隊誘致をしているわけですから、

進めているわけですから、宿毛市はここがまと

まれば、自衛隊誘致にも役立つと思うとか、そ

ういうことを発信して、それでは貸しましょう

とか、それでは駄目ですよという判断がなされ

ていくべきなんじゃないかと。これが政治の在

り方です。 

　ただ、そうじゃないかもしれませんよ。情報

が、普通こういうふうに隠されることはないで

すよね、私たちの経験上。これに使いたいから、

使わせてくれないかという。じゃあまあ、１０

年だったら使わそうかというようなことになっ

たりするわけですが、その話が成立しにくい状

況にあるということになりますので、また次回、

議会で確認させてもらうことになると思います。 

　なぜこのような不適切な動きが起こったのか、

また、議会で問うていくと思いますので、調査

して報告できるようにしていただきたいと思っ

ています。 

　この件について、回答をくださるのであれば、

よろしくお願いします。 

○議長（寺田公一君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　お答えをいたします。 

　議会の場で問うていくということでございま

すので、また問うていただければと思います。 

　ただ、不適切な動きがあるので、今後調べて

おくようにと言われましたが、何も不適切な動

きが起こっているというふうには思っておりま

せんので、特段、これ以上、調査をするような

ことも、当然ございません。 

　あと、情報を伏せているということをしきり

に言われていますが、何度も御説明しているよ

うに、出せるような状況ではないという、今後、

担当課長も説明しましたが、集約化するようで

あれば、当然、御説明もしますし、例えば、利

用を、自衛隊誘致というお話、どこから来たの

かそういったお話もしていますが、当然、利用

目的がまだ決まっていないと、担当課長がお答

えをさせていただいたのは、例えば、そこの耕

作地をかんきつにするのか、水田にするのか、

または施設園芸にするのか、そういったレベル

での使用目的ということでお答えをさせていた
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だいたということでございますので、自衛隊の

誘致に使うために、農地集約を進めているとい

う事実は、全くございません。 

　なお、これは自分の考え方ではあるのですが、

宿毛市の所有の土地を誰かに貸すためのアンケ

ートを、例えば情報を隠したことではないと、

漁協も思うのですが、する必要が、自衛隊誘致

のために、何のために必要なのか、全く分かり

ませんし、言っていること自体も、少し理解に

苦しむところもありますので、この件について

は、私としては今後、調査する必要性はないと

いうふうに判断をしております。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　１番今城　隆君。 

○１番（今城　隆君）　市の管理地、それから

申請もまだ完了していないものということです

から、権限は発生していないということですね。

利用する条件にもないということです。 

　そこを知った上で、その集約の動きについて、

状況も、情報もとらずに過ごすということは、

よくないんじゃないかと思っています。 

　やはり管理地がどうあるべきかということは、

しっかり確認してください。不適切であると、

私は考えます。 

　それでは、次の項目に移ります。 

　ジェンダー平等とＬＧＢＴ理解の推進につい

て、伺っていきます。 

　ジェンダーとは、社会・文化的に形成された

性別であり、差別は枠組みによる支配の仕組み

である、こういう観点ですね。 

　性への多様性を認め、個人の尊厳をあらゆる

分野で実現する観点から、質問していきたいと

思います。 

　まず、はじめに、宿毛市におけるジェンダー

ギャップの状況と対策について、伺います。 

　そこで、まず、日常に見られるジェンダー差

別の例を伺い、その後、ジェンダーギャップの

現状確認のため、市職員について、正規職員、

フルタイム会計年度任用職員、パートタイム会

計年度任用職員の男女比率をお聞きしたいと思

います。 

　まず、日常に見られ、見過ごされてしまって

いるようなジェンダー差別の例や、そしてあと、

市職員のデータ、続けて答えてくれればと思い

ます。 

　よろしくお願いします。 

○議長（寺田公一君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　お答えをいたします。 

　ジェンダーギャップ、社会的立場における男

女不平等でございますが、こちらの実例といた

しましては、様々なものが考えられますが、一

般的に挙げられる例といたしましては、男女の

賃金格差であったり、女性が暴力や虐待の被害

に遭いやすいことであったり、委員会や審議会

などの意思決定機関に参加している男女比の偏

りなどが考えられるところでございます。 

　宿毛市におきまして、ジェンダーギャップそ

のものに関する調査は行っておりませんが、宿

毛市が市役所内に設置をしております各種審議

会等、委員の女性比率について、令和２年度に

調査した結果、地方自治法第２０２条の３に基

づく審議会等におきまして、委員全体に占める

女性比率は２０％となっているところでござい

ます。 

　そのほかの数値に関しましては、総務課長の

ほうからお答えをさせていただきます。 

○議長（寺田公一君）　総務課長。 

○総務課長（桑原　一君）　総務課長、今城議

員の一般質問にお答えいたします。 

　正規職員数は、男性が１３９人、女性は１６

５人。女性が占める割合は５４．３％。 

　フルタイム会計年度任用職員数は、男性が１

２人、女性は３９人。女性が占める割合は７６．

５％。 
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　パートタイム会計年度任用職員数は、男性が

１５人、女性が３９人。女性が占める割合は７

２．２％となっております。 

　全職員数では、男性が１６６人、女性が２４

３人。女性が占める割合は５９．４％となって

おります。 

　以上です。 

○議長（寺田公一君）　１番今城　隆君。 

○１番（今城　隆君）　正規職員については、

女性比率、過半数以上、６０％近く。それから、

フルタイム会計年度任用職員が、女性の比率が

７６．５％。そして、パートタイム会計年度任

用職員の女性の比率が、７２．２％ということ

です。正規雇用と逆転現象が見られますが。 

　この市職員の雇用形態の男女比から、ジェン

ダー差別は認められるかられないのか、この辺

りの思うところを言ってくれたらと思いますが、

よろしくお願いします。 

○議長（寺田公一君）　総務課長。 

○総務課長（桑原　一君）　総務課長、今城議

員の一般質問にお答えします。 

　この現状で、労働内容等において、ジェンダ

ー差別が認められるのかという御質問ではない

かと思いますが、労働内容の一つの目安と考え

られる、役職における男女比について、女性管

理職の割合は１４．３％、女性課長補佐の割合

は４０％、女性係長の割合は３７．３％となっ

ておりますが、今後も性別を問わず、能力や実

績に基づいた登用を進めてまいりたいというふ

うに考えております。 

　また、専門職の中でも、保育士、看護師、保

健師などの女性が占める割合が高い職場がある

一方で、船員は、全員男性職員となっておりま

す。 

　また、職員全員、働きやすい職場環境の整備

に努め、質の高い行政サービスを提供すること

を目指していきたいと考えております。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　１番今城　隆君。 

○１番（今城　隆君）　役職等の関係から、ど

うなのかということは、まだ難しい状況なのか

もしれません。それぞれの能力に従った、特に

その採用に当たっては、女性だから、男性だか

らということは少ないというようなことが言わ

れたものだと思っています。確かにそうだと思

っています。 

　公の職員というのは、大体、そういうところ

で採用していくと思います。 

　しかし、ジェンダーの視点から日本の雇用問

題を見ていくと、男性雇用者の８割が正規雇用、

非正規が男性は２割です。これに対し、女性雇

用者の６割が非正規雇用であることから、女性

の給与水準は男性の７割にすぎないというデー

タがあります。これは平成２６年度ぐらいのも

のを見ました。 

　職務の分離状況としては、看護、介護、福祉

労働は、情緒的な女性が適しているとみなされ

ているのでしょうか。訪問介護職の９割が女性、

介護職全体の８割を女性が占める。そして、そ

の多くが非正規雇用であると、このように女性

労働の多くが、相対的に低賃金、不安定な状況

に置かれているということは間違いのない事実

と思います。 

　職場では、セクハラやマタニティーハラスメ

ントなどの被害者の大部分は女性であるという

ことになっています。 

　雇用のジェンダーギャップが見られるように、

男らしさや女らしさ、こうあるべきという社会

的枠組みの規範が、結果としての差別を生み出

しているんだろうと思います。 

　非正規雇用の率を見ると、やっぱりこういう

状況に、現場としては、そういうつもりはない

としても、こういう状況になっているというこ

とです。 
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　この現実に対してということですね。市とし

て、どのような取組を進めようと考えているの

か、お聞かせください。 

○議長（寺田公一君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　お答えをさせていただ

きます。 

　本市では、これまで部落差別をなくする運動

強調旬間や、人権週間に伴う記念講演、また広

報すくもの掲載を通しまして、男女差別や格差

等の問題についても、幾度となく、広く市民に

対して啓発等を実施してまいりましたが、いま

だ十分な理解にはつながっていないというふう

に、私も感じているところでございます。 

　平成１８年３月に策定されました人権施策に

関する宿毛市総合計画を、本年度内に改定する

ことを予定しておりまして、人権課題全般につ

いて、検討を行います。 

　その中で、ジェンダーギャップの理解に向け

ても、一人一人がその人らしく生きられる社会

づくりのための施策を検討してまいりたいとい

うふうに考えているところでございます。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　１番今城　隆君。 

○１番（今城　隆君）　啓発はもちろんのこと

です。 

　まず、自分たちが、特に市役所内の職場環境

のチェックをしていただいて、気がつかずに過

ごしている部分もあるかもしれません。具体的

行動指針を示し、ジェンダー平等のマインドを

庁内に広げていってほしいと思います。 

　そういうマインドが庁内に広がることが、恐

らく市民に対しても、気づかなかった差別の問

題に、救いの手が伸びる可能性が増えていくん

じゃないかと思っています。 

　少し確認します。 

　市役所内でお茶くみ役がいつも女性になって

いるというような事例はないでしょうか。いか

がでしょう。聞かせてください。 

○議長（寺田公一君）　総務課長。 

○総務課長（桑原　一君）　総務課長、今城議

員の一般質問にお答えいたします。 

　職場における飲物を提供するということは、

特に来客時なんかが多いのではないかなとは思

っております。 

　来客の多い企画の部門であったり、学校教育

の部門であったり、議会の部門であったりとい

うところの来客対応において、お茶等を出され

るということもあると思いますが、その職場の

中で対応しているのではないかと考えておりま

す。 

　以上です。 

○議長（寺田公一君）　１番今城　隆君。 

○１番（今城　隆君）　来客時の対応が、いつ

も女性になってしまうという状況があれば、男

性も等しく、そういう機会を与えてあげてくだ

さい。 

　議会内でも、女性が率先して、部屋を替わる

ごとにお茶を出していた時期もありましたが、

それは要らないと思っています。これもジェン

ダーギャップの一つの形ではないかと思います

ので、ぜひ改善していってもらいたいと思いま

す。 

　次に、ジェンダー差別に対する支援体制とし

て、ＤＶや性的隷属、社会的孤立、生活困窮、

セクハラやパワハラ、マタハラなど、困難を抱

える女性、あるいは男性たちも入るかもしれま

せん。に対し、市の相談窓口はあるでしょうか、

お聞かせください。 

○議長（寺田公一君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　お答えをさせていただ

きます。 

　先ほど、お茶くみの話もありましたが、ちな

みに市長の秘書係は、男性、女性それぞれおり

ますので、手の空いた者が運んでくれています
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ので、男性、女性関係なく運んでいただいてい

るところでございます。 

　それぞれの気がついたときに、声をかければ

改善ができる内容ではないかなというふうに感

じております。 

　なお、少し思ったのは、艦船とか、それから

あと大きな船が来たときとかで花束を渡すとき、

あれ必ず女性が渡しますね。これもジェンダー

ギャップなんでしょうかね。何か女性が渡すも

のというふうに決めているわけじゃないんです

けれども、大体女性が渡すなというふうに、今

改めて思ったところです。 

　次回は、一人は男性が渡すようにしたいなと

いうふうに思ったところでございます。 

　お答えをさせていただきます。 

　本市では、市民の様々な困りごとに対応する

ために、相談窓口の情報を、宿毛市公式ホーム

ページに掲載をしております。 

　例えば、妊娠から子育てに関する不安には、

子育て世代包括支援センターが、生活困窮に関

しては、福祉事務所がといった、専門部署での

相談対応ができることを周知をしているところ

でございます。 

　また、ＤＶをはじめとする様々な人権侵害の

被害についての御相談は、人権推進課を窓口と

して、対応しているところでございます。 

　相談内容によっては、本人の同意を得た上で、

個人情報保護に十分配慮しつつ、庁内の関係課

や、県担当課の指導、助言も受けるなど、多く

の関係機関との連携を図っているところでござ

います。 

　また、相談内容によっては、外部の弁護士な

どの専門家にも、必要に応じてつないでいく、

そういった対応も行っているところでございま

す。 

　引き続き、相談者が利用しやすい窓口となる

よう、工夫をしながら、啓発等にも、当然、取

り組んでまいらなければいけないというふうに

考えておりまして、しっかりとした対応をとっ

ていきたいと思っております。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　１番今城　隆君。 

○１番（今城　隆君）　了解しました。 

　様々な分野があります。個別にここに値する

と思って自分が相談してくれれば、それはすぐ

につながると思います。 

　一つ自分が思うことです。もやもやしている

と、何が原因かということも分からずに、困難

を抱えている方がいっぱいいるわけですね。そ

のときに、例えばこれは性的差別に関わるよう

な問題が影響しているということであれば、取

りあえず人権推進課あたりにかけてみてという

ような、性のトラブルの問題をまず相談してみ

ようという窓口が人権推進課なんだというメッ

セージがあったら、うまくつなげてくれる可能

性があるかもしれません。 

　自分も相談を受けたことで、窓口に行って、

その原因がＤＶにあったかとかというような事

例が出てくるわけです。 

　窓口でその背景というのが想像できずに排除

してしまうということが、よくあることになっ

てしまっている可能性もあります。当然そうで

すよね。ここの窓口はここを扱うところだから、

ここの私のところに来られても困りますという

ことが、当然起こると思いますが、ぜひ、窓口

からそういうマインドをもって、適切なところ

につなげていくという対応が図られれば、非常

にうれしいことだと思います。 

　この件について、何かありましたら答えてく

れましたら、よろしくお願いします。 

○議長（寺田公一君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　お答えをさせていただ

きます。 

　相談者の方、私いつも職員に言っていますが、
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職員は日々の業務の中で、市民の方が相談に来

られたらそれを受付します。ただ、市役所まで

足を運んで相談に来るというのは、それなりの

覚悟、いろいろな思いを抱えて、かなり踏み込

んだ形で来られているのだというふうに、受け

止めをしっかりとして対応するようにというこ

とをお話をさせていただいています。 

　やはり窓口に来て、そこで窓口から専門のと

ころにつなぐようなことなく、帰っていただく

ようなことが起こらないように、日々、職員に

もお話をしていますので、窓口で断りをすると

いうことが起こらないように、しっかりと取組

をしなければならない、そのように感じている

ところでございます。 

　また、そういうことがあってはならないと思

っていますので、これからもしっかりと指導し

ていきたいと思います。 

　以上です。 

○議長（寺田公一君）　１番今城　隆君。 

○１番（今城　隆君）　次の内容に移ります。 

　ＬＧＢＴ理解の推進と施策について、伺いま

す。 

　ＬＧＢＴ、つまりレズビアン、ゲイ、バイセ

クシャル、トランスジェンダーなどの理解推進

と、差別解消のために、高知市は「にじいろの

まち」宣言をし、パートナーシップ登録制度を

設けました。 

　宿毛市でも、何らかの対応が図られていくの

だと思いますが、どのように取り組むか、よろ

しければお聞かせください。 

○議長（寺田公一君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　お答えをいたします。 

　婚姻届けを出す際に、どちらか一方、一人の

氏（名字）を―― 　すみません、私のほうが

答弁書を間違っていたようでございます。失礼

をいたしました。 

　「にじいろのまち宣言」についてでございま

す。 

　高知市の「にじいろのまち宣言」によるパー

トナーシップ制度については、報道等を通じて

承知をしているところでございます。 

　宿毛市では、これまで人生のパートナーとし

て生活する同性カップルや、事実婚の異性カッ

プル等について調査を行っておらず、その実態

は把握できていないところでございます。 

　本市といたしましては、現在のところ、高知

市と同様の制度について、設置の検討は行って

おりませんが、令和３年度は人権施策に関する

総合計画の改定を予定しておりまして、人権課

題全般について検討を行う中で、このＬＧＢＴ

の理解と差別解消に向けても、取り組むととも

に、こういった制度の在り方についても、検討

してまいりたいと、そのように考えているとこ

ろでございます。 

　以上です。 

○議長（寺田公一君）　１番今城　隆君。 

○１番（今城　隆君）　高知市は、誰もが自分

らしく、安心して暮らせる、そんな「にじいろ

のまち」を目指しますというメッセージを出し

て、パートナーシップ登録証をつくりました。

今まで、社会的に排除されてきた人たちが、法

制度を乗り越えて、市が何とかしようとする取

組については、今まで明かすことを、ひょっと

したら自分の命を絶とうとしたことがあったの

かもしれません。こういう方たちの救済につな

がると思います。 

　今、高知市では３組出ているそうです。これ

でも大きな支えになっていることは間違いない

と思いますので、宿毛市もぜひ検討の上、進め

られるところから、ぜひ前進してほしいと思い

ます。 

　夫婦別姓です。 

　夫婦別姓は、社会通念ですが、しかし、通称

での別姓使用が広がって、社会的に承認されて
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きています。しかし、これによって、女性に大

きな負担を負わせているという現状があります

が、この事実について考えること、私的見解で

いいですので、お聞かせください。 

　よろしくお願いします。 

○議長（寺田公一君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　お答えをいたします。 

　婚姻届を出す際に、どちらかの一人の氏、先

ほど言いましたが、名字ですね、こちらの氏を

選ぶという、現在の戸籍制度におきまして、夫

婦どちらかの氏を選択するかは自由ですが、通

例的に……… 

○議長（寺田公一君）　今城議員に申し上げま

す。 

　今城議員の一般質問の時間は既に９０分に及

びましたので、会議規則第５７条の規定により、

発言を禁止いたします。 

　今城君の質問を終わります。 

○議長（寺田公一君）　この際、１０分間休憩

いたします。 

午後　２時０２分　休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午後　２時１４分　再開 

○議長（寺田公一君）　休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

　１２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君）　睡魔に襲われる時間

帯となります。しばらくの間、お付き合いをお

願いしたいと思います。 

　それでは、質問をさせていただきます。 

　通告している問題について、市長並びに教育

長に対して一般質問を行います。 

　鎌田教育長にあっては、就任後初めての定例

議会でありますので、さぞかし緊張されておる

ことと存じますが、答弁に当たっては、率直に、

自らの言葉でお願いをいたします。 

　それでは、教育行政方針について、以下何点

かお伺いいたします。 

　まず、初めは、教育長の所信についてでござ

います。 

　このたび、宿毛市の新教育長として鎌田さん

が就任されました。まずもって、心からお祝い

を申し上げます。 

　鎌田氏は、御案内のとおり、３８年余にわた

る教育現場での豊富な経験があります。そうし

た教育現場での長い経験と活動が評価され、任

命をされたのであります。 

　しかし、今日の宿毛市の教育を考えた場合、

小中学校の再編計画や、子供たちの学力の向上

対策、また地域との連携をどのように進めてい

くか等、課題が山積しているのではないでしょ

うか。 

　新教育長としてはもちろん、令和３年度の教

育行政方針に基づき、教育行政の責任者として

取り組まれるものと思います。 

　鎌田氏の教育長就任については、多くの市民

も期待をしておりますので、今後どのような考

えのもと、教育現場をつかさどろうと考えてい

るのか、鎌田氏が目指す宿毛市の教育像とはど

のようなものであるのか、教育長就任に当たっ

ての所信について、まずお伺いをいたします。 

○議長（寺田公一君）　教育長。 

○教育長（鎌田勇人君）　よろしくお願いしま

す。 

　１２番、松浦議員の一般質問にお答えします。 

　私が目指す宿毛市の教育像につきましては、

宿毛市に住む子供から大人までが、様々な学習

を通じて、やりがいや生きがいを持って生活で

きるひとづくりにあるではないかと考えます。 

　本市には、平成３１年４月に策定した宿毛市

教育振興基本計画がございます。その中で、学

校教育につきましては、私の長年のキャリアを

生かしながら、基本目標である夢と志を持ち、

心豊かに生き抜くことのできる子供の育成の達
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成のため、幅広い知識と教養を身につけ、豊か

な情操と道徳心を培うとともに、主体的に考え

抜く力を育み、健やかな体を養い、知・徳・体

のバランスのとれた児童生徒の育成を目指して

取り組んでまいりたいと思います。 

　そのためには、直接、子供たちに向き合う学

校や先生方が、教育に対する使命感や情熱を持

って取り組んでいただけるような支援をするこ

とだと考えています。 

　各校における学校教育目標を実現し、健やか

な児童生徒の育成のために、チーム学校、チー

ム宿毛を常に意識して、学校、保護者、地域、

そして教育委員会がワンチームとなって、宿毛

の子供たちの教育の充実に取り組んでまいらな

ければならないと考えております。 

　以上です。 

○議長（寺田公一君）　１２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君）　ありがとうございま

す。 

　そういう面で、今、私の思ったのは、人づく

りの部分を強調されたように思うわけですけれ

ども、このためにも、地域なり学校なり現場な

りとが一体となった取組が必要であろうかと思

いますので、そういった思いの中で、教育行政

をつかさどっていただきたいと思いますし、以

下、具体的な項目について、質問をさせていた

だきます。 

　まず一つは、地域との連携についてでござい

ます。 

　本年度の教育行政方針では、地域学校協働本

部事業を、市内全校で実施し、地域や家庭と連

携して、円滑な学校運営に努めていくとか、開

かれた学校づくりの推進がうたわれています。 

　そして、地域ぐるみの教育を考え、支えてい

く環境づくりに努めると言われていますが、ま

さにこれからの教育を考えた場合、地域との連

携がますます重要になると思います。 

　そこでお伺いをいたしますが、地域学校協働

本部事業とはどういうことなのか、その内容に

ついて説明をいただきたいと思いますし、地域

との連携を強めていくために、具体的にどのよ

うな取組をしようと考えておるのか、お伺いい

たします。 

○議長（寺田公一君）　教育長。 

○教育長（鎌田勇人君）　お答えいたします。 

　地域学校協働本部事業の目的としましては、

従来、子供たちの成長を支えていた家庭や、地

域の教育力は、核家族化や地域コミュニティー

の希薄化等に伴い、低下しているとともに、子

供たちに関わる課題は多様化、複雑化しており、

学校にはこれらの対応が強く求められるように

なっていますが、学校だけでの対応には限界が

あるため、家庭、地域、学校が地域ぐるみで子

供を育てる仕組みである地域学校協働本部を設

置し、幅広い地域住民等の参画により、地域、

学校が連携協働して、地域全体で未来を担う子

供たちの成長を支えていこうとする事業です。 

　現在、市内全小中学校でこの事業を取り入れ

ており、学校により取組は違いますが、その事

例を挙げますと、地域の方々による登下校時の

見守りや、挨拶運動、放課後の学習支援やプリ

ントの採点作業、部活動支援、さらには獅子舞

や太鼓等の郷土の伝統、文化芸能学習など、学

校独自の取組が進められています。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　１２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君）　ありがとうございま

す。そういう面では、本当に冒頭にも申し上げ

ましたように、人づくりにつながる一つの事業

かなというふうに思いますので、積極的な取組

をお願い申し上げまして、次の質問に移ります。 

　次は、長時間労働の問題について、お伺いを

いたします。 

　全国の教育現場から聞こえてくるのが、教職
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員の長時間労働の問題でありまして、全国的な

問題でもあります。 

　長時間労働を何とか解消していただきたいと

いう問題は、教育の現場で実際に子供たちと直

接接する教職員の皆様から寄せられる生の声で

あります。 

　この問題については、これまでも、この議会

でも議論をされてまいりました。令和２年９月

議会において、県に対して長時間労働の解消を

求める意見書が可決をされております。 

　教職員の働き方改革の一環として、その解消

が叫ばれていますが、新教育長として教職員の

長時間労働の問題について、どのように受け止

めておるのか、まず認識についてお伺いいたし

ます。 

○議長（寺田公一君）　教育長。 

○教育長（鎌田勇人君）　お答えいたします。 

　教職員の長時間労働の実態につきましては、

全国的にも大きな課題となっており、本市にお

きましても、極めて多忙な状況により、超過勤

務されている教職員は多く、その改善に向けた

取組は、重要な課題であると認識いたしており

ます。 

　教職員の業務改善や、負担軽減などの働き方

改革につきましては、公立の義務教育諸学校等

の教育職員の給与等に関する特別措置法の一部

改正により、勤務時間の上限を設けたりするこ

とが示されましたが、業務削減等について、具

体的な事項は何ら示されず、また教職員の増員

等についても触れられてないことは、本質的な

改善に結びつかないのではないかと指摘されて

いるところでもあります。 

　そのような中、一方では、学校教育の質の向

上や、児童生徒の健全育成のために、授業の準

備や教職員の研修、さらには児童生徒と向き合

う時間の確保なども、同様に重要であります。 

　教職員の超過勤務時間は、例年年度末、新年

度の準備等で３月、４月に多くなる傾向があり

ます。本市でも、本年４月には、月４５時間を

超える超過勤務をされている教職員が、全体の

５８％、うち８０時間を超える方が、１７％と

なっています。 

　しかし、本年５月につきましては、月４５時

間を超える超過勤務をされている教職員が、全

体の４７％、うち８０時間を超える方が１１％

となっており、４月よりは減少しています。 

　今後も教職員の勤務時間や、業務量の短縮に

向けた取組を推進していく必要があると考えて

おります。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　１２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君）　依然として過労死の

問題を考えるならば、８０時間を超える実態が

浮き彫りになったわけでございます。 

　そうした面で、教育長は現場での経験が非常

に長いわけでございます。この問題について、

大変、現場でも御苦労されてきた経験があるの

ではないかと思いますが、教職員の長時間労働

の解消に向けて、どのように取り組もうと考え

ておるのか、教育長の所見をお伺いいたします。 

　一部、働き方改革の部分で、先ほどの答弁と

重複する部分はあろうかと思いますけれども、

長時間労働の解消に向けての所信をお願いしま

す。 

○議長（寺田公一君）　教育長。 

○教育長（鎌田勇人君）　お答えいたします。 

　私もこの３月まで、校長として教員の働き方

改革や、長時間労働の問題については、非常に

悩みました。 

　先生方は、日々やるべきことがたくさんあり

ます。しかし、それを全て行うと、とんでもな

いほどの長時間労働になってしまいます。 

　そこで、先生方とも話し合ったのは、やるべ

きことはきちんとやるが、その中で、省いたり、
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ほかの人に頼ったり、またチームで協力するこ

とも大切であるということを共有してまいりま

した。 

　そして、今の自分の仕事スタイルを見詰め、

変えるべき点はどこなのかということも、検討

を行ってまいりました。 

　現在、小中学校には、校務支援システムとい

う管理システムが導入され、業務の合理化、効

率化を図っているところでございます。 

　最初は、このシステムに慣れるのに時間がか

かりましたが、使えるようになると、日々の行

事計画や、連絡などがパソコン上で確認、管理

され、事務作業の効率化が図られるようになる

とともに、教員の労働時間も、この校務支援シ

ステムを活用し、管理職が時間管理を行いなが

ら、長時間労働の教員には個別に声をかけたり、

週に１回は早い時間、例えば６時までに一斉退

庁をするなどの取組を行っている学校も増えて

まいりました。 

　また、若年教員には、ベテラン教員が授業の

指導や悩みなどを聞くメンター会をもつなど、

労働時間だけでなく、心の悩みの解消であった

り、余裕が持てる取組を進めています。 

　どうしても長時間労働になりがちな中学校の

部活動につきましても、週のうち平日に１日、

土曜日、または日曜日のいずれか１日を休養日

に設けることとしており、教員だけでなく、生

徒の体調管理にも努めることとしております。 

　本年度の校長、教頭の管理職面談を行う中で、

学校現場においても、長時間労働の解消に向け

て、さらなる検討をお願いしているところでご

ざいます。 

　教育委員会としましても、これまでスクール

ソーシャルワーカーや、特別支援学級支援員、

不登校対策支援員及び学校運営支援員などを配

置し、教員の負担軽減を図る取組を行っており、

一昨年度からは、夏期休業中に学校閉庁日を設

定し、休暇取得の推進にも努めているところで

あります。 

　本年度の閉庁期間は、８月１０日から２０日

までといたしました。今後も国や県、他の自治

体の状況も踏まえる中で、長時間労働の解消に

向けた取組を進めてまいりたいと考えておりま

す。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　１２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君）　子供たちの学力、子

供たちと接する、対面する、そういう部分とも

関連をすると思いますし、ひいては学力の向上

との問題もあろうかと思いますので、ぜひ１時

間でも２時間でも減らせるような取組を、今後

取り組んでいただきたいというふうに思います。 

　それでは、小中学校の再編計画について、お

伺いいたします。 

　子供の数の減少、いわゆる少子化が進む今日

の宿毛市の現状を見ると、小中学校の再編計画

の推進は、宿毛市の教育が抱える課題ではない

のかと思います。 

　新教育長として、宿毛市における小中学校の

再編計画についての考えはいかがなものか。令

和２年２月に、宿毛市立小中学校再編計画が提

出されていますが、この計画に基づくその後の

取組について、どのように進められているのか、

お伺いをいたします。 

○議長（寺田公一君）　教育長。 

○教育長（鎌田勇人君）　お答えいたします。 

　本市の小中学校における児童生徒数は、平成

元年度に約３，４００人いたものが、３０年後

の令和元年度には、１，３５５人と、２，００

０人以上減少しています。 

　本市の教育の在り方を考えていく上では、将

来の児童生徒数を見据えた小中学校の適正規模、

適正配置を図ることが必要で、小中学校の再編

は避けて通れないものと考えています。 
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　本市教育委員会では、令和２年２月に新たな

宿毛市立小中学校再編計画を策定し、１２年間

の計画として、市内の中学校を６校から５校に、

小学校を９校から５校に再編する計画としてい

ます。 

　学校再編計画の策定後は、松田川小学校を令

和３年３月末に宿毛小学校と統合し、４月から

は新校舎で授業を開始しています。しかしなが

ら、その他の学校については、新型コロナウイ

ルスの影響もあり、各学校の保護者、あるいは

地域の方々との意見交換会などは行われており

ませんが、今後、適宜意見交換会を行ってまい

りたいと考えております。 

　なお、津波浸水が予想される西地域に位置す

る咸陽小学校、大島小学校、片島中学校につき

ましては、学校施設を高台へ移転するために、

本年度当初予算へ適地調査業務委託料を計上さ

せていただいているところです。 

　今後は、高速道路の延伸計画を踏まえ、学校

施設の移転先の適地調査を行ってまいります。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　１２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君）　まさに避けて通れな

い問題だろうというふうに思いますので、計画

倒れに終わらないような取組をお願いをしてお

きたいと思います。 

　次は、小中一貫教育について、お伺いをいた

します。 

　今年度から小筑紫小中学校において、小中の

一貫教育が始まりました。教育長は、小中一貫

教育についてのメリットについては多く発信さ

れていますが、小中一貫教育の推進については、

メリットだけではなく、デメリットというか、

課題や懸案事項もあるのではないかと思います。

あるとすれば、どのようなものがあるのか、お

示しをいただきたいと思いますし、課題や懸案

事項を改善するために、どのような取組といい

ますか、対策が必要であると考えておるのか、

お伺いいたします。 

○議長（寺田公一君）　教育長。 

○教育長（鎌田勇人君）　お答えいたします。 

　宿毛市教育委員会では、義務教育の９年間を

見通した系統的な教育活動により、教育効果が

高まる小中一貫教育を、市内全域で推進してい

ます。 

　その中で、小筑紫小学校、小筑紫中学校につ

きましては、同一敷地内に学校があり、校舎も

隣接していることから、先行して平成３０年度

より小中一貫教育の実践研究をはじめ、３年間

の実践研究の後、小中一貫教育校「つくし学園」

として、今年度からスタートしています。 

　全国の小中一貫教育の先進事例では、中１ギ

ャップの解消や、自尊感情の向上、学力の向上

など、効果が挙げられていますが、小筑紫小中

学校におきましても、実践研究の段階から、学

校現場では、中学校から見る小学校段階での課

題が明確となり、実態に応じた指導につなげら

れたり、また、小学校では、外国語などの専科

教員の乗入授業によって、学力向上や、児童が

主体的に取り組む態度が見られています。 

　一方、小中一貫教育の課題として捉えている

のは、小学校、中学校教員の意識改革と、教員

の多忙化でございます。 

　日本の義務教育は、長年、小学校の６年間、

中学校の３年間と２つに分けた制度により、行

われています。そのため、小中の文化の違い、

指導方法の違い、教員の意識の違いなどが生じ

ています。 

　また、小中一貫教育を進めていくに当たって

の合同職員会や、乗入授業を行うことにより、

教員の多忙化につながっていくことが懸念され

ます。 

　多忙化解消につきましては、しっかり連携を

図りながら、計画的に進めることが重要である
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と考えています。 

　教員の意識改革については、学校管理職をは

じめ、全ての教員が育てたい児童生徒等を共通

の目標として、チームとして取り組んでいくこ

とが必要です。 

　決して個人や一部教員の取組とせず、また管

理職はリーダーシップを発揮しながらも、トッ

プダウンではなく、教員からのボトムアップに

より、みんなで作り上げていく教育風土が大切

だと考えています。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　１２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君）　そういう面で、デメ

リットもあると、率直に認めて、発言させても

らいましたけれども、本当にそういうことを一

つ一つ、長い意識改革、大変厳しい長い道だろ

うとは思いますけれども、そのことが小中一貫

教育の推進につながるという部分、小筑紫の例

からしてあると思いますので、全力を挙げて取

り組んでいただきたいと思います。 

　次は、文化財の保護行政について、お伺いを

いたします。 

　生涯学習の中の文化財の保護行政についてで

ありますけれども、本年度の教育行政方針の中

で、文化財の維持管理と、保護及び愛護思想の

普及に努めるとうたわれていますが、具体的に

どのような取組を考えているのか、お伺いいた

します。 

○議長（寺田公一君）　教育長。 

○教育長（鎌田勇人君）　お答えいたします。 

　文化財の保護につきましては、長期的な取組

として、維持管理や愛護思想の普及に努めるこ

とが必要と考えております。 

　なお、本市には国指定文化財として、宿毛貝

塚、延光寺の銅鐘、浜田の泊り屋がございまし

たが、６月１８日に開催された文化審議会文化

財分科会の審議、答申を経て、松尾峠の愛媛県

境から宿毛市側約８００メートル区間となる

「土佐遍路道　観自在寺道」が指定されること

になりました。 

　新たな指定文化財の周知を図ることはもとよ

り、既存の案件も含めたパトロールや、研修会

等の活動を通じて、保護活動に取り組んでまい

りたいと考えております。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　１２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君）　２点ほど再質問をさ

せてもらいたいと思います。 

　私たちは、地元の皆さんをはじめ、多くの

方々の御協力をいただく中で、高知県唯一の有

人の離島である鵜来島の龍頭山の山頂に現存す

る３台の砲台跡や、防備衛所跡をはじめとする

戦争遺跡の調査活動を行っております。 

　２０１７年（平成２９年）８月２９日以来、

４月２５日の調査活動までにおいて、１０回に

わたり調査活動を行ってまいりました。 

　宿毛市として、今年度において鵜来島の港に

戦争遺跡の看板を設置するということで、一歩

前進したのかと思うところであります。 

　教育長として、この鵜来島の戦争遺跡につい

て、どのように考えておるのか、お伺いいたし

ます。 

○議長（寺田公一君）　教育長。 

○教育長（鎌田勇人君）　お答えします。 

　鵜来島の戦争遺跡につきまして、昨年中には

松浦議員に仲介をいただき、鵜来島の御出身で、

戦争を経験された方から貴重な聞き取りができ

たと報告を受けております。この場をお借りし

まして、御協力いただきました皆様に感謝申し

上げます。 

　なお、議員より御紹介いただきました遺跡の

看板については、今年度秋口には、鵜来島の定

期船待合所の島内観光看板の隣に、写真入り解

説板を設置しようと準備しております。 



－ 49 －

　鵜来島の戦争遺跡につきましては、今後も調

査を継続し、情報の蓄積を行いますが、その歴

史を理解する上でも、大変意義深いものと存じ

ますので、私も折を見て現地を視察してみたい

と考えております。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　１２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君）　教育長から、自分も

行ってみたいというお話をいただきました。大

変うれしく思います。 

　ぜひ、まだ日にちは確定しておりませんけれ

ども、７月にももう一回、行く予定にしており

ますので、日が決まり次第、またお知らせをさ

せてもらいますので、よろしくお願いします。 

　私としては、高齢化が進む鵜来島にあって、

島の活性化を図り、そして宿毛市の観光資源の

一つになるのではないかとの思いから、鵜来島

にあるこの貴重な戦争遺跡を、宿毛市の文化財

として、保護保存をすべきでないかと考えます

が、教育長としては、どのようにお考えなのか、

お伺いいたします。 

○議長（寺田公一君）　教育長。 

○教育長（鎌田勇人君）　お答えいたします。 

　鵜来島の戦争遺跡の保存、保護につきまして

は、令和元年１２月の市議会定例会で、松浦議

員から高知市に所在する旧陸軍歩兵第４４連隊

跡地の高知県の取組等も御質問をいただき、県

の取組も注視してまいりました。 

　先日、高知県に確認したところ、県の所有化

について、現在、契約段階まで進んでおり、今

年度をめどに、文化庁に登録文化財に向けての

意見具申をする予定であるとのことでございま

した。 

　また、並行して県が計画しておりました県下

の戦争遺跡の調査につきましては、今年度から

実地調査の取組を開始することでありました。 

　本市といたしましては、今後も県の動向を注

視する中で、参考とさせていただきたいと考え

ております。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　１２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君）　百聞は一見に如かず

という言葉がございます。現場を見て、これが

貴重なものだというふうな判断をされるなら、

その取組を、まさに宿毛市だけの問題ではなし

に、県との兼ね合いも出てこようかと思います

ので、県の動向も注視をするということでござ

いますので、ぜひ県と連携を密にしながら、取

組を進めていただきたいと思います。 

　次は、児童・生徒のマスクの着用問題につい

て、お伺いをいたします。 

　大阪の高槻市での学校現場におけるマスクの

着用に関しての事案について、報道されていま

して、このマスクを着用するかどうかというこ

とは、学校現場は言うまでもなく、子供たちに

とって、さらにその保護者にとっても、大変重

要な問題であるので、お伺いいたします。 

　宿毛市教育委員会として、子供たちのマスク

の着用問題について、どのように考えているの

か、学校の登下校時、教室での授業時、また体

育の時間における対応等、それぞれ違う対応で

はないかと思いますが、どのような方針で臨ま

れているのか、お伺いいたします。 

○議長（寺田公一君）　学校教育課長。 

○教育次長兼学校教育課長（和田克哉君）　学

校教育課長、松浦議員の一般質問にお答えいた

します。 

　文部科学省が新型コロナウイルス感染症の新

たな生活様式に対応した学校運営を行うため、

学校における新型コロナウイルス感染症に関す

る衛生管理マニュアルを策定しており、本市で

もこのマニュアルに準じた取扱いとしておりま

す。 

　その中で、学校の体育の授業につきましては、
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原則、マスクの着用は、必要はありません。た

だし、十分な身体的距離がとれない状況で、十

分な呼吸ができなくなるようなリスクや、熱中

症になるリスクがない場合については、できる

だけマスクを着用するようにということになっ

ております。 

　また、学習中の対応といたしましては、室内

の机同士の間隔を広くとり、室内の換気をしな

がら、大きな声を出したり、近距離で対面形式

となるグループワークなどを気をつけて行うこ

ととしていますが、授業中につきましては、発

表等を行うことから、基本的にマスクを着用と

いう形にしております。 

　さらに、登下校時における対応につきまして

は、教員の目が行き届きにくいことや、登下校

時に密集、密接になるケースもありますので、

集団登下校を行う場合につきましては、密接に

ならないよう、指導することとされております。 

　また、夏季の気温、湿度や暑さ指数が高い中

でマスクを着用すると、熱中症のリスクが高く

なるおそれがあるため、気温、湿度や暑さ指数

が高いときには、屋外で人と十分な距離を確保

できる場合には、マスクを外すよう指導するこ

ととされているところでございます。 

　小学生など、自分でマスクを外してよいかど

うか判断が難しい年齢の子供へは、気温、湿度、

暑さ指数が高い日に、屋外でマスクを外すよう、

積極的に声をかけるなどの指導を、学校でも行

っているところでございます。 

　その際には、人と十分な距離を確保し、会話

を控えることについても、指導するとされてい

るところでございます。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　１２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君）　今、課長から答弁の

中で、文科省によるマニュアルに準じた取扱い

という答弁があったと思うのですけれども、こ

の準じた取扱いとは、いかなる内容なのか、御

説明を求めます。 

　要するに、学校、教育委員会としては、登下

校時に関しては、これといって統一的な姿勢な

り、指導なりはできないから、自己判断でどう

とでも勝手にしろというような、そんなレベル

なことなのか、それとも一定の目安としての指

導なり何なりがなされているのか、お伺いをい

たします。 

○議長（寺田公一君）　学校教育課長。 

○教育次長兼学校教育課長（和田克哉君）　松

浦議員の再質問にお答えいたします。 

　先ほどの衛生管理マニュアルにつきましては、

学校現場におきまして、適切な教育環境を行う

ために、文部科学省が全国の学校に対して周知

しているものでございます。 

　その中で、登下校につきましては、先ほどの

答弁と重複するところはございますが、３つの

密を避けることがまず第一と書かれております。

その中で、先ほど言いましたように、集団登下

校を行う場合には、密接とならないように指導

すると。また、夏季の暑いときにつきましては、

熱中症のリスクがありますので、そういったリ

スクがあるときについては、マスクを外すとい

う形にされております。 

　基本的に、マスクの着用については、学校現

場でそれぞれ対応する形になると思いますが、

昨今のコロナ感染状況を見まして、保護者の

方々が感染状況等を見る中で、マスクを着用す

る・させないという話も出てくると思いますが、

基本的には、学校現場につきましては、衛生管

理マニュアルに基づいた対応になってくるとい

う形になっております。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　１２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君）　今、課長から、学校

衛生管理マニュアルに基づいた答弁だったとい
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うふうに思います。基本的には、これを中心に

しながら対応していくということでございます。 

　次の質問に移ります。 

　私のところに、今月の初旬だったと思うので

すけれども、ある方から電話がありました。 

　５月の末頃、ちょうど高知県内でコロナ感染

者が、連日、２０何人などという状態が続いて

いた時期の出来事だとのことでした。 

　子供たちの安全な登校の見守り活動に、ボラ

ンティアで参加していた年配の方から、マスク

を着用しながら通学していた小学生に対し、死

にたくなかったらマスクを外せ、と強い口調で、

半ば強制するような勢いで言われたと、子供か

ら報告を受けたが、一体どうなっているかとい

う戸惑いの電話であります。 

　この「死にたくなかったらマスクを外せ」と

いう発言は、マスクを外さなかったら殺すぞと

いう、そんな強い意味ではなしに、マスクをし

ていると死ぬぞと、そういう意味だったように

とれるのですが、小学生である子供たちには、

かなり強く響く言い方であったようにお聞きし

ています。 

　その場の学校登校の責任者、その方の表現で

は、班長ということで、登校仲間の小学生であ

ろうと思うのですが、マスクは外したらいかん

ということで、そのまま着用しながら登校した

ようであります。 

　また、最近、この質問を行うに当たって、そ

の方に確認したところ、あれ以降も何回かその

ような発言があったように、中にはばかになり

たくなかったら、マスクは外せというような、

そんな発言を受けたこともあるらしいとのこと

です。 

　このマスクを外すよう、学校関係者と違う第

三者から責められたという報告は、学校並びに

教育委員会には届いているのかいないのか、ま

ずお伺いをいたします。 

○議長（寺田公一君）　学校教育課長。 

○教育次長兼学校教育課長（和田克哉君）　松

浦議員の再質問にお答えいたします。 

　先ほどのマスクを外すよう、学校の関係者以

外の第三者から迫られたという話につきまして

は、ニュアンスの、若干違いはあるかもしれま

せんが、そういった事例があったということで、

山奈小学校校長より報告は受けております。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　１２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君）　報告があったという

ことですけれども、子供さんから、あるいはそ

の保護者から、何らかの報告があったとすれば、

宿毛市教育委員会として、どのような対応をさ

れたのか、まずは事実の確認をされたのかどう

か、お伺いいたします。 

○議長（寺田公一君）　学校教育課長。 

○教育次長兼学校教育課長（和田克哉君）　松

浦議員の再質問にお答えいたします。 

　事実確認を行ったかということでございます。 

　小学校につきましては、校長のほうが学校で

聞き取りを行っておりますので、山奈小学校校

長からの報告を受けまして、内容を確認いたし

たところでございます。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　１２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君）　内容を確認したとい

うことでございますけれども、保護者から電話

のあった内容が事実であったということですか。

学校からの報告の内容についてでありますが、

どのような内容なのか、お伺いいたします。 

○議長（寺田公一君）　学校教育課長。 

○教育次長兼学校教育課長（和田克哉君）　学

校教育課長。どのような内容であったかという

ことでございますが、個人情報の関係もありま

して、事実関係につきましても、学校に聞いて

きたものの関係がございますので、ここについ
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ては、詳細についてはお答えすることはできな

いので、よろしくお願いいたします。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　１２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君）　個人情報とかいう部

分ではなしに、学校から、教育委員会として事

実確認をしたということは、保護者から電話が

かかってきて、教育委員会にも電話あったと思

うのですけれども。 

　教育委員会に保護者から電話がかかってきた

内容については、認めるのですか。誰が言った

とかかれが言ったとかは、個人情報になると思

いますけれども。保護者から電話がかかってき

たことについては、どういうふうに思っていま

すか。 

○議長（寺田公一君）　学校教育課長。 

○教育次長兼学校教育課長（和田克哉君）　保

護者から電話があったことにつきましては、そ

この辺りが個人情報に引っかかってくると思い

ますので、そこの辺りの答弁を控えさせていた

だきたいということでございます。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　１２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君）　どこが個人情報に当

たるか、自分では理解できないわけですけれど

も。 

　個人の名前を、誰さんに言われたとか、松浦

英夫に言われたとかいうわけではなしに、保護

者の皆さん方が、子どもさんお孫さんから話を

聞いて保護者は怒って、戸惑う中で教育委員会

に電話したと思うのです。 

　保護者からあった内容が事実かどうか、それ

が個人情報になるのですか。 

○議長（寺田公一君）　学校教育課長。 

○教育次長兼学校教育課長（和田克哉君）　保

護者から電話があったことにつきましては、先

ほど言いましたように、保護者のほうから、い

ろいろありますので、個人情報に引っかかると

思います。 

　内容につきまして、学校に確認したところ、

そこの辺りにつきましては、議員がおっしゃら

れた分と大きく差がないという形には把握して

おります。 

　以上です。 

○議長（寺田公一君）　１２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君）　マスクの着用の問題、

子供たちにとって命の問題、まさに、死ぬとか

ばかになるとかいう話は別として、感染拡大に

つながるおそれのあるという部分でいうと、子

供たちにとっては、命に関わる問題であります。 

　そういった面で、保護者の皆さんが心配する

のも、これまた分からないわけでもないわけで

ございます。 

　けれども、個人情報につながるという部分で、

答弁を控えておりますけれども、私としては、

十分に納得をいたしておりませんので、そのこ

とについて、また後日、自分なりにも勉強して

まいりたいというふうに思います。 

　事実確認をされた上で、登校中の子供たちに

何度も、恐らく毎回のように、マスクを外すよ

う迫ってくるであろうその方の真意を確かめ、

学校側の、あるいは教育委員会としての姿勢、

見解を理解していただくよう、そして子供たち

の混乱を解消するよう図られるのは、当然の措

置だろうと思うのですが、宿毛市教育委員会と

して、どのような対応をされたのか、具体的に

お伺いいたします。 

○議長（寺田公一君）　学校教育課長。 

○教育次長兼学校教育課長（和田克哉君）　お

答えいたします。 

　教育委員会といたしましては、山奈小学校校

長からの話を受けまして、マスクを外すよう声

かけされた方に対しまして、山奈小学校のほう

で対応をお願いするように、お願いいたしてい
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るところでございます。 

　さらに、学校長からは、学校として、先ほど

申し上げました国の示す衛生管理マニュアルに

基づきまして、登下校時のマスクの着用方法に

つきまして、児童にも指導しているので、御理

解をお願いしたい旨の話をしたと、報告を受け

ているところでございます。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　１２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君）　今、課長から、そう

いう発言をされた方に対しては、学校長を通じ

て理解を求める。衛生管理マニュアルの説明を

しながら、理解を求めるということをしたとい

う報告があったということでありますが、それ

では、そういう発言をした方ではなしに、電話

をかけていただいた方に代表されるように、外

出時にはマスクの着用が当たり前と考えている

保護者に対する対応はとられたのかどうか、お

伺いいたします。 

○議長（寺田公一君）　学校教育課長。 

○教育次長兼学校教育課長（和田克哉君）　保

護者の対応につきましては、山奈小学校の校長

と教育長が一緒に話をする中で、衛生管理マニ

ュアルで、こういった形で書かれているよとい

うことで確認しまして、そちらのほうで保護者

の方への周知でありますとか、学校現場の周知

につきましては、お願いしているところでござ

います。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　１２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君）　今の答弁を聞くと、

電話をかけた方に対する対応も、現場の責任者、

校長にお話をされたということで、教育委員会

としての対応はそこまでということですね。 

　和田課長から聞く限り、この問題について、

全て学校任せという印象は拭われません。とり

ようによっては、ややこしい、白黒つけにくい

話は、学校現場で処理してくれと。教育委員会

としての責任逃れになっているかのように感じ

ます。もっと宿毛市教育委員会として、当該学

校に対する明確な指針を示す必要があるのでは

ありませんか。 

　同時に、無用な混乱を子供たちや保護者の間

に引き起こすことのないよう、取り組んでいく

べきではないかと考えますけれども、教育長の

所見をお伺いいたします。 

○議長（寺田公一君）　教育長。 

○教育長（鎌田勇人君）　お答えいたします。 

　ボランティアの方には、学校からは、国の示

す衛生管理マニュアルに基づき、登下校時のマ

スクの着用方法について、児童にも指導してい

るので、御理解をお願いしたい旨の話を継続し

ていくことにしていると思います。 

　また、児童生徒については、これからの暑い

時期になると、熱中症のリスクも出てきますの

で、高温時にはマスクを外すこと。その際には、

密にならない。また、おしゃべりをしないこと

などの周知を図っていくことが必要であると考

えます。 

　私も現職のときには、集団登校をしていまし

たので、その際には、どうしても子供たちは距

離が近くなります、密になりますので、マスク

を着用するように言った場合もありますが、そ

れも、気温と状況といったところも含めて、臨

機応変といいますか、そういったところで判断

を、その都度、その都度、指示をしていったと

いうふうなこともあります。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　１２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君）　臨機応変に対応でき

ないであろうという状況を鑑みると、判断が難

しくなる。そこに混乱が生じてきたという部分

でございます。 

　今回の事案を見て感じることは、学校におけ
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るマスクの着用問題に関する文科省の衛生管理

マニュアルが、あまりにも曖昧であるために、

何か抽象的で、学校現場では対応が難しいので

はないかと疑問に思います。 

　マニュアルの曖昧さが原因で、今回のような

見解の違い、認識のずれに伴う事案混乱が生じ

たものと思っています。 

　私は、先ほど、学校と地域との連携の重要性

について質問をしてまいりました。市内を見て

も、子供たちが安全な登下校ができるよう、見

守り活動に、ボランティアで多くの方々が取り

組まれておると思います。ありがたいことです。

大変重要なことではないでしょうか。 

　しかし、そうしたボランティアで参加された

方、子供たちから見れば、大人であります。そ

うした方から、「ばかになりたくなかったらマ

スクを外せ」とか、「マスクをしていると死ぬ

ぞ」と言われると、子供たちはどのように対応

すればいいか、不安になってくると思います。 

　私としては、子供たちが安心して登下校でき、

また楽しい学校生活が送れることが基本である

と思います。 

　そのためには、学校と子供たちだけではなく、

地域の皆さんとも意思統一を図りながら、連携

をしていかなければならないのではないでしょ

うか。 

　今議会、同僚の議員から、マスクの着用問題

について質問が予定されております。マスクの

着用により、死ぬもとになるとか、ばかになる

とかいう御指摘の当否についての議論を通じて、

教育委員会としての見解が明らかになるものと

期待をしておりますとともに、私としては、そ

のやりとりを今後の取組の参考にしてまいりた

いと思っております。 

　宿毛市教育委員会の指導力と見識の高さを今

以上に発揮していただくよう申し上げ、次の質

問に移ります。 

　次は、人権教育についてであります。 

　この問題については、市長並びに教育長にお

伺いをいたします。 

　教育長は、長年にわたり人権教育の重要性に

ついて学習され、あらゆる差別の解消に向けて

取り組まれてきたと思います。 

　新教育長として、今後における宿毛市の人権

教育についての取組と、その重要性についての

所見をお伺いいたします。 

○議長（寺田公一君）　教育長。 

○教育長（鎌田勇人君）　お答えいたします。 

　これまで学校現場でも、弱い立場の子供たち

を学級経営、学校経営を中心に据え、仲間づく

り、人権意識の高揚を図ってまいりました。 

　個人的には、平成４年度からの山奈小学校で

の３年間は、同和教育主任として地域に入り、

地域の実態から学ぶことで、学校での同和教育

の大切さや、様々な不合理、差別に対する認識

を学ぶことができました。 

　教育行政方針にも記載されておりますとおり、

部落差別、高齢者や障害者に対する差別に加え、

近年では、インターネットによる人権侵害、性

的マイノリティに対する偏見や差別、新型コロ

ナウイルス感染症の罹患者や医療従事者への偏

見や差別など、これまで顕在化していなかった

新たな人権問題も発生しております。 

　また、学校教育におきましても、いじめや不

登校問題など、様々な人権問題に関連する課題

が大きな問題となっております。 

　今後は教育行政を預かる長として、相手の立

場に立ち、相手を思いやることのできる人権教

育の推進や、啓発を責務と位置づけ、各関係機

関、団体とも連携しながら、人権教育の推進に

努めてまいりたいと考えております。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　１２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君）　差別の実態という、
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私自身もそういう取組をしておりますけれども、

なかなかこれといった解決策といいますか、差

別をなくす、思いはあってもなかなか成果とし

てあがりにくい部分であろうかと思いますし、

人権を守るという部分では、共通する部分もあ

ろうかと思います。 

　そこで市長にお伺いしますが、先日の高知新

聞紙上で、化粧品会社であるディーエイチシー

のウエブサイトに、吉田嘉明会長名で、在日コ

リアンを差別する文書が記載されたと報道され

ました。 

　今回の吉田会長の発言について、市長はどの

ように考えているのか、受け止めておるのか、

お伺いいたします。 

○議長（寺田公一君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　松浦議員の一般質問に

お答えをさせていただきます。 

　御質問の会長の発言につきましては、差別的

な発言であると考えております。 

　このような不適切な発言を、企業の公式サイ

ト上に公開するということは、社会的な影響も

大きく、決して容認できるものではないと思っ

ているところでございます。 

○議長（寺田公一君）　１２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君）　珍しく意見が一致を

いたしました。 

　宿毛市は、株式会社ディーエイチシーとの間

で、市民の健康増進や災害対策等について、連

携協定を平成２９年１月１９日に締結をされて

いました。 

　同社とは、高知県内では南国市が同様に協定

を締結いたしております。 

　この報道を受け、南国市では、早速、今、市

長が認められましたように、差別的な発言があ

ったということで、これは看過できないとの思

いから、同社に対し協定の解消を通告したとい

うことでありますけれども、宿毛市の対応は見

えてきません。 

　協定を締結した宿毛市長として、どのような

対応をされているのか、お伺いをいたします。 

○議長（寺田公一君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　お答えをさせていただ

きます。 

　株式会社ディーエイチシーとの連携協定への

対応についてでございます。会長の公式サイト

上の発言につきまして、本市におきましては、

インターネットメディアからのアンケート調査

によりまして、発言内容について承知をしたと

ころでございますが、この発言につきましては、

先ほども答弁をさせていただきましたが、差別

的な発言、表現であり、大変不適切であると判

断をいたしましたので、５月上旬に、ディーエ

イチシーに対し、公式サイトからの削除の申入

れなどを行ったところでございます。 

　その後、本市からの申入れに対しまして、５

月１７日までに公式サイトからの削除を含めま

して、会社としての見解、対応についての回答

がございましたが、発言については、会長個人

の見解である。会社としては、ホームページか

らの削除もしない、原文のまま時系列で掲載す

る、との回答を、電話及び文書によりまして受

けているところでございます。 

　なお、申入れ日以降にも、会長の発言がサイ

ト上に追加されておりまして、このような回答

や対応を踏まえ、本市といたしましては、会長

個人の見解とはいえ、企業の公式サイト上で公

開している以上、企業としての判断、体制であ

ると考えまして、同社と締結しております包括

連携協定につきましては、解約せざるを得ない

と判断をいたしました。 

　そして、６月末日をもって解約することとし、

協定により定めております事務手続に基づき、

５月１９日付で、文書により解約をディーエイ

チシーに通知をしたところでございます。 
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　なお、マスコミ報道によりますと、会長の発

言につきましては、人権に関わる不適切な内容

が掲載されていた非を認め、発言を撤回するな

どと、ディーエイチシーから取引先に伝えられ、

６月１日までに公式サイト上から削除されてい

るとの報道もなされておりまして、本市におき

ましても、サイト上からの削除を確認している

状況でございます。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　１２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君）　協定の中身を見ると、

１か月前に、一方から締結を結んだディーエイ

チシーか宿毛市長名で申入れをすれば、締結そ

のものが無効になるとうたわれておりまして、

もっと早い動きが見られたらなという感がする

わけでございます。 

　そして、私としては、協定の相手先について

は、十分に調査をする中で、慎重に判断すべき

であったと思われます。 

　結果として、今回このような差別発言をした

ディーエイチシーと連携協定を締結した市長と

しての責任は重いものがあると考えますが、こ

のことについて、市長の所見をお伺いします。 

○議長（寺田公一君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　お答えをさせていただ

きます。 

　本市におきましては、地域の活性化、地域の

課題解決のため、また災害発生時に迅速に応急

対策ができるよう、現在、１００を超える企業、

団体の皆様方と協定を締結させていただき、官

民連携による取組を、現在も進めているところ

でございます。 

　株式会社ディーエイチシーとの連携協定につ

きましても、全国に幅広く事業展開をしている

同社から申入れをいただきまして、市民の健康

増進や、地場産業の活性化、災害対策などを目

的として、先ほど質問議員が言われましたよう

に、平成２９年１月、約４年半前に連携協定を

締結したところでございました。 

　協定締結時におきましては、マスコミ報道、

そういったような報道等も当然なされておらず、

会社が公開している情報などでは、企業の体質

や経営者個人の資質を把握することは非常に難

しいものであったと考えているところでござい

ます。 

　なお、議員言われるように、当然、慎重に判

断すべきものであることは間違いございません

ので、今後について、さらに気をつけながら、

協定も結んでいかなければならないと感じたと

ころでもございます。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　１２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君）　教育についての部分

はこれで終わりたいと思いますけれども、今回

は、教育長は初めてということもあって、基本

的な問題、自分の関心のある問題を中心に質問

をさせていただきました。 

　ぜひ、基本は本年度の教育行政方針というも

のが柱になってくると思いますので、その柱を

もとにしながら、鎌田カラーという部分も出し

ていただきながら、特に教育の現場で経験をさ

れておりますので、そういったことも踏まえて

取り組んでいただくよう申し上げて、次の質問

に移ります。 

　次は、観光行政について、柔らかくしたいと

思いますけれども、お伺いいたします。 

　宿毛市として、観光行政に力を入れているの

は御案内のとおりであります。 

　そこでお伺いいたしますが、宿毛市大島の沖

合約３００メートルに浮かぶ咸陽島で見られる

トンボロ現象の活用についてでありますが、こ

の現象を、宿毛市の観光資源の一つとして利活

用すべきではないかと考えております。 

　全国的には、西伊豆町の堂ヶ島の海岸の三四
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郎島や、小豆島の土庄町、また鹿児島県の指宿

の田良浜が有名であり、その多くは、観光資源

として活用されております。 

　咸陽島はだるま夕日で知られております。こ

の現象が見られる冬場には、全国各地から多く

の方が訪れています。 

　一方で、咸陽島は、全国的にも珍しいとされ

るトンボロ現象が見られるとして知られていま

す。大潮のときに起こるトンボロ現象により、

約２時間ぐらい大島と陸続きになると言われて

います。 

　また、この道は、地元の皆さんは幸運へと続

く道と呼ばれております。こうしたトンボロ現

象が見られる咸陽島でありますので、これを観

光資源として活用することを提案させていただ

きます。 

　咸陽島をだるま夕日とセットにして売り出す

ことにより、観光資源の少ない宿毛市としては、

大島全体の公園化も視野に入れながら、取り組

むことが重要でないかと思います。 

　私としては、市内で有数の観光地になると思

います。 

　御案内のとおり、大島には桜公園もあり、現

在では自転車のサイクリングコースも整備され

ております。また、椰子という宿泊施設も整備

されています。今後の宿毛市の観光行政を推進

していくためにも、ぜひ活用すべきでないかと

思いますが、市長の所見をお伺いいたします。 

○議長（寺田公一君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　お答えをさせていただ

きます。 

　先ほど、議員のほうから、珍しく意見が一致

というお話をいただいたところでございますが、

これも意見一致させていきたいと思います。 

　全く議員のおっしゃるとおりで、非常に観光

資源としての価値、魅力のある現象だというふ

うに、当然思っているところでございます。 

　咸陽島で見られるトンボロ現象とは、先ほど

お話もありましたが、大潮の干潮時に海中から

道が現れる、そういう現象でありまして、宿毛

市観光協会のホームページでも、宿毛市の見ど

ころとして紹介されております。 

　また、議員先ほどおっしゃられたとおりで、

この道は幸運へと続く道、島と島をつなぐこと

から、縁結びの御利益があるというふうに言わ

れているところでもございます。 

　また、咸陽島公園は、だるま夕日の絶景スポ

ットでありまして、公園を見下ろす丘の上には、

眼下に咸陽島を望むことのできる「宿毛リゾー

ト椰子の湯」があるなど、観光資源として、多

くの魅力を秘めているといった場所に、現在も

なっているところでございます。 

　当然、引き続き、この咸陽島公園を宿毛市の

観光拠点として整備をしてまいりたいと考えて

いるところでございまして、その際には、先ほ

ど御紹介のありました大島桜公園や、その中を

走るサイクリングロードも絡めながら、大島を

一体的に、魅力あふれる観光拠点として磨き上

げていくことを検討していきたい、取り組んで

いきたい、そのように思っているところでござ

います。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　１２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君）　だるま夕日の関係に

ついては、せっかく宿毛の写真を撮りに来ても、

その日の天候によって撮れなかったりする部分

があるわけですけれども、この現象というのは、

大潮のときに決まって必ずあるわけでございま

して、年がら年中、必ず見られるという部分で

は、看板等もつくって、周知をすることができ

るのではないかと思いますので、そこら辺りも

含めて、取組をしていただきたいと思いますし、

この問題についても、注視をしながら対応をし

てまいりたいと思います。 
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　最後になりましたけれども、地区懇談会の分

について、お伺いいたします。 

　高知県知事の濵田氏は、６月１日に、「再び

濵田が参ります」と銘打って、高知県唯一の有

人の離島である沖の島地区を訪れることにして

いました。 

　しかし、県内での新型コロナウイルスの感染

拡大を受け、延期となりました。この知事の来

島に期待をしていた島民は、非常に残念がって

おるところでございます。 

　濵田知事は、これからの高知県政を運営する

に当たり、住民の生の声を聞きながら、それを

県政に反映していくとの考えのもと、住民とじ

かに接せられ、座談会も行う予定にしています。 

　そこでお伺いいたしますが、このことは、宿

毛市政でも言えることであります。 

　前沖本市長のときは、地区懇談会を開催して

おりましたけれども、中平市長は開催をされて

いません。まず、開催をしないという立場をと

っている中平市長の地区懇談会に対する考えを

お伺いいたします。 

○議長（寺田公一君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　お答えをさせていただ

きます。 

　地区懇談会についての質問でございます。 

　地区懇談会につきましては、地域の皆さんの

声を聞くため、大事な手法の一つであると、私

自身も認識をしており、また、会議などではな

く、自由な雰囲気の中で、気楽に会話を通じて、

地域の皆さんからの御意見をいただくことがで

きる、そういった大切なものであるというふう

に考えているところでございます。 

　そのため、地区別の懇談会ではございません

が、毎年８月に開催されますそれぞれの地区の

代表である地区長の方々との市政懇談会を通じ

まして、できる限り、地区ごとの御意見、御要

望をお伺いし、また内容によりましては、これ

までも意見交換会や説明会を各自、そのときそ

のときに開催をさせていただき、市政運営に反

映をしているところでございます。 

　各地区の皆さんからの要望、陳情などにつき

ましても、できるだけ直接、市民の方々からお

話をお伺いし、対応してまいった、そういった

ところでもあるというふうに思っているところ

でもございます。 

　また、現在は、昨年からのコロナウイルス感

染拡大の影響によりまして、出向くことが難し

くなっているところでございますが、地域で行

われている地域元気クラブや、認知症カフェで

あるとか、またこの土曜日にもお伺いすること

になっておりますが、沖の島歌って踊って笑お

う会など、地域で行われている様々な行事へ顔

を出させていただいた際や、各種イベントのと

きなどにおきまして、できるだけ多くの市民の

方々との対話を通じて、たくさんの御意見を聞

かせていただくよう、私自身心がけているとこ

ろでもございます。 

　今後も引き続きまして、地区懇談会という形

式にはとらわれることなく、様々な形で市民の

皆さんとの対話を通じて、御意見御要望などを

お聞きをいたしまして、市政運営にも生かして

まいりたいと考えているところでございます。 

　コロナ収束後におきましては、またできるだ

け、当然、地域に足を運ばせていただいて、そ

ういった懇談できたらというふうに考えており

ますので、しっかりと対応していきたい、その

ように思っております。 

○議長（寺田公一君）　１２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君）　次にお伺いする予定

にしておった分については、大方今の答弁の中

に集約されておるかなと思います。 

　ぜひ、じかに地域の皆さんの声を聞く。その

ことによって、また地域の置かれたいろいろな

社会的条件とか、地理的な条件とか、いろいろ
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伺うことができ、それを一つでも改善をしてい

くというか、解決をしていくことが、また行政、

宿毛市政の発展という部分につながると思いま

すので、ぜひとも、昨今はコロナという部分で、

自粛、自粛という部分もありますけれども、ぜ

ひ地域の声を聞く機会を多くとっていただきた

いということを申し上げまして、一般質問を終

わります。 

　ありがとうございました。 

○議長（寺田公一君）　本日の会議時間は、議

事の都合により、あらかじめこれを延長いたし

ます。 

　この際、１０分間休憩いたします。 

午後　３時３３分　休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午後　３時４６分　再開 

○議長（寺田公一君）　休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

　７番髙倉真弓君。 

○７番（髙倉真弓君）　こんにちは。７番、髙

倉真弓です。一般質問をいたします。 

　今回は２項目、７点についてよろしくお願い

いたします。 

　１項目め、コロナウイルス感染症対策につい

て。個人の御意思によるもので、受ける方、受

けない方は個人の自己判断が前提です。今後の

ことは、その前提のことを含めて、お話申し上

げます。 

　ワクチン接種が始まり、現場では環境整備、

人員配置など、大変なストレスとの戦いであろ

うと拝察いたします。 

　新型コロナウイルスワクチン接種の現状と、

今後の見通しをお伺いする予定でしたが、午前

中の野々下議員の御質問と重複いたします点が

多々あり、まだそのお答えも、皆様のお耳に新

しいことかと存じます。 

　時間短縮の上からも、答弁をいただかず、感

想を述べる変更をさせていただきたいと思いま

すので、お許しを願います。 

　接種業務に当たる方、受ける方、双方が初め

てのことで戸惑いもあったと存じます。１９日

土曜日ですが、２回目のワクチン接種を終えま

した。 

　野々下議員のお答えの中に、１８日付の御紹

介のあった６５歳以上の接種１８４名には、ま

だ含まれておりませんので、成果の数字は、ま

た今から上がると思います。 

　１回目で要領が分かりましたおかげで、前回

と同じ方が来られていましたが、どなたにも余

裕が見られました。無理もありません。最初の

ときは、３時半の御予約の方が、１時にお見え

になったり、また時間以外の方が列に並ばれた

り、予約のはがきを忘れられたり、担当の方は

声を上げて、何時何時の方はいらっしゃいませ

んかと言いながら、予約の時間の方を探してい

る状態でした。 

　普通の予約診療との違いが十分理解できなか

ったことも、原因の一つであったと思われます。 

　別の日です。 

　母の接種に対して同行しておりましたら、

「私ね、忘れていてね、担当の人が電話くれた

のよ。それでやっと今、打った。」と言って、

そうも言われました。 

　それぞれ一貫して、丁寧に対応されたことが、

また担当部署以外の縦断、横断の全庁体制の応

援については、今日の接種率、先ほどの１５歳

以上の高齢者、１８日現在、７８．７％の高さ

にうかがえると思います。本当にお疲れさまで

す。お労い申し上げます。 

　まだまだ見通しのつかないところや、長丁場

でもあります。何とぞよろしくお願い申し上げ

るところで、１点目の質問に代えたいと思いま

す。 

　次に、２点目、危機管理上から考えるワクチ
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ン接種優先順位について、お伺いします。 

　６月９日の高知新聞記事から、高齢者接種が

順調に進んだ村が、１２歳から１５歳、中学生

ワクチン接種に対し、子供への接種はリスクが

ある。人殺しなどと、村外からの抗議の電話が

相次ぎ、集団接種から個別接種に変更。接種が

任意であること、またその接種に対して、保護

者は接種を希望しているとのことがありました。 

　そういう御心配の観点からも、若い子供さん、

児童生徒に関わる２点目のア、保育士・教職員

に対するワクチン接種についてをお伺いいたし

ます。 

○議長（寺田公一君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　髙倉議員の一般質問に

お答えをさせていただきます。 

　保育士や教職員を優先接種の対象とさせてい

ただいた理由といたしましては、各地の保育園

や小中学校で、残念ながらクラスター発生が報

告されていることを受けまして、保育現場は３

密を避けづらく、そして園児はマスクを着用し

づらいこともありまして、感染リスクが高くな

る環境にあることから、ワクチン接種の対象外

となっている子供たちの感染リスクを少しでも

減らすことや、保護者のことを考えて、働く保

護者を支える保育現場の閉所、閉めてしまうこ

とは容易ではないことを考慮いたしまして、保

育士を優先的に接種することとしたものでござ

います。 

　また、保育園と同様に、子供たちの感染リス

クを減らすため、小中学校の教職員も優先接種

の対象とさせていただいたところでございます。 

　以上です。 

○議長（寺田公一君）　７番髙倉真弓君。 

○７番（髙倉真弓君）　すごい助かりました。

保育園とか閉まったら、保護者の方もお仕事に

も行けなくなりますし、緊張を強いられる職場

ですから、関わる方、関わられる方双方が、少

しでも安心できたらと思います。 

　続いて、これも新聞報道からですが、５月３

１日、名古屋市の特別養護老人ホームの記事で

す。 

　介護施設　負の連鎖、少ない支援。職員疲労

限界。入院できず感染拡大。個人情報の観点か

ら、感染者情報を非公開。特別養護老人ホーム

の現状を伝えておりました。 

　イについて、宿毛市での介護職にある従事者

の優先接種についてを、お伺いいたします。 

○議長（寺田公一君）　健康推進課長。 

○健康推進課長（松田まなみ君）　７番、高倉

議員の御質問にお答えいたします。 

　介護施設の従事者への接種の状況についてで

すが、高齢者等が入所する宿毛市内の高齢者施

設等の従事者につきましては、入所する高齢者

の接種と同時に接種を行い、市内１７施設の従

事者３１１名に対しまして、５月中に２回の接

種が完了しております。 

　また、在宅の方に対してサービスを行ってい

る居宅介護サービス事業所等の従事者につきま

しては、住民接種全体の接種計画に影響が出な

い範囲で、日程等の確保ができましたので、介

護が必要な方に対しまして、継続した介護サー

ビスを提供できるよう、優先して接種を行う予

定としております。 

　以上です。 

○議長（寺田公一君）　７番髙倉真弓君。 

○７番（髙倉真弓君）　５月中に３１１名とい

うのは、よかったですね。順調に進んでいるこ

とに安心いたしました。 

　次に、キャンセルなどでワクチンが余り、廃

棄を防ぐために行政のトップが接種を受け、批

判されたことが報道に出ておりました。 

　今、危険は新型コロナウイルスに多くを割か

れていますが、３０年豪雨のこと、どんな災害

が、また今月１８日、１９日も夜通し雨でした。
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また、１９日の朝には、宇和島を震源とする地

震もありました。 

　南海トラフ、次は超巨大、江戸時代の宝永型

を予測すると、日本地球惑星科学連合大会で学

会へ発表されております。 

　こういう事例を踏まえた上で、危機管理の点

からも、しっかり説明を果たし、市民の理解を

仰ぎ、まず優先にワクチン接種を受けるのは、

市民の命を守る市長、並びに行政を執行する最

前線にある者。 

　今回のコロナに関して言えば、窓口業務や会

場担当者など、年齢に関係なく、行政としてと

るべき責任であります。当然、全員は無理であ

りましょうが、優先すべき事案であると思いま

す。 

　行政職員の優先接種についてをお伺いいたし

ます。 

○議長（寺田公一君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　お答えをさせていただ

きます。 

　市職員のワクチン接種につきましては、現在

の高齢者への接種を行う中で、キャンセル等に

よりまして、ワクチンに余剰が生じた場合のワ

クチンの廃棄を回避するため、集団接種会場の

運営に従事する市職員に接種することとしてい

るところでございます。 

　これは、ワクチン接種業務に従事する者は、

医療従事者等としての位置づけで、優先接種が

認められていることから、余剰対策として接種

を行うもので、職員全てを優先して接種しよう

とするものではありません。全体をするという

ものではございません。 

　今後もワクチンの廃棄を回避するための対策

は必要でございまして、急なキャンセルなどに

対応するためには、住民の方に協力を求めるこ

とは難しいため、行おうとするものでありまし

て、市職員への接種は、余剰対策として行うこ

と以外に、優先して接種を行うことは、現在の

ところは考えておりません。 

　私のことも含めて、髙倉議員のほうからあり

がたいお言葉をいただきましたが、当然、自分

がかかることなく、人にうつすことなく、しっ

かりと対策をとりながら、生活をしていってい

ますし、またしていくつもりでございます。 

　やはりそれぞれの方々、それぞれの立場の

方々がおられて、優先順位を決めるに当たって

は、非常に悩ましいところもございますが、ま

ずは弱者といいますか、弱い立場の方々から、

しっかりと打っていただこう、そういうことで

対応をしているところでございます。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　７番髙倉真弓君。 

○７番（髙倉真弓君）　市長御自身からいえば、

お答えしにくい質問であったとは存じますが、

指揮者が倒れては、言い方は悪いですが、お先

真っ暗という部分もあります。余人をもって代

え難いということも考えますと、私は優遇しな

さいと言っているわけではありません。優先し

てくださいと言っておりますので、その辺のと

ころを勘違いなさらないようにお願いします。 

　またお返事の中から、そのような対処をする

ということもお伺いしましたので、よしとした

いと思います。 

　今、直面しているのは、再三申し上げており

ます新型コロナウイルス感染ですが、いつ、何

どき、第２、第３のコロナに代わる危機がある

やもしれません。しっかり対策について検討し

ておくべきと、再度申し上げます。 

　続いて３点目、私は以前から給付型奨学金を

何度か市長に御提案申し上げてまいりました。

今、コロナの関係で、就職活動やアルバイトも

できず、多くの学生さんが困難を抱えていると

伺います。市として、何か支援の手だてはある

のかをお伺いいたします。 
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○議長（寺田公一君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　お答えをさせていただ

きます。 

　質問議員の言われますとおり、市外で就学中

の学生が、コロナウイルス感染症の影響により

まして、就職活動やアルバイト活動をはじめと

する様々な問題を抱え、そして非常に困ってい

る現状は認識をしているところでございます。 

　このため、宿毛市としても、何か支援をさせ

ていただきたいと考えまして、今議会におきま

して、学生応援すくもふるさと便事業という名

前で、事業を提案させていただいているところ

でございます。 

　事業の内容につきましては、髙倉議員がおっ

しゃられたような、窮状にある、非常に厳しい

状況にある、そういった市外在住の学生の皆様

を応援するために、本市産の新米と、特産品な

どを詰め合わせた食料のほか、就職活動関連情

報などを、学生へお届けするといった内容のも

のでございます。 

　対象者は、宿毛市出身の方で、申請の時点で

１８歳から２９歳までの市外在住の大学生、高

等専門学校生、専門学校生等としまして、申込

期間といたしましては、８月から９月末までを

想定をしているところでございます。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　７番髙倉真弓君。 

○７番（髙倉真弓君）　ありがたいですが、新

米まで待つと、どうしても８月の頭までになっ

てしまいます。何とかそれまで頑張っていただ

きたいなと思います。 

　再質問です。 

　この支援は、今回だけでしょうか。また、周

知方法や、申請方法はどのような形か、お教え

ください。 

○議長（寺田公一君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　お答えをさせていただ

きます。 

　新米なので８月というよりは、今議会、議員

の皆様方の承認をいただいて、それからの事業

になりますので、時期的には、どちらにしても

８月頃になるのかなというふうに思っていると

ころでございまして、それに向けての申請等に

ついて、御説明をさせていただきたいと思いま

す。 

　先ほども申し上げましたように、学生応援す

くもふるさと便事業は、コロナウイルス感染症

支援対策といたしまして、創設しようとするも

のでございます。 

　このため、現在のところ、今回限りの事業と

して制度設計をしているところでございます。 

　また、周知の方法といたしましては、市のホ

ームページ、広報、ライン、フェイスブック、

防災アプリ等を活用いたしまして、主に市内在

住の保護者を中心に周知をいたしまして、本人

もしくは保護者から申込みをいただくこととし

たいと考えているところでございます。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　７番髙倉真弓君。 

○７番（髙倉真弓君）　予算の関係もありまし

ょうが、ぜひとも次につなげていただきたい支

援ですね。そういうことから関係しましても、

先ほど御相談というか、御提案申し上げました

奨学金も、緊急支援策の対策として、今後、い

ろいろな形を踏まえての御検討を願いたいと思

います。 

　どうぞこの点は、度々市長にプッシュしてい

きますので、よろしくお願いいたします。 

　２項目め、スタートアグリカルチャーすくも

について、今回は苺に特化してお伺いしたいと

思います。 

　３００種以上もあるといわれる苺市場の現状

と品種選定、併せて冷蔵施設の稼働状況をお伺

いいたします。 
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○議長（寺田公一君）　副市長。 

○副市長（岩本昌彦君）　７番、髙倉議員の一

般質問にお答えをいたします。 

　現在、一般社団法人スタートアグリカルチャ

ーすくもでは、「さがほのか」を栽培をしてお

ります。 

　これは、市内で多くの苺農家の方々が栽培し

ている品種であり、農協の推奨品種でもあるた

め、栽培品種として選定をしております。 

　この「さがほのか」の中でも、一定の基準に

合う一部の苺を、だるま夕日にちなみ、「だる

ま苺」としてブランド化し、知名度の向上を図

っており、主に出荷をしている大阪中央青果で

も高い評価をいただいております。 

　また、当該法人が設置している冷蔵施設につ

いては、１坪程度の小規模なプレハブ冷蔵庫と

なっており、収穫から出荷までの苺を冷蔵する

目的であることから、収穫の時期は毎日稼働し

ておる状況となっております。 

　以上です。 

○議長（寺田公一君）　７番髙倉真弓君。 

○７番（髙倉真弓君）　出荷は大阪のほうなん

ですね。すみません、そういうことも全然知識

になかったものですから。 

　スタートアグリカルチャーのチラシも頂いて、

「さがほのか」の写真もありましたが、話自体

は、甘くておいしい話ですが、生産現場は大変

と伺っております。今はカルチャーの仲間がい

ますが、独立しますと、少人数での経営になる

かと思います。 

　お互いにサポートしたり、高価格の品種を検

討したりして、継続できるアグリにつなげてい

ただきたいと存じます。 

　水稲農家の一人として、期待いたしておりま

す。 

　最後に、改めてコロナ対策に関わっていただ

いております医療従事者の皆様をはじめ、関係

の皆様に感謝いたします。 

　松浦議員の質問の中にもございましたが、配

慮のない言葉で、必要以上の不安を与えること

は、お互い慎みたいと存じます。 

　コロナ対策で窓口につい立てなどいたします

と、聞こえにくい方に不便が出てきます。助聴

器、助けて聴く機械というか、そういう設置や、

また個人で受けるＰＣＲ検査の助成金など、今

後に向けた対策、検討などを期待いたしまして、

質問を終わります。 

　ありがとうございました。 

○議長（寺田公一君）　お諮りいたします。 

　本日の会議はこの程度にとどめ、延会したい

と思います。 

　これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（寺田公一君）　御異議なしと認めます。 

　よって、本日はこれにて延会することに決し

ました。 

　本日は、これにて延会いたします。 

午後　４時０８分　延会 
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－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１０時００分　開議 

○議長（寺田公一君）　これより本日の会議を

開きます。 

　日程第１「一般質問」を行います。 

　順次発言を許します。 

　９番山戸　寛君。 

○９番（山戸　寛君）　皆さん、おはようござ

います。 

　今回、私は、２件、宿毛市小規模林業総合支

援事業費補助金について、それと地域おこし協

力隊の林業部門の成果と課題について、この２

点をお尋ねしたいと思います。 

　まず、宿毛市小規模林業総合支援事業費補助

金というこの事業は、去る３月議会における新

規事業等調査票に従えば、森林環境譲与税を財

源として、担い手不足による森林の荒廃が懸念

される市内森林において間伐や作業道整備等を

行い、適切に森林の保全管理を行うことで、森

林の持つ多面的機能の維持増進を図るとともに、

新たな林業の担い手となる小規模林家の支援を

目的とすると、そのように規定されています。 

　この事業は、去る３月議会で承認されたばか

りの事業で、本年度を皮切りに、令和４年、５

年と継続が予定されていることでもあり、今後

の展開を効果あるものにしていくためにも、そ

の事業内容について、以下の質問を行いたいと

考えます。どうかよろしくお願いいたします。 

　まず、この事業の具体的な内容、支援項目に

ついてお尋ねいたします。 

　３月議会での執行部からの説明の繰り返しに

なろうかとは思いますが、市民の皆様への周知

を図る意味からも、再確認の意味でお尋ねいた

します。 

　煩雑を避ける意味で、まずはこの補助対象と

なる項目についてのみお答えいただきたいと思

います。よろしくお願いします。 

○議長（寺田公一君）　産業振興課長。 

○産業振興課長（岩本敬二君）　おはようござ

います。９番山戸議員の一般質問にお答えいた

します。 

　補助のメニュー項目は５つに分けております。

立木本数の２０％程度の間伐を行う間伐事業、

２つ目が、木材搬出など継続使用が見込まれる

幅員２．５メートル以上の作業道開設及び補修

を行う作業道開設事業、３つ目が、作業に当た

って必要な林業機械をレンタルする場合及び回

送に要する経費に対する林業機械レンタル事業、

４つ目が、作業現場で専門家の指導、アドバイ

スを受けたい場合の専門家に支払う報償費及び

旅費に要する経費に対する林業アドバイザー活

用事業、５つ目が、原木生産及び林産物の生産

に使用する林業機械の購入に要する経費に対す

る林業機械購入事業としております。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　９番山戸　寛君。 

○９番（山戸　寛君）　それぞれの項目に対す

る補助金の額についてお尋ねいたします。 

○議長（寺田公一君）　産業振興課長。 

○産業振興課長（岩本敬二君）　お答えします。 

　間伐事業につきましては、１ヘクタール当た

り１５万３，０００円、作業道開設事業につき

ましては、新たに開設する場合は、１メートル

当たり２，０００円、補修の際は、補修にかか

った経費の５０％以内としております。 

　林業機械レンタル事業については、かかった

経費の３分の２以内、林業アドバイザー活用事

業は、１日当たり３万円以内、林業機械購入事

業については、上限を５０万円とし、経費の２

分の１以内を補助することとしております。 

　また、このうち、林業機械レンタル及び林業

機械購入事業につきましては、消費税は補助対

象外といたしております。 

　以上でございます。 
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○議長（寺田公一君）　９番山戸　寛君。 

○９番（山戸　寛君）　ただいまの御答弁、ち

ょっと再質問ですが、林業機械のレンタルや購

入に関しては、消費税は補助対象から外れると

のことですが、それはどういう理由によるので

しょうか。 

　何だか、一種違和感があるのですが。お尋ね

いたします。 

○議長（寺田公一君）　産業振興課長。 

○産業振興課長（岩本敬二君）　再質問にお答

えします。 

　類似の補助事業といたしまして、高知県の原

木増産推進事業費補助金のメニューの中に林業

機械レンタルがあります。この中で、経費のう

ち消費税を除くと規定されております。これを

参考として制度設計をいたしております。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　９番山戸　寛君。 

○９番（山戸　寛君）　５種類の補助対象とな

る項目の中で、特に異彩を放っているというか、

目につくものに林業アドバイザーの活用という

項目があります。林業現場での専門家の指導、

アドバイスを希望する際に要する１日当たり３

万円以内の報償費と旅費を補助するとなってい

ますが、具体的にはどのような作業へのアドバ

イスが想定され、どのような方々を専門家とし

て想定されておられるのか、お尋ねいたします。

○議長（寺田公一君）　産業振興課長。 

○産業振興課長（岩本敬二君）　お答えします。 

　すくも森林塾で一定の技術指導は行われると

はいえ、林業に必要な技術は多岐にわたってい

るため、実際に施業を行っていく中で課題に直

面することが想定されます。 

　その中でも特に作業道の開設ルートの設定や、

急斜地での開設技術は高度の専門性が求められ

るジャンルであり、専門家による適切なアドバ

イスが必要であると認識いたしております。 

　このため、アドバイスをいただく専門家とし

ては、持続的な自伐型林業の先駆者として御活

躍中であり、これまでもすくも森林塾の講師や

地域おこし協力隊へのアドバイスをいただいて

おります徳島県在住の橋本光治さんを初めとし

まして、自伐型林業推進協会など関係機関と連

携する中で、様々なジャンルにおけるスペシャ

リストを御活用いただけるものと考えておりま

す。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　９番山戸　寛君。 

○９番（山戸　寛君）　次は、支援事業の対象

者についてお尋ねしたいと思うのですが、この

３月議会での新規事業等調査票には、この事業

の対象者は、すくも森林塾卒業生の会の会員で

あり、宿毛市内の山林において持続可能な森林

経営を行うものとすると、このように記載され

ているのですが、まずは、ここに提示されてい

る持続可能な森林経営とはどのようなものであ

るのか、その点をお尋ねいたします。 

○議長（寺田公一君）　産業振興課長。 

○産業振興課長（岩本敬二君）　お答えいたし

ます。 

　基本的には、本市が開催するすくも森林塾が

目指す、自らが山林に路網を整備し、２０％程

度の間伐を１０年程度の間隔で繰り返すことに

よりまして、大規模な再造林をすることなく、

適正な森林管理を行いながら成長部分を収穫す

る、小規模林家においても実現可能な林業であ

ると考えております。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　９番山戸　寛君。 

○９番（山戸　寛君）　支援対象者がすくも森

林塾卒業生の会の会員に限定されている、その

理由についてお尋ねしたいと思います。 

○議長（寺田公一君）　産業振興課長。 

○産業振興課長（岩本敬二君）　お答えします。 
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　伐採届等で確認できる内容からは、具体的な

施業の方法までははっきりと確認できるわけで

はありませんが、林齢や伐採率、面積等の情報

から推察すると、自伐型で施業をする卒業生以

外の個人は少数であると思われます。また、林

業事業体に従事していた方などの林業経験者で

あっても、小規模林業の一つである自伐型林業

については未経験の方もおられると考えており

ます。 

　新たな林業スタイルの一つである個人や家族

でも実践できる自伐型林業の手法を取り入れた

小規模林業を自ら実践していくためには、間伐

や作業道のルート選定、整備の方法などの実習

を通じて技術を習得する中で、自伐型林業にお

ける林業経営の形について学習することが必要

であると考えていることから、支援事業の対象

者をすくも森林塾卒業生としております。 

　なお、すくも森林塾につきましては、今年度

も継続して実施する計画となっておりますので、

多くの方に受講していただき、実践していただ

きたいと考えております。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　９番山戸　寛君。 

○９番（山戸　寛君）　森林塾卒業生の会の会

員の中には、現にバイオマス発電の原料供給と

いう形で、御自身の持ち山を中心にして広葉樹

の伐採を行っている方がいます。 

　小規模山林所有者や協力隊の卒業生といった

方が、活動の舞台となる施業地を確保したり拡

大しようと思っても、祖父や親の代に植樹し、

手を入れてきた杉やヒノキの人工林に関しては、

たとえ自分がタッチしていないとしても、山主

としての思い入れがあったりして、施業の許可

をいただくには抵抗が伴う。そんな例が少なく

ないと聞いています。 

　しかしながらその反面で、広葉樹の自然林に

関しては、伐採するについてもっと理解が得ら

れやすいのではないか。広葉樹林の活動を組み

入れることができれば、人工林の間伐による小

規模自伐型林業と薪炭材やバイオマス燃料の供

給という活動の組み合わせによって、林業活動

の拡大につながっていくことになりはしないか。 

　長年にわたって放置され、倒木寸前、成長の

限界近くまで伸び茂っているシイやカシの林の

姿を見るにつけ、その有効活用を図るべきだと

思わないではいられません。 

　人工林と同じような補助額ということにはな

らないとしても、広葉樹の伐採に関しても、何

らかの補助を行うべきであろうと思うのですが、

どのようにお考えかをお尋ねいたします。 

○議長（寺田公一君）　産業振興課長。 

○産業振興課長（岩本敬二君）　お答えします。 

　広葉樹の活用につきましては、バイオマス発

電施設が地元で稼働していることや、近年の薪

炭材事業の高まりなどから有効活用できる可能

性があるものと認識いたしております。 

　この事業の補助対象経費につきましては、先

ほど御説明したとおりですが、広葉樹林の整備

についても、補助事業の目的に合致するもので

あれば補助対象になりますので、御活用いただ

きたいと考えております。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　９番山戸　寛君。 

○９番（山戸　寛君）　これまで課題とは思い

ながら、なかなかまな板に上げることのできな

かった広葉樹の活用について心強い答弁をいた

だきましたのでお礼申し上げます。 

　続いて、支援の申請手続についてですが、支

援を受けたいとする場合、どのような手続が必

要となるのか。補助金の交付要綱には、第５条

に補助金交付申請書（第１号様式）に必要書類

を添付して市長に提出とあるのですが、必要書

類の内容について、どのようなものが想定され

ているのかお尋ねいたします。 
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○議長（寺田公一君）　産業振興課長。 

○産業振興課長（岩本敬二君）　お答えいたし

ます。 

　先ほど説明させていただきました５種類の補

助対象事業に関して、申請の際に必要な書類と

いたしましては、まず、全ての事業に共通事項

として、市税の完納証明書、事業計画書、収支

予算書の添付が必要です。 

　事業ごとで申しますと、間伐や作業道開設事

業では、施業地の位置図、ルート、延長等が記

載された平面図、伐採届の写し、森林所有者の

同意書、施業前の状況写真の添付が必要となり

ます。 

　機械のレンタル事業では、見積書と施業地が

分かる位置図、林業アドバイザー活用事業では

位置図、林業機械購入事業では見積書を添付す

るように定めております。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　９番山戸　寛君。 

○９番（山戸　寛君）　続いて、補助金交付の

決定についてですが、先述の交付要綱では、第

６条に申請書を受理したときは、書類の審査及

び必要に応じて行う現地調査等によりその適否

を審査し云々とあるのですが、その審査には誰

が当たるのか。事業計画書や収支予算書が果た

して妥当なものであるかどうかを判断、判定す

るためには、相当な経験なり知識なりが必要に

なるのではないだろうかと思うのですが、その

点はどのようにお考えかお尋ねいたします。 

○議長（寺田公一君）　産業振興課長。 

○産業振興課長（岩本敬二君）　お答えします。 

　ほかの補助事業と同様に、担当職員が書類の

審査、現地確認等を行い、適否を審査していま

す。 

　事業計画書につきましては、間伐の場合は、

施業地の所在、森林所有者、面積、樹種、林齢

を記載することとなっております。 

　提出のあった位置図や伐採届のほか、森林簿

やシステム等での確認、必要に応じて現地での

確認により判断いたしております。 

　作業道の計画書には、所在、所有者、延長、

幅員を記載することとなっております。 

　所在、所有者は、間伐と同様の審査方法をと

りますが、延長、幅員については、申請段階で

はルートが確定しておりませんので、提出のあ

った平面図により適正かどうかの判断をいたし

ております。 

　最終的には、事業が完了した段階で報告書類

や現地での距離測定等の完成検査によって金額

の確定をすることとしております。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　９番山戸　寛君。 

○９番（山戸　寛君）　実質的に、自伐ないし

は自伐型の林業を通じて、持続可能な森林経営

を目指す小規模林家にとって、その成否を決す

る最大の要因は、作業道の開設ということにな

ります。 

　雨や水の流れなど、自然現象によって壊され

ることのない、そうして長期に及ぶ使用に耐え、

間伐や集材などの作業効率と安全性を高めるよ

うに配慮された作業道の開設は、ただ小型ユン

ボなどの重機の扱いに慣れているというだけで

は不十分であるために、そのルートの設定や急

傾斜部の処理技術など、専門家のアドバイスが

必要となる場合が少なくない。 

　さらに、この作業道の開設という作業は、一

種の先行投資、設備投資に該当し、多大な時間

を必要としながらも、木材の生産、販売に直接

つながることが極めて少ない関係で、現状では

補助金なしには成立し得ないものとなっていま

す。 

　しかしながら、逆から言うなら、補助金を前

提にして考えれば、木材の生産に直結しないに

もかかわらず、小規模林家にとっては最大の収
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入源ともなる作業であり、作業道はつければつ

けるほどお金になる。そういう側面もあるわけ

です。 

　この作業道の開設について、適正な密度と延

長、つまり補助金の適正な額をどのように判定

するのかお尋ねしたいと思います。 

○議長（寺田公一君）　産業振興課長。 

○産業振興課長（岩本敬二君）　お答えします。 

　山林の傾斜などによって状況は違いますが、

１ヘクタール当たりの作業道の適性な密度や延

長はほぼ決まっております。必要に応じて現地

調査を行うことで適正な判断ができると考えて

おります。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　９番山戸　寛君。 

○９番（山戸　寛君）　要綱の第９条には、補

助金の概算払いが規定され、補助対象者が規則

第１５条の規定に基づき、補助金の概算払いを

請求しようとするときは、概算払い請求書第３

号様式を市長に提出するものとすると記載され

ていますが、この規則第１５条とはどのような

ものであり、具体的に概算払いの可能な時期は

どの段階で、事業費の何パーセントまでが可能

なのかお尋ねいたします。 

　小規模林家にとって、初期投資を筆頭に必要

な経費を融資によって賄うことは、その利払い

の負担等の面からしても決して容易なことでは

ない。そのことを考えれば、概算払いは極めて

重要な意味を持つものである分、その内容につ

いてお尋ねしたいと思います。 

○議長（寺田公一君）　産業振興課長。 

○産業振興課長（岩本敬二君）　補助金の概算

払いについてお答えいたします。 

　宿毛市補助金交付規則第１５条は、補助金等

の交付について定めた項目であり、補助金等は

第１３条の規定により、交付すべき額を確定し

た後に交付するものとする。ただし、市長が補

助金等の交付の目的を達成するため必要がある

と認めるときは、概算払いをすることができる

と規定しております。 

　また、要綱では、概算払い請求により出来高

補助金額の９０％を概算払いできることとして

おります。 

　例えば、林業機械購入事業では、林業機械が

納入された時点で職員が現物確認を行いまして、

補助対象経費の９０％まで概算払いが可能とな

っております。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　９番山戸　寛君。 

○９番（山戸　寛君）　続いて、この事業展開

の見通しについてお尋ねしたいんですが、すく

も森林塾には第１期生として参加させていただ

いたことでしたが、毎回授業や講習作業に参加

するたびに驚きの連続で、こんな林業のやり方

があるのかなと、山があったら自分でもやって

みたいと、それぐらいに思ったことでしたが、

これまでどれだけの方が塾生として参加したこ

とになるのか、お尋ねいたします。 

○議長（寺田公一君）　産業振興課長。 

○産業振興課長（岩本敬二君）　お答えします。 

　宿毛森林塾は、平成２７年度から令和２年度

まで７回実施しております。 

　これまでの参加者は、合計５４名となってお

ります。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　９番山戸　寛君。 

○９番（山戸　寛君）　合計５４人ということ

でしたが、森林塾の卒業生の会の会員数はどれ

ぐらいで、その中で現に持続可能な森林経営に

従事されておられる方、新たに開始しようとす

る方、どの程度おられるのかお尋ねいたします。

把握されておる範囲で結構ですので、お答え願

います。 

○議長（寺田公一君）　産業振興課長。 
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○産業振興課長（岩本敬二君）　お答えします。 

　卒業生の会は、現在２５人が会員として在籍

いたしております。 

　その中で、把握が可能である伐採届の提出実

績や、施設整備等の補助金活用実績などから、

既に森林経営されている方、または地域おこし

協力隊員を含めまして、新たに自伐型林業を開

始しようとする方は、合計で１５人程度と推計

いたしております。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　９番山戸　寛君。 

○９番（山戸　寛君）　この事業は、冒頭申し

上げましたように、森林環境譲与税を財源とす

ることになっております。 

　この森林環境譲与税に関しては、私が平成３

０年の９月議会で詳しくお聞きしたことでした

が、なかなか複雑なからくりになっていて、実

際に森林環境税としての徴収を開始するのは、

平成３６年度、つまり令和６年度からであるに

もかかわらず、自治体への分配は平成３１年度、

つまり令和元年度から前倒しで始まることにな

っていました。 

　環境譲与税は、徴収に先行して借金をする形

で、各自治体への分配が開始され、段階的にそ

の分配額を引き上げていくことになっています

が、徴収が開始される令和６年度からは、先行

した借金分の返済に充てる分があるために、満

額が使えるようになるのは平成４５年度、つま

り令和１５年度からと。こういう御答弁を市長

からいただいた経緯があります。 

　当初予算では、本年度分歳入として森林環境

譲与税３，８６２万５，０００円が計上されて

いますが、今後どのように増額されることにな

るのか、その見通しについてお尋ねいたします。 

○議長（寺田公一君）　産業振興課長。 

○産業振興課長（岩本敬二君）　お答えいたし

ます。 

　平成３０年９月議会でお答えした内容から制

度の見直しがなされており、財源は交付税及び

譲与税配付金特別会計における借金を充て、借

入金の償還は、後年度の森林環境譲与税の税収

を充てることとされておりましたが、令和２年

度より災害防止・国土保全機能の強化等の観点

から、森林整備を一層促進するため、地方公共

団体金融機構の公庫債権金利変動準備金を活用

し、交付税特別会計における譲与税財源の借入

れを行わないこととした上で、森林環境譲与税

を前倒しで増額されることになりました。 

　このため、令和４年から５年度は４，９９８

万６，０００円、令和６年度以降は６，１３４

万６，０００円が譲与される見込みとなってお

ります。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　９番山戸　寛君。 

○９番（山戸　寛君）　今後、この補助金を活

用して事業を行おうとする方が増えてくる可能

性がある。そうすると、この事業は、持続的な

森林経営という性格から、１０年程度、あるい

はそれ以上の長期的な支援の継続が必要となる

こともあり、新しく人が増えたら増えた分だけ

支給対象者の層は厚みを増してくる。そういう

ことになります。 

　そうして、必要とする額もだんだん厚みを増

してくることが予想されるわけです。 

　とはいえ、その反面では、森林の現状を考え

たときに、仮に事業に着手しようと思っても、

そうして帳簿上しかるべき面積の山林を所有し

ていることになっていたとしても、実際にはど

こが境界やら、自分の山がどこまでやら、現地

での確定ができないためになかなか始まらない、

そういう例がかなりの数になりはしないか。 

　今年度から３年間、毎年２，００７万円の予

算の計上が想定されていますが、行く行くは増

額しなくては足りなくなる可能性がある反面、
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しばらくは軌道に乗り切らない可能性も考えら

れる。その点どのようにお考えかお尋ねいたし

ます。 

○議長（寺田公一君）　産業振興課長。 

○産業振興課長（岩本敬二君）　お答えいたし

ます。 

　今年度予算計上している２，００７万円の内

訳といたしましては、間伐事業に約２０ヘクタ

ール分、３１６万円、作業道整備事業に６，０

００メートル分、１，２００万円、林業機械レ

ンタル事業２４１万円、アドバイザー活用事業

が２００万円、林業用資材購入事業５０万円と

なっております。 

　今年度につきましては、一定要望等を踏まえ

て、予算計上させていただきました。 

　今後、森林塾卒業生の増加に伴い、需要の増

加が想定される一方で、補助金が十分活用され

ない、こういった可能性も考えられますので、

支援制度の周知に努めるとともに、状況を十分

に把握しつつ、予算計上させていただきたいと

考えております。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　９番山戸　寛君。 

○９番（山戸　寛君）　希望者が殺到して予算

が足りなくなるぐらいこの小規模林業の従事者

が、専業であれ、あるいは兼業、副業であれ、

増えてくれば、予算の奪い合いが起こりかねな

い。 

　これはこれで悩ましいことだとはいえ、宿毛

市の山にも動きが加わることになって、結構な

ことだろうと思うのですが、仮に希望者が少な

くて、予算の執行残が発生するような場合はど

うなるのか。 

　この森林環境譲与税は、単年度使い切りの予

算ではなしに、基金として積み立てていくこと

も可能となっています。 

　全く財政システムについての知識がないため

に見当違いの質問になるのかもしれませんが、

仮に森林環境譲与税を使って行う事業で残額が

生じた場合は、それがたとえ１，０００円でも

２，０００円でも基金として積立金に返される、

つまり還流されるのか。財源の付け替えなどに

よって一般財源の中に紛れ込む形で処理されて

消えてしまう。そんなことにはならないとした

ものなのか。その点、確認のためにお尋ねいた

します。 

○議長（寺田公一君）　産業振興課長。 

○産業振興課長（岩本敬二君）　お答えいたし

ます。 

　森林環境譲与税につきましては、宿毛市森林

環境譲与税基金として運用いたしております。 

　基金につきましては、前年度までの残高と当

該年度に受け入れる額が使用できることとなっ

ております。 

　基金からの払出し額につきましては、譲与税

に係る額が確定する年度末に基金から一般財源

に繰入れすることとなっております。 

　このため、譲与税をほかの事業の財源として

使用することはございません。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　９番山戸　寛君。 

○９番（山戸　寛君）　質問の２番目の大項目、

地域おこし協力隊、林業部門の成果と課題につ

いてお尋ねいたします。 

　林業部門での地域おこし協力隊の活動が始ま

って既に３年が経過しました。昨年度末時点で

は７名在籍された中で、この３月には２名の方

が任期満了、１名の方が任期途中での退任とい

うことで、現時点では４名の方が活動中となっ

ています。 

　今後もさらに追加の募集を行い続けるという

ことでもあり、まだまだやっと一期生が終了と

いう段階で、時期尚早と言われるのかもしれま

せんが、来年度、再来年度と次々に終了される
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方が続くことから、現時点での地域おこし協力

隊の導入に伴う成果と課題についてお尋ねした

いと思います。 

　私個人としては、この宿毛市に既に７名の方

が隊員として着任され、活動を行ってくれた、

あるいは行ってくれている、それだけでも一定

の成果であると考えるのですが、この３年間の

活動を通じて得られた成果について、先ほども

言ったように、協力隊の導入というのは、当市

にとっては一種の実験的な試みであることを考

えれば、まだまだ成果を誇れる段階ではないだ

ろうとは思うのですが、評価できる点としてど

のような事項が考えられるのかお尋ねいたしま

す。 

○議長（寺田公一君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　山戸議員の一般質問に

お答えをさせていただきます。 

　まだまだ安定的な活動となるかどうか不明な

部分はありますが、任期満了した隊員の中から、

定住を視野に入れて自伐型林業に取り組む方が 

現れたこと、さらに、森林塾卒業生の会員の組

織化によって、自伐型林業に既に取り組んでお

られる方々や、新たに着手しようとする方々の

活動を支援できる体制がつくられたことなどが

あります。 

　また、地域おこし協力隊の活動に理解のある

自伐型林家の皆さんには、実践研修のフィール

ドとして所有されている山を使わせていただき、

共に施業をさせていただく中で、自伐型林業を

実践する方や、関心のある方とのつながりが広

がりました。 

　そうした活動を耳にした小規模な山林を所有

する、そういった山主さんからも実践研修のフ

ィールドとしての山林提供をしていただくなど、

隊員の活動を通じて自伐型林業に対する理解が

市民の皆さんに、徐々にではありますが広まり

つつあることが大きな成果であるとともに、今

後の森林整備にもつながるものではないかと、

そのように評価をさせていただいているところ

でございます。 

　以上です。 

○議長（寺田公一君）　９番山戸　寛君。 

○９番（山戸　寛君）　協力隊の募集について、

市のホームページによれば、地域おこし協力隊

とは、人口減少や高齢化等の進行が著しい地方

において、地域外の人材を積極的に誘致し、そ

の定住、定着を図ることで、地域力の維持、強

化を図っていくことを目的にした国の制度です

と、このように記載されています。 

　この最大の課題とも言うべき定住・定着に関

して、隊員としての任期が終了した後に受皿と

なるものが、単一でも複数の組み合わせでもあ

れば、また隊員の任期中に受皿となるものを生

み出すことができれば、課題は半分解消された

も同然となるのでしょうが、これまでの受入れ、

活動の展開を通じて、様々に見えてきた課題が

あるかと推察します。課題が課題として把握で

きれば、それは一つの成果であると、そういう

評価にもなるのでしょうが、今後の課題として

考慮する点についてお尋ねいたします。 

○議長（寺田公一君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　お答えをさせていただ

きます。 

　地域おこし協力隊員の定住・定着を促進する

ためには、安定的な収入の確保が非常に重要で

あります。 

　そして、自伐型林業では、特に施業地の確保、

採算性の確立などが大きな課題であると認識を

しているところでございます。 

　このため、自発的かつ主体的に取り組むこと

が可能な活動環境の提供を継続していくととも

に、活動を通じて浮上する多様な可能性につい

て柔軟に検討、対応する支援体制を確立してい

くことが今後の課題であると、そのように捉え
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ているところでございます。 

　また、先ほども申しましたが、地域おこし協

力隊の活動を通じた持続的な森林経営の考え方

が、市民の皆様にさらに浸透し、御理解と御協

力を得られるよう、これまで以上の情報の発信

に積極的に努めてまいらなければいけない、そ

のように考えているところでございます。 

　先ほど山戸議員のほうから地域おこし協力隊

員とはこういったものだというお話をしていた

だきました。やはりいろいろな思いを持ってこ

の宿毛の地に来ていただいた方々が、ここでし

っかりと定住をしていただける、そういったこ

とに対しまして、しっかりと市としてもバック

アップしていかなければならないと、そのよう

に強く思っているところでございます。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　９番山戸　寛君。 

○９番（山戸　寛君）　課題が把握できさえす

れば、あとは何とかなると、そんな甘いもので

はないだろうとは思うんですが、まずはそれを

認識することから物事は始まります。 

　協力隊員として御参加くださった皆様方と、

担当課並びに支援者の皆様方の御尽力に深く感

謝申し上げて、私の質問を終わります。 

○議長（寺田公一君）　この際、１０分間休憩

いたします。 

午前１０時４４分　休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１０時５６分　再開 

○副議長（髙倉真弓君）　休憩前に引き続き、

会議を開きます。 

　５番川村三千代君。 

○５番（川村三千代君）　おはようございます。

というよりも、時間的にはこんにちはという時

間にもなりましたけれども、本当に、市会議員

になってもう６年以上がたちますが、何回立っ

てもこの一般質問のこの席というのは緊張する

ものでございますが、今回もどうかよろしくお

願いいたします。 

　私、今回は大きく３項目について質問をさせ

ていただきます。 

　まず、宿毛市総合運動公園の運営管理につい

て、また、コロナ禍で疲弊している本市の経済

の活性化、また事業者支援について。そして、

３項目めは観光振興について質問をさせていた

だきます。 

　通告に従いまして、順に質問させていただき

ます。 

　まず、宿毛市総合運動公園の今後の運営と管

理についてでございます。 

　よさこい高知国体、２００２年に開催されま

した。国体に向けて建設整備された宿毛市運動

公園も、もう２０年がたちまして、やはり老朽

化、あちこち施設が傷んでまいりました。 

　そういったことで、その都度、細かな修繕や

修理を繰り返してまいりましたが、なかなか財

政的に資金面で苦しいということもありまして、

十分に行き届いていない現状というのがござい

ます。 

　特に、陸上競技場ですけれども、これは日本

陸上競技連盟の検定を受けまして、公式認定を

された競技場、今、宿毛はそうなんですが、前

回もやっとその検定にぎりぎりで通ったような

段階で、次回、令和５年の検定では、公認の競

技場としてはもう認めてもらえないんじゃない

か、その可能性が高いというふうに言われてお

ります。 

　この日本陸上競技連盟の認定を受けた競技場

というのは、今、高知県下に４か所あります。

ただ、あとの３か所は、全て高知市の大原町、

それから高知市の春野町、それからお隣の香南

市野市町、全て高知市周辺に３か所固まってお

ります。つまり、高知市春野町から西の公認を

受けた陸上競技場というのは、この宿毛市の総
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合運動公園のみです。 

　そういったことからも、陸上競技者、この西

南地域の陸上競技に携わる皆さんにとっては、

要となる、核となる施設であると存じますが、

なかなかその認定を受けるための修繕費用、億

単位のお金がかかるということで、なかなかこ

ちらも厳しいものがございます。 

　そういった現状を踏まえながら、今後の運営、

管理について、本市はどのようにお考えなのか、

御説明をお願いいたします。 

○副議長（髙倉真弓君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　川村議員の一般質問に

お答えをさせていただきます。 

　山奈町芳奈に所在する宿毛市総合運動公園は、

平成１３年４月より供用を開始し、現在まで多

くの皆様に御利用いただいているところでござ

います。 

　近年の総合運動公園全体の利用者数は、平成

２６年度から令和元年度まで、毎年度ですが、

１０万人を超える人数となっておりまして、本

市はもとより、高知県西部のスポーツ振興に大

きく寄与しているものと、そのように考えてい

るところでございます。 

　陸上競技場におきましても、日本陸連の第３

種公認競技場といたしまして、陸上競技大会の

みならず各種スポーツ大会等で毎年度３万５，

０００人を超える方に御利用いただいていると

ころでございます。 

　一方で、お話にもありましたが、平成２６年

には約１億７，３００万円の大規模修繕を既に

行うなど、経年劣化に伴う修繕を行いながら

日々維持管理をしておりますが、現状といたし

ましては、競技場トラック南側部分が５センチ

から１０センチ程度地盤沈下してきておりまし

て、次回検査時期である令和５年１２月には、

公認基準を満たさず、第３種公認から外れるこ

とが懸念をされているところでございまして、

議員がおっしゃるとおりでございます。 

　第３種公認から外れたとしても、練習等で御

利用いただく際には特段支障はありませんが、

陸上大会等での記録を公認記録として残すため

には、この公認競技場でなければなりません。 

　当競技場は、高知県西部唯一の第３種公認競

技場でありまして、現在では、本市はもとより、

県西部のスポーツ振興を図る上で重要な施設と

なっておりますが、地盤沈下等を改善するには、

多額の修繕費が必要となることが想定されまし

て、防災対策や大型事業が山積する中で、本市

の財政状況を考えると、現状の改善は非常に困

難な状況であるということでございます。 

　そのため、高知県及び幡多地域全体で維持存

続していく方法などが考えられないか、現在も

少し相談をしているところでもありますが、今

後検討してまいりたい、そのように考えている

のが、今の現状でございます。 

　以上でございます。 

○副議長（髙倉真弓君）　５番川村三千代君。 

○５番（川村三千代君）　やはり、市長もおっ

しゃっていたとおり、県の西南地域で重要な位

置を占める運動公園ということで、幡多広域で

も何とかこの宿毛市総合運動公園の維持につい

て考えていっていただきたいと思います。 

　そしてまた、命名権、片仮名で言いますとネ

ーミングライツというそうなんですけれども、

こちらのほう、よく皆さん、ニュースなんかを

見ていると、味の素スタジアムとか日産スタジ

アムとか聞きますけれども、ああいった企業や

団体がその命名の権利を取得して、ある一定の

資金を出してやっていく方法なんですけれども、

私もこのことに非常に疎かったので、先ほど申

しました味の素スタジアムとか日産スタジアム

とか、こういうものというのは、大都会で、し

かも誰でも知っているような一流企業がやるも

のだと思っていたのですが、皆さん記憶に新し
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いと思いますが、今月の６日に男子１００メー

トルの山縣亮太選手が９秒９５の日本新記録を

樹立なさいました。その大会は、鳥取県の布勢

スプリントという大会だったんですが、ニュー

スを見ていて、会場は、ヤマタスポーツパーク

陸上競技場と出まして、ヤマタって何だと思い

まして、ヤマタノオロチのヤマタかなと思いま

したけれども、あれは神話の国だから隣の島根

県か、何かなと思いながらネットで調べました。

そうしたら、ヤマタホールディングスという会

社が、これは鳥取県鳥取市に本社がある住宅の

設備・施工、それから不動産売買と、手広く御

商売なさっている会社なんですが、こちらのほ

うが命名権を本年４月１日から取得しまして、

ヤマタホールディングスのヤマタを取ってヤマ

タスポーツパーク陸上競技場、ああそうか、こ

ういう地方都市で、命名権を取得するような会

社ですから、鳥取にとっては誰もが知っている

会社かもしれませんが、そうそう全国的に有名

でない会社でも、そうやって命名権を取得する

んだ、そしてまた、こんな日本新記録とか、大

きな記録が出ますと、全国版のニュースで、新

聞で報道されるんだということで、ちょっと調

べてみると、全国で結構いろんな、小さな、こ

の会社は何だという会社でも命名権を取得して、

スポーツ施設や文化施設につけているところが

たくさんありました。 

　こういうことからも、この命名権、ネーミン

グライツを活用するのも、安定的な資金面の調

達、安定的な運営の一つの手だてとなるのでは

ないかという思いもいたしました。 

　そしてまた、これはウィキペディア調べです

ので、皆さん御存じですよね、インターネット

の百科事典みたいな、あれで調べましたら、四

国内では、香川、愛媛、徳島、皆ネーミングラ

イツを使った命名権を取得して、その会社、団

体の名前がついたスポーツ施設や文化施設があ

るのですが、高知県では一つもありません。で

すから、高知県初のネーミングライツを使った

施設ということで売り出せば、企業にとっても

団体にとっても、また、いろいろな形で報道も

取り上げてくれるんじゃないかという思いもい

たします。 

　こういったことで、なかなか困難とされてい

る資金獲得の一つの手だてとして考えるのはい

かがかなという思いがするんですが、市長、市

長の頭に今の件、置いておいていただける片隅

はありますでしょうか。 

○副議長（髙倉真弓君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　またいろいろな関係者

の方々に御相談をしながら、協力も仰ぎながら、

そういった可能性についても検討といいますか、

取り組んでまいりたいというふうに思います。 

　以上です。 

○副議長（髙倉真弓君）　５番川村三千代君。 

○５番（川村三千代君）　何にしろ、いろいろ

と難しい側面はありますが、皆で知恵を出し合

って、いい方向に進んでいくことを願っており

ます。 

　そして、市長も先ほどの答弁の中で申されて

いたように、この宿毛市総合運動公園は、体育

施設、スポーツ施設として重要な側面を持って

いる一方、災害が発生したときは、事態収束の

要、復旧・復興の拠点となる施設でもあります。

財政的に厳しい面、多々ありますけれども、こ

の両面で非常に重要な施設だということを国や

県にも訴えかけて、様々な補助金を活用するな

り、ということで安定的な運営・管理に努めて

いっていただきたいと願っております。 

　以上で、宿毛市総合運動公園に関する質問を

終わります。 

　続いて、２項目め、経済活性化及び事業者支

援についてお尋ねをいたします。 

　本市は、少子高齢化、また人口減少により、
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それまでも地方経済は大変厳しい状況にあった

のですが、それに追い打ちをかけるようにこの

コロナ、この事態になってしまいました。 

　このコロナ禍でより厳しい状態に置かれた市

民、そして事業者の方々を救済すべく、様々な

施策が取り組まれてまいりました。その施策、

そしてまた、その成果について御報告をお願い

いたします。 

○副議長（髙倉真弓君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　少し長くなりますが、

丁寧に御説明をさせていただきたいと思います。 

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う

最初の緊急事態宣言以降、本市及び高知県下の

感染状況に応じて、様々な経済対策を実施して

まいったところでございます。 

　社会活動が著しく制限され、経済活動が停滞

する感染拡大期におきましては、事業の継続や

雇用の維持を目的とした事業者支援策を実施し、

社会活動の制限が緩和され、経済活動が部分的

に再開する感染収束期におきましては、事業者

の感染症対策の促進と需要の回復を目的とした

経済活性化の策を実施してまいったところでご

ざいます。 

　感染拡大期に実施しました施策といたしまし

ては、本市の休業等の要請に応じた事業者を支

援する宿毛市休業等要請協力金、新型コロナウ

イルス感染症の影響を受け、売上が３０％以上

減少した事業者を支援する宿毛市コロナ対策緊

急支援給付金及び宿毛市コロナ対策事業者支援

給付金などがあります。 

　そのほかにも、セーフティネット保証制度に

おける申請要件の認定業務を実施いたしまして、

中小事業者の資金繰りを支援いたしたところで

ございます。 

　宿毛市休業等要請協力金につきましては、１

７３事業者、宿毛市コロナ対策緊急支援給付金

につきましては、６６６事業者、宿毛市コロナ

対策事業者支援給付金については、２３２事業

者、累計で市内全事業者の半数を超える１，０

７１の事業者が給付金等の支給を受けておりま

して、小規模事業者の多い本市におきまして、

状況に即した事業者支援が実施できたものと考

えているところでございます。 

　セーフティネット保証制度につきましては、

３４５の事業者が本制度の認定を受けており、

資金繰りの面での支援につながったものと考え

ております。 

　感染収束期に実施しました施策といたしまし

ては、感染症対策を実施する事業者を支援する

宿毛市中小企業新型コロナウイルス感染症対策

事業費補助金、地域経済の消費喚起を目的とし

た宿毛市マイナンバーカード普及促進事業のイ

ンセンティブである宿毛市地域振興券事業を実

施いたしました。 

　宿毛市中小企業新型コロナウイルス感染症対

策事業費補助金につきましては、１４９の事業

者が本制度を利用し、事業者における感染症対

策に寄与できたものと考えているところでござ

います。 

　宿毛市地域振興券事業につきましては、発行

額１億３，０７５万円に対する換金額が、１億

２，８９８万３，５００円、９８％を超える利

用があったというところでございます。 

　また、市民の皆様が利用された店舗は、登録

店２８４店舗中２０４店舗、率にいたしまして、

７１％を超えておりまして、新型コロナウイル

ス感染症の影響で疲弊した地域経済に対しまし

て一定の消費喚起ができたものと、そのように

考えているところでございます。 

　以上でございます。 

○副議長（髙倉真弓君）　５番川村三千代君。 

○５番（川村三千代君）　詳しい御説明、あり

がとうございました。 

　私もマイナンバーカードも作りましたし、地
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域振興券も利用させていただきました。 

　様々な施策を展開しているところですが、コ

ロナ、いよいよワクチンの接種も進んでまいり

ましたので、収束の気配が見えるかなと思いな

がら、また変異型ということも出てまいりまし

たし、まだまだ先が見えない、収束がいつにな

るのかはっきりしないところではございますが、

今後打ち出す需要喚起策というものがございま

したら、こちらについても御説明をお願いいた

します。 

○副議長（髙倉真弓君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　お答えをさせていただ

きます。 

　現在、地域経済に対する需要喚起策といたし

まして、宿毛市マイナンバーカード交付率向上

事業の実施を計画しておりまして、本議会に事

業実施に係る補正予算を提案しているところで

ございます。 

　これは、マイナンバーカードの取得者に対し

て５，０００円の地域振興券を配布することで、

非接触型行政手続の基盤となるマイナンバーカ

ードのさらなる普及促進を図るとともに、地域

振興券を配布することで、市内経済に対する需

要喚起を図ろうとするものでございます。 

　先ほど議員のほうからもありましたが、現在、

確実にワクチン接種のほうが進んでいるところ

でございます。 

　このワクチン接種によって市民の方々が少し

でも安心をして日常生活を送れるように、しっ

かりと、情報も曖昧な情報ではなくて、しっか

りとした機関から入ってきた情報を市民の方々

にお伝えをして、皆さんに安心して生活をして

もらいたい、そのように思っております。 

　また、一方で、今お話のあったような形の中

で、地域の経済、大変疲弊しておりますので、

しっかりと応援ができるような、そういった事

業も続けていきたい、そのように考えていると

ころでございます。 

　以上でございます。 

○副議長（髙倉真弓君）　５番川村三千代君。 

○５番（川村三千代君）　また、今後の事業喚

起策にも期待をしております。 

　また、昨年、いろいろな施策が展開され始め

た頃には、何だかよく分からないとか、面倒く

さいというような声が聞こえたり、そもそもど

ういう施策が展開されているのか知らないとい

うようなお声も耳にしましたので、ぜひとも、

その辺のＰＲも含めてお願いをしたいと思いま

す。 

　また、Go To Eatの食事券、これもまた来月

の９日から発売が再開されることになりまして、

本年１２月１５日まで使えるということで、ま

たぜひこちらのほうも、皆さんお買い求めをい

ただいて、どんどんと疲弊している外食産業、

立て直しに向けて皆さんも尽力していただきた

いと思うところでございます。 

　ただ、このGo To Eatは、やはり飲食店の救

済が主ですので、先ほども地域振興券、また５，

０００円分が配布されるということをお伺いし

ましたけれども、このGo To Eatの食事券のよ

うに、還元率の高い宿毛で使える商品券という

ようなものをまた発売するのも一つの手ではな

いかなということで、そういった思いもしてお

りますので、それはもう、飲食業に限らず、あ

らゆる業種、業態で宿毛市内のお店であれば使

えるというものを、またその辺、どれぐらいの

還元率にするかは課題ですけれども、そういっ

たことも考えて取り組んでいっていただけると

うれしいと思っておりますので、また今後とも

皆さんよろしくお願いします。 

　ということで、経済活性化の事業者支援につ

いての質問を終わります。 

　続いて、観光振興について質問をさせていた

だきます。 
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　観光振興の件は、４つに分けて、まず戦争遺

跡について、そしてまた自転車について、そし

て奥谷博展について、この３つについて質問を

させていただきます。 

　まず初めに、戦争遺跡の件について取り上げ

ます。 

　この件は、昨日の一般質問の中でも松浦議員

が取り上げていらっしゃいました。文化的な価

値も高いのではないかというような質問もござ

いました。 

　この戦争遺跡を観光資源として取り上げるこ

とに違和感をお持ちの方も中にはいらっしゃる

かもしれません。もちろん戦争遺跡は、あくま

で先の大戦をもの語り、平和教育に生かされる

べきものと考えてはおりますが、本市に興味、

また関心を抱くことになる一つのきっかけ、要

素になれば、という点で、この観光振興の項目

の中で取り上げさせていただきました。 

　コロナ禍の中で従来行われているような、遠

方に出向いて見学、見聞を広めるというような

修学旅行が今取れない形になっております。 

　そういった中で、近隣、近場に出かけていっ

て、いろいろな校外学習を行う学校も増えてお

りますが、この宿毛市にある鵜来島の戦争遺跡、

そして、宇須々木の遺跡、こういったものを県

内を初め、近隣の地域の児童生徒、また、高校

生、大学生も含め、若い世代への平和教育の一

環として、より活用できるのではないかと考え

ております。 

　鵜来島の遺跡につきましては、昨日松浦議員

もおっしゃっていたように、もうすぐ港に案内

板が設置をされるということです。また、多く

の有志の皆さんが、遺跡の調査・研究や、また

遺跡に至るまでの道の清掃や整備に携わってく

ださっていることは、本当に感謝の念でござい

ます。 

　ただ、本来、遺跡をＰＲする上では、鵜来島

の現地の港にそういう案内板をつけることはも

ちろん必要なんですけれども、逆に、片島の定

期船の乗り場、切符売場、ああいったところに

案内板をつけるのもまた、よりＰＲとしては効

果があるのではないかと思っております。 

　私自身、宇須々木については前から知ってお

りましたけれども、恥ずかしながら、鵜来島に

あのような遺跡があるということは、宿毛市外

に長年住んでいたということもありますけれど

も、市議会議員になって初めて知った次第です。

そういうことから、いろいろと今後もＰＲを重

ねていっていただきたいという思いなんですけ

れども、この戦争遺跡についてどのようにお考

えなのか、お示しください。 

○副議長（髙倉真弓君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　お答えをさせていただ

きます。 

　幾度となく、松浦議員からも質問を受けたこ

とでございますが、宇須々木、鵜来島に存在す

る戦争遺跡につきましては、本年度から高知県

による戦争遺跡の実地調査が予定をされている

ところでございまして、観光面で活用できない

か、本市としても県の動向を注視しているとこ

ろでもございます。 

　戦争遺跡の歴史的な価値を素材とした歴史観

光や、官公庁が推進する観光教育のルートの一

つとなるよう、観光資源としての活用方法の検

討を継続していくとともに、ほかの史跡や観光

資源との連携による観光クラスター化を図るこ

とで、滞在型の誘客につなげてまいりたいと、

そのように現在考えているところでございます。 

　今後も教育委員会と連携いたしまして、歴史

的な価値を共有する中で、戦争遺跡の観光資源

としての活用を積極的に検討してまいりたい、

そのように考えているところでございます。 

　戦争の遺跡ではございませんが、四国内には

遍路文化がございます。お遍路という形の中で、
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それぞれ思いを持ってお寺を回ることだという

ふうに私は承知をしているところでございます

が、その一方で、とても大きなスタンプラリー

という捉え方もされているのも今の現状ではな

いかというふうに思っております。 

　観光の一環として各お寺を回りながらおいし

いものを食べて、そしてそこで、スタンプでは

ありませんけど、記名をしていただくという、

そういった取組もされているのも事実でござい

ますので、いろいろなそういった歴史的なもの

を活用して、この地域の活性化を図っていく、

そういった視点は大切だというふうに感じてお

ります。しっかりと取り組んでいきたい一つで

あります。 

　以上でございます。 

○副議長（髙倉真弓君）　５番川村三千代君。 

○５番（川村三千代君）　文化財として、観光

資源として、大いに活用していただきたいと思

います。 

　もう戦後から７５年の歳月がたちました。明

日６月２３日は、沖縄慰霊の日にも当たります。

先の大戦の記憶を風化させることなく、戦争の

悲惨さ、平和の尊さを次世代に継承していくこ

とは、我々の重大な責務であります。 

　そして、同じ過ちを二度と繰り返さない、先

の大戦において散華なさった多くの御霊への何

よりの供養になると存じます。 

　そして、先の大戦を正しく理解し、検証し継

承していくことは、一部でありますが、偏見や

誤解の中でも昼夜をたがわず、我が国の平和と

安定のために御努力、御尽力を重ねていらっし

ゃる自衛隊の活動への深い理解と協力にもつな

がってくることと思います。 

　宿毛にあるこの貴重な遺跡、後世へもつない

でいかなければならないと思っております。 

　ありがとうございました。戦争遺跡に対する

質問は以上でございます。 

　次は、自転車のほうに移らせていただきます。 

　市長は、就任以来、自転車を活用したまちづ

くりということで、レンタサイクルを充実させ

たり、また、各種自転車関連のイベントを企画、

実行なさってまいりました。 

　これまでの自転車関連の観光、取組とその成

果を御説明お願いいたします。 

○副議長（髙倉真弓君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　お答えをさせていただ

きたいと思います。 

　その前に、先ほどの戦争遺跡の件ですが、当

然、もともとの考え方というのを強く持った上

で、やはり観光資源として使っていくというの

は、非常に大切なことだと思いますし、そうい

った思いがなければ、観光資源としても磨き上

げができないというか、この施策自体が成功し

ないものだというふうに思っておりますので、

そういう考えの下、しっかりと進めていきたい

というふうに改めて感じたところでございます。 

　それでは、自転車についてお答えをさせてい

ただきます。 

　自転車を活用した観光振興策として、これま

で宿毛市が取り組んでまいりました事業には、

レンタサイクル事業やサイクリングツアーなど

がございます。これらの事業は、宿毛市が自転

車の街であるという、そういったイメージを市

内外に広めまして、宿毛市の豊かな自然や歴史、

新鮮な食に触れていただくことを目的としてい

るところでございます。 

　レンタサイクル事業では、これまでロードバ

イク６台、ｅ‐バイク４台を導入いたしまして、

宿毛市観光協会に運営を委託し、実施してまい

りました。 

　観光協会が所有する３台の電動自転車でござ

いますが、電動自転車も合わせた過去３年間の

利用実績といたしましては、平成３０年度が２

４５人、令和元年度が４１６人、令和２年度は、
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コロナ禍における外出自粛等の影響があった中

ではございますが、３６３人の利用実績が上が

っているところでございます。 

　また、沖の島にあります集落活動センター、

妹背家におけるレンタサイクルにつきましても、

平成３０年度３８人、令和元年度７４人、令和

２年度８６人の利用実績が上がってきていると

ころでございます。 

　沖の島を訪れる観光客の皆様に喜んでいただ

いているというところでございまして、私も先

日、沖の島にお伺いして、地元の方といろいろ

お話をしていたところ、観光客の方が、妹背家

で借りた電動の自転車で坂道をすーっと上がっ

ておられて、「これ楽ですよね。」と言ったら、

「非常に便利です。」というお声を聞かせてい

ただいたところでもございました。 

　サイクリングツアーは、市民や観光客に自転

車に触れる機会を提供いたしまして、体験プロ

グラムに参加していただくことで宿毛市の魅力

と自転車の融合を図ることを目的として行って

おりまして、いろいろなものを食べてもらった

り、今コロナ禍ではありますが、地元の方との

会話であるとか、触れ合いであるとか、いろん

なものを楽しんでいただく、そういったツアー

になっているところでございます。 

　令和２年度につきましては、すくもチリリン

まんぷくライドを実施いたしまして、新型コロ

ナウイルス対策をとりつつ、２日間で延べ１５

７人の方々に参加をいただき、飲食店や宿泊施

設の利用者の増加にも一定の成果を出すことが

できたところでもございます。 

　また、令和２年度よりレンタサイクルのイン

センティブ事業といたしまして、利用者に市内

店舗で使える５００円のクーポン券を配布する

「ライド・アンド・イート」を実施していると

ころでございます。 

　本事業は、自転車に乗って市内を散策し、さ

らにお得に食事ができるということで、非常に

好評を博しました。そのため、令和３年度も引

き続き宿毛市観光協会に業務委託をいたしまし

て、実施をしているところでございます。 

　今後も既存事業の磨き上げを行いつつ、市内

外の方々に自転車に触れる機会を提供いたしま

して、その中で宿毛市の食や自然など、様々な

魅力を伝えていけるよう努めてまいりたいとい

うふうに思っております。 

　宿毛市は特に車社会の中で、車に対する依存

率が非常に高いまちになっているというふうに

思っております。また、そういったまちであり

ますので、観光客として車で宿毛市を訪れた際

に、なかなかまちの中のほうにその方々が入っ

てくることはしにくい、そういった形にもなっ

ております。こういったところを自転車を活用

しながら、まちの活性化、そしてこのまちのよ

さをそういったよそから訪れた方々に知っても

らう、そういった取組をさらに進めてまいりた

い、そのように考えているところでございます。 

　以上でございます。 

○副議長（髙倉真弓君）　５番川村三千代君。 

○５番（川村三千代君）　私も本当に、自転車

というものは、もう３０年ぐらい乗っていなか

ったんですけれども、いろいろなイベントを企

画をする中で試乗もさせていただき、マウンテ

ンバイクに乗りまして、運動公園の周りを３回

もずっこけたりですとか、あと、マイクの幅し

かないんじゃないの、どこにお尻を載せるんだ

ろうぐらいの自転車にも乗らせていただきまし

た。いろいろと楽しい体験、新しい体験もさせ

ていただきました。 

　そして、今御説明にもありましたように、い

ろいろと地域の観光振興に役立っていることと

思いますけれども、少し一般市民と市長が、自

転車を活用したまちづくりの間に何となく溝が

あるというか、市民の気持ちがちょっとそこま
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でついていっていないというようなものを肌感

覚で感じることがありまして、それは何でかな

と思いましたら、やはり、先ほどからも出てく

るように、マウンテンバイク、今のいい自転車

というのは、バイクという名前がつくんです。

昭和生まれからすると、バイクというのはどう

しても自転車のイメージじゃない、どうしても

古い人間は、ちゃりんこというのが自転車だと

いう頭があるものですから、どうしてもそうい

うところで、ちょっとワンランク上の自転車ば

かりを市が推奨しているように見えて、何とな

く、市民目線の自転車じゃないなというところ

が、市民の感じと市長の熱意が乖離している原

因なのかなという思いもしたんですが、そうい

ったところから、それこそ全日本ママチャリ選

手権ですとか、二人乗り選手権ですとか、本当

に、昭和時代の自転車というもので、市民が遊

び感覚で親しめる自転車のイベントなんかを企

画していくと、総合的な意味で自転車を生かし

たまちづくりというものにつながってくるので

はないかなと思うんですけれども、その点、市

長、お考えはいかがでしょう。 

○副議長（髙倉真弓君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　お答えをさせていただ

きます。 

　市民の皆様が自転車に触れる機会といたしま

しては、令和元年度より宿毛サイクルフェステ

ィバルを実施してるところでございます。こち

らは、どちらかというと、レース志向じゃない

ですけど、どういうんですか、自転車が趣味だ

と、俗に言うガチのサイクリストじゃなくて、

本当に自転車、乗れるんだけどふだんあまり乗

っていないような方々が楽しんでいただける、

そういったフェスティバルという形で実施をさ

せていただいております。 

　重複しますが、これは市民の皆様に自転車を

より身近に感じてもらうためのイベントとして

位置づけておりまして、自転車安全教室やキッ

クバイクレースなど、子供を持つファミリー層

に楽しんでいただけるような、そんな内容とな

っているところでございます。 

　参加者の実績といたしましては、令和元年度

は約４００人、令和２年度は、コロナ禍の中、

しっかりとした感染症対策を行った上で実施を

させていただきまして、前年の３倍となる約１，

２００人の方々に御参加をいただいたところで

ございます。 

　また、近距離の、近場のサイクリングに、ブ

ンタンの収穫や釣りなどのアクティビティを併

せた体験ツアーなども、市民の皆様を主たるタ

ーゲットに、観光協会が主催で現在実施をして

いるところでございまして、これは、将来的に

は、観光客に、外から入った方々に使える、そ

ういった商品になるというふうに考えていると

ころでもございます。 

　そのほかにも、市内で開催されるイベントが

ある際には、電動マウンテンバイクやキッズ用

マウンテンバイクの体験コーナーを設置するな

どして、多くの方々が自転車に接する機会を設

けております。 

　今後はこういったイベントをさらにステップ

アップさせまして、より広く、市民の方々に自

転車と触れ合っていただく、そういった機会を

提供していくことで、宿毛市が自転車の街であ

るというようなイメージを市民の方々、今は外

にかなり発信をしていますが、市民の方々に持

っていただけるような、そんなことにつながる

のではないかというふうに考えているところで

ございます。 

　自転車に乗る方々はよく使う言葉なんですが、

サイクルカルチャー、文化ですね、自転車文化、

サイクルカルチャーという言葉がございます。

現在、私は、日本においてサイクルカルチャー

というものは存在しないというふうに思ってい
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ます。やはり、サイクルカルチャーというのは

ヨーロッパであったりとか、あちらですよね。

オランダが有名ではありますが、自転車の所有

率からいっても、１人が２台、３台持っている

という形の中で、移動手段としての１位として

は、やはり自転車。そういった街になってこそ、

その地域でサイクルカルチャーというものを発

信できるんだというふうに思っています。 

　自転車業界の方々がよく言われるんですが、

やはりサイクルカルチャーをつくっていくには

１００年かかるだろうと。そういうお話をされ

ています。やはり地道な取組にはなってきます

が、少しずつ進める中で、市民の方々が自転車

というものが生活の一部として取り入れられる、

そういうことが行われたときにこそ、やはりこ

のサイクルカルチャーという形で、宿毛市にお

ける自転車文化が定着するものだというふうに

思っております。 

　息の長い話にはなってしまいますが、そうい

った意味で、まずは、打ち上げ花火のような施

策で、大変、市民の方々も御理解をしにくかっ

た部分があるかもしれませんが、やはりスポー

ツバイクの導入であるとか、いろんなことをし

ながら、一定、市外の方々、特に自転車を趣味

とされている方々におきましては、宿毛市の認

知度がかなり上がってきたというふうに思って

おります。 

　当然、宿毛市の自転車を活用したまちづくり

計画の中で、市民の方々にしっかりとこの自転

車を活用して健康になってもらいたいとか、環

境にいいというふうな意識を持ってもらったり

とか、いろんな取組をさらに進めていく中で、

このサイクルカルチャー、自転車文化をしっか

りと根づいたものにしていきたい、そのように

思っているところでございます。 

　なお、よく勘違いされるのですが、私はもと

もと自転車は趣味ではございましたが、自転車、

ずっと乗っていませんでした。やはり、オート

バイであるとか、車であるとか、そういったも

のに乗っておりましたので、市長になろうと決

めたときに、自転車も復活をさせていただきま

した。 

　ちょうど当時、自転車活用推進法が、国のほ

うで、国会議員の発議によって制定されたとい

う、そういった報道等もあり、全国の形の中で、

やはりこの自転車を活用したまちづくりという

のが、宿毛市にとって必要だろうと、そういっ

た思いで自転車を、乗るほうも復活をさせてい

ただいたところでございます。 

　そういった思いで、しっかりとこれからも、

市民の方々に御理解をいただけるよう、地道な

作業にはなりますが、取り組んでまいりたい、

そのように思っているところでもございますし、

また、今議会に提案をさせていただいておりま

せんが、近いうちに、今言った、ママチャリ、

こういったものを活用するような、そういった

施策も皆さん方にお示しをさせていただきたい、

そのように思っているところでございます。 

　以上でございます。 

○副議長（髙倉真弓君）　５番川村三千代君。 

○５番（川村三千代君）　今、ママチャリとい

う、先ほど私も申しましたし、市長もママチャ

リという言葉が出ましたが、このジェンダーの

時代に、ママチャリと言ったら怒られるんじゃ

ないかなという思いもしながら聞いておりまし

た。 

　何か、最近あれですよね。多様性を認める文

化とか言いながら、逆の意味で多様性を認めて

くれなくなっている側面もあるんじゃないかと

いう思いが。すみません、脱線をしております。 

　最近、本当に自転車のテレビ番組も多いです

よね。火野正平さんがＮＨＫでやっている、

「にっぽん縦断こころ旅」や、それから、同じ

くＮＨＫ、これは元サッカーの日本代表の前園
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真聖さんが、「しこく絶景たび」をやっていま

すし、小島よしおさんと狩野英孝さんが、自転

車でお遍路をする「チャリお遍路」、こちらの

ほうもやっております。 

　こういったことから、本当に、番組を見てい

ても楽しいなと思うところであります。 

　市長が、サイクルカルチャーとまで、文化で

あるとおっしゃったのに、またこんなふざけた

ことを言う、川村はと怒られそうですけれども、

火野正平さん、それから前園真聖さん、狩野英

孝さん、このお三方、皆さん自転車の番組を持

っていらっしゃることはもちろんですが、３人

に共通するのは、みんなちょっと、やらかして

いる方たちなんですね。ワイドショー好きな私

からしますと、このお三方は、大変、一時、女

性問題ですとか、飲酒の問題等々でワイドショ

ーを賑わせてくださった方々ですけれども、今

は爽やかに風を切って自転車を、日本全国、四

国内を回っております。 

　こういったことから、やっぱり、自然豊かな

中を走ろうよ、そういう大会だけじゃ、なかな

か注目が集まらない。ほかの先進県、しまなみ

海道沿いのあちらの地域とは、なかなか競争で

きないという部分がありますので、こういった

お三方が自転車の番組を持っているということ

からも、みそぎサイクリング、何かやらかしち

ゃった人たちが、悔い改めるためのサイクリン

グ大会、これを言うと誰が来るんだという話に

なるかもしれませんけれども、こういうエッジ

の効いた大会も、なかなかこれは自治体として

は難しいかもしれませんね。これは何かの地域

おこしの団体とかにやってもらうべきことかも

しれませんけれども、例えば、南国市は、後免

という町名があって、ごめんなさいのお祭りを

していますけれども、じゃあ、ごめんなさいサ

イクリングとか、悔い改めて後免から宿毛まで

自転車で走ろうよと、これもなかなか大変です

けれども、いろいろと面白い企画をどんどんと

打ち出していって、宿毛の観光振興につないで

いっていただきたいと思います。 

　ということで、本当に自転車に対する市長の

熱い思いが伝わりました。 

　それでは、最後に、奥谷博展のことについて

質問をさせていただきます。 

　本年の１１月３日から来年の１月１６日まで、

高知県立美術館で、本市出身の文化勲章も受章

なさった奥谷画伯の展覧会が開催されます。 

　先の３月議会で、この１１月３日の開会日に

合わせて、宿毛からツアーを組んで、バスで皆

さん、県立美術館まで鑑賞に行かれるというこ

とを聞いております。 

　この奥谷博展を宿毛市のＰＲに生かせないか

というふうに考えているんですけれども、市長

はこの奥谷博美術展の本市への観光振興への活

用をどのようにお考えでしょうか。 

○副議長（髙倉真弓君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　お答えをさせていただ

きます。 

　宿毛市出身で本市名誉市民でもあります奥谷

博先生の作品展覧会、「奥谷博　無窮へ」展に

つきまして、本年１１月３日から翌年１月１６

日の会期で、高知県立美術館におきまして開催

される予定となっているということでございま

す。 

　文化勲章受章後の展覧会といたしまして、県

立美術館に全国から作品が集まり、県内外から

多くの来場者が訪れるとともに、本市からもバ

スのツアーによる参加者を募集いたしまして、

奥谷先生の作品をより身近に親しんでいただき

たいと考えているところでもございます。 

　その中で、この機会を捉えて、宿毛市のＰＲ

もできないかという御質問であるというふうに

存じます。 

　高知県立美術館に出身地宿毛の紹介やＰＲを
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することは可能か確認したところ、奥谷先生の

宿毛在住時代の作品も展覧、そこに飾るという

ことだと思います。展覧予定でありまして、方

法は検討できると、前向きな返答を美術館側か

ら頂いているところでございます。 

　例えば、県立美術館内のミュージアムショッ

プの周辺に本市を紹介するパネル展示など、そ

ういったもののブースを構えさせていただくな

ど、様々な方法が協議できるものではないかと

いうふうに、自分としても期待をしているとこ

ろでもございます。 

　また、高知県立美術館での展覧会が終了いた

しますと、神奈川県立近代美術館で同じ展覧会

が開催されるとお聞きをしておりまして、可能

であれば、そのオープニングセレモニーに私も

参加をさせていただき、先生と宿毛の絆を披露

させていただければというふうに考えていると

ころでございます。 

　こちらについては、私が考えているところで

ございますので、向こうサイドにこれからそう

いったお願いもしていきたいというふうに思っ

ているところでございます。 

　いずれにしましても貴重な機会でありますの

で、この機会をしっかりと生かした形の中で、

奥谷先生の作品と宿毛の原風景の結びつきを広

く紹介できるよう、具体的な方法を今後協議し、

検討してまいりたいと考えているところでござ

います。 

　奥谷先生自ら、必ずこういったときに、やは

り自分が、幼少期というわけではありませんが、

若い頃に過ごした宿毛市の目に入ってきた風景

であるとか、いろんな色であるとか、そういっ

たものが、やはり自分の絵画の根底というか、

基本となっているというお話を必ずしていただ

きますので、そういった意味で、そういったと

きに横にいて、しっかりと宿毛市のＰＲができ

る、そういった取組をできたらというふうに思

っているところでございます。 

　以上でございます。 

○副議長（髙倉真弓君）　５番川村三千代君。 

○５番（川村三千代君）　うちの母や叔母も、

「奥谷さんところの息子さんは、なかなか絵が

上手で、それ専門の学校へ行っているらしいけ

れど、ちゃんと帰ってきたら田植もしている。」

というふうに申しておりましたので、やはり、

原点は宿毛にあると、私も思っておりますので、

ぜひこの奥谷博展、宿毛のＰＲの場所として活

用していただきたいと思います。 

　私からの提案なんですけれども、例えば、宿

毛からバスツアーで行くことももちろんなんで

すが、向こうから、奥谷画伯のふるさとを訪ね

ようというようなツアーを組むのもどうかと思

います。 

　ちょうど時期的に、だるま夕日の季節でもあ

りますので、奥谷先生のふるさとでだるま夕日

を見て、椰子で温泉に入ったりとか、だるま夕

日はやっぱり天候にもよるものですから、昨日

も一般質問で出ました、咸陽島のトンボロ現象

でしたら、潮位表を見ながら、この日だったら、

この時間なら、大潮だったら行けるということ

で、そういうバスツアーを組むとか、それから、

奥谷画伯とは全然関係ないじゃないかと言われ

るかもしれませんけれども、奥谷画伯のふるさ

とでアクティブな体験をしようということで、

マウンテンバイクに乗ったり、横瀬川ダムでク

ライミングをするとか、とにかく、何だ、こじ

つけやないかと言われてもいいので、何とか、

いろんな意味で宿毛に足を延ばしてもらう、宿

毛のよさを知ってもらう企画を立案してはどう

かと思います。 

　宿毛のガイドブックを置くこともそうでしょ

うし、また、毎日は無理でしょうけど、土日と

か祝日は、駐車場の一角に宿毛の農林水産物な

んかを置くブースを構えさせていただいて、新
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鮮な海の幸や野菜、そういったものを販売する

こともどうかと思っております。 

　それから、よく県立美術館でそういう何々展

が行われる際は、美術館ホールでそれに関連す

る映画の上映会なんかも行われますので、例え

ば、宿毛にゆかりのある映画、有名なところで

すと、樫山文枝さんが沖の島で撮影なさった、

荒木初子さんをモデルにした『孤島の太陽』で

すとか、それから、岩下志麻さんが出演してお

りました、大原富枝さん原作の野中兼山の幽閉

された家族を扱った『婉という女』、それから、

小筑紫町栄喜でロケを行いました『パーマネン

ト野ばら』、それから、宿毛出身で映画のプロ

デューサーでもある松岡周作さんが携わった、

これは高知県では上映されていないんですけれ

ども、山崎まさよしさんが主演なさった『影踏

み』、こういった宿毛関連の映画を美術館ホー

ルで上映することもできます。 

　あと、美術館の中には、ちょっとしたスライ

ド上映というか、二、三十人入ればいっぱいに

なる小さなホールみたいなところもあるので、

そこで宿毛のＰＲビデオを期間中ずっと流すと

いうこともありますし、美術館の中のカフェで

宿毛の食材を生かした料理を、その展覧会の間

はメニューに加えてもらうとか。 

　とにかくいろんな形で、せっかくの機会です

ので、高知県内の方はもちろん、奥谷画伯の絵

の魅力に引かれていらっしゃる方は、県外にも

たくさんいらっしゃいますので、そういった方

が足を運んで、奥谷先生のふるさというのは宿

毛というところだったのか、そして、宿毛はこ

ういういいところ、こういう魅力があふれる町

だったということを一人でも多くの来場者の方

に感じていただき、本市に足を運ぶ、また一つ

のきっかけになればと思っておりますので、ま

たいろいろと市長に検討していただきたいと思

っております。 

　市長、最後に一言、お願いいたします。 

○副議長（髙倉真弓君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　お答えをさせていただ

きます。 

　次から次へとすばらしい案が出てきますので、

すごいなと思いながら、私は茫然と聞いていた

んですけれど、担当課長がしっかりと、横目で

見ると全部メモしていましたので、一つ一つ、

可能性についてこれから探っていきたいという

ふうに思っております。 

　そういった形の中で、できることはどんどん

こちらからプッシュをしていって、やはり、や

っていくということは非常に大切だというふう

に思っておりますので、せっかく御提案いただ

いたそういったことは、一つでも二つでも実現

できるように、自分たちも努力をしていきたい

というふうに思ったところでございます。 

　すごく古い話になります。私がまだ市議会議

員になる前の話ですが、養殖業者として従事し

ていたときに、餌屋さんの取り計らいで、マグ

ロ養殖をスペインのほうに見に行かせていただ

いたことがあります。そのときに、スペインの

地に降り立ったときに、非常にびっくりしたの

は、スペインの風景とかを有名な画家とかが描

いている、その風景がそのまま目に入ってきま

した。 

　何が言いたいかというと、港であるとか建物

であるとか、そういったことじゃなくて、そこ

に降り注いでいる光の色が、自分たちがいつも

絵画とかを見ていて、日本ではなかなか感じ取

れないような、その色が、やはりその現地に行

くとあるんです。風景の中に、海の輝きであっ

たりとか、山の色がそのまま入ってくる。やっ

ぱりああいう体験は、現地に行って、そこの空

気、光に触れないと分からないものがあるんだ

なというふうに思ったことがありました。海で

養殖を見てきたんですけど、そういったことも
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感じました。 

　やはり、奥谷先生が見た風景、当然変わって

はいますが、その空気であるとか、光であると

か、そういったものをこの地で感じてもらうと

いうことは、非常に有意義なものだというふう

に思いますので、しっかりとＰＲしていきたい、

そのように思ったことでございました。 

　以上でございます。 

○副議長（髙倉真弓君）　５番川村三千代君。 

○５番（川村三千代君）　市長のスペインの話

にもありましたけれども、やはり現地に行って、

その空気感を感じる、肌で感じるということは

本当に大切なことだと思っております。 

　何分、コロナが早く収束してくれなければ、

本市の観光振興も、なかなか足踏み状態で前に

進まないところもございます。一日も早いコロ

ナの収束を願いつつ、以上で私の一般質問を終

わります。ありがとうございました。 

○副議長（髙倉真弓君）　この際、午後１時ま

で休憩いたします。 

午前１１時５２分　休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午後　１時００分　再開 

○議長（寺田公一君）　休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

　４番川田栄子君。 

○４番（川田栄子君）　４番川田栄子です。よ

ろしくお願いします。 

　まず、最初の質問が、最近続いております公

共事業について、競争性がない、くじ引で終わ

っているという状況、ちょっと私も心配しまし

た。また、市民の方も、やっぱり入札は競争性

があるものをやってほしいと、そういう声も多

くあります。 

　それで、宿毛市の実態がどうなっているか、

お聞きをしてまいりたいと思います。 

　財政は毎年厳しくなっており、大切な市民の

税金を投入していく公共事業です。庁舎関係な

ど、大きな土木建設事業が続いています。その

結果としてくじ引が多くなっていることが気に

なります。 

　小深浦高台造成は、５社同額でくじ引でした。

最低価格、予定価格は事後報告でした。 

　庁舎新築工事は、６社による一般競争入札で、

６社が最低制限価格ぴったりでくじ引でした。 

　統合保育園は、５社の一般競争入札で、予定

価格は公表されており、最低制限価格は事後公

表でくじ引でした。 

　錦川ゲートポンプ機械設備工事では、９社を

指名して、３社が棄権、１社が失格、５社同額

でくじ引でした。予定価格は公表されていまし

た。 

　自治体は、くじ引は正当な手段だから悪いと

は思っていない。地方自治法施行令第１６７条

の９の規定では、地方公共団体が事業者を選ぶ

際、一般競争入札の方法を原則としております

が、広く事業者を募集したほうが、公平性、透

明性が高い。これは競争者が多ければ多いほど

競争原理が働き、よりよい入札制度ができると

いう理念に基づいています。 

　しかし、全てのサービス、物品を一般競争入

札では選べないデメリットがあります。地元で

頑張る事業者が負けてしまう、地域活性化に反

する。他方、自治体の公共事業の大半が、市民

税を納付していない市外の業者に落札されてい

るとなると、市民感情としてもこれを受け入れ

ません。 

　自治体は、くじ引は正当な手段だから悪いと

は思っていないと、先ほども申し上げましたが、

地方自治法施行令第１６７条の９の規定では、

落札となるべき同価の入札をした者が２人以上

あるとき、契約担当官は、直ちに該当入札者に

くじを引かせて落札者を定めなければならない

と定めてあります。 
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　くじ引自体、公平に行われています。発注者

によれば法令違反ではなく、税金の無駄遣いも

していない。不調にもなっていないという理由

は成立します。地方自治体の入札業務に貫徹す

る理念としても存在します。どの理念に立つに

しても、入札業務に適正な競争と透明な手続が

どう確保されるかということが重要です。 

　入札制度に正解はなく、当市の入札業務の現

状はどうなっているかお聞きいたします。 

○議長（寺田公一君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　川田議員の一般質問に

お答えする前に、今、るる川田議員のほうから

今までの入札等について御説明がありましたが、

全部メモできなかったので、また後ほど整理し

たいと思いますが、かなり誤認の部分もありま

して、少し言い切っていますので、それを全て

了承したという意味じゃなくて、そこの部分は

また後日整理をしていきたいというふうに思い

ますが、自分たちの認識とはかなり誤認の部分

があったということを冒頭にお伝えしておきた

いというふうに思います。 

　内容につきましては、担当課長のほうで答弁

をさせていただきますので、よろしくお願いい

たします。 

○議長（寺田公一君）　総務課長。 

○総務課長（桑原　一君）　川田議員の一般質

問にお答えいたします。 

　本市の入札業務についてでございますが、本

市の入札業務は、競争性を確保しながら、地域

経済の発展と地元企業の成長を支え、受注機会

の拡大を図るため、地元優先発注を基本としな

がら、公平性や透明性、そして事業の特性等を

考慮して選定業者を決定し、入札方式は、一般

競争入札と指名競争入札を主体として実施して

おります。 

　以上です。 

○議長（寺田公一君）　４番川田栄子君。 

○４番（川田栄子君）　市長が言われましたよ

うに、誤認があったらまたお知らせください。 

　２番目に、一般競争入札についてお聞きいた

します。 

　地方公共団体が事業者を選ぶ際、一般競争入

札の方法が原則とされています。広く事業者を

募集したほうが、公平性、透明性が高いのは当

然でございますが、不特定多数の参加者で競争

するのは、市民の税金を使って契約する以上、

誰でも参加できる入札方式が原則であります。 

　また、可能な限り安い価格で調達することは、

税金の無駄遣いをなくすという考え方に基づい

たものでありますが、価格という単一要素で業

者を選ぶ方法が、実際、談合などの問題を生じ

させます。 

　入札は、一般競争入札が原則であり、最も公

正な入札方法であると言われています。事務量

等の問題もありますが、一般競争入札の拡大を

図ることは望ましいと考えますが、当市の現状

をお聞きいたします。 

○議長（寺田公一君）　総務課長。 

○総務課長（桑原　一君）　川田議員の一般質

問にお答えします。 

　事業を決定するに当たり、施工規模や事業の

特性により、市内業者のみの指名にて履行可能

かどうかを検討した結果、市内業者のみでは品

質の確保が困難となるもの、また、入札不調の

懸念がある場合等については、主に一般競争入

札として実施しております。 

　金額の多寡によってのみ指名競争入札との使

い分けをしているものではありません。また、

事業の品質確保については、市内業者同士での

共同企業体、市外業者と市内業者による共同企

業体の発注や、受注者及び技術者の実績や資格

要件を参加条件と付すことにより、品質の確保

に努めていますが、本市としましては、できる

だけ市内業者を組み合わせた一般競争入札を検
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討し、実施しているところでございます。 

○議長（寺田公一君）　４番川田栄子君。 

○４番（川田栄子君）　次、３番目にまいりま

す。指名競争入札についてお聞きいたします。 

　契約は地方自治法第２３４条により、一般競

争入札が原則だが、公平性という長所、反面、

手続時間と手間がかかるので、全国的に指名競

争入札をとっている現状があります。メリット

は、選定の段階で不適当な企業を排除しやすい。

デメリットは、参加企業が特定の企業に偏る。

それにより談合が起きやすい。指名通知を受け

取る企業のみが発注情報を知ることができ参加

ができる。事前に参加者を制限しているのが指

名競争入札であります。 

　地元業者という形で経済政策として活用でき

る点では、今後とも震災地域や地方自治体、地

域経済対策で指名競争入札が活用されることが

予想されますので、今後とも重要な位置を占め

続けると考えます。 

　市内業者を優先的に指名することについて、

一定の配慮が必要と考えます。指名競争入札で

も業者選定の仕方により落札率が低いケースも

見られるようになっていることを見ると、市内

業者優先原則も、公平な競争があって初めて適

用される原則であります。 

　公正な競争がない場合にまでこの原則を適用

することは、納税者、市民の立場からは決して

認められるものではありません。 

　市内業者のみを指名した入札において、競争

原理がかなり働いているのか、現状をお伺いい

たします。 

○議長（寺田公一君）　総務課長。 

○総務課長（桑原　一君）　川田議員の一般質

問にお答えいたします。 

　先ほども少し御説明もさせていただきました

けれども、市内業者主体での入札を実施する観

点から、指名競争入札を主体として入札を実施

しております。 

　また、一般競争入札と同様、公平性、公正性、

品質確保等に留意し、競争性についても建設工

事においては、工事金額に応じてランク分けを

行い、１入札に対して８社以上、その他の業務

や物品購入についても、１入札に対して５社以

上を原則として指名し、入札を実施していると

ころでございます。 

○議長（寺田公一君）　４番川田栄子君。 

○４番（川田栄子君）　続きまして、指名業者

についてお伺いいたします。 

　指名競争入札は、地元業者へ発注という形で

経済政策としても活用できる点でよいと思いま

す。 

　まず、下請からの実績づくりをしてもらって、

下請でも参加できるように参加資格の緩和をし

て、業者を育てることも重要ではないかと思い

ます。 

　指名基準の透明性の確保がないと、実績のな

い企業が新たに参入する場合に、公平な参加が

阻害されるおそれがあります。指名業者につい

て透明性の確保、指名業者選定委員会の設置等

の公正、適正な競争環境を整備する発注者の責

務等についてお聞きいたします。 

○議長（寺田公一君）　総務課長。 

○総務課長（桑原　一君）　川田議員の一般質

問にお答えいたします。 

　指名競争入札で指名する業者については、建

設工事や建設コンサルタント業務を例にします

と、指名願が提出されている市内業者を優先し

て指名を行っております。 

　また、土木工事の場合ですと、工事金額に応

じて高知県ランクより指名業者の選定を行い、

その業者の中で工事施工場所に応じ、各地区に

所属する業者を優先的な指名とし、その他の地

区の業者については、それまでの指名回数を加

味する中で公正を保てるよう配慮しながら業者
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選定を行っております。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　４番川田栄子君。 

○４番（川田栄子君）　すみません。指名業者

選定委員会を設置ということでございましたけ

ど、構成委員とか、人数とか、分かりましたら

お願いいたします。 

○議長（寺田公一君）　総務課長。 

○総務課長（桑原　一君）　再質問にお答えい

たします。 

　建設工事については、予定価格が５００万円

以上、その他の業務については、予定価格１０

０万円以上の事業については、公正を期するた

め、副市長、総務課長、土木課長、産業振興課

長、都市建設課長、企画課長、水道課長を委員

とします宿毛市建設工事等指名業者選定員会を

組織しておりまして、そちらのほうで審議をい

たしております。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　４番川田栄子君。 

○４番（川田栄子君）　会計令では、第９７条

に指名競争に付するときは、資格を有する者の

うちから競争に参加する者、なるべく地方自治

体の場合は５人以上指名しなければならないと

ありますので、それは認識しておられると思い

ます。 

　再質問になりますけれども、資格者名簿に登

載された者のうちから、指名が無理なら、登載

されていない者も指名できると。また、選んだ

理由は書類として保存すべき。対外的に説明で

きる客観的な資料を指名理由として保存が必要

であります。明確で合理的な理由がないなら、

一般競争入札をしなければなりません。 

　指名業者について、透明性の確保、指名業者

選定委員会の設置等の公正、適当な競争環境を

整備する発注者の責務については、今お聞きし

ましたので次、予定価格のほうへ移ります。 

　工事を受注しようとすれば、予定価格が気に

なります。入札について言われる公平性、公正

性は、予定価格の意義、役割ではなく、公平性

とは、特定の会社に有利に扱うなどの差別はし

ないという意味で言われています。 

　公正性とは、法律や規則などに基づき手続が

進められるという意味と私は理解しております。

別の見方とすると、公平性とは、外部の人に対

して行うことで、公正性とは、組織内で行うこ

とではないかと思っています。 

　以上のことから、予定価格の意義について、

私は予算の確認、経済性の確認、契約金額の基

準と考えておりますが、当市の予定価格につい

ての御見解を伺います。 

○議長（寺田公一君）　総務課長。 

○総務課長（桑原　一君）　川田議員の一般質

問にお答えいたします。 

　議員のおっしゃられたように、予定価格につ

きましては、大きく分けて３つの要点があるの

かなと思っております。 

　言われたように、予算を確保した上での予定

価格を決めていくと。その予定価格が適当なも

のか、経済的な部分での判断もしていくと。そ

れから、契約金額が基準のとおりになっている

かというような観点で決めていくものだという

ふうに考えております。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　４番川田栄子君。 

○４番（川田栄子君）　次の問題で、発注者が

契約上の上限を定めているこの仕組みが、近年

様々な問題をもたらしています。 

　工事価格の予定価格は、積算基準を定めてい

るので、積算ルールが明確です。予定価格制度

において、予定価格の事前の非公開を義務づけ

ています。予定価格の事前公表は、競争が十分

な場合と不十分な場合とでは、その意味合いが

異なります。談合などの調整によって受注者が
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決定されるような競争が不十分な場合、予定価

格を事前に公表すると、落札価格の目安として

悪用されてしまう可能性があります。 

　最低制限価格が落札後の公表は、予定価格は

事前公表とし、最低制限価格は変動制を採用し

ているので事後に分かる。最低制限価格を固定

している自治体はくじ引が増えます。入札額は

その金額に集中し、くじ引での落札が増えるの

で、開札まで分からないようにします。 

　予定価格については、入札契約の透明性を図

るため、事後公表を実施、地方自治体は法令以

上の制約を受けないことから、事前公表も可で

ある。近年、事後公表の移行を国は要請をして

います。 

　当市は、事前公表が多いと感じていますが、

競争が生まれる入札制度について、そのことに

ついてどう考えているかお聞かせください。 

○議長（寺田公一君）　総務課長。 

○総務課長（桑原　一君）　川田議員の一般質

問にお答えいたします。 

　建設コンサルタント以外の委託業務及び物品

購入については、今までどおり事後公表を行っ

ています。 

　ただ、建設工事及び建設コンサルタント関連

委託業務の予定価格については、令和２年１０

月より、事後公表から事前公表としております。 

　事前公表としている理由としましては、職員

に対する予定価格を探る等の行為による不正防

止、公表することによる透明性の向上、平成３

０年７月豪雨より多数の工事が発注されている

ことによる入札不調対策として予定価格を事前

に公表することで業者の入札参加意欲を向上さ

せること等を目的として事前公表としておりま

す。 

　以上です。 

○議長（寺田公一君）　４番川田栄子君。 

○４番（川田栄子君）　設計変更についてお聞

きいたします。 

　平成３１年度の小深浦高台造成ほか、設計変

更があったにもかかわらず、設計変更の手続が

なされていなかったことが判明いたしました。 

　設計変更の発注者の留意事項として、工事に

必要な関係機関との調整などの進捗状況を踏ま

え、現場の実態に即した施工条件の明示などに

より、適切に設計図書を作成し、積算内容との

整合性を図るように努める。そして受注者は、

工事の着手に当たっては、設計図書を照査し、

着手時点における疑義を明らかにするとともに、

施工中に疑義が生じた場合には、発注者と協議

し進め、それを書面で行う。契約変更の基本の

基であります。 

　ルールさえ守っていれば起こらないミスであ

ったろうに、残念です。 

　今回、統合保育園の設計変更について、設計

変更に関わる資料の作成を取り寄せ確認をいた

しました。問題はありませんでした。何かが決

まれば、きっちり文書として残す。官公庁は文

書によって保存も共有、確認する文書主義を取

っているわけです。このような書面の不備が複

数続いたことについて、当初の施工条件が不明

確、協議内容の曖昧さ、公私の分別や公金の重

みの認識不足、公文書保存と公開の根本を無視

している結果、これは民主主義を脅かす本当の

危機がここにあったのではないかと、一瞬そう

思いました。 

　公文書管理法第４条は、政策決定や事業の過

程を合理的に後づけ、または検証することがで

きるよう、文書を作成しなければならないと定

めています。決裁文書だけを保存、公開しても、

その決裁が正当だったかどうかは分かりません。

過去の記録を残し、初めて意味があります。決

裁文書に詳細な経緯を書き込むことによって検

証が可能になる、結論だけが記されていたら、

追及は不可能となるでしょう。 
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　公文書は、健全な民主主義の根幹を支える国

民共有の知的財産であり、主権者である市民が

主体的に利用し得ると位置づけています。その

法の目的として、市民主権の理念にのっとり、

適切な保存及び利用を図ることによって、行政

が適正かつ効率的に運営するようになります。 

　市などの活動を現在及び将来の市民に説明す

る義務が全うされるようにすることを公文書管

理法第１条に掲げてあります。 

　宿毛市がこの自覚を持って行動していたら、

政策決定が合理的である、またそうでないにせ

よ、事態が解明され結論づけられます。 

　文書を軽んじたことで、当市の民主主義が大

きく棄損されたのではないかと思います。この

ことについて見解をお願い申し上げます。 

○議長（寺田公一君）　総務課長。 

○総務課長（桑原　一君）　川田議員の一般質

問にお答えいたします。 

　契約変更等で文書の取り交わしを決して軽ん

じたわけではございません。ちょっと一部、省

略したりとかということでの取扱いをしていた

こともあったかと思いますけれども、現在は、

文書で取り交わすということの取組をしていっ

ているところでございます。 

　以上です。 

○議長（寺田公一君）　４番川田栄子君。 

○４番（川田栄子君）　了解いたしました。 

　次、コロナ対策について伺います。 

　マスク対応の文科省通達マニュアル、その周

知についてお伺いいたします。 

　３月議会でマスク着用の質問について、学校

における新型コロナウイルスに関する衛生管理

マニュアルでは、身体的距離が十分取れないと

きはマスクを着用するべきとされています。気

温、湿度や暑さ指数が高い日には、熱中症など

の健康被害が発生するおそれがあるため、マス

クを外すようにとされています。体育の授業に

マスクの必要はないとされています。大人であ

っても、十分な身体距離が確保できる場合は、

マスクの着用は必要ありません、とされていま

す。 

　人との距離を取りながら、散歩や運動は積極

的に行っていただきたい。特に高齢者の方は、

運動不足や孤立状態に陥ると、身体機能が低下

するなど、精神面や認知機能の低下に影響を及

ぼすものと言われています。健康に暮らすため

にも運動と栄養について啓発を続けるとの担当

課長の答弁でした。 

　マスク着用はどの世代もストレスを感じてい

ると認識しているが、個人ができる基本的な感

染対策と考えるので、今後も場面、場面におけ

るマスクの着用、手洗い、３密防止を呼びかけ

ていくとの答弁もありました。 

　また、マスク対応の文科省通達マニュアルに

ついて、昨年の８月６日に文科省通達の新型コ

ロナウイルス感染症に関する衛生管理マニュア

ルが出ており、熱中症も命に関わる危険がある

ことを踏まえ、熱中症への対応を優先させてく

ださいと、担当課長の言われたとおりの答弁が

載っております。 

　さて、皆さんも御承知のように、今年２月１

８日、大阪府高槻市立の小学校で当時小学５年

生の男子児童が、体育の授業で持久走後に倒れ、

亡くなっていたことが、５月２７日、市の教育

委員会への取材で分かったと紙面にありました。 

　マスクは顎にかかっていたが、病院搬送され

たその同日、亡くなったとありました。尊い命

が失われました。御冥福をお祈りいたします。 

　スポーツ庁も５月、十分な呼吸ができなくな

ったり、熱中症になるリスクが指摘されており、

体育の授業はマスクは不要と子供に対するマス

クの対応マニュアルの事務連絡を全国の教育委

員会に出しております。同小も体育のときはマ

スクを外していいと指導していたとあります。 
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　しかし、徹底されていたかどうか、子供は本

当に先生の言われたことを忠実に守ろうとしま

す。指導者が見逃すこともあるわけで、地域の

小学校でも、５月８日、春の運動会がありまし

た。大人の何人かがマスクをして競技をしてお

りました。保護者の場合はやむを得ませんが、

ただ、子供が複数マスクをしたまま競技をして

おりました。それは保護者も確認をしておりま

す。 

　それで、その後、校長先生にそのことを伝え

ますと、校長先生の目の前を走っていた子供の

競技が目に入ったと思われますけれども、何日

かたってのお話の中では、「そうやったろうか、

気をつけます」で終わりました。 

　本当に、一瞬見逃していく運動会の競技でご

ざいますけど、「じゃあビデオ見ましょうか」

という話になると、もうそれは多くの保護者が

見て確認をしていることですので、そういうこ

との必要もなかったと、先生のほうも分かられ

ました。 

　絶対体育のときはマスクはしていないという

マニュアルが行き届いているはずですけれども、

昨日の教育長の話の中にもありました。地域全

域で子供の未来を担う、挨拶ほか云々、言われ

ました。子供のマスクは危険との認識が学校関

係者や保護者に十分、文科省の通達が徹底され

ているかどうかお聞きをいたします。 

○議長（寺田公一君）　学校教育課長。 

○教育次長兼学校教育課長（和田克哉君）　４

番川田議員の質問にお答えいたします。 

　文部科学省通知が学校のほうに周知できてい

るかという内容であったと思います。 

　文部科学省では、新型コロナウイルス感染症

に対応した学校運営の在り方につきまして、令

和２年６月に新型コロナウイルス感染症に対応

した持続的な学校運営のためのガイドラインを

作成しまして、本年２月１９日、そのガイドラ

インの改訂を行っているところでございます。 

　ガイドラインでは、学校における感染症対策

の考え方として、手洗いやせきエチケット、換

気といった基本的な感染症対策に加え、感染リ

スクが高い３つの密、密閉・密集・密接を徹底

的に避ける、身体的距離を確保することが必要

であることなどが記載されております。 

　このガイドラインに示すもののほか、その詳

細につきましては、学校における新型コロナウ

イルス感染症に関する衛生管理マニュアル、先

ほど議員もおっしゃっていました衛生管理マニ

ュアルのほうが示されておりまして、マニュア

ルでは適宜バージョンアップは図られており、

学校現場においてはそのマニュアルに基づいた

新型コロナウイルス感染症に対応した持続可能

な学校運営を行っております。 

　マスクの対応を含みまして、新型コロナウイ

ルス感染症対策における文部科学省の通知にお

きましては、通知内容を確認した上で、市内全

小中学校、文部科学省通知を準拠した形での取

組をお願いし、各学校で取り組んでいただいて

いるところでございます。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　４番川田栄子君。 

○４番（川田栄子君）　周知はできているとお

聞きいたしました。 

　物事が起こってからでは遅いので、本当に命

に関わるマスクでございます。 

　次、マスクの健康被害について伺ってまいり

ます。 

　この１年、子供たちにも市民にも、マスクの

要請をし続けてきました。感染症を防ぐという

一つの側面にとらわれ過ぎて、それ以外の多く

のものを失うことになっているのではないか。

特に、子供たちは長時間の着用を強いられてい

ることに、健康被害があると専門家の声が多く

あります。 
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　実際、去年８月のお盆の３日間に、熱中症で

１万６，０００人が救急搬送されました。うち

８５０人が重症、子供を含む３０人が亡くなり

ました。その間、コロナで亡くなったのは、９

０歳以上の高齢者が数人です。 

　夏場は、子供の代謝速度が速く、エネルギー

を要求するので、夏場のマスクは子供には禁物。

高齢者もそうでありますが、特に子供のマスク

はハイリスクで、子供は脳に酸素が不足すると、

取り返しのつかない脳の損傷を与えることに留

意する必要があると、専門家は警鐘を鳴らして

います。 

　口を手で塞いだまま、ずっと制限し続ける話

です。誰もが持つ呼吸をする権利を阻止するか

らには根拠が必要です。 

　ノーベル賞受賞者の大村智博士は、月刊誌で、

コロナによる被害は、ウイルスによる病気や死

亡よりも、特に子供たちの精神に対する害が最

も大きい。子供のマスクの着用により、身体・

行動・学習・情緒の全てにわたって非常に多彩

な障害、副作用を認めました。これは現役医師

の真実の言葉です。ウイルスよりも３００倍も

大きいマスクの穴から、口から、横から、素通

りするウイルスを妨げる根拠は証明されている

でしょうか。百歩譲って、飛沫由来の感染が防

げたとしても、それ以外の理由で体調を崩した

ら意味がありません。 

　マスクの着用が常習化している昨今の状況に

おいて、マスク生活で抱えているストレスや体

の体調の実態を明らかにし、現代における健康

被害を導き出すために、２０代から６０代の男

女４００名を対象に調査を実施したのが掲載さ

れていました。 

　症状のベスト３が、頭がぼーっとして物事に

集中しづらくなった。肌荒れをするようになっ

た。喉が乾燥するようになり、せきが増えた。 

　この調査で大問題となったのは、マスクを長

時間つけることによる健康被害のことを知らな

かった、理解していなかったというのが５０％

以上あったということです。このことをしっか

り理解してマスクをするしないを判断しなけれ

ばいけないのに、マスクをするデメリットを知

らない人が半分もいたことが大問題と指摘され

ています。 

　長時間マスクをつけることで、心身ともに、

頬の筋肉が落ちる、歯並びが悪くなる、将来的

な顔の形が変わってしまうリスクがある。また、

酸素欠乏、二酸化炭素中毒に陥る可能性がある。

赤血球の状態が変化して、これは写真でも載っ

ておりますけど、こういう写真が載っているわ

けです。上が白くなっては駄目なんです。酸素

が足りないということで。こういう状態でない

と、赤血球は、こういう赤い状態が続いている

わけですけど、これではもう黒くなっているん

です。ということで、よくないということが比

較して分かっている状態でございます。 

　がんへのリスクが上がる。悪化する可能性が

ある。横隔膜に異常を来し、身体に影響が出る。

口呼吸になって、口の中が渇きやすい。乾燥し

て唾液がうまく出せない。口腔被害とマスク着

用が新型コロナウイルスの感染に効果があるこ

とより、健康被害があることが、少なくとも理

解されたら、この対策をこれ以上続けると、長

時間マスクを着用する子供の健康被害が心配さ

れます。 

　全国的に健康被害や悪影響が多数報告されて

います。根拠がない対策に従わないことは正し

いことだと思いますが、従わない人をマナーが

悪いとか、マナーがないとか、非常識とかいう

社会をつくってしまいました。 

　命と健康を守るために、堂々と、苦しい、暑

い、かぶれる、蒸れる、マスクを外しましょう

と、子供たちを救ってください。国に伝えてく

ださい。 
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　今の子供は、これまでの子供と比べ、マスク

の着用時間がとても長いと感じております。 

　昨日も子供たちが帰っているときに、「お帰

り」と声をかけますと、２人で帰っていまして、

マスクを外しているわけです。「お帰り」と声

をかけると、急いで子供はマスクを口へ当てて

いました。それだけ子供っていうのは、本当に、

やってはいけないことをやっているんだという

ことが分かるんでしょうか。私はそのことを決

して指摘するつもりはございませんけれども、

お帰りの挨拶をしただけなんですけれども。マ

スクについて子供たちがとても気にしている。

でも、通学途中だから外していいよの話で、外

して話をして帰っておりました。それだけ謙虚

に子供たちは先生の言うことをひたすら守り続

けておりますが、将来ある子供たちのマスクに

よる健康被害をどのように考えているかお聞か

せください。 

○議長（寺田公一君）　学校教育課長。 

○教育次長兼学校教育課長（和田克哉君）　マ

スクの健康被害について、川田議員の質問にお

答えいたします。 

　先ほども答弁させていただきましたが、児童

生徒のマスクの着用につきましては、文部科学

省の学校における新型コロナウイルス感染症に

関する衛生管理マニュアルに準じた取扱いとな

っています。 

　このマニュアルにも様々な、特に熱中症に対

しての健康被害に対応する形で書かれておりま

して、新型コロナウイルス感染症への警戒が続

く中、持続的に児童生徒の教育を受ける権利を

保障していくために、学校における感染及びそ

の拡大リスクを可能な限り低減した上で、学校

運営を継続していくための具体的な取組が描か

れたものがこのマニュアルという形になってお

りまして、学校運営をしていく中で一番重要な

マニュアルという形になっております。 

　マスクの着用につきましては、密接な場合の

対応として、身体的距離が十分に取れないとき

はマスクを着用することとされております。 

　ただし、気温、湿度や暑さ指数が高い中でマ

スクを着用すると、熱中症などの健康被害のお

それがあるため、そのような場合には、十分な

距離を確保した上でマスクを外すこととなって

おりまして、熱中症などの健康被害にも対応し

たものとなっているものでございます。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　４番川田栄子君。 

○４番（川田栄子君）　次、マスクの効果の根

拠についてお聞きいたします。 

　医学的専門家が、マスクについて「マスクと

は、本来医療従事者が手術の際に、会話やくし

ゃみ等で自身の唾液などが患者に落ちることを

防ぐ、患者からの血液や体液を予防のために使

用されるものであって、ウイルスの感染予防の

ために使用するものではありません。」と言っ

ている。 

　自分がウイルスを移さないためにマスクを着

用することですが、それはもちろん、せきやく

しゃみがある方は、外に出る場合は着用するべ

きだと思います。ここではそうではなく、健康

な人がマスクを着用する実態について話してい

ます。 

　無症状者が他人にウイルスを移すといった科

学的根拠は見つかりませんでした。２０２０年

６月、ＷＨＯは新型コロナウイルス感染者の隔

離は必要ない、検疫も必要ない、ソーシャルデ

ィスタンスも必要ない、発熱・悪寒・息切れが

ない、これを無症状と言いますけれども、無症

状の患者は、ウイルスを感染することができな

いと会見で述べたことが記録をされています。 

　マスク自体に根拠がないことに税金を使い、

子供たちまで苦しめ、推進し続けることは、許

されることではないのではないでしょうか。 
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　これは当然、マスクは必要と言われる方もい

ますので、そこのところまで私は追及はしてお

りませんけれども、ＷＨＯではこういう記録が

されております。 

　ある方が文科省に対し、マスク着用の新型コ

ロナウイルスの感染拡大防止に効果があるか、

科学的根拠を立証する文書の開示を請求しまし

た。文科省からは、文書を保持していないため

に開示ができないと回答が来ております。 

　行政文書不開示決定通知書、令和３年１月２

９日、文科省萩生田大臣、令和２年１２月２８

日付の行政文書の開示請求について、行政機関

の保有する情報の公開に関する法律第９条第２

項の規定に基づき、下記のとおり開示しないこ

とを決定しましたので通知します。結局、文書

がないから開示できないという理由でございま

す。 

　不開示と決定した理由が載っておりまして、

行政文書の名称として、マスクの着用が新型コ

ロナウイルスの感染拡大防止の効果があるとい

う科学的根拠を立証する文書、不開示とした理

由、請求文書を保有していないため不開示とい

たしました。 

　この不開示という文書が出ましたので、これ

を受けて、今課長が言われた、令和３年２月１

９日、新型コロナウイルスの感染症に関する学

校運営のためのガイドラインの改訂の通知を確

認されましたということで発表をいただきまし

た。 

　この中には、マスクのマの字もありませんし、

３密もありませんし、中身が変わっています。

ソーシャルディスタンスやマスクの言葉は一言

も入っていません。削除されたものです。文科

省は、マスクに新型コロナウイルスの感染拡大

防止に効果があるという科学的根拠を立証する

文書を保持していません。恐らくこの事実に基

づいて改訂されたと思われます。 

　この改訂は、教育委員会や首長などに通達さ

れていて、教育委員会から学校にも通達されて

いるはずですが、実際の学校現場では遵守しよ

うとはせず、逆に教諭に対してマスク着用を命

令し、命令は不当ですが、マスクに効果がある

という科学的根拠を示す文書は文科省が保持し

ていないだけで、実際には存在するかもしれな

いので、命令するなら科学的根拠を示す必要が

あると思います。 

　０．１マイクロメートルのウイルスよりも３

００倍も大きいマスクの穴を素通りする根拠は

証明されていませんでした。そういう健康被害

が出ている声にしっかり耳を傾けてほしいと思

います。 

　子供たちの安全と学業の使命を持つ教育委員

会として、責任者として、子供たちのマスクの

要請をし続けるなら、マスクの効果の根拠につ

いてしっかり説明してください。 

○議長（寺田公一君）　学校教育課長。 

○教育次長兼学校教育課長（和田克哉君）　川

田議員の質問にお答えいたします。 

　マスクの効果の根拠についてということでご

ざいまして、先ほど議員のほうからお話があり

ました文科省の２月１９日のガイドラインの改

訂、これについては、確かに基本的には載って

おりません。 

　ただ、そのガイドラインにつきまして、最後

のほうに、このガイドラインに示すもののほか、

新型コロナウイルス感染症に対応した持続的な

学校運営の詳細につきましては、学校における

新型コロナウイルス感染症に関する衛生管理マ

ニュアル、その他の方法により別途示すという

形になっておりまして、その衛生管理マニュア

ルが今の学校の基本的指針という形になってお

ります。 

　その中につきましては、集団生活を送る上で

はマスクの着用は必要である。ただし、体育の
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授業は外してもよろしい。それと登下校につい

て、熱中症対策が必要である場合については外

してもよろしいというふうに明確に書いていま

すので、その取扱いに準じた形で教育委員会の

ほうは対応しているところでございます。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　川田議員の一般質問に

お答えさせていただきます。 

　先ほど、文科省のほうからそういった文書が、

教育委員会、市長のほうに届いているだろうと、

学校現場にそれを伝えていないとうお話があり

ましたが、そういう事実はございませんので、

お答えをさせていただきたいと思います。 

　以上です。 

○議長（寺田公一君）　４番川田栄子君。 

○４番（川田栄子君）　今、市長の言葉、ちょ

っとよく分からなかったのですけど。 

　２月１９日の新型コロナウイルス感染症に対

応した持続的な学校運営のためのガイドライン、

しっかり見てますね。はい、それでいいです。 

　もう、パソコンに入っているだけだと分かり

ませんけど、しっかり出してくださいねと、私

が申し上げたら出てきたということでございま

すので、いいと思います。 

　感染対策の見直しについてお伺いいたします。 

　大阪市立大学名誉教授の井上正康先生は、

「少なくとも外でマスクをする必要はない。ウ

イルス感染症を止めたいのであれば、腸管免疫

を高めること、食事に気をつけて腸管免疫を上

げるということが大事」と言われます。 

　コロナウイルスは、人より人ではなく、人・

物・人でコロナウイルスが附着して生き残る、

これが感染ルートになっていると言われていま

す。 

　新型コロナウイルスは呼吸器系よりも消化器

系の糞口感染と分かっていて、便も調べて分か

って結果が出ています。クルーズ船、屋形船も

トイレからの確認とされています。 

　鼻の中でＰＣＲで出なくても、下水管に長く

とどまっていたというデータが確認されており

ます。 

　今、インドで爆発的に感染が多いのは、イン

ドのトイレ事情の問題からということも納得す

る話でございます。 

　小腸・大腸に新型コロナウイルスの受容体が

鼻や口の２０倍あります。子供や若者は元気に

行動するために受容体そのものが少ないです。

高齢者や疾病を持っている人は、コロナの受容

体が多いから、どうしても高齢者や持病を持つ

方には重症になる確率が高いという結果が出て

います。高齢者もお日様に当たって運動し、そ

してビタミンＧを多く取ること。コロナが収ま

らないのは対策が間違っている。酒が悪い、飲

食が駄目な話ではないと言われています。トイ

レの清掃が重要と言っています。アルコールは

玄関ではなく、トイレに消毒液を置くことが重

要で、特に女性の便座は次の人のために清掃す

る。トイレの内側のドアノブを消毒。家庭では

しっかり手を洗い、口うがい、鼻うがい、これ

はドラッグストアにありますけれど、塩水でご

ざいますので、前々痛くない。ここからウイル

スが入るのを防ぐと。鼻うがい、これは非常に

効果があるということでございます。 

　消毒液をトイレの中に置くなど、まず市のト

イレから見直してはどうでしょうか。提案を申

し上げたいと思います。 

　感染対策の見直しについてお伺いいたします。 

○議長（寺田公一君）　健康推進課長。 

○健康推進課長（松田まなみ君）　４番、川田

議員の御質問にお答えいたします。 

　トイレの消毒液の設置につきましては、まだ

一般的な対策ではないと考えますので、導入す

るためには衛生管理のルールについて周知する
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必要があります。 

　一方、手洗いの習慣は指の間から手首までし

っかりと時間をかけて洗うことが子供から高齢

者まで多くの方に身についているのではないか

と認識しておりますので、トイレから出る際は、

手洗い場に設置している石けんを使ってしっか

り手洗いをしていただくことで感染対策になる

と考えております。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　４番川田栄子君。 

○４番（川田栄子君）　手洗いについてはきち

んとしたエビデンスがございます。洗剤をつけ

なくても、１５秒流水で流せばウイルスはほと

んど流されるということで、それはきちんと効

果があります。 

　人と人を離しても、人とウイルスを人間の力

で離すことは不可能です。微生物と共存してき

た人間の歴史を自己免疫で克服してきた今があ

ります。免疫を高めてください。握る力、かむ

力、歩く力、外へ出てお酒を飲んで楽しむこと

をなくしました。このことを政府はしっかりと

理解していくべきだと思います。 

　コロナにかかっていない日本人の比率を調べ

てみました。９９．５１７％、コロナで死んで

いない日本人の比率は９９．９９２％、人口に

占める重傷者比率０．００９％、コロナウイル

スの受容体が少ない若者や子供は強毒株が来て

も、感染リスクや死亡率が低いことに変わりは

ないと言われています。井上教授です。 

　日本は土着性コロナと共存してきた自然に免

疫的な訓練を受け続けている形となっているか

らでしょう。なおさら過度な心配は不要。日本

の文化は手洗いやハグや握手ではなく、おじぎ

や家に上がるときは靴を脱ぐ習慣などが感染症

に対し、適切な習慣が身についていることも被

害が少なかった理由として上げられています。 

　それで、２０２０年の全国一斉コロナによる

小中の臨時一斉休校について、教育長にお伺い

いたします。 

　子供たちの学びの保障は回復されていますで

しょうか。お聞かせください。 

○議長（寺田公一君）　教育長。 

○教育長（鎌田勇人君）　お答え申し上げます。 

　新型コロナウイルス感染拡大防止対策として、

本市におきましても市内全小中学校において昨

年度、休業の期間を設けておりました。その休

業による学力への影響についてでございますが、

休業中の授業日数、授業時数の確保につきまし

ては、夏休みを短縮するなど、各学校において

時間割編成の工夫や学校行事の精選などを行う

ことで、対応いたしました。 

　一方、授業日数は確保して授業を行ってきた

ところですが、ある学校によりますと、落ち着

いて授業が受けられなかった子供がいる。コロ

ナにより学校行事や地域行事が精選され、友達

との交流や地域との交流などが少なくなり、人

と人との関係の構築に影響があったと聞いてお

ります。各学校において、対応していただいて

いるところでございます。 

　今後も新型コロナウイルスへの感染症防止対

策を講じながら、児童生徒の安心安全を確保す

る中で、児童生徒の学びの保障に努めてまいり

ます。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　４番川田栄子君。 

○４番（川田栄子君）　子供たちの学びのため

に努力をしていただきたいとお願い申し上げま

す。 

　次に、コロナワクチン予防接種対象に、１２

歳から１５歳の年齢拡大についてお伺いいたし

ます。予防接種法の改正が５月３１日に通過い

たしました。重症者も死者も１人も出ていない、

１２歳から１５歳までの新型コロナワクチン接

種が決定されました。子供たちの接種について、
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今と同じ努力義務推奨であります。中学、高校

で集団接種を行うかどうかも議論され、厚労省

の担当者は子供たちが周りの生徒に同調して、

接種してしまうおそれがあるとして、慎重に検

討する考えを示しているので、当市としても慎

重に進めることが重要と考えます。 

　年齢が下がることにおいて、接種義務、自己

の判断が可能という矛盾を、子供がワクチンを

排除できるか、個人の判断で選択できることで

あっても、子供たちが接種しなくてもよいと声

を上げないと打たれることになります。自分の

権利を行使することができるか、厚労省の職員

はそのことを本当に心配されていました。 

　当市の１２歳から１５歳までのワクチン接種

についての運用をお聞きいたします。 

○議長（寺田公一君）　健康推進課長。 

○健康推進課長（松田まなみ君）　４番、川田

議員の御質問にお答えいたします。 

　１２歳から１５歳の方のワクチン接種につき

ましては、現在、学校での集団接種は考えてお

りません。本市におきましては、来月発送予定

の６４歳以下の接種券発送時に新たに対象とな

った小中学生まで全てを発送することとしてお

り、接種場所や予約方法も一般の方と同様とな

ります。１２歳から１５歳の接種には、予診票

に保護者の署名がなければワクチン接種は受け

ることができません。 

　また、中学生以上の接種については、接種医

療機関が認める場合は、保護者の署名があれば

保護者の同伴がなくても、ワクチン接種を受け

ることができるようになっておりますが、本市

では、小中学生の接種につきましては、家族等

の同伴の下、接種を受けていただく体制を取り

たいと考えております。 

　以上です。 

○議長（寺田公一君）　４番川田栄子君。 

○４番（川田栄子君）　集団接種は考えていな

いと。本当に安心いたしました。多分、お母さ

んもこのテレビを見ていらっしゃれば、安心を

されたと思います。岡山県のある市は２，７０

０人の小中学校で集団接種を掲げると批判の声

が殺到して、学校は引っ込めました。また、京

都のある町でも集団接種を掲げると、電話が鳴

りっ放しで取り下げました。 

　お母さんの意識が高くて、行動してよかった

と思います。子供の感染者で重症化した人もい

ない。亡くなった人もいないことは皆さん、承

知のとおりでございます。なぜワクチンをする

のかという疑問の声も出ております。 

　ＬＮＰは、脂質ナノ粒子というものですが、

こういうものが４つの臓器にたまると言われて

います。特に、卵巣にたまると全部体外に出る

とは立証されておりませんので、その場合、不

妊症になってしまうというのは既に言われてお

ります。 

　これからがある若い世代は感染リスクよりも

後遺症リスクが大きいとお母さん方は心配され

ています。子供や若い人にはワクチン接種はや

めてほしいとの声も出ています。このことはリ

スクが指摘されているので、しっかり向き合っ

て検証して心配しなくてもよいなら、立証して

もらいたい。立証できていないなら、そういう

リスクが言われている、その情報を国民と共に

共有すべきではないでしょうか。むやみやたら

に、接種すればいい話ではないと思います。 

　再質問をさせていただきます。 

　親の権限が及ぶ中学生にまたがる年齢であり

ますが、お母さん方はもう自分たちはいいが、

将来何が起こるか分からない。それでも打つか、

打たないかは選択できます。それはその人のそ

れぞれの生き方ですから。中高生は親の権限、

親の及ぶ責任が問われます。接種は義務ではな

い。努力はして自分で判断して、このことをど

れだけ伝えられるかは重要であります。 
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　ワクチンの遺伝子組み換えはウイルスの遺伝

子の一部を送り込んで、人の細胞に取り込ませ

るものであります。その遺伝子が長期的に体の

細胞や遺伝子にどんな影響を与えるのか、まだ

未知です。みんなが打つということにならない

ために、行政はしっかり判断する。どれがメリ

ットでどれがデメリットなのか。そういう判断

する材料、そういうものを皆さんに周知をさせ

るつもりがおありなのかどうか。また、おあり

になるとすれば、どういう方法で行うのか。お

聞きいたします。 

○議長（寺田公一君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　お答えいたします。常

に言っておりますが、いろいろな機関から情報

が出ています。また、インターネット上でいろ

いろな、それこそ１８０度違うような話である

とか、いろんな情報が出ているのが昨今の状況

でありまして、自分がどこから情報を取ってく

るかによって、全くその考え方が変わってしま

うという大変恐ろしい状況になっております。 

　私といたしましては、不確かな情報を市民の

方々に伝えるわけにはいきませんので、しっか

りとした国の機関であるとか、そういったとこ

ろから、情報を仕入れる中で、それを正確にお

伝えしていかなければならない。そのように思

っているところでございます。 

　先ほど川田議員からもみんなに打たすのかと

いうお話もありましたが、そこはしっかりと判

断をして、打ちたくないという方は打たないこ

とも選択はできる形の中で、現在、ワクチン接

種を進めているところでございますので、その

点については御理解していただきたいと考えて

いるところでございます。 

　できるだけ多くの情報を市民の皆さん方にで

きるだけ勘違いをすることがないように、分か

りやすく説明をしていく、また周知をしていく。

そういったことに対してしっかりと努力してい

きたい。そのように思っておるところでござい

ます。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　４番川田栄子君。 

○４番（川田栄子君）　この同じ質問は、幡多

福祉保健所にも送りました。デメリット、メリ

ットについて判断できるように、きちんとパン

フレット等々で皆さんにお示ししていくという

お考えをお示ししてくれました。 

　つくし学園に参ります。 

　つくし学園の目的についてでございますが、

全国で進められている小中連携、一貫教育の目

的は取組ごとに学校、市町村、地域・住民等の

様々な思いが込められていると考えられます。

９年間において、その一貫性を高めることが大

切です。９年間をいかに一本の柱で機能させる

かということが重要ではないかと思います。 

　つくし学園をはじめとして、これから小中一

貫教育を取り入れる当初の目的はどのようなも

のであったのか、お聞きいたします。 

○議長（寺田公一君）　教育長。 

○教育長（鎌田勇人君）　川田議員の一般質問

にお答えします。 

　本市、教育委員会が推進しております小中一

貫教育についての御質問でございます。小中一

貫教育は、子供たちの豊かな人間性や社会性を

育てることを目的として、義務教育の９年間で

系統的な教育活動を行うことにより教育効果を

高められるよう行っているものでございます。 

　小中一貫教育を推進する理由につきましては、

児童生徒の背景として、中一ギャップ、自尊感

情の低下の抑止などが挙げられます。 

　まず、中一ギャップについては、小学校と中

学校の切れ目によって、中学校に入学した際に、

人間関係、指導方法などの大きな環境の変化に

より、中学校生活になじめない状況に陥ること

がございます。 
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　小中一貫教育では、中学校の教員が小学校へ

の乗り入れ授業や中学生と小学生が交流するこ

とで、ギャップの解消を図っていきたいと考え

ています。 

　さらに、学校教育活動を小中で一本化し、小

中の教員が中学校３年生のゴールイメージを共

有することで、系統立った指導ができると考え

ております。 

　また、中学校教員が小学校の時期から児童の

特性を把握することで、個々の児童に応じたき

め細かい対応も可能になると考えております。 

　次に、自尊感情の低下については、いわゆる

思春期に入ってくる小学校高学年から自尊感情

が急激に低下することがあります。 

　その時期を一つの区切りとして、自尊感情を

高められる取組を行っていきたいと考えていま

す。 

　小中一貫教育の実施により、中一ギャップの

解消、自尊感情の向上が図られ、目的としてい

る子供たちの豊かな人間性や社会性を育てるこ

とにつながっていくものであると考えておりま

す。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　４番川田栄子君。 

○４番（川田栄子君）　自尊感情と言われまし

たけれども、自尊感情は子供だけの問題ではな

くて大人の問題でもあります。自分がどんなに

欠点があったとしても、それをすばらしいこと

だと認めていく。思春期の子供たちは本当に自

分のいいところをなかなか見つけ出せにくい年

齢でございますので、みんなはそれを褒め合お

う。そして、刺激をしていって、こんな私でも

生きていいんだと。そういう感情を高めていく。

それは大人でも一緒であります。鬱病になるこ

となく、落ち込むことなく落ち込むときはあっ

ても、すぐに未来を見詰めて立ち上がっていく

と、そういう強い精神の下、９年間が設立され

ていくのだと感じさせていただきました。 

　次に、英語教育を推進する理由についてお伺

いいたします。２０１３年度、文部科学省のグ

ローバル化に対応した英語教育改革の下、計画

が進められて２０２０年から小学校に２０２１

年には中学校に、２０２２年には高校と全国全

ての学校で実施されていきます。 

　新学習指導要領が見直され、英語教育が大き

く変わることになりました。つくし学園の具体

的方策の１番に５、６年生で英検５級を合格者

５０％、中学生は３級を５０％目指すとありま

す。つくし学園を英語教育推進校とすることの

理由や目的をお伺いいたします。 

○議長（寺田公一君）　教育長。 

○教育長（鎌田勇人君）　つくし学園の英語教

育の推進理由についてお答えいたします。 

　グローバル化が進む中で、外国語によるコミ

ュニケーション能力は社会の様々な場面で今後

必要とされた小学校でも英語の授業が始まって

おります。小中一貫教育により、つくし学園で

は中学校の英語専科教員による小学校へ乗り入

れ授業が可能となっており、現在は週２回、小

学校の英語の授業に中学校の英語教員が乗り入

れて授業を行っております。 

　成果としましては、児童の外国語への興味関

心が高まったこと、高学年においては、先ほど

議員も申しましたように、積極的に英語検定に

もチャレンジしようとする状況も見られるよう

になってきております。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　４番川田栄子君。 

○４番（川田栄子君）　英語、苦手でございま

す。これはアメリカの占領国の日本であります

ので、英語が中心になっていくと思いますけれ

ども、英語教育でグローバル化に役立てようと

いうことでございます。 

　それでは、英検にかかる費用の予算化につい
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てお聞きいたします。 

○議長（寺田公一君）　教育次長兼学校教育課

長。 

○教育次長兼学校教育課長（和田克哉君）　英

語検定にかかる費用につきましては、かかった

費用の半分を予算計上させていただいておりま

して、昨年度までは小筑紫小学校、中学校でし

たが、今年度からは市内の小中学校に含めた形

で単独事業として実施しているところでござい

ます。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　４番川田栄子君。 

○４番（川田栄子君）　それでは、英検合格率

５０％の目標を掲げております。すばらしいで

しょう。これは年々上げていくんでしょう。５

０％、６０％と。当市全体の小中学校の英語教

育の拡充を目指すのが、新学習指導要領です。 

　他校における指導者不足、地域差、ほか問題

について十分検討されていますでしょうか。再

質問でお聞きいたします。 

○議長（寺田公一君）　教育長。 

○教育長（鎌田勇人君）　お答えいたします。 

　先ほど申しましたように、つくし学園は小中

連携・一貫するには非常に学校の設置、そうい

った環境等も非常にすばらしいというふうなと

ころで、乗り入れしています。ただ、他の学校

についてはそういった環境ではありませんが、

中学校校区で近隣の小学校に英語の先生が出前

授業という形で不定期でありますが、年に数回

行って授業をするという形は現在、それぞれの

中学校校区では取れているというふうに認識し

ております。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　４番川田栄子君。 

○４番（川田栄子君）　学校差がございません

ように、また検討していただければいいと思い

ますので、よろしくお願いいたします。 

　最後の私の質問になりますけれども、グロー

バル化と言われました。国際的に通用する国際

人というのは、実は本当に日本人として、自分

の国を愛し、日本の文化、あるいは歴史、そう

いうものに深い造詣を持った教養人、それが世

界に通用するのが日本人だろうと思います。今

のいじめ問題がある日本人の精神道徳教育の指

数を基に、日本人の魂を育てる教育、それが一

番大事なことであって、根本にある自分の国が

すばらしい。そして日本人として、この島国に

生まれてよかった。そういう思いを持って子供

たちが育てっていかなければ、日本の将来はな

いのではないか。この精神の根本的な教育が一

番大事だと私は思います。 

　教育長の御見解を伺います。 

○議長（寺田公一君）　教育長。 

○教育長（鎌田勇人君）　お答えいたします。 

　議員が今言われましたように、日本の教育、

とてもすばらしいというふうに思っております

し、私は実際にそこに携わってきました。一番

自分が思ったのは、狭い範囲で言うと、宿毛市

の子供たちは宿毛市に生まれてよかった。宿毛

を誇れる。そういうふうな郷土を誇れるような、

そんな子供を育てたいと思っております。それ

は日本各地で全ての学校の先生たちが自分の郷

土を誇れる。そんな子供を育てたいと思ってい

ると思います。 
　それがひいては、日本全国で日本人に生まれ

てよかった。日本を誇りたいという子供たちに

育っていくのではないか。そして、全ての外国

の皆さんと手を携えて、これから地球は１つと

いう考えの下に、共生、共存していくのではな

いかと。広げていけばそういうところに行くの

ではないかと私の私見ですが考えております。 

　以上です。 

○議長（寺田公一君）　４番川田栄子君。 

○４番（川田栄子君）　教育長、ありがとうご
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ざいました。点から線へ、線から面へと日本人

の誰もが、この国に生まれて、この島国に生ま

れてよかったという意識を持って世界に羽ばた

いてもらいたい。それを支えるのが地域の目で

あったり、そういう先生方の御努力も要ると思

います。力を貸してほしいと思っております。 

　以上で、私の質問を終わります。ありがとう

ございました。 

○議長（寺田公一君）　この際、１０分間休憩

いたします。 

午後　２時２２分　休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午後　２時３５分　再開 

○議長（寺田公一君）　休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

　２番堀　景君。 

○２番（堀　景君）　２番堀です。よろしくお

願いします。早速ですが、通告に従って質問に

入らせていただきます。 

　まず１番の環境問題についての（１）宿毛市

２０４０ゼロカーボンシティ宣言については昨

日、野々下議員が質問の中で、しっかり質問さ

れ、丁寧に答えられていましたので、十分理解

しましたので、削除したいと思います。 

　今後、よりよい施策をスピーディに進めてい

くよう期待します。 

　次に、（２）のＳＤＧｓにおいての環境への

取組についてでありますが、これはゼロカーボ

ンシティ宣言ともつながる話ではあります。 

　最近、ＳＤＧｓ、ＳＤＧｓ、とテレビ・新聞

等でよく見聞きする機会が増えてきました。私

自身最初に聞いたときは、環境問題に特化する

ことなのかと思っていましたが、今年の２月に

高校生の発表会があり、その中でＳＤＧｓにつ

いて詳しく発表されていて、２０３０年までに

達成する持続可能な社会をつくる１７の目標で

あることを知り、自分の勉強不足を痛感させら

れました。 

　やはりＳＤＧｓとは何か。なぜこれから必要

なのか。小中学生もしっかり学ぶべきではない

かと思います。教育長の所見をお聞きします。 

○議長（寺田公一君）　教育長。 

○教育長（鎌田勇人君）　堀議員の一般質問に

お答え申し上げます。ＳＤＧｓには、人々の水

と衛生の利用可能性と持続可能な管理の確保や

気候変動対策、海洋及び陸上資源の保全など、

環境に関する４つの目標が挙げられており、教

育現場においても積極的な役割を果たすことが

期待されております。 

　市内小中学校の環境教育としては、社会科や

総合的な学習の中での授業における環境教育は

もとより、クリーンセンターへの社会科見学や

地区の海岸清掃、さらには高知県の森林環境税

を活用した山の学習支援事業など、様々な取組

を行っております。 

　今日の多様で複雑化した環境問題を解決し、

持続可能な社会をつくっていくためには、大人

はもちろんのこと、子供一人一人においても環

境との関係を正しく理解し、行動していくこと

が重要であると考えますので、今後も本市での

環境教育が効果的に行われるよう取り組んでま

いりたいと考えております。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　２番堀　景君。 

○２番（堀　景君）　今回、ＳＤＧｓといいま

しても、１７項目に及びますので、子供たちが

身近ですぐに取り組める環境問題を挙げて話を

させていただいています。教育長が先ほど言わ

れましたように、今までも環境問題においての

小中学校での取組はたくさんされていると思い

ます。これから具体的にどのような取組をして

いくのか、新しい取組があるのか、教育長に再

度お聞きします。 

○議長（寺田公一君）　教育長。 
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○教育長（鎌田勇人君）　お答え申し上げます。

今、御質問がありました環境問題、これまでも

先ほども申しましたように、環境問題にはそれ

ぞれの学校がそれぞれの学校の視点を持って対

応してまいりました。今、示されたＳＤＧｓ、

環境だけではなくて、いろいろな視点で、持続

可能な世界をつくっていく。子供たちが今後、

大人になり、またその子供たちが永続的に幸せ

な世の中をつくっていく。そのためにはいろん

な多角的な視点を持つことが大事だと思います

ので、今後、学校教育においても、環境教育は

もとより、その他のＳＤＧｓの１７項目につい

ても各校で取り組んでいるところは取り組んで

いってもらいたいと教育委員会としても各校へ

お願いしていきたいと考えております。 

　以上です。 

○議長（寺田公一君）　２番堀　景君。 

○２番（堀　景君）　若い世代へつなげていく

取組は極めて重要であると思います。これから

も脱炭素化、ＳＤＧｓを目指した取組をお願い

したいと思います。 

　次に、２の防災についての事前復興について

に移ります。私は以前から一般質問において、

防災についての質問を何度かさせていただきま

した。南海トラフ地震が発生する確率が高くな

っている今日。地震や津波に備え、あらかじめ

復興の道筋を計画しておくことが必要であると

感じます。 

　被災後のまちをどう迅速に復興させていくの

か。そうした事前復興計画は作成しているのか。

計画しているようであれば、内容について伺い

たいと思います。 

○議長（寺田公一君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　お答えさせていただき

ます。事前復興についてでございます。 

　東日本大震災では復興まちづくり計画がなか

ったことから、再建に時間を要し、経済の衰退、

人口の流出にもつながったという経緯がありま

す。議員も御承知だと思います。こうした教訓

から、南海トラフ地震被災後は、宿毛市が早期

に復興し、将来にわたって、このまちで暮らし

ていけるという安心感を市民の皆様に持ってい

ただくためのビジョンが必要であると、そのよ

うに強く感じておりまして、このことについて

は、私が幾度となくお示しさせていただいたと

ころでもございます。 

　このことは昨年度改定しました都市計画マス

タープランにおいても復興まちづくりの事前準

備の推進として明記しているところでもござい

ます。 

　現在、高知県におきまして、市町村が早期に

復興するための支援といたしまして、事前復興、

まちづくり計画策定指針検討会が設立され、本

年２月に第１回の検討会が開催されたところで

ございます。本検討会には私も委員として参画

しているところでもございます。 

　この計画策定指針につきましては、検討会を

重ね、今年度中に策定される予定でありますの

で、本市といたしましては、県の指針に基づき、

復興計画を作成してまいりたいと考えていると

ころでございます。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　２番堀　景君。 

○２番（堀　景君）　防潮堤のかさ上げとか、

市の庁舎や保育園の高台移転、その他の希望ケ

丘への移転計画を進めている警察署、土木事務

所、保安署などまさしく事前復興につながると

思います。いつか必ず起きる南海トラフ地震で、

犠牲者が一人でも減るように、一人の犠牲者も

出ないよう、今からできることをやっていく。

事前に復興のことを考えていくことは大変重要

なことだと思います。 

　いずれにしても、計画については、高知県の

事前復興のマニュアルができて、それに準じて、
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市のほうでも作成するようですので、計画を待

ちたいと思います。 

　次に、３、福祉対策についてのすくもいきい

きサロンについてに移ります。 

　高齢者が集い、元気にいきいきした施設と銘

打ってスタートしたすくもいきいきサロンです

が、オープンして、１か月近く経過して現在の

会員数をお聞きしたいと思います。 

○議長（寺田公一君）　長寿政策課長。 

○長寿政策課長（谷本裕子君）　２番、堀議員

の一般質問にお答えいたします。 

　本年５月２５日に開設しましたすくもいきい

きサロンの会員数についてですが、日曜日、月

曜日がお休みになっておりまして、そのため６

月１９日現在の会員登録者数になりますが、１

９７人の方に登録をしていただいておりまして、

そのうち６５歳以上の方は１３７人となってお

ります。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　２番堀　景君。 

○２番（堀　景君）　すみません。今、聞き逃

したのですが、現在、何名。６５歳以上が１３

７名と聞きましたが。現在、１９７名というこ

とですね。私もその１人ではありますが、コロ

ナ禍ということもあり、元気にワイワイという

ようにはなりませんが、コロナ禍収束後にこの

サロンがどのような施設を目指すのか、目指し

ていきたいのか伺いたいと思います。 

○議長（寺田公一君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　堀議員の質問にお答え

させていただきます。すくもいきいきサロンは

宿毛市健康サロンの設置及び管理に関する条例

におきまして、設置の目的を市民の健康増進及

び市民相互の交流促進を図ることとしていると

ころでございます。 

　目的の１つであります市民の皆さんの健康増

進につきましては、サロンに設置しております

トレーニング機器を御利用いただくことで、特

にシニア世代を中心とした運動の習慣化を図り

まして、介護予防につなげることを目的として

実施をしているところでございます。 

　施設内は、消毒等の感染症対策を行っており、

利用者数も１時間に１０人以内と設定していま

すので、安心して御利用いただけるものと考え

ているところでもございます。利用者数につい

ては、コロナ収束後は１０人という定員制限を

緩やかにし、また運動後には利用者の皆さんで

交流を楽しんでいただける、そういったスペー

スも確保していきたいと考えているところでも

ございます。 

　また、サロン設置のもう１つの目的でありま

す市民相互の交流促進といたしましては、市民

の皆さんが集える場をつくり、介護予防につな

がるイベント等も実施していきたいと、そのよ

うに考えているところでございます。 

　このほかにも、サロン利用者を対象にアンケ

ートの実施を予定しておりますので、頂いた御

意見も参考にしながら、市民の皆さんに心も体

も健康になっていただける、そういった施設を

目指し、このサロン事業の充実を図ってまいり

たいと考えているところでございます。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　２番堀　景君。 

○２番（堀　景君）　アンケートも取って考え

てみますというふうな市長の発言もありました

が、私が訪れて感じたことは、少し狭くて器具

が本格的でありまして、大胸筋とか、上腕筋の

上半身を鍛えるような器具が多く、ルームラン

ナーのような足腰を鍛える器具が少ないように

思いました。 

　訪問時には、血圧測定器や時計もなかったよ

うなので、必要性を感じました。そこで、将来

的に器具を増やしたりとか、インストラクター

をつけたりとか、そういった計画があるのか、
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さっきのアンケートという話もありましたので、

そこにもつながるかもしれませんが、お答えお

願いします。 

○議長（寺田公一君）　市長。 

○市長（中平富宏君）　お答えさせていただき

ます。また、堀議員の御意見もしっかりと聞い

た上で、またアンケートも実施しながら考えて

いきたいと思っておりますし、またオープニン

グの頃に、私もお伺いしましたが、また全然違

う話もあったりとか、上半身の器具が多いとか、

それぞれ皆さん感じていることは違うようでご

ざいますので、しっかりとアンケートを取って

いきたいと思っているところでございます。 

　トレーニング機器等につきましては、感染症

対策のために今、距離を取って配置をしており

ますので、現段階では機器の増設は予定してい

ないところでもございますが、今後、実施予定

のアンケート結果等を参考にしながら、機器の

充実、先ほどの御意見も踏まえる中で、検討し

てまいりたいと考えているところでもございま

す。 

　また、サロンは市民の皆さんが自主的に運動

をし、交流を楽しんでいただく場と考えており

ますので、現在、スポーツジムのようなインス

トラクターの常時配置は予定しておりませんが、

サロンの管理業務の委託事業者の中にはスポー

ツに関する資格を有した方もおり、トレーニン

グ機器の操作説明や利用等に関する質問などに

対応できる体制はつくっているところでもござ

います。 

　さらには、宿毛市の健康的なまちづくり連携

協力に関する協定に基づき、関係機関と共同し

た介護予防になりますが、この介護予防、健康

増進のための運動指導等、様々な取組をあそこ

の場で進めているところでもございます。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　２番堀　景君。 

○２番（堀　景君）　お年寄りのワクチン接種

を終えて、安心して運動、または憩いの場所と

してどんどん活用できるように大いに期待した

いと思います。 

　次に、最後の項目に移ります。 

　４のオリンピックに関わる宿毛市の事業につ

いてです。その中の東京２０２０オリンピック

聖火ランナーについてですが、総括として話を

します。 

　聖火リレーの是非が問われている中で行われ

ました。セレブレーション会場へは入場者を制

限して応募方式で参加者を募り、コロナ感染対

策を万全としての開催でした。私ももちろん応

募し、当選しての来場ではありました。少し肌

寒かったのですが、地元の獅子舞から始まり、

中高生の書道のパフォーマンス、光を使ったダ

ンスも見応えがあり、個人的には非常に感動い

たしました。 

　会場にはメディアを含め、県外からたくさん

人が来られていたように思います。会場にはど

のぐらい来場者があったのか、お聞きします。 

○議長（寺田公一君）　生涯学習課長兼宿毛文

教センター所長。 

○生涯学習課長兼宿毛文教センター所長（岡本　

武君）　２番、堀議員の御質問にお答えいたし

ます。 

　４月１９日にまちのえき林邸前より海風公園

までの約３．４キロメートルにわたりまして、

実施をいたしました東京２０２０オリンピック

聖火リレー並びに海風公園で開催いたしました

セレブレーションにつきまして、交通規制への

御協力はもとより清掃活動や花壇づくり等の環

境美化活動など、多くの皆様に温かい御支援と

御協力をいただく中で、オリンピック聖火と関

係者の思いをつなぐことができました。 

　また、当日は沿道におきましても、新型コロ

ナウイルス感染対策を行う中で、多くの皆様に
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応援をいただきました。この場をお借りいたし

まして、深く感謝申し上げます。 

　御質問いただきました聖火リレーセレブレー

ション会場につきましては、来場者の確認や新

型コロナウイルス感染対策のため、事前に申込

みいただきました４１６名に御来場をいただき

ました。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　２番堀　景君。 

○２番（堀　景君）　募集はもうちょっと多か

ったのではなかったかと思います。計算してい

た人数よりも来場者は少なかったようですが、

林邸から海風公園まで、聖火リレーのコースは

先ほど課長も言われましたように長く、警備の

ほうも大変だったように思います。 

　高知県の中で、予算について宿毛市が最多で、

そのほとんどが警備が中心と報道されていまし

た。市民からも疑問の声が上がっていましたの

で、予算についてどう使われたのか、御説明を

お願いします。 

○議長（寺田公一君）　生涯学習課長兼宿毛文

教センター所長。 

○生涯学習課長兼宿毛文教センター所長（岡本　

武君）　堀議員の御質問にお答えいたします。 

　本市における聖火リレー関連予算は事業費総

額で１，２６１万２，０００円であり、聖火リ

レールート及びセレブレーション会場でありま

す海風公園への警備員配置、コーンやコーンバ

ー、仮設棚等の警備資機材の設置に係る委託料

といたしまして、１，１６７万８，１５０円を

支出させていただきました。 

　また、セレブレーション会場では、仮設トイ

レの設置や照明として投光器を配置する借り上

げ料として、２８万２，４８０円、手話通訳等

手数料といたしまして、６万４，７６３円を支

出させていただきました。 

　なお、本市経費が他市町村と比較し、高額と

なりましたことにつきましては、県内最長の３．

４キロメートルのリレー区間となったことや、

走行時刻が夜間となりまして、高知県警さんの

御意見もいただく中で、安全確保のための適切

な警備員配置が必要でありましたこと、高知市

と本市のみが実施いたしましたセレブレーショ

ン会場の運営に必要な経費が発生したことが理

由となってございます。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　２番堀　景君。 

○２番（堀　景君）　やはり警備にほとんどか

かったということでありました。交通規制がさ

れての開催でしたが、交通規制における沿道沿

いの市民から連絡が来ていないとか、どうなっ

ているのかという形の話もいただいたりもしま

したが、最終的に交通規制における沿道沿いの

トラブルはなかったのかお伺いします。 

○議長（寺田公一君）　生涯学習課長兼宿毛文

教センター所長。 

○生涯学習課長兼宿毛文教センター所長（岡本　

武君）　堀議員の御質問にお答えさせていただ

きます。 

　本市における聖火リレーにつきましては、林

邸前の広小路をスタートいたしまして、本町、

幸町、新田、高砂を通りまして海風公園がゴー

ルとなる西へ直進するコースで実施いたしまし

た。 

　リレールート等に関する交通規制情報は広報

すくもやホームページ等で周知させていただく

とともに、沿道に所在されております事業者様

や近隣のお宅等を訪問させていただきまして、

交通規制についての協力要請を行いました。 

　また、沿道での観覧やセレブレーション会場

において３密の回避などの新型コロナウイルス

感染症対策をお願いいたしました。平日の１８

時からの交通規制ということもあり、市民の皆

様には御不便をおかけいたしましたが、皆様の
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御協力のおかげによりまして、本市におきまし

ては、関係機関からの情報を含めまして、大き

なトラブルはなかったものと認識しております。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　２番堀　景君。 

○２番（堀　景君）　大きなトラブルがなかっ

たということで安心しました。 

　最後に、答弁は求めませんが、オランダホス

トタウン事業について触れさせていただきます。 

　先日の高知新聞では、東京２０２０オリンピ

ックのため、来日される選手や関係者には新型

コロナウイルス感染症予防対策のため、移動や

交流についても制限がかかり、県下自治体にお

いてもホストタウン交流事業について実施が困

難となるなど、御苦労されているように掲載さ

れていました。 

　宿毛市においても例外ではないと思いますが、

オランダホストタウン事業の実施時期や内容等

について模索していただいて、ぜひ継続した取

組をお願いしたいと思います。 

　私もオランダ自転車競技とともに、応援して

います。今後もオリンピックを契機とした取組

に期待しております。 

　以上が私の一般質問でありました。ありがと

うございました。 

○議長（寺田公一君）　これにて、一般質問を

終結いたします。 

　以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

　本日は、これにて散会いたします。 

午後　３時０６分　散会 
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－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１０時２５分　開議 

○議長（寺田公一君）　これより本日の会議を

開きます。 

　ただいま、川田栄子君から、昨日の一般質問

における発言について、会議規則第６５条の規

定により、その一部を訂正したい旨の申入れが

ありますので、この際、発言を許します。 

　４番川田栄子君。 

○４番（川田栄子君）　昨日の私の一般質問に

おける発言のうち、「最近では、小深浦高台造

成は市内業者と大手業者とのＪＶの指名競争入

札は、」を、「小深浦高台造成は、」に訂正を

お願いいたします。 

　また、錦川ゲートポンプ機械設備工事につい

て、「予定価格、最低制限価格共に公表されて

いました。」の発言について、最低制限価格は

事前公表されていませんので、訂正をお願いい

たします。 

○議長（寺田公一君）　ただいまの申出のとお

り、川田栄子君の発言訂正については、議長は

これを許可いたします。 

　日程第１「議案第１号から議案第１４号まで」

の１４議案を一括議題といたします。 

　これより、質疑に入ります。 

　質疑の通告がありますので、順次発言を許し

ます。 

　３番三木健正君。 

○３番（三木健正君）　おはようございます。

それでは、早速、質疑に移らせていただきます。 

　大きく分けて４項目ございます。御説明のほ

ど、よろしくお願いをいたします。 

　まず、一番はじめに、議案第２号別冊、令和

３年度宿毛市一般会計補正予算（第２号）の１

３ページ、第２款総務費、第３項戸籍・住民基

本台帳費、１目戸籍・住民基本台帳費、１７節

備品購入費につきましてですが、この予算計上

されております６４万６，０００円につきまし

て、どういったものを想定していらっしゃるの

か、お聞かせ願います。 

○議長（寺田公一君）　市民課長。 

○市民課長（中山佳久君）　市民課長、おはよ

うございます。３番、三木議員の質疑にお答え

いたします。 

　議案第２号別冊、令和３年度宿毛市一般会計

補正予算（第２号）、１３ページ。 

　第２款総務費、第３項戸籍・住民基本台帳費、

１目戸籍・住民基本台帳費、１７節備品購入費、

申請補助端末等購入費６４万６，０００円につ

いて、これがどのようなものかとの御質問です。 

　申請補助端末につきましては、昨年度からマ

イナンバーカード普及促進事業を実施する中で、

市民の方がカードの申請をする際にサポートを

しておりますが、申請に必要な専用アプリを搭

載したタブレット端末を増やすことで、申請時

間の短縮と、窓口の混雑を避けるために、新た

にマイナンバーカードの専用申請端末とオプシ

ョン機を購入しようとするものです。 

　以上です。 

○議長（寺田公一君）　３番三木健正君。 

○３番（三木健正君）　１点だけ、再質問で確

認させてください。 

　今まであった端末の台数を増やすということ

ですか。新たな端末という意味ではないという

ことでしょうか。その辺、お願いいたします。 

○議長（寺田公一君）　市民課長。 

○市民課長（中山佳久君）　市民課長、三木議

員の再質疑にお答えいたします。 

　端末につきましては、新たな端末を増やすこ

とによって台数を増やすということです。 

　以上です。 

○議長（寺田公一君）　３番三木健正君。 

○３番（三木健正君）　承知いたしました。 

　続きまして、同じ項目の同じページ、１８節
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にございます負担金補助及び交付金についての

部分でございます。 

　新規事業調査表によりますと、マイナンバー

の今回のこの事業に当たる部分に関しましては、

交付者が対象であって、前回のマイナンバーの

促進事業の部分では、申請者であったというよ

うに記憶しておりますが、今回は交付者という

ことで間違いがないのかということと、今現在、

前回からもそうなんですけれども、申請から交

付に至るまでの時間が非常にかかっているとい

うことがございます。 

　その点で、タイムラグが生まれた場合に、こ

の事業の終了の交付となると、申請はしたもの

の交付の期限までに特典を得ることができない

ということが懸念されるわけですけれども、こ

の辺のタイムラグ等に対しての対応というか、

お考えはどのようになっているのか、お聞かせ

願います。 

○議長（寺田公一君）　市民課長。 

○市民課長（中山佳久君）　市民課長、３番、

三木議員の再質疑にお答えいたします。 

　今回の地域振興券の配付対象者につきまして

は、マイナンバーカードを令和３年１２月１５

日までに交付を受けた方。こちらについては、

既に交付を受けた方も含みますが、その方を対

象に、地域振興券の配付をさせていただく事業

となっております。 

　申請した後にカードの交付を受けるまでに、

一定期間が必要であるため、周知が必要ではな

いかとの御質問ですが、現在、全国的にマイナ

ンバーカードの申請件数が増えておりまして、

申請から交付準備までに２カ月から、長くて３

カ月程度かかる見込みとなっておりますので、

広報やホームページを通じて、早めに申請をし

ていただくこと。そして、申請をした後、まだ

カードを取りに来ていただいていない方もおり

ますので、その方についても、周知をする中で、

取り組んでいきたいと考えております。 

　以上です。 

○議長（寺田公一君）　３番三木健正君。 

○３番（三木健正君）　承知いたしました。 

　続きまして、２項目めにまいります。 

　同じく、令和３年度宿毛市一般会計補正予算

（第２号）の１４ページ。 

　第３款民生費、第２項児童福祉費、９目子育

て世帯生活支援特別給付金（ひとり親世帯以外

分）、１８節負担金補助及び交付金、１，３４

５万円につきまして、この事業の少し詳しい説

明をお願いいたします。 

　また、この新規事業調査票にございます対象

者の部分で、令和３年度の住民税均等割が非課

税のものと同様の事情にあると認められるもの

という項目がございますが、この点につきまし

ても、できる限り詳しくお聞かせ願います。 

○議長（寺田公一君）　福祉事務所長。 

○福祉事務所長（河原志加子君）　福祉事務所

長、３番、三木議員の質疑にお答えいたします。 

　議案第２号別冊、令和３年度宿毛市一般会計

補正予算（第２号）の１４ページを御覧くださ

い。 

　第３款民生費、第２項児童福祉費、９目子育

て世帯生活支援特別給付金（ひとり親世帯以外

分）、１８節負担金補助及び交付金の１，３４

５万円の、まず事業概要から御説明させていた

だきます。 

　新規事業調査票の３ページにも掲載させてい

ただいておりますが、新型コロナウイルス感染

症が長期化する中で、低所得の子育て世帯に対

し、その実情を踏まえた生活の支援を行う観点

から、特別給付金を支給しようとするものです。 

　給付の対象者は、令和３年４月分の児童手当、

または特別児童扶養手当を受けている方であっ

て、令和３年度分の住民税均等割が非課税の方

や、令和３年度末までに１８歳の子の養育者で
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あって、同じく住民税均等割が非課税の方、そ

のほか家計が急変し、同様の事情にあると認め

る方となっております。 

　給付額は、児童１人につき５万円で、予算と

しましては、児童数２６９名分を予定し、計上

させていただいているところです。 

　次に、先ほど御質問がありましたが、支給対

象者のうち、令和３年度分の住民税均等割が非

課税のものと同様の事情にあると認められるも

のとはどういった方なのかという御質問であり

ますが、令和３年、今年の１月から申請受付終

了が令和４年２月までとなっております。その

間の１か月間の収入に１２を掛けた１年間の収

入見込額。その１カ月はどの月をとっても構い

ませんので、任意の月をとっていただいて、そ

の１年間の収入見込額、または１年間の所得見

込額が住民税均等割が非課税となる水準に相当

する額以下であるものというふうにされており

まして、例えば本市の住民税非課税相当収入限

度額は、例を挙げますと、夫婦と子供２人の４

人世帯でありましたら、年間２０９万７，００

０円、月額で申しますと、１７万４，７５０円

以下の方。 

　夫婦と子供３人の５人世帯で申し上げますと、

２４９万７，０００円、月額で２０万８，０８

３円以下の方が対象となります。 

　基準額を一例で申し上げさせていただきまし

たが、対象となると思う方がいらっしゃいまし

たら、ぜひともお問合せいただきたいと思いま

す。よろしくお願いいたします。 

○議長（寺田公一君）　３番三木健正君。 

○３番（三木健正君）　承知いたしました。 

　１点、今、説明にございました分、大変丁寧

な説明であったとは思うのですが、実際、これ

を当事者、市民の方々に告知していく部分では、

非常に分かりにくくなるようなことが懸念され

ますので、この周知方法や、案内の仕方につい

て、何か検討されていること、工夫されようと

していることがあれば、お聞かせ願います。 

○議長（寺田公一君）　福祉事務所長。 

○福祉事務所長（河原志加子君）　福祉事務所

長、３番、三木議員の再質疑にお答えいたしま

す。 

　周知広報につきましては、令和３年４月分の

児童手当、または特別児童扶養手当を受けてい

る全ての世帯、約９５５通ぐらいと想定してお

りますが、全ての世帯にこの制度の通知文書を

送付する予定としております。 

　なお、令和３年度分の住民税均等割が非課税

の方につきましては、併せて申請は不要ですよ

と。もう申請しなくても、そのままお送りしま

すよという文書も、同封させていただく予定と

しております。 

　そのほかの周知方法といたしましては、７月

号の広報やホームページ、また社会福祉協議会

での家計相談などを、今、受付しておりますの

で、その際に、当給付金についても、御案内を

していただくように、今、お願いしているとこ

ろです。 

　また、この対象者が令和４年２月末までに生

まれた子供さんも対象ということになっており

ますので、出生の手続の際には、合わせてこの

ことについても、御案内させていただきたいと

思っております。 

　なお、児童手当の対象外となっている高等学

校につきましては、既に県よりチラシの配布が

なされているということを伺っているところで

す。 

　以上です。 

○議長（寺田公一君）　３番三木健正君。 

○３番（三木健正君）　御説明ありがとうござ

いました。 

　非常に大切な事業だと思っておりますので、

抜けのないような方法を、ぜひとも検討いただ
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ければと思います。 

　続きまして３項目めに移ります。 

　同じく令和３年度宿毛市一般会計補正予算

（第２号）、第５款農林水産業費、第１項農業

費、３目農業振興費、１２節委託料、３５８万

８，０００円につきまして、質疑を行います。 

　この事業の算出根拠につきまして、新規事業

調査票にもございますが、できるだけ、もう少

し詳しくお聞かせ願いたいのと、また、この調

査票にございます数字の中で、１．１という数

字がございます。これは恐らく消費税の１．１

だというふうに推測されるわけですが、その項

目の中に、お米等という記入がございます。と

いうことは、軽減税率の関係から、食料品は

８％ということになりますので、１．１と試算

の数字をもってきた理由につきまして、御説明

をお願いをいたします。 

○議長（寺田公一君）　産業振興課長。 

○産業振興課長（岩本敬二君）　産業振興課長、

３番、三木議員の質疑にお答えいたします。 

　議案第２号別冊、令和３年度宿毛市一般会計

補正予算（第２号）、１６ページ。 

　第５款農林水産業費、第１項農業費、３目農

業振興費、１２節委託料、学生応援すくもふる

さと便事業委託料、３５８万８，０００円の算

出根拠について、御説明させていただきます。 

　まず、対象者の人数につきましては、現在の

高校３年生に当たる人数を２００名程度と試算

し、大学、専門学校等への進学率を、高知県の

統計調査より、約６割と推計しております。 

　在学期間を４年間として、４８０人と算出し

ております。この４年間分につきましては、２

年生学校や中途退学、大学院進学としての増減

を考慮して平均として想定しております。 

　また、１件当たりの送料を約１，０００円と、

ふるさと便の荷造り、配送等の作業に係る委託

事業者の経費を１５％と試算し、合計で３５８

万８，０００円と算出しております。 

　次に、消費税分の積算についてですが、食品

を中心に想定しておりますが、その他の食品以

外の特産品も考えるために、それを対応可能と

するため、全体を消費税１０％とした場合を算

出の基準として試算し、予算計上させていただ

いております。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　３番三木健正君。 

○３番（三木健正君）　承知いたしました。 

　１点、再質疑をさせていただきます。 

　今回の対象者ですが、対象者は、住民票が宿

毛市にあるなしにかかわらず、ここの対象とな

るのかどうか、その点をお聞かせ願います。 

○議長（寺田公一君）　産業振興課長。 

○産業振興課長（岩本敬二君）　産業振興課長、

３番、三木議員の再質疑にお答えいたします。 

　学生自身の現在の住民票につきましては、ど

ちらでも対象とすることとしております。 

　ただし、宿毛市出身者であることの確認事項

として、学生本人の住民票が宿毛市に有してい

るか、有していたことがあること。それから、

保護者等が宿毛市に住民票を有していること、

こういった要件を付すこととしております。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　３番三木健正君。 

○３番（三木健正君）　承知いたしました。 

　続きまして、最後の４項目めになります。 

　同じく、議案第２号別冊、令和３年度宿毛市

一般会計補正予算（第２号）の１６ページ。 

　第６款商工費、第１項商工費、２目商工業振

興費、１８節負担金補助及び交付金の８，４６

０万円につきまして、お伺いをいたします。 

　まず、１点目ですが、今現在、経済産業省の

ほうで行われている一時支援金、月次支援金と

いうのが施行されて、実施されておりますが、

その国の補助金の部分との兼ね合いにつきまし
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ては、どのようになっているのかをお聞かせ願

います。 

○議長（寺田公一君）　商工観光課長。 

○商工観光課長（長山敏昭君）　商工観光課長、

３番、三木議員の質疑にお答えいたします。 

　議案第２号別冊、令和３年度宿毛市一般会計

補正予算（第２号）、１６ページ。 

　第６款商工費、第１項商工費、２目商工業振

興費、１８節負担金補助及び交付金。宿毛市コ

ロナ対策事業者月次支援金８，４６０万円につ

いての質問でございます。 

　経済産業省が行う一時支援金、また月次支援

金との兼ね合いについてということでございま

したが、国の支援金との併給はできるのかとい

う御質問であったかと思います。 

　このたび、本市が行う宿毛市コロナ対策事業

者月次支援金につきましては、経済産業省の一

時支援金及び月次支援金の受給者を支給対象外

としておりませんので、本市が定める支給要件

を満たした場合、併給は可能となります。 

　以上であります。 

○議長（寺田公一君）　３番三木健正君。 

○３番（三木健正君）　承知いたしました。並

行して申請が可能ということで、承知をしまし

た。 

　再質疑ですが、この申請に必要な提出書類等

は、どのようなものを想定されているのか、お

聞かせ願います。 

○議長（寺田公一君）　商工観光課長。 

○商工観光課長（長山敏昭君）　引き続きまし

て、この月次支援金について申請時の提出書類、

何が必要かという御質問だったかと思います。 

　宿毛市コロナ対策事業者月次支援金につきま

しては、令和３年５月、または６月分の売上げ

が、令和元年または令和２年同月比で３割以上

減少している中小企業者の方を対象としており

ますので、繰上げの減少を確認するための資料

等の提出をお願いすることとしております。 

　具体的には、税の申告が済んでいることを証

明していただくために、確定申告書等の写しを

提出していただきます。 

　また、今年の５月、または６月分の売上げ台

帳及び令和元年、または令和２年の同月の売上

げ台帳等の写しを提出していただきます。 

　これらは、支援金に該当するかどうかを判定

するための要件を確認する書類となります。 

　そのほかに、事実確認の書類としまして、本

人確認書類の写し、支援金を振り込むための口

座が分かる通帳の写し、飲食店における営業許

可証の写しなどを提出していただくこととして

おります。 

　以上であります。 

○議長（寺田公一君）　３番三木健正君。 

○３番（三木健正君）　承知いたしました。 

　最後、もう１点、再質疑になりますが、この

申請を行った場合に、申請から給付に至るまで

の時間帯、どのぐらいで給付に至るのか、それ

を目標としているのかをお聞かせ願います。 

○議長（寺田公一君）　商工観光課長。 

○商工観光課長（長山敏昭君）　商工観光課長、

再質疑にお答えいたします。 

　申請から支援金が振り込まれるまでにどれぐ

らい時間がかかるのかという御質問であったか

と思います。 

　事業を営む方を支援するための支援金であり

ますので、できる限り速やかな支給を心がけ、

申請の日から２週間以内には、御指定の口座に

振り込めるように努力したいと考えております。 

　また、申請受付期間なんですけれども、７月

１日から８月３１日までの２カ月間として、申

請受付場所は市役所１階の選挙管理委員会横の

臨時窓口と、２階商工観光課窓口とする予定で

あります。 

　なお、７月１０日土曜日と、翌１１日の日曜



－ 118 －

日の２日間につきましては、休日窓口を開設す

る予定としておりますので、そちらも御利用い

ただければと思います。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　３番三木健正君。 

○３番（三木健正君）　丁寧な御説明、承知い

たしました。 

　今日質疑させていただきました４点共に、宿

毛市の状況、これ宿毛市だけではない、全国的

なことではありますが、逼迫した市民生活や、

またその事業を営んでいる方々の事業の今後の

継続に向けて、必要な対策、また施策かという

ふうに思っておりますので、ぜひとも執行され

る場合には、速やかで、確実に行っていただき

たいというふうに思っております。 

　以上で質疑を終わります。ありがとうござい

ました。 

○議長（寺田公一君）　１０番岡﨑利久君。 

○１０番（岡﨑利久君）　おはようございます。

１０番、質疑を行います。 

　私が質疑をいたしますのは、議案第２号別冊、

令和３年度宿毛市一般会計補正予算（第２号）、

５ページ。 

　第２表債務負担行為補正でございます。 

　宿毛市立社会体育施設等指定管理業務委託料

について、まずはじめに、事業の目的と事業内

容について、お伺いをいたしたいと思います。 

○議長（寺田公一君）　生涯学習課長。 

○生涯学習課長兼宿毛文教センター所長（岡本　

武君）　生涯学習課長兼宿毛文教センター所長、

１０番、岡﨑議員の質疑にお答えさせていただ

きます。 

　議案第２号別冊、令和３年度宿毛市一般会計

補正予算（第２号）、５ページ。タブレットデ

ータの６ページの第２表債務負担行為補正の追

加。宿毛市立社会体育施設等指定管理業務委託

料についてでございます。 

　令和４年度から令和６年度までの宿毛市立社

会体育施設等指定管理業務委託料として、限度

額、１億６，７３５万７，０００円に、消費税

及び地方消費税を加えた額の範囲内として、計

上をさせていただいております。 

　本市社会体育施設等におきましても、民間の

能力を活用し、効率的かつ効果的な施設の管理

運営を図るため、指定管理者制度を導入したい

ものでございまして、宿毛運動公園、通称宿毛

市野球場、平田公園、宿毛市総合運動公園、宿

毛市立東部運動場、宿毛市立高砂グラウンド及

び宿毛市和田体育館に係る管理運営事業につき

まして、令和４年４月１日に指定管理者制度を

導入したいと考えてございます。 

　また、宿毛運動公園では、野球場・補助グラ

ウンド・雨天練習場等、平田公園ではテニスコ

ート・多目的広場等。総合運動公園では、市民

体育館・陸上競技場・多目的グラウンド・補助

グラウンド・防災広場と、あと遊具等、各施設

の連携を図り、効果的な運用を図るとともに、

より利用者の利便性の向上を図るため、施設を

一体的に管理できるよう、債務負担行為額につ

きまして、対象施設に係る人件費や光熱水費、

施設管理や保守点検などの関係支出額等を積み

上げて、算出をさせていただいております。 

　なお、当市社会体育施設等のうち、老朽化が

進んでおります宿毛市栄喜体育館と、ＰＦＩ事

業で維持管理業務の一部の実施が見込まれてお

ります宿毛小学校体育館の附帯施設でございま

す宿毛市立武道館については、指定管理者制度

の導入施設から除外して見込んでおります。 

　指定管理者の管理の期間といたしましては、

条例では、５年以内と規定されておりますが、

社会体育施設におきまして、初めての指定管理

者制度導入となりますので、令和４年度から令

和６年度の３年間とさせていただいております。 

　以上でございます。 
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○議長（寺田公一君）　１０番岡﨑利久君。 

○１０番（岡﨑利久君）　先ほど、課長よりる

る説明がありまして、事業の内容、目的につい

ては承知をいたしました。 

　次に、再質疑をいたします。 

　指定管理の業務委託の方法について、どのよ

うな方法でするようにしているのか、今現在、

答えることができるのであれば、答えていただ

きたいと思います。 

○議長（寺田公一君）　生涯学習課長。 

○生涯学習課長兼宿毛文教センター所長（岡本　

武君）　生涯学習課長兼宿毛文教センター所長、

岡﨑議員の再質疑にお答えさせていただきます。 

　業務委託の方法、業務委託の選定方法につい

てでございますが、今後、仕様書等を公開する

中で、より慎重で公平な選定を行うため、公募

型プロポーザル方式によりまして、募集を行い、

選定したい、このように考えております。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　１０番岡﨑利久君。 

○１０番（岡﨑利久君）　公平性を保つために、

公募によるプロポーザル方式でしていきたいと

いうことでございますので、了解をいたしまし

た。 

　最後に、指定管理の業務委託をすることによ

って、どの程度の経費が削減されるのであるか、

その点について、お伺いをいたしたいと思いま

す。 

○議長（寺田公一君）　生涯学習課長。 

○生涯学習課長兼宿毛文教センター所長（岡本　

武君）　生涯学習課長兼宿毛文教センター所長、

岡﨑議員の質疑にお答えさせていただきます。 

　当課の試算といたしまして、削減経費は主に

人件費を考えてございまして、現在、直営で行

っております業務のうち、料金収受、施設予約、

施設修繕等の施設管理部分を指定管理者が行う

ことによりまして、年間約４９０万円の削減を

見込んでございます。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　１０番岡﨑利久君。 

○１０番（岡﨑利久君）　経費の削減について、

人件費見合いで４９０万円ということでござい

ます。 

　もう少し大幅な削減があるのかなというふう

に期待をしたわけではございますが、４９０万

円ということで、了解をさせていただきました。 

　以上で私の質疑は終了いたします。ありがと

うございます。 

○議長（寺田公一君）　１２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君）　おはようございます。

１２番、松浦でございます。 

　本議会に提案されました議案について、質疑

を行いたいと思います。 

　今回、質疑するのは３点ほどでございまして、

議案第２号別冊の令和３年度宿毛市一般会計補

正予算（第２号）についての中の３項目という

ことで、質疑をさせてもらいたいと思います。 

　まず最初、１２ページ。 

　第２款総務費、第１項総務管理費、１５目防

災対策費のうち、１８節負担金補助及び交付金

の中の地域防災組織育成助成事業補助金として、

２００万円が計上されておりますけれども、こ

の内容といいますか、どういうところに補助し

ようとしているのかを含めて、お願いします。 

○議長（寺田公一君）　危機管理課長。 

○危機管理課長（上村秀生君）　危機管理課長、

１２番、松浦議員の質疑にお答えいたします。 

　議案第２号別冊、令和３年度宿毛市一般会計

補正予算（第２号）、１２ページ。 

　第２款総務費、第１項総務管理費、１５目防

災対策費、１８節負担金補助及び交付金。地域

防災組織育成助成事業補助金２００万円の内容

について、御説明いたします。 

　本事業は、一般財団法人自治総合センターが
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実施する宝くじ社会貢献事業でありますコミュ

ニティー助成事業を活用し、自主防災組織が行

う地域の防災活動に直接必要な設備等の整備に

対し、２００万円を上限に補助金を交付するも

のとなっております。 

　今回の補助金の交付先は、大島地区自主防災

会でございまして、避難時に必要となるテント

や災害救助工具セット、またソーラーパネルで

蓄電できるモバイルバッテリーや、ＡＥＤなど

の防災備品を整備するという予定となっており

ます。 

　大島地区自主防災会では、避難訓練の実施や

防災会独自の防災啓発チラシの発行を行うなど、

積極的に防災対策に取り組んでおりまして、こ

の活動が自治総合センターに認められ、事業採

択されたことに伴いまして、今議会において補

正予算を計上させていただいたものでございま

す。 

　なお、財源内訳につきましては、全額が自治

総合センターからの助成金となっております。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　１２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君）　今、課長のほうから、

大島地区という、１か所ということでございま

すけれども、この議会の中でも防災について、

来るべき南海トラフの大地震対策に向けて、そ

れぞれ皆さんが質疑、質問をされてきておりま

す。 

　そういう面で防災対策、本当に真剣に考えな

ければならない課題でございまして、広く市民

にＰＲというか、各自主防の皆さんに、こうい

う補助金がありますよというお知らせをするこ

とが必要でないかなと思いますけれども、そこ

らあたりについて、御意見があれば。 

○議長（寺田公一君）　危機管理課長。 

○危機管理課長（上村秀生君）　危機管理課長、

松浦議員の再質疑にお答えいたします。 

　本助成事業につきましては、これまでもホー

ムページの掲載による周知、また地域防災活動

に必要な設備整備を希望する自主防災組織には、

個別に紹介をしてまいりましたが、議員御指摘

のように、この助成事業を知らない自主防災組

織もあろうかと思いますので、多くの自主防災

組織で活用できるよう、周知してまいりたい、

このように考えております。 

　以上です。 

○議長（寺田公一君）　１２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君）　宝くじの事業という

ことで、申請しても該当するかどうか、相手が

決めることで、決めることと言ったら語弊かも

分かりませんけれども、そういう分ではござい

ますけれども、やはり防災対策をしていくとい

う部分で、広く各自主防災組織に、こういう補

助金がありますよと。活用しませんかというこ

とで、お知らせをしていただきたいというふう

に思います。 

　課長のほうも、そういう方向でやるというこ

とでございますので、よろしくお願いします。 

　次は、１６ページ。 

　第５款農林水産業費、第１項農業費、５目農

地費の１４節工事費、農業用施設維持修繕工事

費として２，７００万円が計上されておるわけ

ですけれども、どこの施設で維持をし、修繕を

しようとしているのか事業の内容についてお願

いします。 

○議長（寺田公一君）　土木課長。 

○土木課長（澤田英典君）　土木課長、１２番、

松浦議員の質疑にお答えします。 

　議案第２号別冊、令和３年度宿毛市一般会計

補正予算（第２号）、１６ページ。 

　第５款農林水産業費、第１項農業費、５目農

地費、１４節工事請負費、農業用施設維持修繕

工事費２，７００万円の内容について、御説明

いたします。 
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　本予算は、公共水道が設置されていない野地

の小川地区において、生活用水を確保するため、

高知県中山間地域支援総合補助金を活用し、飲

料水供給施設を整備するものです。 

　整備施設としましては、配水管、ポンプ施設、

貯水槽、深井戸等があり、配管延長としまして

は、約４５０メートルになります。 

　以上です。 

○議長（寺田公一君）　１２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君）　そういう面で、この

予算書を見ると、維持修繕ということであるわ

けで、どこかハウスでも壊れたのかなという思

いがしていたわけですけれども、小川地区に飲

料水の供給施設をつくるということで、文字と

あれとが、私のところでは理解できませんでし

たので、質問させてもらいました。 

　次は、１７ページの第６款商工費、第１項商

工費、５目観光費、１４節工事請負費の中の、

これは２つあるわけですけれども、そのうちの

１つ、大島桜公園遊歩道設置工事費、僅か８３

万６，０００円でありますが、どういう工事と

いうか、遊歩道を造ろうとしておるのか、御説

明を求めます。 

○議長（寺田公一君）　商工観光課長。 

○商工観光課長（長山敏昭君）　商工観光課長、

１２番、松浦議員の質疑にお答えいたします。 

　議案第２号別冊、令和３年度宿毛市一般会計

補正予算（第２号）、１７ページ。 

　第６款商工費、第１項商工費、５目観光費、

１４節工事請負費、大島桜公園遊歩道設置工事

費、８３万６，０００円についてでございます。 

　工事内容を説明させていただきます。 

　大島桜公園内にありますサイクリングロード

から展望台につながる坂道、約４０メートルに

擬木製の階段を設置しようとするものでござい

ます。 

　現在、石板敷きの階段が設置されております

が、一部にゆがみが出て、不安定な部分があり

ます。 

　この展望台は、大島桜公園内の桜が見渡せる

だけでなく、宿毛湾の絶景を眺めることができ

る場所となっております。 

　今回、新たに擬木製の階段を整備することで、

より多くの市民や観光客の皆様に、安全に展望

台に上っていただいて、そこからの景色を楽し

んでいただけるものと考えております。 

　以上でございます。 

○議長（寺田公一君）　１２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君）　これを言うと、一般

質問になるわけですけれども、大島の公園の関

係、私も一般質問をさせてもらいました。そう

いう面で、小出しに、ちょびちょび出すのでは

なしに、どうするんだということのもとに、予

算をつくっていただくと、分かりやすいかなと

思います。 

　意見を申し上げまして、質疑を終わります。

ありがとうございました。 

○議長（寺田公一君）　以上で、通告による質

疑は終了いたしました。 

　ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（寺田公一君）　ほかに質疑がありませ

んので、これにて質疑を終結いたします。 

　お諮りいたします。 

　ただいま議題となっております議案のうち、

「議案第１号」については、会議規則第３７条

第３項の規定により、委員会の付託を省略いた

したいと思います。 

　これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（寺田公一君）　御異議なしと認めます。 

　よって、「議案第１号」は、委員会の付託を

省略することに決しました。 

　ただいま議題となっております「議案第２号
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から議案第１４号まで」の１３議案は、お手元

に配付してあります議案付託表のとおり、それ

ぞれ所管の委員会へ付託いたします。 

　お諮りいたします。 

　議案等審査のため、６月２４日、６月２５日、

及び６月２８日、６月２９日は休会いたしたい

と思います。 

　これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（寺田公一君）　御異議なしと認めます。 

　よって、６月２４日、６月２５日、及び６月

２８日、６月２９日は休会することに決しまし

た。 

　以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

　６月２４日から６月２９日までの６日間休会

し、６月３０日午前１０時より再開いたします。 

　本日は、これにて散会いたします。 

午前１１時１６分　散会 
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議　案　付　託　表 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和３年第２回定例会　 

 
 

 
付託委員会 議 案 番 号 件　　　　　　　　　　　　　　　名

 
予 算 決 算 

常任委員会 

（　１件）

議案第　２号 令和３年度宿毛市一般会計補正予算について

 

総 務 文 教 

常任委員会 

（　７件）

議案第　３号 

 

議案第　４号 

 

議案第　５号 

議案第１１号 

議案第１２号 

議案第１３号 

議案第１４号

宿毛市空き家活用移住定住促進住宅の設置及び管理に関する条

例の一部を改正する条例について 

宿毛市固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例につ

いて 

宿毛市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 

宿毛市都市公園条例の一部を改正する条例について 

指定管理者の指定について 

工事請負契約の締結について 

工事請負契約の締結について

 

産 業 厚 生 

常任委員会 

（　５件）

議案第　６号 

 

議案第　７号 

 

議案第　８号 

議案第　９号 

議案第１０号 

 

宿毛市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関

する基準を定める条例の一部を改正する条例について 
宿毛市家庭的保育事業等の設置及び運営に関する基準を定める

条例の一部を改正する条例について 
宿毛市介護保険条例の一部を改正する条例について 
宿毛市国民宿舎条例の一部を改正する条例について 
宿毛市高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に係る特定道

路の構造、特定公園施設の設置に関する基準を定める条例の一

部を改正する条例について
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令和３年 

第２回宿毛市議会定例会会議録第５号 

 

１　議事日程 

　　　　第１６日（令和３年６月３０日　水曜日） 

午前１０時　開議 

　　　第１　議案第１号から議案第１４号まで 

　　　　　　（議案第１号、討論、表決） 

　　　　　　（議案第２号から議案第１４号まで、委員長報告、質疑、討論、表決） 

　　　第２　陳情第１３号 

　　　第３　委員会調査について 

　　　第４　意見書案第１号及び意見書案第２号 

　　　　　　意見書案第１号　原発処理汚水の海洋放出に関する意見書 

　　　　　　意見書案第２号　選択的夫婦別姓制度の導入を求める意見書 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

２　本日の会議に付した事件 

　　　日程第１　議案第１号から議案第１４号まで 

　　　日程第２　陳情第１３号 

　　　日程第３　委員会調査について 

　　　日程第４　意見書案第１号及び意見書案第２号 

　　　日程追加　決議案第１号 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

３　出席議員（１３名） 

　　　１番　今　城　　　隆　君　　　　　２番　堀　　　　　景　君 

　　　３番　三　木　健　正　君　　　　　４番　川　田　栄　子　君 

　　　５番　川　村　三千代　君　　　　　７番　髙　倉　真　弓　君 

　　　８番　山　上　庄　一　君　　　　　９番　山　戸　　　寛　君 

　　１０番　岡　﨑　利　久　君　　　　１１番　野々下　昌　文　君 

　　１２番　松　浦　英　夫　君　　　　１３番　寺　田　公　一　君 

　　１４番　濵　田　陸　紀　君 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

４　欠席議員 

　　　な　し 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

５　事務局職員出席者 

　　　事 務 局 長　　朝比奈　淳　司　君 

 　　　次長兼庶務係長 奈　良　和　美　君
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　　　議 事 係 長　　桑　原　美　穂　君 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

６　出席要求による出席者 

　　　市 長　　中　平　富　宏　君 

　　　副 市 長　　岩　本　昌　彦　君 

　　　企 画 課 長　　黒　田　　　厚　君 

　　　総 務 課 長　　桑　原　　　一　君 

　　　危機管理課長　　上　村　秀　生　君 

　　　市 民 課 長　　中　山　佳　久　君 

　　　税 務 課 長　　山　岡　敏　樹　君 

　　　健康推進課長　　松　田　まなみ　君 

　　　長寿政策課長　　谷　本　裕　子　君 

　　　環 境 課 長　　谷　本　和　哉　君 

　　　人権推進課長　　山　戸　達　朗　君 

　　　産業振興課長　　岩　本　敬　二　君 

　　　商工観光課長　　長　山　敏　昭　君 

　　　土 木 課 長　　澤　田　英　典　君 

　　　都市建設課長　　小　島　裕　史　君 

　　　福祉事務所長　　河　原　志加子　君 

　　　水 道 課 長　　川　島　義　之　君 

　　　教 育 長　　鎌　田　勇　人　君 

 

 　　　兼 調 査 係 長

 　　　会計管理者兼 

　　　会 計 課 長
佐　藤　恵　介　君

 　　　教 育 次 長 兼 

　　　学校教育課長
和　田　克　哉　君

 　　　生涯学習課長 

　　　兼 宿 毛 文 教 

　　　センター所長

岡　本　　　武　君

 　　　学 校 給 食 

　　　センター所長
平　井　建　一　君

 　　　選挙管理委員会 

　　　事 務 局 長
児　島　厚　臣　君
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－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１０時００分　開議 

○議長（寺田公一君）　これより本日の会議を

開きます。 

　日程第１「議案第１号から議案第１４号まで」

の１４議案を一括議題といたします。 

　これより「議案第１号」について、討論に入

ります。 

　討論はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（寺田公一君）　討論がありませんので、

これにて討論を終結いたします。 

　お諮りいたします。 

　「議案第１号」は、これに同意することに御

異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（寺田公一君）　御異議なしと認めます。 

　よって、「議案第１号」は、これに同意する

ことに決しました。 

　これより「議案第２号から議案第１４号まで」

の１３議案について、委員長の報告を求めます。 

　予算決算常任委員長。 

○予算決算常任委員長（山上庄一君）　予算決

算常任委員長。本委員会に付託されました議案

第２号の１議案について、審査の概要とその結

果を御報告いたします。 

　議案の審査に当たりましては、効率的な審議

を行うため、本委員会を２つの分科会に分け、

６月２４日と６月２５日の２日間にわたり審議

を行いました。 

　その後、６月２９日に意見調整のための全体

委員会を開催し、各分科会主査の審査結果の報

告と質疑を経て、意見調整を行った結果、本委

員会に付託された議案１件につきましては、原

案を妥当と認め、可決すべきものと決しました。 

　議案第２号別冊、令和３年度宿毛市一般会計

補正予算（第２号）の５ページ、第２表、債務

負担行為補正、事項、宿毛市社会体育施設等指

定管理業務委託料、期間、令和４年度から令和

６年度、限度額、１億６，７３５万７，０００

円に消費税及び地方消費税を加えた額の範囲内

についてであります。 

　本件は、一部を除く社会体育施設を一体的に

管理し、利用者の利便性の向上を図るため、指

定管理者制度を導入しようとするものです。 

　なお、指定管理者の公募に当たっては、より

慎重で公平な選定を行うため、公募型プロポー

ザルにより、行われる予定であります。 

　委員からは、公募要件として、市内業者とい

う項目はあるのか。また、指定管理者が受け持

つ業務内容はどういったことを想定しているの

か、との質問があり、執行部からは、市内に住

所を有する事業者を想定しており、業務内容に

ついては、維持管理を含めた業務であり、積算

内容としては、現在の芝刈り、清掃等の委託、

光熱水費、人件費などを積算しているとの回答

がありました。 

　また、委員からは、大規模修繕が必要な箇所

もあると思うが、現在、修繕が必要な箇所につ

いては、修繕をした上で、指定管理者に引き継

ぐのか、大規模修繕に関しては、計画的な修繕

を検討しておくべきではないかとの質問があり、

執行部からは、可能な範囲の修繕は引き継ぐ前

に行い、指定管理者との合意が必要であると考

えている。陸上競技場と野球場については、修

繕費が高額となる見込みとなっている。陸上競

技場は、補助金の活用を考えたとしても、宿毛

市単独では難しい状況になっており、近隣自治

体への相談も必要だと考えているとの回答があ

りました。 

　本件に関して、委員からは、事故等があった

場合に、事業者が責任をとれる体制かどうかが

大事である。公募事業者の審査の過程において

は、事業者の体制が指定管理者としてふさわし
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いかどうかについても、見極めていただきたい

との意見がありました。 

　続きまして、同じく１２ページ、第２款総務

費、第１項総務管理費、７目企画広報費、１８

節負担金補助及び交付金、宿毛市新型コロナウ

イルス感染症対策地域活動支援補助金１，００

０万円についてであります。 

　本予算は、新型コロナウイルス感染症の感染

拡大予防を行いながら、地域における健康増進

活動や、地域コミュニティー活動の取組を支援

するため、感染予防対策として行う施設整備等

に対し、予算の範囲内で補助金を交付するもの

です。 

　委員からは、補助事業の周知はどのように考

えているのかとの質問があり、執行部からは、

広報で周知する予定となっている。また、補助

対象としては、地区を想定しているので、個別

の老人クラブ等への周知は考えておらず、地区

長連合会や、広報を通じた周知を考えている。 

　その他については、申請状況を見ながら周知

していきたいとの回答がありました。 

　委員からは、広報への掲載だけでは十分に周

知できない可能性があるので、できるだけ多く

の方に知っていただくための周知方法について、

検討を求めるとの意見がありました。 

　続きまして、同じく１２ページ、第２款総務

費、第３項戸籍・住民基本台帳費、１目戸籍・

住民台帳費、補正総額９，１３７万７，０００

円についてであります。 

　本予算は、宿毛市マイナンバーカード交付率

向上事業を実施するためのもので、マイナンバ

ーカードを受け取りをした方に地域振興券を配

付し、交付率向上を目指すとともに、地域経済

の活性化を図ることを目的としております。 

　なお、６月１日現在のマイナンバーカードの

交付実績は、１万２，３６１枚で、交付率は６

１．２％となっております。 

　委員からは、マイナンバーカードについて、

交付申請をしたが受け取りに来ていない方はど

のぐらいいるのか。また、取りに来ていない理

由は把握しているのか、との質問があり、執行

部からは、受け取りに来ていないのは、最近、

通知した方も含めると、１，０００枚程度であ

る。 

　取りに来ていない理由の一つとしては、子供

が県外におり、コロナ禍でなかなか帰省ができ

ないことから、本人確認ができないため、受け

取りに来ることができないという話を聞いてい

る。 

　また、受取を忘れている方もいるようである、

との回答がありました。 

　続きまして、１５ページ。第４款衛生費、第

３項清掃費、１目塵芥処理費、１４節工事請負

費、リサイクルステーション建設工事費、５７

５万１，０００円について、御報告します。 

　本件は、フジ宿毛店敷地内に雑誌、新聞、ダ

ンボール等の屋根つきリサイクルステーション

を設置し、天候に左右されず、紙ごみを出せる

ようにすることで、市民の利便性及びリサイク

ル率の向上を図るものです。 

　委員からは、リサイクルステーションの対象

地域や、持込みは自由にできるのかとの質問が

あり、執行部からは、地域は関係なく買物つい

でに持って来ていただきたい。また、フジ宿毛

店の営業時間内の対応を考えているとの回答が

ありました。 

　続いて、１６ページ。第５款農林水産業費、

第１項農業費、３目農業振興費、１２節委託料、

学生応援すくもふるさと便事業委託料、３５８

万８，０００円について、御報告します。 

　本件は、新型コロナウイルス感染症拡大によ

り、日々の生活や将来に影響が出ている本市出

身者で、市外在住の１８歳から２９歳までの学

生に対し、５，０００円相当分の米を中心とし
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た宿毛市の特産品を送付するものです。 

　委員からは、ふるさと便として、米などの食

料品にした理由は何かとの質問があり、執行部

からは、収入が減収した学生が多いと考え、食

料品を中心とした。また、就職活動の遅れがあ

ったと思われるので、合同就職説明会などの就

職活動情報を同梱するとの回答がありました。 

　委員からは、物品だけではなく、一言添えた

便りも送付していただきたい。また、マイナン

バーカードの情報や広報すくもなど、宿毛を思

い出してもらえる内容にしてもらいたい、とい

った意見や、できるだけ広く宿毛の特産品を送

るよう、商工観光課とも連携を取り、商品選択

を行ってほしい、との意見がありました。 

　同じく１６ページ、第６款商工費、第１項商

工費、２目商工業振興費、１８節負担金補助及

び交付金、宿毛市コロナ対策事業者月次支援金、

８，４６０万円について、御報告いたします。 

　本件は、新型コロナウイルス感染症の急拡大

を受け、売上げの減少等による経済被害を受け

ている市内業者に対して、宿毛市コロナ対策事

業者月次支援金を給付するものであります。 

　委員からは、既に今までの給付金の事業で重

複している書類がある部分は提出しなくてもよ

いのか、との質問があり、執行部からは、申請

書類はできる限り省略できる様式としており、

重複して提出しなくてもよい運用を行う、との

回答がありました。 

　これに対し、委員からは、提出書類の煩雑さ

をできるだけ軽減できるよう、努めてほしいと

の意見もありました。 

　次に、１７ページ、第６款商工費、第１項商

工費、５目観光費、１４節工事請負費、咸陽島

公園流し台設置工事費、６６万５，０００円、

並びに、同じく１７ページ、第７款土木費、第

７項ダム対策費、１目ダム対策費、１０節需用

費、施設修繕料、２２万５，０００円について、

御報告します。 

　本件は、コロナ禍の影響により、生活スタイ

ルが屋外志向へ変化する中で、屋外レジャー施

設として整備を行い、観光資源である咸陽島公

園並びに中筋川ダムサイト公園を、さらに魅力

ある施設とするものです。 

　委員からは、咸陽島公園の流し台の設置場所

はどこを予定しているのか、との質問があり、

執行部からは、現在、トイレを設置している屋

根つきのコーナー部分に２基ほど設置を考えて

いる、との回答がありました。 

　また、中筋川ダムサイト公園内に流し台を設

置するということだが、キャンプができる意図

で設置するのか、との質問があり、執行部から

は、キャンプなどのアウトドア客に対応できる

ように設置するものである、との回答がありま

した。 

　委員からは、従来のアウトドアが楽しめる日

平公園、白岩岬などに加え、今回、咸陽島公園、

中筋川ダムサイト公園に流し台を新設されるな

ど、キャンプブーム、アウトドア需要に応える

形となるため、各課連携を図り、ホームページ

だけではなく、キャンプ場マップなどのチラシ

を作成し、観光協会の窓口に設置するなど、周

知、ＰＲに努め、本市の経済活性化に一役かっ

てほしいとの意見がありました。 

　以上で、本委員会に付託されました議案１件

についての審査の結果報告を終わります。 

○議長（寺田公一君）　総務文教常任委員長。 

○総務文教常任委員長（岡﨑利久君）　総務文

教常任委員長、本委員会に付託された７議案の

審査結果の御報告をいたします。 

　議案第３号は、宿毛市空き家活用移住定住促

進住宅の設置及び管理に関する状況の一部を改

正する条例についてでございます。 

　内容につきましては、宿毛市への移住定住を

促進することを目的に設置しております、宿毛



－ 130 －

市空き家移住定住促進住宅につきまして、新た

に１件の住宅の整備が完了しましたので、本条

例の一部を改正しようとするものです。 

　議案第４号は、宿毛市固定資産評価審査委員

会条例の一部を改正する条例についてでござい

ます。 

　内容につきましては、地方税法施行規則の一

部を改正する省令により、地方税関係書類への

押印を不要とする改正が行われたことから、本

条例の一部を改正しようとするものです。 

　議案第５号は、宿毛市国民健康保険税条例の

一部を改正する条例についてでございます。 

　内容につきましては、新型コロナウイルス感

染症の影響により、一定程度、収入が減少した

被保険者に対して、国民健康保険税の減免を行

うために、本条例の一部を改正しようとするも

のです。 

　議案第１１号は、宿毛市都市公園条例の一部

を改正する条例についてでございます。 

　内容につきましては、大深浦に所在する宿毛

運動公園テニスコートを有料公園施設から除外

し、無料公園施設として一般開放するため、本

条例の一部を改正しようとするものです。 

　議案第１２号は、指定管理者の指定について

でございます。 

　内容につきましては、土佐くろしお鉄道株式

会社を、土佐くろしお鉄道宿毛線平田駅駅舎の

指定管理者として指定することについて、地方

自治法第２４４条の２第６項の規定により、議

会の議決を求めるものでございます。 

　審査の過程で、委員から平田駅駅舎の中はど

のような間取りになっているのかとの質問があ

り、執行部からは、現在は待合所として利用さ

れているが、待合所の一角に売店用及び切符販

売用の空きスペースがある間取りとなっている

との回答がありました。 

　これに対し、委員からは、土佐くろしお鉄道

との協議は必要とは思うが、平田駅には駐車場

があり、近くには工業団地もあるという立地条

件のよさを生かすため、駅舎の空きスペースを

有効活用できるよう、検討を進めてほしい。 

　その他、鉄道高架下や宿毛駅の空きスペース

の有効活用についても、併せて検討を進めてほ

しいとの意見がありました。 

　議案第１３号及び議案第１４号は、工事請負

契約の締結についてでございます。 

　内容は、市内２か所に整備する津波避難タワ

ーにつきまして、６月７日に実施しました一般

競争入札により、契約の相手方及び契約金額が

決定しましたので、工事請負契約を締結するこ

とについて、地方自治法第９６条第１項第５号

の規定により、議会の議決を求めるものでござ

います。 

　以上７議案につきましては、担当課からの詳

しい説明を受ける中で、慎重に審査した結果、

いずれも原案を適当であると認め、全会一致で

可決すべきものと決しました。 

　以上で、本委員会に付託されました議案７件

についての報告を終わります。 

○議長（寺田公一君）　産業厚生常任委員長。 

○産業厚生常任委員長（川村三千代君）　産業

厚生常任委員長、本委員会に付託されました議

案５件について、審査結果を御報告いたします。 

　議案第６号は、宿毛市特定教育・保育施設及

び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定

める条例の一部を改正する条例についてでござ

います。 

　内容につきましては、特定教育・保育施設及

び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育

て支援施設等の運営に関する基準の一部を改正

する内閣府令が施行されたことに伴い、本条例

の一部を改正しようとするものです。 

　議案第７号は、宿毛市家庭的保育事業等の設

置及び運営に関する基準を定める条例の一部を
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改正する条例についてでございます。 

　内容につきましては、家庭的保育事業等の設

置及び運営に関する基準の一部を改正する省令

が施行されたことに伴い、本条例の一部を改正

しようとするものです。 

　議案第８号は、宿毛市介護保険条例の一部を

改正する条例についてでございます。 

　内容につきましては、議案第５号同様、新型

コロナウイルス感染症の影響により、一定程度、

収入が減少した被保険者に対して、介護保険料

の減免を行うために、本条例の一部を改正しよ

うとするものです。 

　議案第９号は、宿毛市国民宿舎条例の一部を

改正する条例についてでございます。 

　内容につきましては、新型コロナウイルス感

染症の影響を受ける中で、より安定的な事業継

続を図るため、本条例の一部を改正しようとす

るものです。 

　委員からは、新型コロナウイルス感染症の影

響で、繁忙期間、加算額、延長料金の値上げな

どを行うが、コロナ収束までの限定的なものな

のか、それとも恒常的になるのか、との質問が

ありました。 

　執行部からは、現在の指定管理者はこれまで

の実績と比べ、宿泊客数は最大２倍、売上高も

約２倍になるなど、期待以上の成果をあげてい

る。 

　しかし、展望露天風呂の改修費や、旅行形態

が団体から個別化になっているため、単年度の

黒字は達成できていない。サービス向上に努め

つつ、経費節減を図り、自助努力をしているが、

現在の料金体系では、経営状態を好転させるこ

とは難しいと考えており、今後はこの価格で続

ける予定である、との回答がありました。 

　議案第１０号は、宿毛市高齢者、障害者等の

移動等の円滑化の促進に係る特定道路の構造、

特定公園施設の設置に関する基準を定める条例

の一部を改正する条例についてでございます。 

　内容につきましては、高齢者、障害者等の移

動等の円滑化の促進に関する法律の一部を改正

する法律が施行されたことに伴い、本条例の一

部を改正しようとするものです。 

　以上の議案につきましては、担当課から詳し

い説明を受け、慎重に審査した結果、全会一致

をもって可決すべきものと決しました。 

　以上、本委員会に付託されました議案５件に

ついての報告を終わります。 

○議長（寺田公一君）　以上で、委員長の報告

は終わりました。 

　ただいまの委員長報告に対する質疑に入りま

す。 

　質疑はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（寺田公一君）　格別質疑がありません

ので、これにて質疑を終結いたします。 

　これより「議案第２号から議案第１４号まで」

の１３議案について、討論に入ります。 

　討論はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（寺田公一君）　討論がありませんので、

これにて討論を終結いたします。 

　これより「議案第２号から議案第１４号まで」

の１３議案を一括採決いたします。 

　本案に対する委員長の報告は可決であります。 

　本案は、委員長の報告のとおり決することに

賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛　成　者　起　立） 

○議長（寺田公一君）　全員起立であります。 

　よって「議案第２号から議案第１４号まで」

の１３議案は、原案のとおり可決されました。 

　日程第２「陳情第１３号」を議題といたしま

す。 

　これより陳情第１３号について、委員長の報

告を求めます。 
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　産業厚生常任委員長。 

○産業厚生常任委員長（川村三千代君）　産業

厚生常任委員長、本委員会に付託されました陳

情第１３号の審査結果を御報告申し上げます。 

　陳情第１３号は、市道二ノ宮野地線の拡幅を

求める陳情書についてであります。 

　……………………………………………………

………………………… 

　内容につきましては、市道二ノ宮野地線は、

通学路にもなっているが、非常に狭隘な上に曲

線で、昼間でも見通しが悪く、また最近は野地

側からの県外ナンバーの車の通行も多くなって

おり、このことからも危険を感じている。 

　また、近い将来に想定されます南海トラフ地

震におけるライフラインとしての機能面からも

必要だと感じており、道路の拡幅工事を求める、

というものであります。 

　本陳情につきましては、審査の過程で、委員

から、この状態が続くのは望ましくないという

意見や、危険性は十分に理解できる、という意

見がある一方、ほかの市道にも同様の状況が見

られるという意見や、約５００メートルに及ぶ

市道の全面拡幅となると、財政的に厳しいとの

意見も出されました。 

　執行部からは、この路線は片側は川で、もう

一方は山であり、拡幅工事をするとなれば、山

側を切るため、大規模な工事が必要となり、市

単独では厳しいとの回答がありました。 

　以上の意見や陳情の趣旨も踏まえ、慎重に審

査をした結果、全会一致で趣旨採択と決しまし

た。 

　以上、本委員会に付託されました陳情１件に

ついての御報告を終わります。 

○議長（寺田公一君）　以上で、委員長の報告

を終わります。 

　ただいまの委員長報告に対する質疑に入りま

す。 

　質疑はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（寺田公一君）　格別質疑がありません

ので、これにて質疑を終結いたします。 

　これより、「陳情第１３号」について、討論

に入ります。 

　討論はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（寺田公一君）　討論がありませんので、

これにて討論を終結いたします。 

　お諮りいたします。 

　本件については、お手元に配付いたしました

審査報告書のとおりであります。 

　本件は、審査報告書のとおり決することに御

異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（寺田公一君）　御異議なしと認めます。 

　よって、本件については、審査報告書のとお

り決しました。 

　日程第３「委員会調査について」を議題とい

たします。 

　各常任委員長及び議会運営委員長から、目下

委員会において調査中の事件については、会議

規則第１１１条の規定により、お手元に配付い

たしました申出書のとおり、閉会中の継続調査

の申し出があります。 

　お諮りいたします。 

　委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続

調査に付することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（寺田公一君）　御異議なしと認めます。 

　よって、委員長から申し出のとおり、閉会中

の継続調査に付することに決しました。 

　日程第４「意見書案第１号及び意見書案第２

号」の２件を一括議題といたします。 

　この際、意見書案第１号及び意見書案第２号

について、提案理由の説明を求めます。 
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　１２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君）　１２番、意見書案第

１号についての提案理由の説明をさせていただ

きます。 

　２０１５年８月に政府と東京電力は、福島県

漁連等に対し、関係者の理解なしには、いかな

る処分もしない、と文書で回答しているにもか

かわらず、４月１３日、福島第一原発で発生し

た放射性物資、トリチウムを含む処理水を海洋

放出する方針を決定いたしました。 

　私としては、こうした政府の方針、今まで県

漁連と約束をし、県漁連に対し回答した部分に

対し、何ら対応もせず放置をしてきた。そして

その上に、海洋放出、断じて容認するわけには

まいらない。 

　宿毛市は御案内のとおり、伊方原発にも隣接

すると言いますか、近くにあるわけでございま

す。こうした問題が起きる可能性もあるわけで

ございます。宿毛市は、漁業を中心とする第一

次産業が盛んなところでございます。海洋放出

することによって、苦しむ、復興に努力をして

きた漁民に対し、そしてまたほかの産業に対し、

大変怒りを感じるところでございます。 

　御案内のとおり、福島県では７割を超える市

町村議会で海洋放出に反対、あるいは慎重であ

るべきであるとする意見書採択が決議をされて

おるのは、御承知のことと思います。 

　私としては、この意見書を皆さんのお手元に

配付されておると思いますけれども、海洋放出

について、判断は慎重に期し長期地上保管の検

討も含めるとともに、合わせて全国民への安全

性の科学的根拠を示す、風評被害への万全の対

策を講じることを強く求めておるところでござ

います。 

　そういった面で、この原発処理水の海洋放出

について、反対をし、今後十分な検討といいま

すか、科学的根拠を示しながら、理解を得る行

動をとるべきであるという思いで、意見書を提

出させていただきました。 

　議員各位の御理解を賜りますよう心からお願

い申し上げまして、提案理由とさせていただき

ます。 

　ありがとうございます。 

○議長（寺田公一君）　１番今城　隆君。 

○１番（今城　隆君）　意見書案第２号「選択

的夫婦別姓制度の導入を求める意見書につい

て」、提案理由を述べさせていただきます。 

　民法第７５０条では、夫婦は婚姻の際に定め

るところに従い、夫または妻の氏（姓）を称す

るとしています。 

　通称使用による夫婦別姓が社会的に広く認め

られるようになったものの、民法が別姓を認め

ていないことにより、結婚後の生活、仕事に支

障を生じる場合や、別姓を名のるために法律婚

ができないという問題があり、選択的夫婦別姓

制度を求める声は、国民の中に広がっています。 

　よって、民法を改正し、選択的夫婦別姓制度

を導入することを強く希望するものです。 

　以上、提案理由といたします。 

○議長（寺田公一君）　これにて、提案理由の

説明は終わりました。 

　これより質疑に入ります。 

　質疑はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（寺田公一君）　格別質疑がありません

ので、これにて質疑を終結いたします。 

　お諮りいたします。 

　意見書案第１号及び意見書案第２号の２件は、

会議規則第３７条第３項の規定により、委員会

の付託を省略いたしたいと思います。 

　これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（寺田公一君）　御異議なしと認めます。 

　よって、本件は、委員会の付託を省略するこ
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とに決しました。 

　これより、意見書案第１号について、討論に

入ります。 

　討論の通告がありますので、発言を許します。 

　１番今城　隆君。 

○１番（今城　隆君）　意見書案第１号「原発

処理汚染水の海洋放出に関する意見書」に、賛

成の立場から討論します。 

　原発処理水の海洋放出には、次の５つの問題

を指摘します。 

　１つ目は、社会的な合意形成の手続が踏まれ

ていないということです。 

　昨年２月、ＡＬＰＳ小委員会の海洋放出が現

実的とする報告書が公開されて以降、政府の指

定した関係団体４３人の意見聴取のみで、一般

市民の意見を聞く公聴会も開かれていません。 

　先ほど、松浦議員が言われましたように、福

島の７割の自治体、そして数多くの団体から海

洋放出に慎重、反対の意見書が提出されている

ことからも、社会的な合意形成がなされている

とは、到底言えないのです。 

　２つ目は、トリチウムの環境への放出は、厳

に避けるべきであるということです。 

　ＡＬＰＳ処理で取り除けないトリチウム水の

有害性を指摘する研究報告は、少なからずあり

ます。トリチウム、つまり三重水素の放射能は

弱くても、生物体内に取り込まれれば、遺伝子

などを構成する水素がトリチウムに置き換わり

ます。トリチウムは、時が来れば崩壊、遺伝子

破断を起こすからです。 

　政府は、トリチウムの年間放出量を２２兆ベ

クレル以下にするとしていますが、原発事故前

の１０倍の量であります。 

　そして、残留するストロンチウム９０などの

危険性についても、国民に広く知らせなければ

ならないということです。 

　したがって、環境への放出は、厳に避けるべ

きであるということです。 

　３つ目、海洋放出でも数十年に及ぶ長期間の

タンク保管は避けられないということです。海

洋放出をするとしても、数十年の期間を要する

ため、いずれにしても、タンクによる長期保管

は避けられず、海洋放出の理由であるタンク維

持管理等の問題が解消されるものではないので

す。 

　４つ目は、汚染水対策を含む廃炉方針の見直

しが不可欠であるということです。 

　廃炉の見通しは全く立っていません。汚染水

増加を防ぐためには、事故原子炉をシールドで

覆い、放射能の拡散を防ぐ長期遮蔽処理が現実

的と考えます。 

　汚染水の応急措置でも、十分な耐震設計がな

された大型タンクに移すことが必要であり、汚

染水は堅牢な大型タンクによる保管かモルタル

固化処分が合理的といえます。 

　最後の５つ目は、復興を妨げている最大の原

因は、政府及び東京電力への不信であります。 

　政府、東京電力は、問題を風評被害に矮小化

しています。現実的かつ技術的な裏づけのある

政策を、十分な情報とともに示し、理解を得る

努力が必要です。このままでは、ＡＬＰＳ処理

汚染水の海洋放出は行うべきではないし、国民

からも到底、受け入れられないでしょう。 

　以上の理由をもって、原発処理汚染水の海洋

放出に関する意見書案に賛成をいたします。 

○議長（寺田公一君）　以上で、通告による討

論は終わりました。 

　ほかに討論はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（寺田公一君）　ほかに討論がありませ

んので、これにて討論を終結いたします。 

　これより「意見書案第１号」を採決いたしま

す。 

　本案は、原案のとおり可決することに賛成の
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諸君の起立を求めます。 

（賛　成　者　起　立） 

○議長（寺田公一君）　起立６人であります。 

　議長を除くただいまの出席議員は１２人であ

りますので、可否同数であります。 

　よって、地方自治法第１１６条の規定により、

議長において、本案に対する可否を採決いたし

ます。 

　本案については、議長は否決と採決いたしま

す。 

　これより、意見書案第２号について討論に入

ります。 

　討論はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（寺田公一君）　討論がありませんので、

これにて討論を終結いたします。 

　これより「意見書案第２号」を採決いたしま

す。 

　本案は、原案のとおり可決することに賛成の

諸君の起立を求めます。 

（賛　成　者　起　立） 

○議長（寺田公一君）　起立多数であります。 

　よって、意見書案第２号は、原案のとおり可

決されました。 

　お諮りいたします。 

　ただいま意見書案第２号が議決されましたが、 

その条項、字句、数字、その他の整理を要する

ものにつきましては、その整理を議長に委任さ

れたいと思います。 

　これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（寺田公一君）　御異議なしと認めます。 

　よって、条項、字句、数字、その他の整理は

議長に委任することに決しました。 

　ただいま山戸　寛君ほか４名から、決議案第

１号、川田栄子議員に対する猛省を促す警告決

議が提出されました。 

　この際、これを日程に追加し、議題といたし

たいと思います。 

　これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（寺田公一君）　御異議なしと認めます。 

　よって、この際、決議案第１号を日程に追加

し、議題とすることに決しました。 

　この際、暫時休憩いたします。 

午前１０時４８分　休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１１時４０分　再開 

○議長（寺田公一君）　休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

　決議案第１号を議題といたします。 

　地方自治法第１１７条の規定により、川田栄

子君の退席を求めます。 

（川田栄子君　退席） 

○議長（寺田公一君）　この際、提案理由の説

明を求めます。 

　９番山戸　寛君。 

○９番（山戸　寛君）　提案理由の説明でござ

いますが、警告決議の文案を読み上げることを

もって、行いたいと思います。 

　今議会における松浦英夫議員による教育長に

対する一般質問に関して、質問終了後の川田栄

子議員の行動は、議員として不適切かつ到底容

認されるべき行為でないとの判断から、同議員

に対して猛省を促し、警告を発する決議を提出

するものである。 

　松浦議員の質問は、集団登校中の児童に対し

て「マスクを外すように」と再三にわたって強

い口調で迫る方がいるために、子供たちも混乱

し、保護者としても当惑しているとの市民から

の情報提供を受けて、ことの真偽の確認や対応

を教育長に質問し、児童、保護者、地域、学校、

教育委員会それぞれの意志の統一を求めようと

するものであったのに対して、当日議会終了後、
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川田栄子議員は、児童に迫った発言者の名称等

一切明らかにされていないにもかかわらず、学

校教育課長の答弁によって判明した当該現場と

しての山奈小学校を訪問し、校長に対して、松

浦議員に通報したと判断される情報提供者の詮

索を行うとともに、該当する各保護者の家庭を

それぞれ二度にわたって訪問し、詮索を続けた

ことが明らかとなっている。 

　このような行為は、広く市民の情報提供を呼

びかけ、市政への反映を心するべき議員として

あるべき姿とは遠く、有形無形の圧力をかける

がごときその行為は、まさしく糾弾に値する行

為であると言わずにはいられない。 

　よって、川田栄子議員に対して猛省を促し警

告を強く発するものである。 

　以上で私の説明を終わります。 

○議長（寺田公一君）　これにて提案理由の説

明は終わりました。 

　これより質疑に入ります。 

　質疑はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（寺田公一君）　格別質疑がありません

ので、これにて質疑を終結いたします。 

　本案について、川田栄子君から、一身上の弁

明をしたい旨の申出があります。 

　これを許可することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（寺田公一君）　御異議なしと認めます。 

　よって、一身上の弁明を許可することに決定

しました。 

　川田栄子君の入場を許します。 

（川田栄子君　入場） 

○議長（寺田公一君）　川田栄子君の発言を許

可します。 

○４番（川田栄子君）　議長の許可を頂きまし

たので、私の弁明をさせていただきます。 

　私がこの山奈小学校の通学路に立ちまして、

かれこれ１０年を間近に迎えております。 

　そもそもきっかけは、孫が小学校の低学年の

ときに、参観日に伺ったときに、担任の先生の

開口一番、挨拶が少ないという言葉を聞かされ

まして、その日の夕方には、交通安全の旗を校

長先生にもらいに行きました。そして翌日から、

ずっと挨拶を続けようと思って、これまでに至

っております。 

　私が通学路に立ったきっかけは、そういうこ

とでした。子供たちの無事を願ってきた、その

一筋の思いが、私をここまでこれたのも、子供

たちの笑顔に元気をもらう日々があったからだ

と思っております。 

　毎日、子供たちを感謝している私がそこにあ

り、よりよき形を求める思いがそこにあったこ

とから、その意図から離れて、結果的に詮索と

いうことになったことについては、反省をして

おります。 

　これからも教育的にも、また子供たち、地域

とのコミュニティーの形成を図ってまいりたい

と思っております。 

　以上です。 

○議長（寺田公一君）　以上で、川田栄子君の

一身上の弁明は終わりました。 

　川田栄子君の退席を求めます。 

（川田栄子君　退席） 

○議長（寺田公一君）　お諮りいたします。 

　本案は、会議規則第３７条第３項の規定によ

り、委員会の付託を省略いたしたいと思います。 

　これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（寺田公一君）　御異議なしと認めます。 

　よって、本案は委員会の付託を省略すること

に決しました。 

　これより、決議案第１号について、討論に入

ります。 

　討論の通告がありますので、発言を許します。 
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　１１番野々下昌文君。 

○１１番（野々下昌文君）　私は、山戸議員の

警告決議に対し、賛成の立場で討論いたします。 

　提案理由の説明にもありましたとおり、この

たびの川田議員の行為は、学校現場、地域住民、

児童生徒に混乱と戸惑いを与え、独善的な、偏

った主義主張を強要することで、団体、一般市

民の活動・生活を著しく妨げるに至りました。

これは一地域、一事案に限定した問題ではなく、

市議会議員という立場を利用した、悪質な行為

であります。 

　また、我々市議会議員は、特別職公務員とい

う立場であり、当然、そこには家族、配偶者に

も至る守秘義務が発生をいたします。 

　しかしながら、川田議員は関係各所、また個

人宅に対し、配偶者を伴って訪問、配偶者の威

圧的な電話が何度となく繰り返され、これは倫

理的、常識的に甚だ逸脱した行為であり、何よ

り公務員の守秘義務という明らかな違反行為で

あります。 

　自らに不利益と思われる報告、相談した市

民・団体への圧力行為は、健全、安全な市民生

活を奪い、市民の議会への信頼をおとしめるも

のとして、断じて許されるものではありません。 

　よって、二度とこのような行為は繰り返され

ることのないよう、川田議員に対し、猛省を促

す警告決議に賛成いたします。 

　議員各位の賛同を求め、討論を終わります。 

○議長（寺田公一君）　以上で、通告による討

論は終わります。 

　ほかに討論はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（寺田公一君）　ほかに討論がありませ

んので、これにて討論を終結いたします。 

　これより、決議案第１号を採決いたします。 

　本案は、原案のとおり決議することに賛成の

諸君の起立を求めます。 

（賛　成　者　起　立） 

○議長（寺田公一君）　賛成多数であります。 

　よって、決議案第１号は、原案のとおり決議

されました。 

　お諮りいたします。 

　ただいま決議案が議決されましたが、その条

項、字句、数字、そのほかの整理を要するもの

につきましては、その整理を議長に委任された

いと思います。 

　これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（寺田公一君）　御異議なしと認めます。 

　よって、条項、字句、数字、その他の整理は

議長に委任することに決しました。 

　川田栄子君の入場を許します。 

（川田栄子君　入場） 

○議長（寺田公一君）　以上で、今期定例会の

日程は全て議了いたしました。 

　閉会に当たり、市長から挨拶の申し出があり

ますので、発言を許します。 

　市長。 

○市長（中平富宏君）　閉会に当たり、一言御

挨拶を申し上げます。 

　去る６月１５日に開会しました今期定例会は、

本日までの１６日間、議員の皆様におかれまし

ては、連日、熱心に御審議いただき、御提案申

し上げました１４議案につきまして、原案のと

おり決定をいただき、誠にありがとうございま

した。 

　今議会を通じ、お寄せいただきました数々の

貴重な御意見や御提言につきましては、今後さ

らに検討をいたしながら、市政の執行に反映さ

せてまいりたい、このように考えているところ

でございます。 

　これから暑い季節を迎えますので、どうか健

康に御留意されまして、より一層の御活躍をさ

れますことを御祈念申し上げまして、閉会の御
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挨拶といたします。 

　コロナ禍の中でもあります。皆様方も十分気

をつけながら、行動をしていただきたい。自分

に責任を持てる行動をしていただきますようお

願い申し上げまして、閉会の御挨拶にかえさせ

ていただきます。 

　ありがとうございました。 

○議長（寺田公一君）　以上で、市長の挨拶は

終わりました。 

　これにて、令和３年第２回宿毛市議会定例会

を閉会いたします。 

午前１１時５５分　閉会 

 



－ 139 －

地方自治法第１２３条第２項の規定によりここに署名する。 

 

 

　　　　　　　　　　　　　　宿　毛　市　議　会　議　長　　　寺　田　公　一 

 

 

　　　　　　　　　　　　　　宿 毛 市 議 会 副 議 長　　　髙　倉　真　弓 

 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議　員　　　堀　　　　　景 

 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議　員　　　三　木　健　正 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和３年６月２９日　 

　宿毛市議会議長　寺　田　公　一　殿 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　予算決算常任委員長　山　上　庄　一 

 

委員会審査報告書 

 

　　本委員会に付託の事件は、審査の結果下記のとおり決定したので、会議規則第１１０条の

規定により報告します。 

記 

 

 

 
事 件 の 番 号 件　　　　　　　　　　名 審査結果 理　由

 
議案第　２号 令和３年度宿毛市一般会計補正予算について 原案可決 適　当
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和３年６月２４日　 

　宿毛市議会議長　寺　田　公　一　殿 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総務文教常任委員長　岡　﨑　利　久 

 

委員会審査報告書 

 

　　本委員会に付託の事件は、審査の結果下記のとおり決定したので、会議規則第１１０条の

規定により報告します。 

記 

 

 

 

 

 
事 件 の 番 号 件　　　　　　　　　　名 審査結果 理　由

 

議案第　３号
宿毛市空き家活用移住定住促進住宅の設置及び管理

に関する条例の一部を改正する条例について
原案可決 適　当

 

議案第　４号
宿毛市固定資産評価審査委員会条例の一部を改正す

る条例について
原案可決 適　当

 

議案第　５号
宿毛市国民健康保険税条例の一部を改正する条例に

ついて
原案可決 適　当

 

議案第１１号 宿毛市都市公園条例の一部を改正する条例について 原案可決 適　当

 

議案第１２号 指定管理者の指定について 原案可決 適　当

 

議案第１３号 工事請負契約の締結について 原案可決 適　当

 

議案第１４号 工事請負契約の締結について 原案可決 適　当
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和３年６月２５日　 

　宿毛市議会議長　寺　田　公　一　殿 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　産業厚生常任委員長　川　村　三千代　 

 

委員会審査報告書 

 

　　本委員会に付託の事件は、審査の結果下記のとおり決定したので、会議規則第１１０条の

規定により報告します。 

記 

 

 

 

 
事 件 の 番 号 件　　　　　　　　　　名 審査結果 理　由

 

議案第　６号

宿毛市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業

の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する

条例について

原案可決 適　当

 

議案第　７号
宿毛市家庭的保育事業等の設置及び運営に関する基

準を定める条例の一部を改正する条例について
原案可決 適　当

 
議案第　８号 宿毛市介護保険条例の一部を改正する条例について 原案可決 適　当

 
議案第　９号 宿毛市国民宿舎条例の一部を改正する条例について 原案可決 適　当

 

議案第１０号

宿毛市高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に

係る特定道路の構造、特定公園施設の設置に関する

基準を定める条例の一部を改正する条例について

原案可決 適　当
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和３年６月２５日　 

　宿毛市議会議長　寺　田　公　一　殿 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　産業厚生常任委員長　川　村　三千代 

 

陳情審査報告書 

 

　　本委員会に付託の事件は、審査の結果下記のとおり決定したので、会議規則第１４３条第

１項の規定により報告します。 

記 

 

 

 

 
受理番号 件　　　　　　　　　　名 審査結果 意　　見

 
第１３号 市道二ノ宮野地線の拡幅を求める陳情書 趣旨採択 趣旨妥当
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和３年６月２４日　 

　宿毛市議会議長　寺　田　公　一　殿 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総務文教常任委員長　岡　﨑　利　久 

 

閉会中の継続調査申出書 

 

　　本委員会は、下記により閉会中もなお継続調査を要するものと決定したので、会議規則第

１１１条の規定により申し出ます。 

　 

記 

１　事　件　（１）　総合計画の策定状況について 

　　　　　　（２）　行政機構の状況について 

　　　　　　（３）　財政の運営状況について 

　　　　　　（４）　公有財産の管理状況について 

　　　　　　（５）　市税等の徴収体制について 

　　　　　　（６）　地域防災計画について 

　　　　　　（７）　教育問題について 

２　理　由　議案審査の参考とするため 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和３年６月２５日　 

　宿毛市議会議長　寺　田　公　一　殿 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　産業厚生常任委員長　川　村　三千代 

 

閉会中の継続調査申出書 

 

　　本委員会は、下記により閉会中もなお継続調査を要するものと決定したので、会議規則第

１１１条の規定により申し出ます。 

 

記 

１　事　件　（１）　農林水産業の振興対策状況について 

　　　　　　（２）　商工業の活性化対策状況について 

　　　　　　（３）　観光産業の振興対策状況について 

　　　　　　（４）　市道の管理状況について 

　　　　　　（５）　環境、保健衛生の整備状況について 

　　　　　　（６）　下水道事業の運営管理状況について 

　　　　　　（７）　保育施設の管理状況について 

　　　　　　（８）　介護保険制度について 

２  理  由  議案審査の参考とするため 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和３年６月２９日　 

　宿毛市議会議長　寺　田　公　一　殿 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議会運営委員長　野々下　昌　文　 

 

閉会中の継続調査申出書 

 

　　本委員会は、下記により閉会中もなお継続調査を要するものと決定したので、会議規則第

１１１条の規定により申し出ます。 

 

記 

１　事　件　（１）　議会の運営に関する事項 

　　　　　　（２）　議会の会議規則、委員会に関する条例等に関する事項 

　　　　　　（３）　議長の諮問に関する事項 

２　理　由　議会運営を効率的かつ円滑に行うため 
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意見書案第１号 

　　　原発処理汚染水の海洋放出に関する意見書について 

　地方自治法第９９条の規定により、別紙のとおり意見書を提出する。 

　　令和３年６月２１日提出 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　提出者　宿毛市議会議員　松　浦　英　夫 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　賛成者　宿毛市議会議員　今　城　　　隆 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　〃　　　　川　田　栄　子 

　宿毛市議会議長　寺　田　公　一　殿 

説明　口頭 

 

　　　原発処理汚染水の海洋放出に関する意見書 
 
　政府は４月１３日、福島第一原発で発生した放射性物質トリチウムを含む処理水を海洋放出

する方針を決定した。 

　現在タンクで保管している処理済み汚染水は、ＡＬＰＳ（多核種除去設備）で二次処理した

後も、セシウムやストロンチウムなどの核種を取りきることはできない。政府はトリチウムな

どを規制基準以下まで希釈して放出するとしているが、排出総量は変わるわけではない。 

　海に流す以外の代替案として、専門家から「大型タンクによる長期安定保管」や「モルタル

固化処分」といった提案がなされているが、生態系への影響を含めた科学的な評価と検討が十

分になされたとは言えず、現段階での海洋放出の結論はあまりにも拙速である。 

　こうした中、福島県では７割を超える市町村議会が海洋放出に反対・慎重とする意見書採択

や決議がされ、農林水産業者を始めとした幅広い関係団体、さらには諸外国からも強い懸念の

声が上がっている。 

　放射性物質は集中管理をするのが原則であり、安易に環境に拡散させることは許されない。

政府は、海洋放出案以外の代替案について十分に検討し、幅広い世代、市民の声にも十分に耳

を傾け、開かれた議論を行うべきである。 

　判断には慎重を期し、長期地上保管の検討も含めるとともに、併せて全国民への安全性の化

学的根拠を示し、風評被害への万全の対策を講じることを強く求めるものである。 

 

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

 
　　令和３年６月３０日 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宿毛市議会議長　寺　田　公　一 
　衆 議 院 議 長　殿 
　参 議 院 議 長　殿 
　内 閣 総 理 大 臣　殿 
　農 林 水 産 大 臣　殿 
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　経 済 産 業 大 臣　殿 
　環 境 大 臣　殿 

　復 興 大 臣　殿 
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意見書案第２号 

　　　選択的夫婦別姓制度の導入を求める意見書について 

　地方自治法第９９条の規定により、別紙のとおり意見書を提出する。 

　　令和３年６月２２日提出 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　提出者　宿毛市議会議員　今　城　　　隆 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　賛成者　宿毛市議会議員　堀　　　　　景 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　〃　　　　川　田　栄　子 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　〃　　　　山　上　庄　一 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　〃　　　　山　戸　　　寛 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　〃　　　　松　浦　英　夫 

　宿毛市議会議長　寺　田　公　一　殿 

説明　口頭 

 

　　　選択的夫婦別姓制度の導入を求める意見書 
 
　近年、女性の就業者数が増加し、結婚後も仕事を続ける女性が大半となっています。民法第

７５０条では「夫婦は、婚姻の際に定めるところに従い、夫又は妻の氏（姓）を称する」とし

ていますが、実際には女性の約９６％が結婚に伴い姓を変更しています。結婚前の姓を引き続

き使えないことが、結婚後の生活・仕事の支障になっている。また、別姓を名乗るために法律

婚ができないという声も上がっています。 

　国際社会において、夫婦が同じ姓を名乗ることを法律で義務づけている国は日本以外には見

当たりません。女子差別撤廃条約実施についての進捗状況を検討する内閣府女性差別撤廃委員

会の総括所見においては、平成１５年以降、繰り返し現行の制度への懸念が表明されています。 

　家族形態の変化や生活様式の多様化が進む中、国民の意識の動向にも変化が見られます。内

閣府の２０１７年の世論調査では、選択的夫婦別姓制度導入に伴う民法改正に賛成は４２％で

あり、反対の２９％を上回っています。６０歳未満の成人男女７千人を対象とした民間調査で

も、選択的夫婦別姓制度導入に理解を示す人は７割に達しています。 

　国民の間には家制度への考え方や家族観による意見の違いはあります。しかし、選択的夫婦

別姓制度は夫婦同姓を選ぶ人の権利も保障しています。国民それぞれの思いを叶える選択肢が

必要です。 

　よって、国におかれては、下記事項について取り組むことを強く要望します。 

記 

　１．選択的夫婦別姓制度の導入など、直ちに民法を改正すること。 
 
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 
 
　　令和３年６月３０日 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宿毛市議会議長　寺　田　公　一 
　衆 議 院 議 長　殿 
　参 議 院 議 長　殿 
　内 閣 総 理 大 臣　殿 
　総 務 大 臣　殿 
　法 務 大 臣　殿 
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決議案第１号 
　　　川田栄子議員に対して猛省を促す警告決議について 

　川田栄子議員に対して猛省を促す警告を別紙のとおり決議する。 

　　令和３年６月３０日提出 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　提出者　宿毛市議会議員　山　戸　　　寛 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　賛成者　宿毛市議会議員　川　村　三千代 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　〃　　　　岡　﨑　利　久 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　〃　　　　野々下　昌　文 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　〃　　　　松　浦　英　夫 

　宿毛市議会議長　寺　田　公　一　殿 

説明　口頭 

 

　　　川田栄子議員に対して猛省を促す警告決議 
 
　今議会における松浦英夫議員による教育長に対する一般質問に関して、質問終了後の川田栄

子議員の行動は、議員として不適切かつ到底容認されるべき行為でないとの判断から、同議員

に対して猛省を促し警告を発する決議を提出するものである。 

　松浦議員の質問は、集団登校中の児童に対して「マスクを外すように」と再三にわたって強

い口調で迫る方がいるために、子どもたちも混乱し保護者としても当惑しているとの市民から

の情報提供を受けて、ことの真偽の確認や対応を教育長に質問し、児童、保護者、地域、学校、

教育委員会それぞれの意志の統一を求めようとするものであったのに対して、当日議会終了後、

川田栄子議員は、児童に迫った発言者の名称等一切明らかにされていないにもかかわらず、学

校教育課長の答弁によって判明した当該現場としての山奈小学校を訪問し、校長に対して、

（自分のことを）松浦議員に通報したと判断される情報提供者の詮索を行うとともに、該当す

る各保護者の家庭をそれぞれ二度にわたって訪問し、詮索を続けたことが明らかとなっている。 

　このような行為は、広く市民の情報提供を呼びかけ、市政への反映を心するべき議員として

あるべき姿とは遠く、有形無形の圧力をかけるが如きその行為は、まさしく糾弾に値する行為

であると言わずにはいられない。 

　よって、川田栄子議員に対して猛省を促し警告を強く発するものである。 

　以上、決議する。 

 
　　令和３年６月３０日 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宿　毛　市　議　会 
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一  般  質  問  通  告  表 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和３年第２回定例会　　　 
 

質問 

順位
質 問 議 員 質 問 の 要 旨

 

１
１１番 

野々下昌文君

１　新型コロナウイルス感染症対策について（市長） 

（１）ワクチンの接種状況について 

（２）高齢者へのワクチン接種終了の条件について 

（３）基礎疾患のある方の確認体制について 

（４）基礎疾患のある方への案内通知について 

（５）今後の優先接種体制について 

（６）接種希望者全員の終了、また、その後の希望者への対応

について 

 

２　コロナ禍の生活困窮者支援策について（市長） 

（１）緊急小口資金・総合支援資金の貸付件数・貸付額につい

て 

（２）追加支援策の内容・対象予定者について 

（３）住居確保給付金の申請状況について 

 

３　ヤングケアラー対策について（市長） 

（１）本市の現状認識について 

（２）本市の今後の取組について 

 

４　災害に強いまちづくりについて（市長） 

（１）宿毛市国土強靭化地域計画について 

　　ア　策定の趣旨・位置付けについて 

　　イ　計画の推進について 

　　ウ　具体的な事業について 

（２）避難行動要支援者の個別支援計画作成について 

　　ア　現状と課題について 

　　イ　区長、民生委員、地域の方とのコンセンサスについて 

　　ウ　ケアマネージャーとの連携について 

（３）女性の視点を生かす防災対策の今後の取組について 

 

５　ゼロカーボンシティ宣言について（市長） 

（１）宣言にあたっての市長の決意について 

（２）２０４０年までのロードマップについて 

（３）市民・企業とのコンセンサスについて 

（４）市率先の取組について 

（５）公用車の電気化について
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２
　１番 

　今城　隆君

１　県施設等の高台移転及びアクセス道冠水対策について 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（市長） 

（１）高台移転計画・アクセス道整備・内水処理対策を確認

し、効果を問う 

　　ア　県施設等の高台移転計画について 

　　イ　アクセス道かさ上げ等の整備区間について 

　　ウ　錦川及び与市明川工事について 

　　エ　アクセス道冠水対策効果について 

 

２　藻津の市有地の活用と不耕作地土地集約の動きについて 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（市長） 

（１）藻津における市有地の活用及び不耕作地土地集約の目的

を問う 

　　ア　藻津漁港市有地の民間活用の動きについて 

　　イ　不耕作地土地集約の動きについて 

 

３　ジェンダー平等とＬＧＢＴ理解の推進について（市長） 

（１）ジェンダーギャップ及びＬＧＢＴ理解の現状と克服のた

めの施策を問う 

　　ア　宿毛市におけるジェンダーギャップの現状と対策につ

いて 

　　イ　ＬＧＢＴ理解、課題への施策について 

　　ウ　夫婦別姓について 

 

４　ゼロカーボンシティについて（市長） 

（１）市としての具体的施策及び目指すべき市民生活の変容に

ついて問う 

　　ア　脱炭素のために取り組む具体的施策について 

　　イ　期待される（５年、１０年後の）成果について 

　　ウ　エネルギー（電力など）の地産地消について

 

３
１２番 

　松浦英夫君

１　教育行政方針について（市長、教育長） 

（１）教育長の所信について 

（２）地域との連携について 

（３）教員の長時間労働について 

（４）小中学校の再編計画について 

（５）小中一貫教育について 

（６）文化財の保護行政について
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３
１２番 

　松浦英夫君

（７）児童・生徒のマスクの着用問題について 

（８）人権教育について 

 

２　観光行政について（市長） 

（１）咸陽島の「トンボロ現象」の活用について 

 

３　地区懇談会について（市長） 

（１）地区懇談会についての市長の考え 

（２）地区懇談会の開催について

 

４
　７番 

　高倉真弓君

１　新型コロナウイルス感染症対策について（市長） 

（１）新型コロナワクチン接種の現状と見通しについて 

（２）危機管理上から考えるワクチン接種優先順位について 

　　ア　保育士・教職員について 

　　イ　介護職にある従業員について 

　　ウ　行政職員について 

（３）困難を抱える学生支援について 

 

２　スタートアグリカルチャーすくもについて（市長） 

（１）苺に特化した市場現状と品種選定、冷蔵施設の稼働状況

を聞く

 

５
　９番 

　山戸　寛君

１　宿毛市小規模林業総合支援事業費補助金について（市長） 

（１）事業の具体的な内容について 

　　ア　補助対象となる項目について 

　　イ　補助金の額について 

　　ウ　林業アドバイザー活用について 

（２）支援事業の対象者について 

　　ア　持続可能な森林経営について 

　　イ　すくも森林塾卒業生の会の会員に限定している理由に

ついて 

　　ウ　広葉樹の活用について 

（３）支援の申請手続きについて 

（４）補助金交付の決定について 

　　ア　誰が審査し適否を判断するのか 

　　イ　作業道の開設について 

　　ウ　補助金の概算払いについて
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５
　９番 

　山戸　寛君

（５）事業展開の見通しについて 

　　ア　森林塾の参加者数について 

　　イ　卒業生の会の会員数とその後の活動について 

（６）財源の取り扱いについて 

　　ア　森林環境譲与税について 

　　イ　予算の執行見通しについて 

　　ウ　予算残額の処理について 

 

２　地域おこし協力隊（林業部門）の成果と課題について 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（市長） 

（１）導入の成果について 

（２）今後の課題について

 

６
　５番 

川村三千代君

１　宿毛市総合運動公園の今後の運営・管理について（市長） 

（１）体育・スポーツ施策としての意義・価値について 

 

２　本市の経済活性化及び事業者支援策について（市長） 

（１）コロナ禍における施策及びその成果について 

（２）今後打ち出す需要喚起策について 

 

３　観光振興について（市長、教育長） 

（１）戦争遺跡の活用について 

（２）自転車を活用した観光振興のこれまでの取組と成果ま

た、今後の取組について 

（３）奥谷博展に伴う本市のＰＲについて

 

７
　４番 

　川田栄子君

１　入札契約制度の現状と課題について（市長） 

（１）入札業務の概要について 

（２）一般競争入札について 

（３）指名競争入札について 

（４）指名業者について 

（５）予定価格について 

（６）設計変更について 

 

２　コロナ対策について（市長、教育長） 

（１）マスク対応の文科省通達周知について 

（２）マスクの健康被害について
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７
　４番 

　川田栄子君

（３）マスクの効果の根拠について 

（４）感染対策の見直しについて 

（５）１２歳から１５歳のワクチン接種について 

（６）コロナ対策休校による学力について 

 

３　小筑紫小中一貫教育、つくし学園の取組について 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（教育長） 

（１）小中一貫教育の目的について 

（２）英語教育を推進する理由について

 

８
　２番 

　堀　　景君

１　環境問題について（市長、教育長） 

（１）宿毛市２０４０ゼロカーボンシティ宣言について 

　　ア　どのような宣言なのか問う 

　　イ　宣言を発表するまでの経緯について 

　　ウ　具体的な取組について 

（２）ＳＤＧｓにおいての環境への取組について 

　　ア　学校教育における環境学習の推進について 

　　イ　ＳＤＧｓの環境問題の取組について 

 

２　防災について（市長） 

（１）事前復興について 

　　ア　「事前復興計画」の作成について 

　　イ　現在どのような取組をしているのか 

 

３　福祉対策について（市長） 

（１）いきいきサロンについて 

　　ア　会員数はどれくらいなのか問う 

　　イ　コロナ禍収束後、どのような施設を目指すのか問う 

　　ウ　将来的に器具を増やしたり、インストラクターをつけ

たりという計画はあるのか問う 

 

４　オリンピックに関わる宿毛市の事業について（教育長） 

（１）東京２０２０オリンピック聖火リレーについて 

　　ア　セレブレーション会場における来場者は、どのくらい

なのか問う 

　　イ　予算について 

　　ウ　交通規制における沿道沿いのトラブルはなかったのか

問う
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令和３年第２回宿毛市議会定例会議決結果一覧表 

 

　　　議　　案 

 

 

 
議案番号 件 名 議決月日 結　　果

 

第　１号
人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めるこ

とについて
６月３０日 同　　意

 
第　２号 令和３年度宿毛市一般会計補正予算について ６月３０日 原案可決

 

第　３号
宿毛市空き家活用移住定住促進住宅の設置及び管

理に関する条例の一部を改正する条例について
６月３０日 原案可決

 

第　４号
宿毛市固定資産評価審査委員会条例の一部を改正

する条例について
６月３０日 原案可決

 

第　５号
宿毛市国民健康保険税条例の一部を改正する条例

について
６月３０日 原案可決

 

第　６号

宿毛市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事

業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正

する条例について

６月３０日 原案可決

 

第　７号
宿毛市家庭的保育事業等の設置及び運営に関する

基準を定める条例の一部を改正する条例について
６月３０日 原案可決

 

第　８号
宿毛市介護保険条例の一部を改正する条例につい

て
６月３０日 原案可決

 

第　９号
宿毛市国民宿舎条例の一部を改正する条例につい

て
６月３０日 原案可決

 

第１０号

宿毛市高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進

に係る特定道路の構造、特定公園施設の設置に関

する基準を定める条例の一部を改正する条例につ

いて

６月３０日 原案可決

 

第１１号
宿毛市都市公園条例の一部を改正する条例につい

て
６月３０日 原案可決

 
第１２号 指定管理者の指定について ６月３０日 原案可決

 
第１３号 工事請負契約の締結について ６月３０日 原案可決

 
第１４号 工事請負契約の締結について ６月３０日 原案可決
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　　　陳　　情 

 

 

 

 
受理番号 件 名 議決月日 結　　果

 

第１３号 市道二ノ宮野地線の拡幅を求める陳情書について ６月３０日 趣旨採択


